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橘
守
部
撰
述
現
存
諸
稿
本
と
そ
の
成
立
に
就
い
て
（
二
）平澤

 
五郎

記
紀
の
研
究

日本
書紀

棱

威

道

別

•
温

源

録

稿

•
神

代

紀

心

覚

•
神

代

紀

索

引

.
道

別

対

照

•
附
旧
事
紀
直
日 

稜
威
道
別

r

稜
威
言
別
」

と
並
び
守
部
生
涯
の
課
題
と
な
っ
た
日
本
書
紀
総
釈
は
、

総
論
ニ
巻
、

神
代
紀
九
卷
、
神
武
紀
ニ
巻
を
以
っ
て
未
完
の 

ま
ま
に
終
校

と

な
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
総
論
ニ
巻
に
誌
す
守
部
の
古
代
観
は
そ
の
道
の
論
と
共
に
就
中
そ
の
分
析
的
な
方
法
論
に
於 

て
、
当
代
的
潮
流
に
特
異
な
観
点
を
劃
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

既
に
文
化
文
政
期
、

そ
の
著
作
活
動
の
劈
頭
期
、

「
神
風
問
答
」

(
文
化
十
三
年
)
、

「古
訓
古
事
記
頭
書
」
(
文
政
ニ
年
)
、

「
神
道
弁
」
(
文 

政
三
年
)
な
ど
に
、
未
熟
な
が
ら
も
緒
業
の
一
端
を
窺
い
見
る
の
で
あ
る
が
、

な
か
で
も
、

「古
訓
古
事
記
頭
書
」
(
国
学
大
系
所
収
「
古
事 

記
索
隠
頭
書
」
)
緒
言
数
葉
に
は
、
宣
長
学
統
に
於
け
る
没
批
判
的
古
学
に
対
す
る
駁
論
と
、
い
ず
れ
後
の
古
記
典
解
釈
の
鍵
鑰
と
な
るr

稚



言
談
辞
弁
」

の

萌

芽

が

見

出

さ

れ

古

伝

説

に

見

る

「
実

事

の

中

に

戯

れ

を

そ

へ

戯

れ

の

中

に

実

事

を

く

は

へ

」

た

る

彩

ど

り

を

弁

別

す

 

る

一
種
の
合
理
的
方
法
論
が
提

示

さ

れ

て

い

る

の

で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

以
下
別
記
諸
稿
本
に
見
る
が
如
く
、

そ
の
実
際
の
企
劃
と
着
稿
は
猶
十
余
年
の
歳
月
を
閲
し

て

の

後

の
こ

と

で

あ 

る

。「
心
の
種
」
(
天
保
九
年
刊
)
下

巻

追

記

の

「
其
す
ぢ
<

の
書
目
」

に
、

一
第
一
に
改
め
た
き
事
は
、
神
の
道
の
と
き
ご
と
也
云
々

.

.

.
中

略

.

.

.
守
部
は
、

い

さ

、
か
神
さ
ち
や
あ
り
け
ん
、

は
や
く
よ

り
、

か
の
二
人
の
大
人
を
信
じ
な
が
ら
、
神
の
御
上
の
さ
だ
、
道
の
論
な
ど
は
、

は
じ
め
よ
り

え

う

け
ず
、

た
、：

A

勿
鉢
な
く
覚
え
け 

れ
ば
、
別
に
な
し
て
、
学
び
来
し
を
、

さ
り
と
て
外
に
考
へ
も
な
く
、
歎
き
な
が
ら
過
つ
る
内
、
家
に
聊
か
伝
へ
た
る
事
の
あ
る
に 

も

と

つ

き

て

初

念

の

ほ

い

空

し

か

ら

ず

、
数
十
年
苦
学
し
て
今
は
十
年
あ
ま
り
以
前
に
つ
ひ
に
真
の
解
ざ
ま
を
さ
と
り
得
つ
、

よ 

ろ
こ
ぼ
し
き
あ
ま
り
に
、

と
み
に
筆
を
と
り
て
、

し
る
し
お
け
る
、
即
書
目
に
出
せ
る
、
稜
威
道
別
是
也
、
今
よ
り
後
、

か
の
と
き 

ご
と
を
あ
か
ず
思
は
ん
人
そ
は
、
猶
よ
く
此
道
別
を
補
ひ
助
け
て
、
彼
大
人
達
の
志
に
、

む
く
い
て
よ
か
し
、

と
、
道
別
着
稿
を
前
に
し
て
回
顧
し
て
い
る
。

右
文
中
に
、

「
家
に
聊
か
伝
へ
た
る
事
の
あ
る
に
も
と
づ
き
て
」

と

い

う

の

は

「
橘
の 

昔
語
」
(
天
保
十
四
年
浜
子
序
)
に

云

う

「
わ
か
家
に
古
き
神
秘
の
ロ
决
あ
り
」

と
口
述
す
る
家
伝
の
秘
説
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の 

い
さ
さ
か
ほ
ほ
え
ま
し
い
誇
大
な
口
吻
は
と
も
か
く
、

「
数
十
年
苦
学
し
て
」

と
記
す
の
は
幸
手
移
住
以
来
の
初
念
で
あ
る
神
典
の
「
真 

の
解
ざ
ま
」

で

あ

っ

た

ろ

う

こ

と

は

上

記

の

初

期

著

述

に

も

窺

う

こ

と

が

出

来

よ

う

。

そ
し
'て
、

「
真
の
解
ざ
ま
」

の
さ
と
り
を
得
た 

の

を

「
今
は
十
年
あ
ま
り
以
前
」

と
記
し
て
い
る
。
天
保
十
四
年
を
迴
る
十
年
余
り
と
い
え
ば
、
恐
ら
く
文
政
末
か
ら
天
保
年
初
を
想
起 

し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

「
山

彦

冊

子|

名
難
語
考
」
初
編
三
巻
は
、
「
天
保
ニ
年
辛
卯
十
一
月
刻
成
」
の
刊
記
を
も
っ
、

そ

の

巻

末

附

載

「
池
庵
橘
守
部
大
人
著
述



目
録
」

に
、

古
史
鈎
玄

w-fc
此
書
は
も
は
ら
日
本
紀
古
事
記
旧
事
本
紀
古
語
拾
遺
祝
詞
等
の
旧
辞
に
つ
き
て
近
世
古
学
者
の
惑
説
を
弁
し
初
て
古 

伝
説
の
意
味
深
長
な
る
奥
旨
を
解
ク
事
を
考
出
ら
れ
て
巨
細
に
導
き
諭
さ
れ
た
る
書
に
し
あ
れ
ば
此
書
に
寄
て
学
ぶ
時
は
ゆ
う
^

 ̂

に
神
典
の
難
き
疑
問
も
開
ラ
け
ぬ
べ
き
な
り

と
記
し
、r

稜
威
道
別
」

の
前
身
た
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

文

政

十

二

年

成

立

と

推

定

さ

れ

る

「
待
問
雑
記
」
前

編

(自
筆
稿
本
) 

下
巻
末
に
も
、

そ

の

付

記

に

「
鈎

玄

雑

録

五

冊

近

輯

」

の
類
題
書
名
を
記
し
て
い
る
。
両
書
は
共
に
現
存
せ
ず
、
果
し
て
成
稿
に
お 

よ
び
し
か
い
な
か
も
審
ら
か
に
し
な
い
が
、

「道
別
」
初
度
の
草
案
と
す
れ
ば
、

「
心
の
種
」

に
回
想
す
る
十
余
年
以
前
の
こ
と
と
な
り
、
 

相
呼
応
す
る

の

で

あ

る

。

守
部
五
十
歳
を
前
後
す
る

の

頃
で
あ

る

。

「棱
威
道
別
」

の
旧
稿
、
明
ら
か
に
初
稿
本
と
し
て
現
在
確
認
さ
れ
る
の
は
斯
道
文
庫
蔵
「
温
源
録
稿
」
卷

ー

ニ

ー

(
稿
本
14
)

で
あ
る
。
 

両

巻

は

「
道
別
」
総
論
に
あ
た
り
、

そ
の
内
容
も
、
巻
一
、
前

の

釈

の

論

、
御

伝

風

の

論

、
談

詞

の

論

、

巻
ニ
、

古
伝
の
心
得
様 

の
論
、
古
伝
の
釈
法
の
論
、

の
五
項
目
を
標
と
し
、

後

の

「
道
別
」
総

論

に

於

け

る

「
神

秘

第

一

条

旧

事

本

辞

ノ

差

」
、

「
神
秘
第
二
条 

古
伝
説
ノ
本
義
」
、

「第

三

条

稚

言

談

辞

ノ

弁

」

の
三
条
に
相
当
す
る
原
案
が
や
や
粗
且
つ
雑
然
な
が
ら
確
立
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
 

そ
の
執
筆
期
は
天
保
四
•
五
年
頃
と
推
定
さ
れ
、

さ

き

の

「古
史
鈎
玄
」

の
腹
稿
を
う
け
て
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「稜
威 

道
別
」

の
第
一
稿
は
現
在
の
諸
稿
本
か
ら
み
て
こ
の
「
温
源
録
稿
」

に
は
じ
ま
る
と
み
て
よ
い
。

こ
の
書
名
が
、
現

在

のr

棱
威
道
別
」

と
冠
せ
ら
れ
る
の
は
、
右

の

「
温
源
録
稿
」

の
続
稿
、

あ
る
い
は
改
稿
本
で
あ
る
斯
道
文
庫
蔵 

「
温

源

録

稿

.
稜
威
道
別
」
卷

三

.
七

(
稿
本
15
)

か
ら
で
あ
る
。

天

保

六

.
七
年
か
ら
八
年
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

「
温
源
録
稿
」
卷 

三
か
ら
巻
七
に
か
け
て
の
途
路
、

同

一

稿

本

執

筆

の

間

に

書

名

改

題

の

こ

と

が

起

っ

た

の

は

後

述

(
該
本
解
題
)
す
る
ご
と
く
で
あ
る
。
 

左

記

の

「
心
の
種
」
巻
末
附
載
、

「
池
庵
北
畠
守
部
先
生
著
述
晷
目
録
」

に
、r

〇

稜

威

ノ

道

別

十

五

巻

一

名

神

典

古

義

」

と
見
え
、



前

者

「
温
源
録
稿
」

と
の
間
に
、

「
神
典
古
義
」

の
書
名
—

「棱
威
言
別
」
を

一

名r

神
詠
古
義
」

と
併
称
す
る
の
と
対
応
し
て
か
ー
を
挾 

ん
で
、

こ
の
天
保
九
年
六
月
の
予
告
著
述
に
、

そ
の
書
名
を
新
た
に
誌
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

其
後
、

嘉
永
四
年
—
守
部
没
年
同
ニ
年
五
月
—
「
稜
威
道
別
」
初
帙
五
卷
五
冊
は
上
梓
さ
れ
る
が
、

そ
の

最
晚
景
に
い
た
る

ま

で

初
念
の 

執
着
を
持
し
て
諸
稿
本
の
改
訂
、
改
稿
本
は
次
に
掲
げ
る
ご
と
く
、

二
十
年
の
星
霜
を
閲
し
て

改
補
に
改
補
を
重
ね
て
い
る

の

で

あ

る

。

一

板

本
稜

威

道

別

巻

之

一

〜

五 

嘉

永

四

年

刊

五

冊
 

附

無

窮

会

神

習

文

庫

蔵

「
稜
威
道
別
抄
録
」
井

上

頼

囤

抄

写

本

一

冊 

ニ

写

本

(A)
定
稿
本
系
統
諸
本

⑷

稜

威

道

別

原

本

存

卷

六

〜

十

一 

自
筆
六
冊

 

斯

道

文

庫

蔵

(
稿

本

1
)

稜

威

道

別

存

卷

六

〜

十

一 

橘

冬

照

筆

六

冊
 

斯

道

文

庫

蔵

(
稿

本

2
)

附

稜

威

道

別

存

卷

六

〜

十

三
 

明
治
六
年
池
田
正
平
筆 

稜

威

道

別

存

卷

六
 

筆
者
未
詳
一
冊 

㈣
稜

威

道

別

存

卷

之

一

〜

八 

自
筆
八
冊

H
稜

威

道

別

存

卷

之

四

•
五 

自
筆
ニ
冊 

㈤
未
定
稿
本
系
統
諸
本

S

稜

威

道

別

存

卷

三

〜

五 

自
筆
三
冊 

㈣
稜

威

道

別

存

卷

第

三 

自
筆
一
冊

斯
道
文
庫
蔵 

斯
道
文
庫
蔵 

神
宮
文
庫
蔵 

国
立
公
文
書
館
蔵 

天
理
図
書
館
蔵 

斯
道
文
庫
蔵

斯
道
文
庫
蔵 

斯
道
文
庫
蔵

(
稿

本

3
} 

(
稿

本

A

(
稿

本

5
} 

(
稿

本

6
)



稜

威

道

別

存

卷

第

四

•
五 

稜

威

道

別

存

卷

六

〜

九 

棱

威

道

別

存

卷

六

〜

十

三 

附
稜
威
道
別
存
十
三
巻 

㈧
稜
威
道
別
存
〔巻
三
〕

㈡
稜

威

道

別

存

卷

一

•
ニ

(
総
論
) 

闲

稜

威

道

別

存

総

論

•
〔
巻

四

•
七
〕 

㈧
稜
威
道
別
存

c

巻
三
〕

⑴

温
源
録
稿
存
卷
ー
•ニ
 

闬

温

源

録

稿

•
稜

威

道

別

存

卷

三

•
七 

附
神
代
紀
心
覚 

自
筆
一
冊 

神
代
紀
索
引 

自
筆
一
冊 

道
別
対
照 

自
筆
一
冊

自
筆
ニ
軸

 

静

嘉

堂

文

庫

蔵

(
稿

本

7
} 

自
筆
四
冊

 

天

理

図

書

館

蔵

(
稿

本

8
) 

筆
者
未
詳
八
冊
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
(稿
本
9)

筆
者
未
詳
六
冊 

自
筆
一
冊 

橘
冬
照
筆
ニ
冊 

自
筆
三
冊 

自
筆
一
冊 

自
筆
合
一
冊 

自
筆
ニ
冊

栗

田

文

庫

蔵

(
未

見

) 

斯

道

文

庫

蔵

(
稿

本

10
) 

斯

道

文

庫

蔵

(
稿

本

11
) 

斯

道

文

庫

蔵

(
稿

本

12
) 

天

理

図

書

館

蔵

(
稿

本

13
) 

斯

道

文

庫

蔵

(
稿

本

14
) 

斯

道

文

庫

蔵

(
稿

本

15
) 

天
理
図
書
館
蔵 

天
理
図
書
館
蔵 

斯
道
文
庫
蔵

上
記
諸
稿
本
の
成
立
次
第
は
以
下
解
題
に
詳
記
し
た
の
で
、

此
処
で
は
そ
の
概
要
を
略
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

「
温
源
録
稿
」
巻

一

.
 

ニ

(
稿
本
14
)
成
稿
後
、闲

「棱
威
道
別
」
総

論

.
〔
卷

四

.
七
〕
(
稿
本
12
)

に
至
る
と
、
漸

く

に

総

論

.
釈
註
は
整
備
さ
れ
、
本
格
的
な
、
 

註
釈
書
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
の
で
あ
る
。
総

論

末

に

記

す

日

付

は

「
天
保
十
五
年
五
月
甘
五
日
」

で
あ
る
。
朱
墨
補
訂
の
著
し
い
草 

稿
本
な
が
ら
、

そ
の
補
訂
に
従
え
ば
、

定

稿

本

に

見

る

「
古
記
典
之
一
〜
四
」

と
、

神
秘
第
一
条
〜
第
四
条
、

即
ち
、

r
o旧
事
本
辞
ノ 

差
」
、「

0

古
伝
説
ノ
本
義
」
、

r
o稚
言

談

辞

ノ

弁

」
、「

0

天

黄

泉

幽

現

顕

"
大
意
」

と
、

後
の
神
秘
五
条
の
核
心
を
な
す
秘
説
四
ヶ
条



を
以
っ
て
構
成
し
、

そ
の
面
目
を
一
新
す
る
の
で
あ
る
。
釈

註

に

於

て

も

「
総
論
」

の
方
法
論
を
踏
え
、
現

r

稜
威
道
別
」

に
と
第
一
歩 

を
確
実
に
踏
み
出
し
て
い
る
。
猶

留

意
さ
れ
る
の
は
総
論
巻
末
に
付
記
す
る
「
道
別
」
執

筆

に

関

す

る

「
凡
例
」

で
あ
る
。
該
本
解
題
中 

に
全
文
を
掲
出
し
た
の
で
省
略
す
る
が
、

こ
の
期
の
執
筆
状
況
を
迪
る
上
に
も
参
考
す
べ
き
資
料
で
あ
る
。
其
後
、

こ

の

「
総
論
」

に
沿 

っ
て
改
稿
さ
れ
た
の
が
、

2
冬

照

書

写

本

「
総
論
」

ニ

卷

(
稿
本
11
)

で
あ
る
。

現
在
自
筆
本
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
、
定
稿
本 

同
様
に
両
三
序
と
自
序
を
備
え
、

巻
一
を
古
記
典
之
一
〜
五
に
あ
て
、

巻
ニ
は
神
秘
第
一
条
か
ら
第
五
条
を
完
備
し
、

「総
論
」

の
第
一 

次
成
稿
本
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本

稿

本

に

も

前

者

の

「
凡
例
」
を
改
補
繕
写
し
て
い
る
。

か

く

「
総
論
」

の
整
備
を
経
て
後
、
@ 

未
定
稿
本
系
稿
本
の
完
成
稿
と
な
っ
た
の
が
、
斯

道

文

庫

•
静

嘉

堂

.
天
理
図
書
館
等
蔵
本
、
稿

本

6
以
下
稿
本
8

で
あ
る
。

そ
の
料
紙 

に
は
、
板
下
本
下
稿
と
も
す
べ
く
用
意
さ
れ
た
匡
郭
付
の
専
用
紙
に
繕
写
さ
れ
、
恐

ら

く

「
稜
威
道
別
」
第
一
次
成
稿
本
で
あ
ろ
う
。
筆 

者

未

詳

な

が
ら
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本
(
稿
本
9
)
に
巻
六
〜
十
三
が
転
写
さ
れ
て
い
る
の
で
、

さ

き

の

冬

照

書

写

本

「
総
論
」

ニ
巻
を 

冒
頭
に
据
え
、
神
代
紀
九
卷
、
神
武
紀
ニ
巻
を
以
っ
て
編
成
さ
れ
た
完
成
稿
で
あ
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
猶
稿
後
に 

は
、

再
び
、
推
敲
、
補
正
の
添
削
を
余
儀
な
く
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
前

記

稿

本

(稿
本6

~
0
0
)

に
は
無
慚
な
斧
鉞
の
跡
が
随
所
に
と
ど
め 

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
加
筆
補
訂
稿
を
境

に

斯

道

文

庫

蔵

本

(
稿
本
5
)
の
如
き
暫
定
的
経
過
は
あ
る
が
、

斯

道

文

庫

蔵

本

(
稿
本
4
) 

•
天
理
図
書
館
蔵 

本

(稿
本

S
)
の
再
度
の
改
稿
を
経
て
、
定

稿

本

「
稜
威
道
別
原
本
」

(
稿
本
1
)
に
到
達
し
完
稿
の
運
び
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
ま 

さ
に
驚
嘆
す
べ
き
入
念
と
執
着
の
連
続
の
成
果
で
あ
っ
た
と
も
称
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

右
掲

諸

本

を

未

定

稿

本

系

統

•
定
稿
本
系
統
と
私
に
仮
称
し
た
の
で
あ
る
が
、
未
定
稿
本
系
統
か
ら
定
稿
本
系
統
へ
の
改
稿
の
機
縁
と 

な
っ
た
の
は
、
直
接
に
は
所
引
参
照
資
料
、
傍
証
例
の
増
補
と
整
理
、

そ
れ
に
伴
う
叙
述
の
簡
頸
化
が
主
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で 

あ
る
。
巻
第
編
成
、
紀
本
文
校
訂
、
同
訓
点
等
は
右
記
自
筆
稿
本
6
〜
8

の
過
程
で
既
に
殆
ん
ど
定
着
化
し
て
い
る
。
所
論
自
体
に
於
て



も
、

そ
の
根
幹
に
於
て
著
し
く
変
転
す
る

と

こ
ろ
は
認
め
ら
れ
な
い
。

あ
る
い
は
、

ひ
と
つ
に
は
、
記

紀

歌

謡

の

総

釈

「
稜
威
言
別
」

の 

最
終
稿
着
筆
時
と
も
相
関
聯
し
、
参
考
資
料
の
充
実
と
共
に
、
両
書
相
対
偶
す
べ
く
、
構

成

•
叙
述
上
の
再
配
慮
が
全
般
に
わ
た
り
吟
味 

検
討
さ
れ
る

こ

と

も
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。

し
か
し
、
別
し
て
留
意
さ
れ
る
の
は
、
未
定
稿
本
系
統
⑷
稿

本

5
は
同

㈣
稿

本

6
〜
8

の
右
述
増
訂
に
と
ど
ま
る
が
、
定
稿
本
系
統

㈧ 

稿

本

4
に
い
た
る
と
、
後
述
す
る
如
く
、

「
旧
事
本
紀
」

の
所
引
例
が
多
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
以
後
定
稿
本
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。
 

こ
の
事
実
は
、
稿

本

5
以
前
の
旧
稿
、
即
ち
未
定
稿
本
系
統
と
以
後
の
改
稿
、
定
稿
本
系
統
と
を
截
然
と
わ
か
っ
て
い
る
。

「
先
代
旧
事
紀
本
紀
」

に
対
す
る
守
部
の
評
価
を
上
掲
諸
稿
本
に
拠
っ
て
略
記
す
る
と
、
未
定
稿
本
系
統
稿
本

12
に
於
て
は
、

「古
紀
典 

之
四
」
末

尾

に

多

田

義

俊

の

「
旧
事
紀
偽
撰
考
」

を
引
い
て
寸
述
す
る
に
と
ど
ま
り
、
該

書

の

資

料

的

価

値

を

説

く

「古
紀
典
之
五
」

は 

次
の
冬
照
筆
稿
本

11
に
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。

そ
の
稿
本

11
に
於
て
は
、

「
旧
事
本
紀
」

の
再
検
討
が
詳
述
さ
れ
、

全
卷
偽
書
説
を
否
認 

し
て
、か

、
れ
は
其
加
筆
は
後
の
所
為
と
し
て
見
も
て
ゆ
く
に
更
に
此
紀
に
も
古
事
記
に
も
伝
へ
泄
せ
し
古
伝
も
遺
り
、

又
神
ッ
伝
、

人
の 

系
統
な
と
も
い
と
委
し
く
、
此

書

に

拠

て

悟

り

知

ラ

る

、
事
な
ん
い
と
多
か
り
け
る
さ
る
を
あ
は
れ
偽
書
と
い
ふ
汚
名
の
世
に
弘
り 

て
あ
り
け
れ
は
今
此
道
別
の
奥
旨
も
半
は
此
書
に
拠
て
悟
り
な
か
ら
此
書
を
引
用
す
る
事
の
い
と
罕
な
る
は
他
の
疑
を
憚
て
な
り
け 

り

(
傍
点
筆
者
)

と
、

そ
の
評
価
は
著
し
く
認
識
を
あ
ら
た
に
し
、
傍
点
部
分
に
見
る
が
如
く
、
本

書

が

緊

密

に

「
旧
事
本
紀
」

に
か
か
わ
る
こ
と
を
強 

調
し
て
い
る
。
が

、

し
か
し
、
猶
積
極
的
な
検
証
と
し
て
は
書
中
に
所
引
す
る
の
を
躊
躇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
定
稿
本
系
統 

稿

本

3
に
於
て
は

、

此
書
近
世
お
し
な
へ
て
、
偽
撰
と
い
ひ
ふ
ら
し
た
れ
と
、
偽

撰

に

し

た

て

、
、
偽
書
に
は
あ
ら
す

.

.

.

.

(中
略
)



こ
た
ひ
其
ち
り
曇
り
を
お
し
払
ひ
て
、

人
く
の
あ
ら
ぬ
疑
ひ
を
さ
や
か
に
解
キ
つ
、

す
な
は
ち
旧
事
紀
直
日
と
名
付
て
、
其
書
+
卷 

於
あ
り
、

そ
も
^
^
書
紀
の
釈
を
半
途
に
し
て
、
さ

る

考
証
を
か
き
つ
る
事
は
、
此
書
に
引
用
す
る

に

、

世
人
の
疑
ひ
な
ん
事
を
、
 

恐
れ
て
な
り
、
故
レ

其
然
る
所
以
は
、
皆
彼
ノ
考
証
に
ゆ
つ
り
て
、
こ

、

に
は
た
ゾ

、

其

ノ

本
に

t
し
て
、
目
録
を
挙
グ
、

と
記
述
す
る
ま
で
に
い
た
る
。

因

み

に

其

目

録

は

「
旧
事
紀
直
日
」

と
殆
ん
ど
同
じ
く
し
て
い
る
。

右
文
中
注
目
さ
れ
る
の
は
、

「
旧 

事
本
紀
」

の

考

証

と

「
旧
事
紀
直
日
」

の
着
稿
が
、

「
そ
も
^
^
書
紀
の
釈
を
半
途
に
し
て
」

と
ど
め
、

「
此
書
に
引
用
す
る
」

た
め
で
あ 

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前

記

冬

照

書

写

本

「
総
論
」

に
於
て
猶
そ
の
所
引
に
躊
躇
し
て
い
た
の
に
対
し
、
本
稿
本
で
は
既
に 

「
旧
事
本
紀
」
本
文
の
整
定
を
終
了
し
、
書
紀
の
釈
中
の
重
要
証
例
と
し
て
援
用
さ
れ
て
い
る
の
を
告
げ
て
い
る
。
又
板
本
に
於
て
も
、
同 

所

に

「
故
こ
た
び
、
此
ノ
道
別
に
引
用
せ
ん
と
て
、

さ
き
に
其
ノ
然
る
所
以
を
証
し
て
、
旧
事
紀
直
日
と
云
を
稿
せ
り
」
と
記
し
て
い
る
。

か
く 

r

稜
威
道
別
」
稿
本
経
過
に
於
て
、

「
旧
事
本
紀
」

に
密
接
に
係
る
と
こ
ろ
が
、
記
中
に
も
、

釈
文
中
に
も
見
出
さ
れ
、

未
定
稿 

本
系
統
の
再
検
討
を
機
に
し
て
、
主
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
此
処
に
も
両
系
統
を
敢
て
設
け
る
一
半
の
理
由
が
あ

ろ

ぅ
か
と 

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

扨
、
定

稿

本r

稜
威
道
別
原
本
」
(
稿
本
1
)
の
成
立
で
あ
る
が
、
従
来
、
未
定
稿
本
系
統闲

斯
道
文
庫
蔵
稿
本

12
の
成
稿
、

天
保
十
五 

年
五
月
廿
五
日
の
識
語
の
後
、
翌
年
の
こ
と
と
す
る
。
即
ち
、
穿
履
集
雑
部
上
に
、

弘
化
ニ
年
九
月
十
七
日
伊
勢
皇
大
神
宮
の
神
嘗
祭
の
勅
使
藤
波
三
位
卿
祭
は
て
ゝ
申
し
給
は
く
此
た
ひ
禁
裏
に
お
き
て
日
本
書
紀
の 

御
会
読
は
し
め
さ
せ
給
へ
り
そ
れ
に
つ
き
て
荒
木
田
神
主
久
老
か
日
本
紀
槻
の
落
葉
奉
る
へ
し
又
江
戸
人
橘
守
部
か
稜
威
道
別
も
か 

ね
て
聞
及
は
せ
り
神
官
の
中
に
し
る
人
あ
ら
は
其
書
奉
す
へ
し
と
仰
こ
と
あ
り
け
る
よ
し
久
守
の
か
た
よ
り
い
そ
き
申
お
こ
せ
け
る 

に
つ
き
て
写
さ
せ
て
奉
る
と
き
そ
へ
て
奉
り
け
る
ぅ
た

と
見
え
、

四
首
の
歌
を
誌
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
弘
化
ニ
年
九
月
の
期
日
を
以
っ
て
、

そ
の
定
稿
本
の
終
了
と
す
る
の
で
あ
る
。



し
か
し
、
果
し
て
此
年
紀
を
以
っ
て
、

r

稜
威
道
別
.」
定
稿
本
の
完
成
と
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

そ

れ

は

上

述

し

た

「
旧
事
本
紀
」. 

の

考

証

と

「
旧
事
紀
直
日
」

の
整
定
と
が
、

猶
此
期
に
着
手
さ
れ
て
い
た
か
否
か
が
疑
問
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
旧
事
紀
直
日
」
序
文 

末

凡

例

に

はr

此
書
を
か
く
い
そ
き
た
る
は
、
稜
威
道
別
を
、
書
キ
改
め
ん
と
て
な
り
け
れ
は
、

只
誤
字
、

落
字
を
改
て
、

引
用
ん
た
め 

に
そ
あ
る
」

と
断
り
、

そ

の

奥

にr

弘

化

の

四

と

せ

う

月

の

は

つ

か

の

日

橘

守

部

」

の
年
紀
を
誌
し
て
い
る
。

記
述
に
従
え
ば
、

「道 

別
」

の
改
稿
—
定
稿
本
系
統
と
想
定
さ
れ
る
ー
は
「
直
日
」
脱
稿
以
後
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ず
、

そ

れ

は

又

前
述
天
理
図
書
館
蔵
本
(
稿
本

S
) 

「
総
論
」

の
記
と
も
呼
応
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
板

本

「
総
論
」

に

は

「
旧
事
紀
直
日
と
云
を
稿
せ
り
」

と
も
し
る

し

、

又
、

「
委 

き
事
は
、
直
日
の
稿
を
脱
せ
ん
後
、
披
き
見
へ
し
」

と
も
両
様
に
記
し
、
厳

密

に

は

「
直
日
」
完
稿
後
の
改
稿
と
も
い
い
が
た
い
が
、
尠 

く
と
も
着
稿
、
着
手
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
推
定
し
う
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
改
稿
、
定
稿
本
系
統
は
未
定
稿
本
系
統 

の
第
一
次
完
成
稿
—
稿
本
6
~
8
—

の
後
を
う
け
、

「
旧
事
本
紀
」
の
考
証
、

「
旧
事
紀
直
0
」
執
筆
と
相
併
行
し
重
な
り
な
が
ら
に
進
め
ら 

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
弘
化
ニ
年
九
月
の
献
上
本
は
、
現
在
そ
の
所
在
は
確
認
し
え
ず
、
未
詳
と
い
う
ほ
か
は
な
い
が
、
未
定
稿
本
系
統
の
第
一
次
完 

成

稿

を

以
っ

て

あ
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
、

臆
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以

下

天

理

図

書

館

蔵

本

(
稿
本
3
)
、
斯

道

文

庫

蔵

本

(
稿
本 

6
)
、
同

蔵

(
稿
本
11
)
等
解
題
備
考
欄
、

そ
の
他
に
も
関
聯
事
項
と
し
て
重
複
し
縷
述
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
併
せ
参
照
を
請
い
略
述 

す
る
に
と

ど

め

る

。

r

稜
威
道
別
」
成
立
経
過
は
右
略
記
し
た
の
み
に
て
も
多
岐
錯
綜
す
る
諸
稿
本
の
過
程
の
中
に
あ
っ
て
守
部
な
ら
ぬ
余
人
の
推
測
を
以 

っ
て
は
既
に
解
明
し
が
た
い
諸
点
が
存
す
る
。
以
下
の
解
題
は
、
煩
雑
縷
述
に
す
ぎ
る
嫌
い
は
充
分
に
認
め
な
が
ら
も
、
諸
稿
本
相
互
の 

関
係
か
ら
、

そ
の
成
立
過
程
を
い

さ

さ

か

な

り

と

も

迪
ろ

う

と

意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
諸
稿
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
本
解
題
に
ゆ 

ず
る
こ
と
と
し
、
猶

そ

の

構

想

•
編

成

•
本
文
校
訂
等
諸
点
に
つ
き
、
大
概
の
経
過
を
以
下
に
併
せ
記
し
、
本
解
題
の
目
安
と
し
た
い
。



ま
ず
、

そ
の
構
想
で
あ
る
が
'

「
温
源
録
稿
」

に
於
て
は
、
巻
ニ
巻
尾
に
、

さ
て
今
此
書
は
、
如
斯
し
も
本
つ
旧
事
を
重
み
し
、
専
ら
古
伝
説
の
意
趣
の
、
覚
り
安
か
り
な
ん
事
を
、
主
と
し
て
解
な
れ
は
、
語 

釈
ま
て
は
得
こ
と
わ
ら
す
、
余
り
に
此
も
彼
も
、
混
雑
に
釈
ん
と
せ
は
、
事
も
長
く
、

煩
し
く
も
な
る
へ
け
れ
は
と
て
な
り
、

故
レ 

先
ッ
書
紀
を
表
に
た
て
、
其
段
毎
に
、

一
書
の
あ
る
限
り
を
引
付
ヶ
、
古
事
記
も
一
書
の
一
ッ
に
附
て
、
其
一
段
の
意
は
、
段
毎
に
、
 

一
書
等
の
末
に
釈
な
り
、

と
記
し
、
古

事

記

を

も

「
一
書
の
一
ッ
」

と
し
て
併
せ
古
伝
説
の
意
趣
を
啓
せ
ん
と
し
て
い
る
。

次
い
で
、
天

保

九

年

刊

「
心
の
種
」
附

載

「
池
庵
北
畠
守
部
先
生
著
述
略
目
録
」

に
は
、r

〇

稜

威

ノ

道

別

十

五

巻

」
と
し
、
前
者
と 

略

同

様

の

趣

旨

(
温
源
録
稿
解
題
備
考
に
全
文
掲
出
)
を
述
べ
、

其
秣
裁
は
、
書
紀
を
本
文
に
立
て
、
古
事
記
も
、
其
一
書
の
中
に
く
は
え
、
諸
の
神
書
を
も
合
せ
、

天
地
の
初
メ
よ
り
、

崇
神
の
朝 

迄
を
、
精
く
釈
せ
り
、

と
予
告
し
て
い
る
。
天
保
九
年
の
頃
ま
で
は
、
神
代
紀
か
ら
崇
神
紀
ま
で
、
お
よ
そ
全
十
五
巻
の
構
想
の
許
に
執
筆
が
目
論
ま
れ
て
い 

た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
未

定

稿

本

系闲

「
稜
威
道
別
」
(
稿
本
12
)
総
論
末
、
凡
例
に
は
、

の
道
の
一
す
ち
を
(
朱
訂
) 

一
書
に
(
朱
訂
)

も
の
せ
ん
の
心
な
り
け
れ
と
此
紀
中
に

此
書
は
は
し
め
よ
り
世
そ
の
人
の
思
ひ
惑
し
神
代
は
か
り
も
清
く
喩
し
て
ん
と
て
古
事
記
を
も
く
は
へ
て
如
此
は
も
の
し
た
れ
と
此

も
古
事
記
に
似
た
る
一
書
も
あ
れ
ば
た
、
用
あ
る
所
に
の
み
引
て
い
へ
り
彼
記
の
事
は
別
に
難
古
事
記
伝
と
い
ふ
も
あ
れ
は
也
か
く
て
此
書
神
武
天
皇
御
卷
迄
(迄
ミ
セ
ケ

チ
、
以
上
ト
再
訂
)
#
-
前

比
又
覓
む
る
人
多
か
れ
は
三
卷
以
下
を
も
此
さ
ま
に
こ
と
わ
り
て
ん
も
し
其
い
と
ま
を
得
す
は
せ
め
て
神
の
御
ぅ
へ
又
さ
ら
て
も
あ

編
と
綏
靖
天
皇
御
卷
以
下
を
続
篇
と
せ
り
(朱
訂
)

や
し
け
に
し
人
の
惑
ひ
安
け
な
る
ふ
し
-

^

の
み
も
注
し
て
そ
へ
つ
へ
し 

と
記
し
て
い
る
。
天

保

十

五

年

五

月

廿

五

日

(
該
本
識
語
)
の
頃
の
構
想
で
は
、

そ
の
朱
訂
傍
書
に
従
え
ば
、
前
者
の
構
想
を
改
め
、
前 

編
を
神
武
紀
ま
で
綏
靖
以
下
を
後
編
と
し
て
、
前
後
ニ
編
と
結
構
し
て
い
る
。

し
か
し
、
現

存

当

稿

本

は

巻

六

(定
稿
本
巻
七
)
迄
を
存
す



る
に
す
ぎ
ず
、
以
下
続
稿
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
又
、
巻
第
の
編
成
は
、
本

稿

本

は

当

初

「
総
論
」

を
全
ニ
巻
と
分
巻
す
る
が
、
其 

後
朱
訂
し
て
全
一
巻
と
改
め
ら
れ
、

以

下

釈

文

は

巻

ニ

(
定
稿
本
巻
三
)
よ

り

起

稿

さ

れ

巻

六

(
同
巻
七
)
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
卷
第
編 

成
は
前
稿
2
天

理

図

書

館

蔵

本

(
稿
本
13
)

と
次
稿

^)
斯

道

文

庫

蔵

本

(
稿
本
10
)
も
こ
れ
に
準
じ
て
い
る
。

(^
冬

照

書

写

本

(
稿
本
11
) 

は

前

者

の

「
総
論
」
改
訂
稿
で
あ
る
が
、
再

び

「
総
論
」

を
全
ニ
巻
に
も
ど
し
、
以
後
定
稿
本
に
い
た
る
ま
で
、

こ
の
再
編
成
を
以
っ
て 

卷
第
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

又
、
#-
者
と
同
じ
く
、

そ
の
凡
伊
に
は
、

「
か
く
て
神
武
天
皇
御
卷
以
上
を

#-
編
と
し
緩
靖 

天
皇
御
巻
以
下
を
後
編
と
し
て
を
こ
か
ま
し
か
れ
と
棱
威
道
別
と
名
け
ぬ
」

と
そ
の
構
想
を
継
い
で
い
る
。

し
か
し
、
同

稿

本

も

又

「
総 

論

」

ニ
巻
を
現
存
す
る
に
す
ぎ
ず
、
其
後
の
続
稿
は
不
明
で
あ
る
。

前

•
後
編
の
ニ
編
の
こ
の
構
想
は
、
恐
ら
く
あ
く
ま
で
も
此
の
期
の
企
劃
で
あ
り
、
後
編
の
執
筆
は
腹
案
の
ま
ま
に
終
っ
た
も
の
と
推 

測
さ
れ
る
。

未

定

稿

本

系

統

の

第

一

次

完

成

稿

(
稿
本
6

〜
9

)
と
目
さ
れ
る
稿
本
中
、

無

窮

会

神

習

文

庫

蔵

本

(
稿
本
9

)
は
筆
者
未
詳
な
が
ら
巻 

六
以
下
巻
十
三
迄
が
転
写
さ
れ
、
神
代
紀
に
続
き
神
武
紀
ニ
巻
を
以
っ
て
終
っ
て
い
る
。

こ
の
期
に
至
る
と
神
武
紀
迄
十
三
巻
、
即
ち
前 

編
は
確
実
に
成
稿
と
な
っ
た
の
が
同
稿
本
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
全
集
巻
十
二
上
下
の
底
本
と
な
っ
た
の
は
同
解 

題
に
よ
れ
ば
、
巻

頭

に

r

稜
威
道
別
十
一
」

と
あ
る
一
冊
本
で
、
さ
き
の
旧
稿
巻
第
を
襲
っ
た
稿
本
で
あ
り
、
全
集
編
輯
時
に
巻
第
を
統 

一
し
、
巻
十
二
上
下
と
改
め
た
由
で
あ
る
。

因
み
に
、

当

本

の

改

稿

本

が

無

窮

会

本

(
稿
本
9
)
と
推
定
さ
れ
る
。
又
、
未
見
な
が
ら
、
 

「
栗
田
文
庫
善
本
書
目
」
中

に

見

え

るr

稜
威
道
別
」

十
三
巻
六
冊
の
転
写
一
本
は
こ
の
第
一
次
完
成
稿
本
の
完
本
と
し
て
唯
一
の
伝
存 

本
で
あ
っ
た
ろ

ぅ

と

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
書
も
十
三
巻
と
記
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、
神
武
紀
迄
前
論
を
以
っ
て
完
稿
と
な
っ
て 

い
た
も

の

と

思
わ
れ
る
。

さ

き

の

前

編

•
後
編
の
構
想
は
く
ず
れ
、

以
後
改
稿
を
重
ね
な
が
ら
に
、

定
稿
本
—
板
本
初
篇
五
卷
.
斯
道
文
庫
蔵
原
本
巻
六
〜
十
一
ー
は



卷
十
一
、
神

代

紀

を

以
っ

て

擱
筆
す

る

こ

と

と

な

っ

た

の
で
あ

る

。

日

本

書

紀

の

本

文

.
訓
点
に
就
い
て
は
、
未
定
稿
本
系
統
、
斯
道
文
庫
蔵
2
冬

照

書

写

本

(
稿
本
11
)
「
総
論
」
末
凡
例
、闲

同
蔵
自
筆 

稿

本

(
稿
本
12
)

同

凡

例

に

、

そ

の

趣

旨

を

明

ら

か

に

し

て

い

る

の

で

、

以

下

に

こ

れ

を

挙

げ

て

贅

言

を

避

け

る

こ

と

に

す

る

。

ま
ず
、
本
文
に
つ
い
て
は
、
冬
照
書
写
本
に
|
$
自
筆
稿
本
12
に
比
し
ゃ
ゃ
詳
述
す
ー

本

文

の

異

同

は
は

や

く

よ

り

あ

ま

た

校
へ
合
せ
つ
れ
と
も
そ
を
こ
、
に
一 

> 

こ

と

わ

ら

ん

も
う
る
さ
か
る
へ
け
れ
は
誰
も
見
し
れ
る 

世
の
普
通
の
本
に
先
ッ
従
ひ
て
と
け
り
さ
て
そ
の
う
へ
に
必
す
然
は
有
る
へ
か
ら
す
見
え
た
る
は
他
の
善
本
に
就
て
改
め
て
と
き
つ 

其
中
に
脱
字
、
衍
文
、
攙
入
等
、
又
或
は
後
の
加
筆
と
見
ゆ
め
る
な
と
は
必
す
そ
の
よ
し
委
く
こ
と
は
る
へ
き
な
れ
と
別
に
六
国
史 

校
合
録
も
あ
れ
は
其
レ
に
ゆ
つ
り
て
只
一
わ
た
り
つ
、
云
り
、

と
記
す
。
猶
確
認
を
懶
る
が
流
布
印
本
に
基
づ
き
他
本
—
上
記
に
善
本
、
稿
本
中
に
古
本
と
あ
り
—
を
以
っ
て
取
捨
撰
択
し
、
所
謂
守
部
校 

訂
本
が
漸
次
作
ら
れ
て
い
る
。
校

訂

本

文

は

「
温
源
録
稿
」
時
代
に
も
既
に
見
え
、
改
稿
と
共
に
次
第
に
定
着
し
、
未
定
稿
本
系
統
成
稿 

(
稿
本
6
~
9
)
に
於
て
略
整
定
さ
れ
る
に
至
る
。

其
後
も
僅
か
な
が
ら
の
改
訂
が
散
見
す
る
が
、
定
稿
本
系
統
2
;
自
筆
稿
本
4
に
於
て
固 

着
し
て
い
る
。

そ
の
校
訂
は
云
う
ま

で

も
な
く
、
守
部
の
解
釈
上
の
恣
意
に
よ
る
と
こ

ろ

も

尠
く
な
い
。

次
に
、

そ
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
未
定
稿
本
系闲

自
筆
稿
本

12
同
凡
例
に
、
旧
稿
、
次
稿
と
の
推
移
を
、
朱
筆
補
訂
の
経
過
の
間
に
提 

示
し
て
い
る
の
で
、
次
に
掲
出
す
る
と
、

訓
点
は
古
語
の
条
は
古
語
を
ほ
と
こ
し
漢

S

0I
条
は
漢
で
力
ふ
と
に
よ
め
り
此
紀
ぬ
i
i

に
こ
と
わ
る
こ
と
く
一
た
ひ
漢
文
に
翻
訳
し

へ
状
な
る
は
し
ひ
て
古
語
を
ほ
と
こ
せ
り
亦
た
、
潤
色
の
為
に
全
く
の
漢
意
を
加
へ
た
る
は
漢
籍
ふ
り
に
点
せ
り
是
も
と
記
者
の
意
な
り
け
れ
は
(
り
け
れ
は
ヲ
れ
は
な
り
ト
訂
ス
)

た
れ
と
さ
す
か
に
重
き
事
の
上
に
は
古
語
を
た
す
け
て
さ
す
か
に
訓
注
を
さ
へ
ほ
と
こ
し
た
れ
は
其
心
し
て
よ
み
わ
か
つ
へ
き
も
の 

也
と
朱
訂
を
補
い
、

そ
の
方
法
は
鮮
明
で
あ
る
。

そ
の
訓
点
は
初
期
稿
本
に
於
て
は
顕
著
に
異
同
し
、
和
訓
は
時
に
独
断
の
嫌
い
が
な
く



も
な
い
が
、

「
温
源
録
稿
」
卷

三

(
稿
本
15

)
釈

文

中

に

「
さ
て
今
本
文
を
、
如
此
様
に
訓
ム
わ
さ
は
、
賀

茂

、
本
居
ノ
翁
等
の
、
物
を
訓
メ 

り
し
ふ
り
に
倒
ひ
て
、
よ
む
所
な
り

」

と
断
り
、
両
先
学
か
ら
の
影
響
を
素
直
に
認
め
、
又
そ
れ
に
俲
っ
て
い
る

か

と

思
わ
れ
る
。
或
は 

又
、

「
温
源
録
稿
」
卷

ー

.
ニ

.
三

(
稿
本
14
.

15

)
な
ど
に
於
て
は
、
各
段
末
尾
に
、
書
紀
本
文
に
旧
事
風
の
復
元
を
試
み
、

「
所
謂
宣
命 

書
と
云
に
俲
て
」
、

古

格

•
雅
正
を
再
現
す
べ
く
創
案
を
以
っ
て
例
示
す
る
な
ど
苦
心
の
跡
も
迪
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
す
が
に
、

そ
の 

試

作

は

「
温
源
録
稿
」
本
を
も
っ
て
熄
ん
だ
が
、
古
語
附
訓
の
経
緯
は
改
稿
と
共
に
異
同
を
し
る
し
、

こ
れ
も
又
、
本
文
同
様
に
未
定
稿 

本

系

統

成

稿

(
稿
本
6

~

9

)
期
に
定
稿
本
と
略
同
じ
く
し

定

着

し

て
い

る

の

で

あ

る

。

猶
各
稿
本
の
内
題
下
の
署
名
は
、
未

定

稿

本

系

統

の

「
温
源
録
稿
」

を
は
じ
め
、
2

天

理

図

書

館

蔵

本

(
稿
本
13
)
、闲

斯
道
文
庫
蔵
本 

(
稿
本
12
)
、

^)
同

蔵

本

(
稿
本
10
)
等

、

こ

の

系

統

本

に

は

「
橘
守
部
謹
撰
」
を
記
し
、

そ
の
完
成
稿
に
近
づ
く
に
従
い
、

冬
照
書
写
本 

(
稿
本
11
)
、
第

ー

次

成

稿

本

(
稿
本
6
)
以
後
定
稿
本
系
統
で
は
、

「橘
守
部
畏
々
撰
」

と
改
め
ら
れ
、
略
稿
本
を
ニ
分
し
て
い
る
。

又
、
序
文
は
、
未
定
稿
本
系
統
、
闲

斯

道

文

庫

蔵

本

(
稿
本
12
)

に
、

天
保
十
三
年
長
月
朔
日
の
日
付
の
あ
る
仮
名
交
り
文
の
自
序
が 

据
え
ら
れ
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
同

㈡
冬
照
書
写
本
で
は
、
出

雲

宿

禰

尊

孫

序

(
天
保
十
四
年
五
月
十
日
誌
)
、

荒

木

田

久

守

序

(
同
年
六 

月
誌
)
、

青

木

永

章

序

(
同
十
五
年
七
月
誌
)
、

守

部

真

名

文

自

序

(
同
十
三
年
長
月
朔
日
誌
)
の
各
序
を
既
に
完
備
し
て
い
る
。
以
下
、
定
稿 

本
系
統
と
は
僅
か
な
語
句
上
の
相
違
を
散
見
す
る
ほ
か
上
記
各
序
は
そ
の
日
付
を
同
じ
く
し
て
早
く
か
ら
用
意
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ 

れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、

r

棱
威
道
別
」
前
編
十
三
巻
の
概
要
を
粗
々
採
述
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ

の

初

稿

本

「
温
源
録
稿
」

に
は
じ
ま
る
稿
本
の
経
過 

は
、
天
保
の
は
じ
め
よ
り
二
十
余
年
、
将
に
営
々
孜
々
と
し
て
、

そ
の
学
問
上
の
生
涯
の
半
ば
を
消
尽
し
果
て
た
と
も
称
言
す
べ
き
「
神 

の
道
の
論
」

の
究
明
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
、
寧
ろ
神
代
巻
十
一
巻
、

か
く
前
編
と
し
て
、

そ
れ
は
終
る
べ
き
命
数
に
あ
っ
た
か
も 

し
れ
な
い
。

し
か
し
、

そ

の

「
道
の
論
ひ
」

は
、
こ

と

志

と
こ

と

な

り

既
に
顧
み
ら
れ
る
と

こ

ろ

勘
く
、
寧
ろ
そ
の
分
析
的
方
法
論
に
彼



の
怜
悧
な
機
能
性
が
再
認
識
さ
れ
る
の
で
あ

ろ

ぅ

か
。

と
も
か
く
、
伝
存
諸
稿
本
は
、
夥
し
い
著
述
の
中
に
あ

っ

て

、

他
の
諸
本
に
比
し 

書
写
、
転
写
す
る
伝
本
が
尠
い
。
が

、

そ
れ
は
、

わ
け
て
も
秘
し
て
許
す
こ
と
が
な
か
っ
た
、

い
わ
ば
、
守
部
の
秘
伝
の
書
で
も
あ
っ
た 

か

ら

で

あ

ろ

ぅ

。

稜
威
道
別
巻
之
一
〜
五

嘉
永
四
年
刊

斯道文庫蔵

袋
綴
、

五
冊
。
縹
色
布
目
空
押
表
紙
、
竪
ニ
十
六
•
六
極
、
横

十

八

.
五
粳
。
匡
郭
、

四
周
単
辺
、
堅
二
十
•
八
極
、
横

十

五

•
ニ
榧
。
毎 

半
葉
、
本
文
七
行
、
釈
文
十
行
一
字
下
げ
。

板
心
、

「
稜
威
道
別
」
、

下
方
に
丁
附
す
。

巻
之
一
、

「
一
之
一
(
〜
四
十
八
)
」
山

、
序

(
十 

ニ
丁
裏
迄
)
—
、
巻
之
ニ
、

「
ニ

之

一

(
〜
五
十
一
)
」
、
巻
之
三
、

「
三

之

一

(
〜
五
十
七
)
」
、
巻
之
四
、

「
四

之

一

(
丄
ハ
十
一
)
」
、

巻
之
五
、
 

「
五

之

一

(
〜
六
十
六
)
」
一
^
、
跋
文
自
六
十
四
表
至
六
十
六
丁
裏
—
と
記
す
。

題
簽
、
短

冊

形

白

紙

(
表
紙
左
肩
)
に
、r

稜
威
道
別 

一〇

五
)
」
、
内
題
、r

稜
威
道
別
巻
之 

一
(
~
5
」
、r

稜

威

道

別

巻

第

三(
~

五
)
」 

と
そ
れ
ぞ
れ
に
刻
し
て
い
る
。
署

名

は

卷

之

ー

及

び

巻

第

三

の

内

題

の

許

に

「
橘
守
部
畏
々
撰
」

と
記
す
。

各
冊
見
返
し
に
は
い
ず
れ
も
封
面
書
題
は
な
く
、
巻
之
一
巻
頭
に
、
次
の
三
序
並
び
に
自
序
を
附
す
。
 

f
r
Hf
n

SBT
。
霞

城

日

ギ

^

乃
釈
ー
ー
1ー| -
。
實
丹
夥
可
礼
4
:
…
…

(中
略
)
.
.
.
.矿

之
伎
可
母
。

霊
幾
迦
毛
。

今
般
乃
道
別尔

カ
*、ミ
テ
ラ
シ
ア
ハ
ス
ル

_ョ
、キ
ヨ
タ
ア
キ
ラ
力
ニ 

サ丨

シ
ラ
レ
ュ
ク
メ 

ル
ガ 

ウレシクヨロコボシクテ 

タ、へゴトセラレヌ

説
粳窜

止现

。
真

清办

鏡

豚

之

合

為

流

ニ

。
弥

浄

久

明

香

丹

。
悟
理
所
知
行
米
類
我
。
喜

之

倶

悦

煩

四

九

天

。
称

辞

勢

良

例

奴

。 

k

f
夫
^
一
ぎ
柳
也
。

日
#
紀

F
成
之&

破
礼
。
宇
倍
那
,
也

正

語

談

言

乃

差

。
妙
南
離
耶
。

天
上
黄
泉
之
直
香
。

其

余

之

秘

事 

家

。
辦

"
ぎ
歡
ト
|

^

„

^ "
。
5
羽

#;'
祀

ぎ

之

塩

土

1 ;
羽
叙
可
云
。

^ 1
保

十

有

四

年

五

月

十

日

。
称
而
卷
之
片
端尔

誌
。

天
日
隅宫

御
杖
代

出雲宿禰尊孫



よ
ろ
つ
の
事
時
い
た
ら
ね
は
な
ら
す
時
の
い
た
る
は
神
の
御
心
な
り
ま
ろ
か
父
荒
木
田
神
主
秋
は
水
く
き
の
岡
部
の
賀
茂
の
大
人
を 

い
た
く
貴
め
り
し
は
誰
も
し
る
こ
と
く
に
そ
あ
る
然
は
あ
れ
と
ち
は
や
ふ
る
神
代
の
こ
と
は
い
ま
た
時
到
ら
す
け
た
し
此
古
語
学
ひ 

の
末
に
い
た
り
て
殊
に
神
の
み
た
ま
よ
せ
給
ふ
人
出
へ
し
と
い
は
れ
き
今
こ
の
稜
威
道
別
を
見
お
と
ろ
き
て
あ
ま
り
あ
や
し
く
貴
き 

ま

、
に

.

.

.
(中
略
)
.
.
.

且
は
吾
父
神
主
の
、
た
ま
ひ
お
か
れ
し
言
の
た
か
は
さ
り
し
も
あ
や
し
き
あ
ま
り
に
思
は
す
一
言
を
し
る
す
に
な
も 

今
よ
り
は
尊
き
神
の
神
語
も
ま
よ
は
て
見
へ
き
こ
れ
の
と
き
言 

天
保
十
四
年
美
南
月

皇
大
神
宮
権
禰
宜 

従
四
位
下
荒
木
田
神
主
久
守

.

.

.
(
前
略
)
.
.
.
石

上

古

事

記

は

。

怪
し
き
こ
と
。

量
な
き
こ
と
の
み
お
ほ
く
。
空
見
つ
日
本
紀
は
。
言
さ
へ
く
。
漢
風
の

所

狭

中

に

。

ゆ
く
り
な
き
古
語
の
訓
を
く
は
え
。
本

の

件

と

。

一
書
の
条
ミ
と
は
。

這
葛
の
。

己
が
向 
> 
行
キ
わ
か
れ
て
。

そ
の 

こ

、
ろ
反
対
に
乖
へ
る
な
も
あ
る
。

い

か

な

る

識

者

な

ら

ん

と

も

。

こ
を
は
い
か
て
か
。

一
つ
意
に
解
あ
へ
む
と
。
思
ひ
わ
た
り

つ
る
に
。
あ
や
し
き
か
も
。
奇
し
き
か
も

.

.

.
(中
略
)
.
.
.
只
難
き
物
と
の
み
思
ひ
し
に
。
常
盤
な
す
。
石
よ
り
か
た
き
真
鉄

も
。
火
以
て
と
け
は
。
如
此
し
も
安
く
解
ぬ
る
も
の
か
と
て
。
目
も
ぅ
つ
ら
ぅ
つ
ら
。
見

め

て

つ

、
。

し
る
す
。
天
保
の
十
五
年
七 

月
望
日

長
崎
諫
訪
大
神
に
つ
か
へ
ま
つ
る

前
大
宮
司 

従
五
位
上
青
木
永
章 

と
、

三
序
が
誌
さ
れ
、
次
い
で
、
守
部
の
自
序
が
見
え
る
。
自
序
の
奥
に
、

天
が
八

m -
柵
雲
ぎ
。
皆
威
が
道
別氽

道
賢
而
。

无
が
靶
，
。

国

能鲰

光

乎

。
掲

出

多

流

。
此

威

F
道
別
叙
余
。
搔

別

漏

之

限

-



波

。
又
後
之
益
荒
雄
搔
分
称
。

大
御
代
天
保
云
十
有
一
一
一
年
。君
代
遠
百
長
月
朔
日
。

# !
世
事
が
再
世尔

豊
栄
昇
。
朝

m

能
影
乎
待
取
而
。
畏

カ
シ
=ミ

モ

:
ルス

橘元輔源守部

と
記
す
。

又
、
巻
之
ニ
の
奥
に
、
跋

文

(
後
掲
)
を
記
し
、

天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日 

橘守部畏
々
謹
識 

と
記
し
、
自

序

末

の

「
天
保
云
十
有
三
年
」

の
年
紀
と
は
相
違
し
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。

巻
第
五
巻
末
に
は
、
門
弟
中
村
正
富
が
、

.

.

.

.

.

.
(
前

略

)

.

.

.

.

.

.

.
お

の

か

友

と

ち

う

つ

し

伝

へ

て

ふ

た

つ

な

き

玉

と

ひ

め

お

き

し

を

よ

ろ

こ

ほ

し

き

か

も

お

む

か

し

き

か

も

こ

た
ひ
う
み
の
み
こ
冬
照
大
人
い
た
く
勤
し
み
た
ま
ひ
て
梓
に袅

ら
せ
た
る
社
ま
た
な
く
い
か
し
き
み
い
さ
を
な
り
け
れ
と
海
人
の
さ

か

手

を

う

ち

て

よ

ろ

こ

ひ

あ

へ

り

.

.

.

.

.

.
(
中

略

)

.

.

.

.

.

.

.
こ

の

書

と

、

も

に

皇

神

の

し

き

ま

す

嶋

の

や

そ

し

ま

お

ち

す

谷

蟆

の

さ

わ

た
る
極
み
い
ゆ
き
わ
た
ら
す
と
お
も
へ
は
た
の
も
し
く
よ
ろ
こ
ほ
し
き
ま
、
に
か
く
称
言
か
き
し
る
し
つ
御
代
の
名
を
嘉
永
ち
ふ
よ 

と
せ
正
月
の
十
日
の
日

大
江
門 

中
.村
正
富

と
、

日
付
の
あ
る
跋
文
を
載
せ
て
い
る
。
両
三
序
、
又
跋
文
は
、

そ
の
性
格
上
、
本
書
の
称
言
に
始
終
し
て
い
る
が
、

一

方

ま

た

「
稜 

威
道
別
」

に
対
す
る
評
価
の
一
端
を
語
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

「
陵
威
道
別
」

五

卷

五

冊

の

初

帙

は

僚

卷

た

るr

稜
威
言
別
」

三
卷
三
冊
と
共
に
相
前
後
し
、

跋
文
の
日
付
に
記
す
嘉
永
四
年
正
月
頃



に
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
附
記
す
る
神
官
文
庫
所
蔵
の
、

そ
の
装
訂
を
飾
っ
た
特
製
本
に
は
、
巻
第
五
後
表
紙
見
返 

し

に

「
嘉

永

四

年

正

月

発

兌

椎

本

蔵

板

」

の
刊
記
が
あ
り
、
上
梓
と
発
兌
の
年
時
が
確
認
さ
れ
る
。

又
、
嘉

永

三

年

正

月

発

兌

の

日

付

の

あ

る

「
稜
威
言
別
」

三
卷
初
帙
の
後
表
紙
見
返
し
の
奥
付
に
は
、
同
書
の
既
出
、
嗣
出
予
告
と
並 

び
、r

稜
威
道
別
初
帙
五
冊
既
出

\

同

ニ

帙

五

冊

嗣

出

」
(稜
威
言
別
解
題
参
照
)
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
両
書
は
併 

行
し
て
開
板
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
嘉

永

三

年

にr

稜
威
言
別
」
初
帙
、
続

け

て

同

四

年

にr

稜
威
道
別
」
初 

帙
と

、

冬
照
を
中
心
に
し
て
板
行
さ
れ
る

と

こ

ろ

と

な
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
続
刊
第
二
帙
五
卷
五
冊
は
、
刊
行
予
告
の
段
階 

に
あ
り
な
が
ら
遂
に
そ
の
機
を
得
ず
、
全
集
刊
行
を
ま
っ
て
、

は
じ
め
て
所
収
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
嘉
永
四
年
刊
本
が
全
集
巻
之
一
〜
五
の
底
本
で
あ
る
。
本
板
本
の
直
接
に
依
拠
し
た
下
稿
は
現
存
諸
本
か
ら
猶
明
確
に
し
が
た
い 

が
、

次

述

す

る

斯

道

文

庫

蔵

「
稜

威

道

別

原

本

」
(存
卷
六
〜
十
一
)

の
如
き
最
終
稿
本
か
、

或
は
板
下
本
が
守
部
生
存
中
に
繕
写
さ
れ 

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
考

え

ら

れ

る

。

以
下
、
叙
述
の
便
宜
上
、
本
板
本
の
卷
第
編
目
次
第
を
略
記
す
る
。

第
一
冊
、
棱
威
道
別
巻
之
一
上
記
両
三
序
•自
序
総
論
上
古
記
典
之
一
古
記
典
之
ニ
古
記
典
之
三
古
記
典
之
四
古 

記
典
之
五

第
二
冊
、
同
卷
之
ニ
総
論
下
神
秘
第
一
条
旧
辞
本
辞
/差
神
秘
第
二
条
古
伝
説
ノ
本
義
神
秘
第
三
条
稚
言
談
辞 

弁
神
秘
第
四
条
略
言
含
言
大
概
神
秘
第
五
条
天
。
黄
泉
。
幽
。
現
。
顕
露
大
意
。

第
三
冊
、
同

巻

第

三

日

本

書

記

神

代

上

之一

自
神
代
上
第
一
段
至
第
四
段
一
書
第
十
(
筆
者
注
、
以
下
同
)

第
四
冊
、
同
卷
第
四
日
本
書
紀
神
代
上
之
ニ
自
神
代
上
第
五
段
至
同
段
一
書
第
八

第
五
冊
、
同

巻

第

五

日

本
書
紀
神
代
上
之
三
自
神
代
上
第
五
段
一
書
第
九
至
第
六
段
一
書
第
三
跋
文



と
編
成
さ
れ
て
い
る
。

又
、
本

書

に

は

目

録

•
凡
例
を
欠
き
、

わ
ず
か
卷
之
ニ
総
論
末
に
、

r

稜
威
道
別
」
、r

稜
威
言
別
」
両
書
の
釈
法
に
つ
い
て
附
記
し
て 

い
る
。
参
考
ま
で
に
掲
出
す
る
と
、

さ

て

此
書
。

別
に
凡
例
と
云
も
な
し
。

歌
は
は
や
く
此
紀
に
。

古
事
記
を
合
せ
て
。

別
に
釈
し
つ
れ
ば
。
此
書
に
は
。
凡
て
省
け 

り
。
即
稜
威
ノ
言
別
と
名
け
て
。
此
た
び
俱
に
刊
行
す
。
故
レ
語
釈
は
。
其
ノ
言
別
に
譲
リ
て
。
省
る
処
多
か
れ
ど
。
彼
ノ
書
は
。
三
十 

年
以
前
に
も
の
せ
れ
ば
。

い
つ
か
忘
れ
て
。

同
じ
こ
と
の
。

両
方
に
出
た
る
も
有
べ
く
。

又
其
ノ
釈
言
の
。

稀
に
は
。
此
レ
と
彼
レ 

と
。
齟

齬

へ
る

も
あ
る
ま
じ
き
に
あ
ら
ず
。
も
し
あ
ら
ば
。
見
む
人
其
宜
き
を
え
ら
び
取
ル
べ
し
。

天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日 

橘
守
部
畏
々
謹
識 

と
誌

し

、

両
書
相
携
え
て
僚
巻
た
ら
し

め

て

い

る

こ

と

が

よ

く

識
ら
れ
る
。
共
に
永
年
の
研
鑽
の
成
果
で
は
あ
ろ
ぅ
が
、
殊
に
本
書
は 

守
部
の
神
の
道
の
論
と
し
て
、
そ
の
神
髄
を
吐
露
し
た
執
着
の
結
晶
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

附
記

〇

神

宮

文

庫

蔵

「
稜
威
道
別
」

五

卷

五

冊

嘉

永

四

年

刊

淡
埴
色
雲
母
雲
形
刷
表
紙
、
竪
ニ
十
六
.
六
極
、
横

十

八

.
五喱

。
題
簽
、
鴒

色

短

冊

(
表
紙
左
肩
)
に
、

「
稜
威
道
別 

一
？
五
)」
と 

刷
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
前
掲
刊
本
と
同
板
で
あ
る
が
、
巻
第
五
の
後
表
紙
見
返
し
に
、

嘉
永
四
年
正
月
発
兌 

椎
本
蔵
板 

と
刻
し
て
い
る
、

そ
の
装
幀
を
飾
っ
た
特
製
で
あ
ろ
ぅ
。

〇

斯

道

文

庫

蔵r

稜
威
道
別
」

五

卷

五

冊

嘉

永

四

年

板

明

治

重

印

本
書
は
前
掲
嘉
永
四
年
板
と
表
紙
•
題
簽
等
を
も
全
く
同
じ
く
す
る
明
治
の
重
印
本
で
あ
る
。
但
し
、
第
一
冊
表
紙
見
返
し
に
は
、

一



面
に
匡
郭
を
設
け
界
線
に
て
三
分
し
、

橘
守
部
撰
述
\

稜
威
道
別
初
帙
五
冊
\
椎
本
蔵
板

と
封
面
書
題
を
刻
す
。

又
、
第
五
冊
巻
尾
に
、

「椎
本
文
庫
蔵
版
書
目
」

二
葉
を
附
載
し
て
い
る
。

か
く
封
面
あ
る
い
は
奥
付
な
ど
の 

存

否

す
る

同
板
本
は
更
に
散
見
さ
れ
る
こ

と

で

あ
ろ
ぅ
が
、
緒
言
し
た
如
く
偶
目
せ
る
に
と
ど
め
省
略
す
る
。

附
記

o
無

窮

会

神

習

文

庫

蔵

「
稜
威
道
別
抄
録
」

井
上
頼
国
抄
写
本
一
冊
。

袋
綴
一
冊
。
薄
茶
色
墨
流
し
表
紙
、
竪
ニ
十
四
極
、
横

十

四

•
九
®
。
料
紙
、
楮
紙
。
字
面
高
サ
約
十
六
•
九
®
。
毎
半
葉
八
行
。
分
註 

双
行
。
外
題
、
表

紙

左

肩

に

「
棱
威
道
別
抄
録
」

と
打
付
書
き
し
て
い
る
。

本

書

は

前

掲

嘉

永

四

年

刊

「
棱
威
道
別
」

五
巻
か
ら
、
覚
書
風
ノ
ー

ト

と

し

て

総

論

巻一

•
ニ
の
中
か
ら
、

「古
記
典
之
論
」

「
神
秘
五 

ヶ
条
」

の
要
旨
と
、

巻
三
〜
五
か
ら
語
釈
を
一
部
摘
出
し
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
仮

内

題

に

そ

れ

ぞ

れr

稜
威
道
別
抄
録
」
、

「
棱
威
道 

別
語
釈
」

と
記
し
、
前
者
十
三
丁
、
後
者
十
四
丁
の
小
冊
子
で
あ
る
。
印

記

、
巻

初

に

「
井
上
頼
囤
蔵
」
、

「
井
上
氏
」

の
両
朱
印
を
捺
し 

て
い
る
。

註

「
三

十

年

以

前

に

も

の

せ

れ

ば

、

云

々

」

と

記

す

の
は
、
嘉

永

三

年

刊

r

棱

威

言

別

」

初

帙

三

巻

の

自

序

の

奥

に

「
御

代

の

名

を

。

文

政

と

申

す
 

三
と
せ
の
冬

。

を

こ

か

ま
し
く
は
あ
れ
と
。
み

つ

か

ら

言

挙

し

て

し

る
す
」
と
記

し

て

い
る
の
に
、

あ
る
い
は
対

応

さ
せ
て
い
る
の
か

も

し

れ

な 

い
。
こ
の
年

紀

の

作

意

的

表

記

に

つ
い
て
は
当

該

書

解

題

で

触

れ

た

の

で

参

照

さ

れ

た
い
。

稜威道別

原
本
存
卷
六
〜

十一
 

自

筆

(稿本1)

斯道文庫蔵

袋
綴
、

六
冊
。
丹
色
卍
ッ
ナ
ギ
空
押
表
紙
、
竪
ニ
十
六
*

ー
極
、
横

十

八

.
七
極
。

料

紙

、
楮
紙
。

字
面
高
サ
約
十
九
.
八

!1
(
本
文
)
。



釈
文
一
字
、
分
註
二
字
下
げ
。
毎
半
葉
、
本
文
七
行
、
釈
文
十
行
、
分
註
十
四
行
。

題
簽
、
香

色

布

目

斐

紙

短

冊

(
表
紙
左
肩
)
に

「
稜

威

道

別

原

本

六

(
〜
十
一
終
)
」

と
自
筆
墨
書
す
る
。

内
題
、

「
稜
威
道
別
巻
六 

(
~

十
一
)
」

と
記
す
。
署
名
な
し
。

各
冊
次
第
は
、

第

一

冊

稜

威

道

別

巻

六

日

本

書

紀

神

代

上

之

四

自

神

代

上

第

七

段

至

同

段

一

書

第

三

(
筆
者
注
、

以
下
同
)—

丁

附

「
六

之

一
c
~

 

四
十
八
)
」

第

二

冊

同

卷

七

同

神

代

上

之

五

自

神

代

上

第

八

段

至

同

段

一

書

第

六

—

丁

附

「
七

之

一

(
〜
五
十
四
ど 

第

三

冊

同

卷

八

同

神

代

下

之

一

自

神

代

下

第

九

段

至

同

段

一

書

第

一

前

半

—

丁

附

「
八

之

一

(
〜
五
十
三
)
」

第

四

冊

同

卷

九

同

神

代

下

之

ニ

自

神

代

下

第

九

段

一

書

第

一

後

半

(
承
前
)
至
同
段
一
書
第
三
—

丁

附

「
九

之

一

(
<
四
十
六
)
」 

第

五

冊

同

卷

十

同

神

代

下

之

三

自

神

代

下

第

九

段

一

書

第

四

至

第

十

段

一

書

第

一

ー

丁

附

「
十

之

一

(
〜
五
十
一
)
」

第
六
冊
同
卷
十
一
同
神
代
下
之
四
自
神
代
下
第
十
段
一
書
第
二
至
第
十
一
段
一
書
第
四
—

丁

附

「
十
一
之 

一(
~

四
十
四
)
」

で
あ
る
。

本

書

は

橘

守

部

全

集

首

巻

にr

自

卷

一

至

巻

十

一

写

本

六

冊

こ

れ

は

見

事

に

浄

書

し

て

あ

る

本

で

、

題

簽

に

『
稜
威
道
別
原
本
』 

と
あ
っ
て
、
引
続
き
上
梓
せ
ら
れ
る
答
で
あ
っ
た
原
本
に
相
違
な
い
と
思
は
れ
る
」

と
橘
純
一
氏
が
記
さ
れ
、
全
集
第
一
巻
所
収
底
本
と 

な
っ
た
自
筆
浄
書
本
で
あ
る
。
装

訂

は

僚

巻

で

あ

るr

稜
威
言
別
原
本
」

十
巻
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
嘉

永

四

年

正

月

十

日

(跋
文
)
、

初 

帙
五
冊
の
刊
行
後
、

ニ
帙
五
冊
の
上
木
を
予
告
し
な
が
ら
に
上
梓
の
機
会
を
佚
し
た
稜
威
道
別
後
半
の
定
稿
本
で
あ
る
。
全
巻
端
正
に
書 

写
さ
れ
て
い
る
が
、
猶
書
写
後
、
僅
か
な
が
ら
誤
字
の
訂
正
を
施
し
、
又

一

•
ニ
行
程
度
の
補
正
文
を
当
該
箇
所
の
上
に
丹
念
に
貼
付
し 

て
、

そ
の
完
全
稿
を
期
し
て
い
る
。

巻
十
一
の
一
冊
は
数
ヶ
処
に
旧
稿
の
日
本
紀
本
文
を
活
用
し
た
と
こ
ろ
も
見
出
さ
れ
る
。
上
記
の
墨



筆
補
訂
の
ほ
か
に
、
極

く

少

い

が

ー

•
二
字
の
朱
筆
訂
正
が
散
点
す
る
が
、
筆
跡
は
や
や
相
違
し
、
全
集
刊
行
の
際
に
加
え
ら
れ
た
も
の 

か
と
思
わ
れ
る
。
全
集
に
於
て
朱
墨
訂
正
は
当
然
の
こ
と
、
原
本
の
本
文
清
濁
を
統
一
し
、
句
読
点
、
送
仮
名
等
を
あ
ら
た
に
加
筆
し
て 

い
る
の
は
諸
卷
同
様
で
あ
る
。

神
代
紀
十
ー
卷
を
以
っ
て
終
っ
て
い
る
の
は
、
後
述
の
斯
道
文
庫
蔵
稿
本

12
に
於
て
述
べ
る
如
く
、
人

皇

時

代

「
神
武
紀
」
迄
を
以
っ 

て
前
編
と
し
、

r
綏
靖
紀
」
以
下
を
後
編
と
し
て
企
劃
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、

全
集
解
題
に
て
橘
純
一
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
ぅ 

に

「
一
先
づ
神
代
紀
の
註
を
以
て
完
結
を
告
げ
た
の
で
、
即
ち
以
上
合
せ
て
十
一
巻
が
道
別
の
正
編
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」

こ
と
と
な 

つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

全

集

に

載

録

す

る

「
神
武
紀
」
上

下

ニ

巻

は

同

解

題

に

「
写

本

一

冊

」

と
記
さ
れ
、

こ
れ
は
神
武
紀
の
註
で
あ
る
が
、
毎
葉
添
削
の
跡
あ
る
未
定
稿
で
あ
る
。
巻

頭

の

題

目

にr

棱
威
道
別
十
一
」

と
あ
つ
て
前
の
神
代 

の
巻
の
註
か
ら
引
続
く
も
の
と
し
て
は
巻
次
が
合
は
な
い
。

と
、
述
べ
ら
れ
、

「
そ

の

中

(
諸
稿
本
中
)
総
論
を
第
一
巻
と
し
た
も
の
と
、
第
一
、

ニ
巻
を
総
論
に
充
て
た
も
の
と
が
あ
る
。

蓋
し
此
の 

神
武
紀
註
が
道
別
巻
十
一
と
な
つ
て
居
る
の
は
、
第
一
巻
だ
け
を
総
論
に
充
て
た
系
統
に
属
す
る
か
ら
」

で
あ
る
と
さ
れ
、
今
回
刊
行
し 

た

原

本

(
本
稿
本
)
よ
り
も
旧
稿
で
あ
る
旨
を
断
り
、

今
回
此
の
神
武
紀
の
註
を
も
整
理
し
て
、
収

録

す

る

こ

と

、
な
つ
た
の
で
、
巻
次
を
合
せ
る
為
に
、
巻
十
二
上
下
巻
と
改
め
た
の
で 

あ
る
。

か
や
ぅ
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
此
の
神
武
紀
の
註
は
、
神
代
紀
に
比
べ
る
と
、
少
し
く
見
劣
り
が
す
る
の
で
あ
る
。

と
続
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
右
の
全
集
底
本
た
る
写
本
一
冊
は
そ
の
所
在
未
詳
で
あ
り
、

右
記
の
解
題
に
拠
る
の
ほ
か
は
な
い
が
、

「総 

論
」

を
全
一
卷
に
当
て
た
自
筆
稿
本
は
後
述
の
斯
道
文
庫
蔵
稿
本

12
で
あ
る
。
私
に
仮
称
す
る
未
定
稿
本
系
統
で
あ
る
。
定
稿
本
系
統
に 

較
べ
、
釈
註
の
素
で
あ
る
の
は
後
述
す
る
如
く
で
あ
る
。

こ
の
未
定
稿
本
系
統
で
は
神
武
紀
ま
で
も
前
編
に
あ
て
て
お
る
(
稿
本
12
参
照
)



こ
と
か
ら
も
氏
の
推
論
が
正
し
い
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
定
稿
本
の
段
階
に
於
て
、

正
編
を
神
代
紀
、
後
編
を
神
武
紀
以
下
と 

再
編
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
続
編
は
旧
稿
神
武
紀
を
以
っ
て
終
り
、
遂
に
定
稿
本
と
し
て
書
継
が
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ 

ろ

う

。

印
記
、
各

冊

第

一

葉

に

「
推
本
文
庫
」
朱
印
を
捺
す
。

備
考

棱
威
道
別
十
一
巻
、
事
実
上
の
完
成
で
あ
っ
た
本
稿
本
の
成
立
に
就
い
て
は
、
全
集
解
題
に
、

そ
の
最
後
の
成
稿
は
い
っ
頃
で
あ
る
か
と
い
ふ
に
、
本
集
所
載
の
道
別
総
論
の
終
に
あ
る
天
保
十
五
年
(似
§
碑
針
む
月
)
五
月
廿
五 

日
の
日
付
が
そ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
自
序
の
日
付
は
天
保
十
三
年
九
月
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
以
前
に
一
先
づ
脱
稿
し
た
時
の 

序

文

を

そ

の

ま

、
用
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
我
が
家
に
蔵
す
る
道
別
の
一
本
で
一
巻
が
総
論
(
総
論
の
内
容
も
刊
本
よ
り
は
簡 

略
で
あ

る

)

ニ
巻
か
ら
註
に
な
っ
て
居
る
本
に
、
や
は
り
此
の
日
附
の
そ
し
て
同
文
の
序
が
の
っ
て
居
る
の
で
わ
か
る
。

こ
れ
に
よ 

っ
て
見

る

と

道
別
は
天
保
十
三
年
に
一
度
脱
稿
し
、
天
保
十
五
年
五
月
頃
ま
で
に
、
更
に
稿
を
易
へ
、
殊
に
総
論
の
部
に
大
増
訂
を 

加
へ
た
の
で
あ
る
。
尚
守
部
翁
の
著
旧
事
紀
直
日
の
自
序
は
、
弘
化
四
年
二
月
廿
日
の
日
付
で
あ
る
が
、

そ
の
中
に
、

此

書

(
旧
事
紀
直
日
)

を
か
く
い
そ
ぎ
た
る
は
、
稜
威
道
別
を
書
改
め
ん
と
て
な
り
け
れ
ば
、
只
誤
字
落
字
を
改
て
引
用
ん
た
め 

に
ぞ
あ
る
。

と

言

っ

て

あ

る

「
書
き
改
め
ん
と
て
」

と
い
ふ
の
も
、
此
の
天
保
十
五
年
の
改
稿
を
い
ふ
の
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
増
訂
脱
稿
の
翌
弘 

化
ニ
年
の
九
月
に
道
別
を
朝
廷
に
奉
り
、
天
覧
の
栄
を
賜
っ
た
こ
と
が
、
翁
の
歌
集
穿
履
集
に
見
え
て
居
る
。

と

、

橘
純
一
氏
は
解
説
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
右
の
推
論
は
後
述
す
る
天
理
図
書
館
蔵
稿
本
3

に
て
提
起
す
る
如
く
、
本
定
稿
本
の
脱
稿
は
天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日
頃
と



は
到
底
考
え
る
事
は
出
来
な
い
。
同
書
解
題
備
考
に
詳
記
し
た
の
で
此
処
に
は
再
述
し
な
い
が
、
恐
ら
く
、
旧
事
紀
直
日
の
大
略
成
稿
時 

に
近
き
頃
を
、

こ
の
定
稿
本
の
成
立
期
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
守
部
の
日
本
紀
註
釈
に
於
け
る
こ
の
旧
事
紀
本
文
の
意
義 

と
積
極
的
引
用
の
有
無
が
、
後
述
諸
稿
本
に
於
て
、
未
定
稿
本
系
統
と
定
稿
本
系
統
と
に
二
分
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
又
、
穿
履
集
雑
部 

に
見
え
る
弘
化
ニ
年
九
月
、
道
別
献
上
.の
記
も
、
未

定

稿

本

系

の

成

稿

(稿
本
6
~
9
)
を
以
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
氏
の
天 

保
十
五
年
成
立
説
に
は
同
意
し
が
た
い
。
同
じ
く
同
備
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。

又
、
右

の

解

説

に

自

序

の

日

付

「
天
保
十
三
年
九
月
」

を
以
っ
て
、

「
一
先
づ
脱
稿
し
た
時
の
序
文
」

と
さ
れ
、

「
我
が
家
に
蔵
す
る
道 

別
ー
本
」
—

恐

ら

く

後

述

の

斯

道

文

庫

蔵

本

(
稿
本
12
)
を

指

す

の

で

あ

ろ

ぅ

ー

に

「
や
は
り
此
の
日
附
の
そ
し
て
同
文
の
序
が
の
つ
て
居 

る
の
で
わ
か
る
」

と
略
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
日
付
同
序
文
の
稿
本
の
存
す
る
を
以
っ
て
、
直
ち
に
旧
稿
脱
稿
時
と
断
定
す
る
の
は
い
か 

が
か
と
思
わ
れ
る
。
同

稿

本

と

推

定

さ

れ

る

斯

道

文

庫

蔵

本

(
稿
本
12
)

の
総
論
は
文
字
通
り
草
稿
本
で
あ
る
し
、
そ
の
前
稿
本
と
目
さ
れ 

る
稿
本
の
存
在
も
現
在
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
ー

m
し

「
温
源
録
稿
」
が
存
す
る
が
、

そ
の
成
立
は
更
に
迴
る
ー
。
従
っ
て
、
此
天 

保
十
三
年
九
月
の
日
付
は
、
今
の
と
こ
ろ
臆
測
す
べ
く
も
な
い
。
強
い
て
附
会
す
れ
ば
、

「
温
源
録
稿
」

は
巻
七
に
於
て
、

「棱
威
道
別
」 

と
改
題
し
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
の
年
代
は
天
保
十
三
年
を
や
は
り
遡
る
も
の
で
あ
る
。
が
其
後
、
更
に
続
稿
さ
れ
、
上
記
の
神
武
紀
ー 

冊
の
如
き
を
も
っ
て
前
編
が
完
結
し
、

そ
の
時
期
が
天
保
十
三
年
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
年
月
を
ふ
り
か
え
り
記
念
し 

て
、

か
く
記
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

「
温
源
録
稿
」

に
は
序
文
は
存
し
な
い
の
で
、

そ
の
序
文
は
、
斯

道

文

庫

蔵

(
稿
本
12
) 

の

「
総
論
」
脱
稿
時
—
天
保
十
五
年
五
月
甘
五
日
—

に
冠
せ
ら
れ
て
、
以
後
の
稿
本
序
文
の
年
紀
と
し
て
そ
の
ま
ま
に
継
襲
し
て
き
た
の 

で
は
な
か
ろ
ぅ
か
。

未
定
稿
本
系
統
を
更
に
前
後
期
に
二
分
す
れ
ば
、

「
温
源
録
稿
」
が
前
期
の
起
首
と
な
る
の
で
、

そ
の
前
期
の
集
成 

時
を
以
っ
て
、
自
序
日
付
に
代
え
る
こ
と
は
充
分
に
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
後

期

の

r

稜
威
道
別
」

の
初
稿
は
現
存
の
草 

稿

本

(
稿
本
12
)

に
は
じ
ま
り
、

其
処
に
自
序
を
冠
す
る
と
き
、

前
期
の
成
稿
日
を
記
念
す
る
の
は
、
又
自
然
な
心
の
動
き
で
も
あ
っ
た



ろ
う
。
猶
未
詳
の
ま

ま

附

記

す
る

に

と

ど

め

再
考
を
期
す
る

こ

と

と

す
る
。

稜
威
道
別
存
卷
六
〜
十
一 

橘
冬
照
筆
(稿本

J

斯道文庫蔵

袋
綴
、
六
冊
。

青
鈍
色
絹
表
紙
、
竪
ニ
十
七
循
、
横

十

九

*
ー
ー
齷
。
見
返
し
、
金
銀
切
箔
散
し
。

料
紙
、
薄
様
斐
紙
。
字
面
高
サ
約
十 

九

•
八

極

(本
文
)
。
釈
文
一
字
、
分
註
二
字
下
げ
。
毎
半
葉
、
本
文
七
行
、
釈
文
十
行
、
分
註
十
四
行
。

題
簽
、

金

銀

切

笵

散

し

短

冊

(
表
紙
左
肩
)
に

r

稜

威

道

別

六

(
〜
十
一
)
」

と

記

す

(
冬
照
筆
)
。

内
題
、

r

稜

威

道

別

巻

六(
~

十
一
)
」 

と
墨
書
。
署
名
な
し
。

本
書
は
冬
照
に
ょ
る
前
掲
_
筆
本
の
丹
念
な
影
写
本
で
、
各
冊
の
丁
附
、
行

数

.
字

詰

*
草
林
等
は
記
す
ま
で
も
な
く
一
致
す
る
が
、
 

極
く
僅
か
の
誤
写
が
散
点
す
る
ほ
か
、
自
筆
原
本
に
ま
ま
点
在
す
る
後
補
の
朱
筆
訂
正
は
殆
ん
ど
本
書
に
転
写
さ
れ
て
い
な
い
。
前
者
の 

朱
訂
が
記
し
た
如
く
全
集
刊
行
時
の
補
訂
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
も
、
又
、
全
集
刊
行
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
朱
筆
後
補
の
跡 

が
、
巻
八
、

四
丁
以
下
巻
尾
に
及
ん
で
い
る
。
即

ち

朱

句

読

点

•
濁
点
、
同

送

り

仮

名

•
振
仮
名
、
又
誤
字
の
訂
正
で
あ
る
。
他
巻
に
も 

極
め
て
わ
ず
か
の
朱
訂
は
見
出
さ
れ
る
が
、
本
巻
に
か
ぎ
っ
て
顕
著
で
あ
る
。
勿
論
冬
照
の
手
跡
で
は
な
い
。
猶
本
書
の
装
訂
は
冬
照
影 

写

本

r

稜
威
言
別
」

三
巻
と
全
く
同
じ
く
す
る
。
同
時
期
の
書
写
本
で
も
あ
ろ
う
か
。
同

書

「
撰
状
」
奥

の

日

附

は

「
弘
化
三
年
六
月
」 

と
誌
し
て
い
る
。

印
記
、
各

冊

巻

首

に

「
椎
本
文
庫
」
朱
印
を
捺
す
。

備
考

上
記
定
稿
本
系
統
の
転
写
本
に
、
次
の
ニ
本
が
散
見
さ
れ
る
。



〇

神

宮

文

庫

蔵

「
稜
威
道
別
」
存

卷

六

〜

十

三

明

治

六

年

池

田

正

平

筆

。

袋
綴
、

八
冊
。
淡
茶
色
刷
毛
引
表
紙
、
竪
ニ
十
七
*

極
、
横
十
九
糙
。
料
紙
、
楮
紙
。

字

面

高

サ

約

二

十

極

(本
文
)
。

釈
文
一
字
、
 

分
註
二
字
下
げ
。
毎
半
葉
、
本
文
七
行
、
釈
文
十
行
。
柱
に
丁
附
す
、

「
六

之

一

(
〜
四
十
八
)
」
、

「
七

之

一

(
〜
五
十
八
)
」
、

「
八

之

一

(
〜 

五
十
一
)
」
、

「
九

之

一
(
〜
四
十
五
)
」
、

「
一

(
〜
四
十
八
)
」

(巻
十
)
、

「
一

T

三
十
三
)
」

(巻
十
一
)
、

「
一

(i

ニ
十
八
)
」

(卷

士

一)
、

「
一  

(
〜
五
十
二
)
」

(巻
十
三
)
。

外
題
、
表

紙

左

肩

に

「
稜

威

道

別一

(
〜
八
)
」

と
打
付
書
し
て
い
る
が
、
内

題

に

は

「
棱

威

道

別

巻

六

(
〜
十
三
)
」

と
記
し
、
道
別
巻 

六
か
ら
卷
十
三
迄
で
あ
る
。
署
名
な
し
。

又
、
各
冊
の
扉
に
は
、
各
々
「稜
威
道
別
巻
六
四
十
八
牒
」、
「稼
威
道
別
巻
七
五
十
八
牒
」、

r

稜
威
道
別
巻
八
牒
五
十 

一
明
治
六
年
第
二
月
書
焉
」、
「稼
威
道
別
巻
九
牒
四
十
五
明
治
六
年
第
二
月
写
焉

J
、

「橘
守
部
著
稜
威
道
別
巻
十
牒
四 

十

八

明

治

六

季

第

四

月

写

焉

」
、

「
稜

威

道

別

巻

十

一

牒

三

十

三

明

治

六

季

第

四

月

池

田

正

平

写

焉

」
、

「稜

威

道

別

巻

十

二

神

武 

本
紀
牒
三
十
八
明
治
六
季
第
四
月
写
焉
」、
「稼
威
道
別
巻
十
三
神
武
本
紀
下
牒
五
十
二
明
治
六
季
第
四
月
七
日
筆
エ
竣
」
と 

誌
し
て
い
る
。
明
治
六
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
巻

十

一

に

「
池
田
正
平
写
焉
」

と
見
え
る
の
が
、
本
書 

の
筆
写
者
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
人
は
猶
審
ら
か
に
し
な
い
。

同
文
庫
所
蔵
本
に
、

同

じ

く

明

治

六

年

四

•
五
月
の
両
月
に
書
写
さ
れ
た 

r

稜
威
言
別
」
卷
四
〜
十
、

七

冊

(棱
威
言
別
解
題
参
照
)
が
あ
る
が
、
本
書
の
書
写
に
続
く
同
一
筆
写
者
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

本

書

は

嘉

永

四

年

刊r

稜
威
道
別
」
第
一
帙
卷
一
〜
五
に
続
く
欠
巻
部
を
補
巻
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
以
下
の
如
く
、

ニ 

種
の
稿
本
系
統
か
ら
の
転
写
本
で
あ
る
。
即
ち
、
巻
六
か
ら
巻
十
迄
の
本
文
は
前
掲
定
稿
本
系
統
か
ら
の
転
写
本
で
あ
り
、
巻

十

一

•
十 

ニ

•
十
三
の
両
三
巻
は
後
述
の
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本
(
存
卷
六~

±
1

一、
稿
本
g
)
系
統
の
当
該
巻
に
拠
っ
て
い
る
。

後
者
は
未
定
稿
本 

系
統
の
最
終
稿
本
に
属
す
る
。
定
稿
本
は
巻
十
一
迄
成
稿
と
な
っ
て
い
た
の
は
既
述
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
本
書
は
何
故
か
巻
十
ま
で
を



以
っ
て
定
稿
本
の
書
写
を
と

ど

め

、

巻

十
一
か
ら
無
窮
会
神
習
文
庫
本
系
統
に
拠
っ
て
、

そ
の
欠
巻

部

を

補

写

す

る
こ

と

と

な
っ
た
の 

か
、
現
在
か
ら
は
既
に
明
ら
か
に
し
が
た
い
。
書
写
の
経
過
を
誌
す
扉
の
記
か
ら
も
推
測
は
困
難
で
は
あ

る

が

、

恐

ら

く

本
書
の
よ
っ
た 

依
拠
本
が
既
に
か
く
両
稿
本
に
拠
る
転
写
本

と

し
て
書
写
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
に
従
い
不
審
を
抱

く

こ

と

な

く

筆
写
さ
れ
た

も

の

と

思
わ 

れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
筆
写
者
も

特

別

に

識

語

す

る
こ

と

は

な

か

っ

た

の
で
あ
ろ
ぅ
。
か

く

再
転
写
に
い
た
る
経
由
は
未
詳
な
が 

ら
、
本
書
の
原
本
を
な
す
の
は
二
種
の
稿
本
系
統
に
拠
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。

猶

無

窮

会

神

習

文

庫

本

(
後
述
当
該
解
題
参
照
)
は
筆
者
未
詳
で
あ
り
、
そ

の

依
拠
し
た
自
筆
稿
本
の
所
在
も
不
明
で
あ
る
。
本
書
卷

十

 

一

•
十

二

•
十
三
の
両
三
巻
は
、

そ
.の
系
統
本
か
ら
の
転
写
本
文
で
あ
る
が
、
猶
若
干
の
異
同
も
散
見
さ
れ
る
。
又
、
本
書
は
、
全
巻
に 

わ
た
り
、
朱
句
点
、
朱
引
が
施
さ
れ
、
ま
ま
、
上
欄
に
本
文
を
訂
す
書
入
れ
が
散
点
し
、
旧
所
蔵
者
の
精
読
の
跡
が
窺
わ
れ
る
。

印

記

、
各
冊
巻

首

に

、

「
林
崎
文
庫
」

朱
印
を
擦
す
。

o
国

立

公

文

書

館

蔵r

稜
威
道
別
」
存
卷
六
筆
者
未
詳
。

袋
綴
、

ー
冊
。
紺
色
表
紙
、
竪
ニ
十
六
*

極
、
横

十

七

ニ喱

。
料
紙
、
薄

様

斐

紙

(
全
卷
裏
打
す
)
。

字

面

高

サ

約

ニ

十龌

(
$
)
。
 

釈
文
一
字
、
分
註
二
字
下
げ
。
毎
半
葉
、
本
文
七
行
、
釈
文
十
行
、
分
註
十
四
行
。

題
簽
、
子

持

枠

付

斐

紙

短

冊

(
表
紙
左
肩
)

に

「
稷

威

道

別

六

」
、

内
題
、r

稜
威
道
別
巻
六
」

と
記
す
。

丁
附
、

「
六

之

一

(
〜
四
十 

八
)
」

と
柱
記
。

本
書
は
前
掲
自
筆
原
本
か
ら
の
影
写
本
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
細
微
な
特
徴
に
於
て
冬
照
書
写
本
と
一
致
し
、
同
影
写
本
と
推
定
さ 

れ
る
。
印
記
、
巻
首
巻
尾
に
、

「
太
政
官
\

文
庫
」
等
朱
印
等
を
捺
す
。



棱
威
道
別
存
卷
之
一
-八
 

自

筆

(稿本3)

天理図書館蔵

袋
綴
、
八
冊
。

縹
色
卍
ツ
ナ
ギ
空
押
表
紙
、

竪
ニ
十
六
.
七
極
、
横
十
九
極
。
料
紙
、
斐

*

楮
交
漉
紙
。
字

面

高

サ

(
総

論

.
本
文
)
約 

二
十
•
五
極
。
釈
文
一
字
、
分
註
二
字
下
げ
。
毎
半
葉
、
本
文
七
行
、
釈
文
十
行
、
分
註
十
四
行
。

題
簽
、
表
紙
左
肩
に
白
紙
短
冊
を
貼
付
し
、

「棱

威

道

別

総

論

上

(
下
)

一
(
二
)
」
、

「
棱

威

道

別

三

(
人

)
」

と

梟

墨

書

す

る

。
 

内
題
、

「
稜

威

道

別

巻

之

一

(
〜
八
)
」

と
記
す
—
但
し
第
三
.
四

.
五
の
両
三
冊
は
「巻
第
三
.
四

.
五
」
と
稍
異
る
ー
。

卷

之

ー

•
巻
之
三
の 

内
題
下
に
、

「
橘
守
部
畏
々
撰
」

と
自
署
し
て
い
る
。

巻
之
一
巻
頭
に
、
板
本
同
様
に
次
の
三
序
と
自
序
が
置
か
れ
て
い
る
。

初

±|纪

ず
亂
。
磯
&
島
.

日
す轧

7!;/
釈
1
者

。
|
1
丹
夥
可
礼
抒
。

.

.

.
(中
略
)
.
.
.

真
都
夫
佐
奈
利
也
。

日
本
紅
が
航
之
移
破
礼
。
宇
部
ぎ
配
也
。
正

語

談

言

乃

差

”
妙
南
膨
耶
。

天

±/
黄

^ ;
^ /
直
香
。

其

余

之

秘 

事i
r

孰
加
尊
可
良
邪
羅
牟
。
翁
者
我
ぎ
之
塩
土
老
翁
叙
可
之
。
天
保
十
有
四

¥

五
月
十
日
。
1
而
卷

F
片
端尔

誌
。

天
日
隅
宮
御
杖
代 

出雲宿禰尊孫 

よ
ろ
つ
の
事
時
い
た
ら
ね
は
な
ら
す
時
の
い
た
る
は
神
の
御
心
な
り
ま
ろ
か
父
荒
木
田
神
主§

は
水
く
き
の
岡
部
の
賀
茂
の
大
人
を 

い
た
く
貴
め
り
し
は
誰
も
し
る
こ
と
く
に
そ
あ
る
然
は
あ
れ
と
ち
は
や
ふ
る
神
代
の
こ
と
は
い
ま
た
時
到
ら
す
け
た
し
此
古
語
学
ひ 

の
末
に
い
た
り
て
殊
に
神
の
み
た
ま
よ
せ
給
ふ
人
出
へ
し
と
い
は
れ
き
今
こ
の
棱
威
道
別
を
み
お
と
ろ
き
て
あ
ま
り
あ
や
し
く
貴
き 

ま

、
に

.

.

.
(中
略
)
.
.
.

且
は
吾
父
神
主
の
、
た
ま
ひ
お
か
れ
し
言
の
た
か
は
さ
り
し
も
あ
や
し
き
あ
ま
り
に
思
は
す
一
言
を
し
る
す
に
な
も



今
よ
り
は
尊
き
神
の
神
語
も

ま

よ

は
て
見
へ
き

こ

れ

の

と

き

こ

と

 

天
保
十
四
年
美
南
月

皇
大
神
宮
権
禰
宜 

従
四
位
下
荒
木
田
神
主
久
守

.

.

.
(前
略
)
.
.
.
石

上

古

事

記

は

。

怪
し
き
こ
と
。

量
な
き
こ
と
の
み
お
ほ
く
。
空
み
つ
日
本
紀
は
。
言
さ
へ
く
。
漠
風
の

所

狭

中

に

。

ゆ
く
り
な
き
古
語
の
訓
を
く
は
へ
。
本

つ

件

と

。

ー
# 1
の
条
^
と
は
。
這
葛
の
。
己

が

向

>
行
キ
わ
か
れ
て
。

そ
の 

こ

、
ろ
反
対
に
乖
へ
る
な
も

あ
る
。
い
か
な
る
識
者
な

ら

ん

と

も

。

こ

を

は
い
か
て
か
。

一
つ
意
に
解
あ
へ
む
と
。
思
ひ
わ
た
り

つ
る
に
。
あ
や
し
き
か
も
。
奇
し
き
か
も

.

.

.
(中
略
)
.
.
.
只
難
き
物
と
の
み
思
ひ
し
に
。
常
盤
な
す
。
石
よ
り
か
た
き
真
鉄

も
。
火
以
て
と
け
は
如
此
し
も
安
く
解
ぬ
る
も
の
か
と
て
。
目
も
ぅ
つ
ら
ぅ
つ
ら
。
見

め

て

つ

、
。

し
る
す
。
天
保
の
+
五
年
七
月 

望
月
。

長
崎
諫
訪
大
神
に
つ
か
へ
ま
つ
る

前
大
宮
司 

従
五
位
上
青
木
永
章 

と
、

三
序
が
見
え
、
次
い
で
守
部
の
自
序
が
あ
り
、

そ
の
奥
に
は
、
次
の
如
く
誌
し
て
い
る
。

天
^
!
八矿

棚
雲
；

k
。

齡
，
道
別氽

道
別
而
り
天
が
制
^

国
能
撕
光
^

り

掲
出
多
流
此
稜
威
が
道
別
曾
余
り
搔
別
漏
之
畏
-
す
。 

又
ぎ
乃
益
荒

« 9
搔
分
祢
。
天

保

云

十

有

11ー
年
。
君

代

乎

長

月

朔

日

。
神
世
乃
事
能
。
世尔

豊
栄
昇
流
。
朝
日
乃
影
乎
待
取
而
。
 

T 

識 

守

部
 

又
、
巻
之
ニ
、
総
論
の
奥
に
は
、

さ
て
此
書
別
に
凡
例
と
云
も
な
し
歌
は
は
や
く
古
事
記
に
合
せ
て
別
に
釈
つ
れ
は
す
へ
て
省
け
り
故
レ
語
釈
は
其
書
に
ゆ
つ
り
て
省 

る
処
も
あ
れ
と
か
れ
は
三
十
年
以
前
に
書
た
れ
は
今
は
忘
れ
て
同
し
こ
と
の
両
方
に
出
た
る
事
も
あ
る
へ
く
又
其
釈
の
希
に
は
前
後



く
ひ
ち
か
ふ
事
の
あ
り
な
ん
も
し
る
へ
か
ら
す
も
し
少
し
も
あ
ら
は
見
む
人
の
明
か
な
る
め
し
て
そ
の
宜
き
を
と
り
な
ん
か
し 

天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日 

橘
守
部
長
々
謹
識 

と
、
前
掲
板
本
の
跋
文
と
概
ね
同
じ
く
す
る
原
案
を
添
え
て
い
る
。
本

稿

本

で

は

後

述

の

斯

道

文

庫

蔵

冬

照

筆

「
稼
威
道
別
」
(
巻

一

.
 

ニ
、
稿
本
11
丫

自

筆

稿

本

「
稜
威
道
別
」
(総

論

.
〔卷

四

.
七
〕
、
稿
本
12
)
に

見

え

る

当

該

箇

所

の

「
凡
例
」
を
削
除
し
て
い
る
。

各
冊
の
巻
第
編
成
次
第
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
冊
上
記
三
序
•自
序
棱
威
道
別
巻
之
一
総
論
上
古
記
典
之
一
古
記
典
之
ニ
古
記
典
之
三
古
記
典
之
四
古
記
典 

之
五
—

丁

附

「
一

(
〜
五
十
一
)
」
、
内
序
十
二
丁

第
二
冊
同
卷
之
ニ
総
論
下
神
秘
第
一
条
旧
辞
本
辞
ノ
差
神
秘
第
二
条
古
伝
説
ノ
本
義
神
秘
第
三
条
稚
言
談
辞
ノ 

弁
神
秘
第
四
条

I

語

含

語

大

概

神

秘

第

五

条

天

。
黄
泉
。
幽
。
現
。
顕
露
ノ
大
意
—
丁

附

「
一

(
〜
五
十
)
」 

一
部
丁
附
ニ
誤
記
ア
リ

第

三

冊

同

巻

第

三

日

本

書

紀

神

代

上

之

一

自

神

代

上

第

一

段

至

第

四

段

一

書

第

十

(
筆
者
注
、
以
下
同
)
—

丁

附

r

一
 

(
~

五
十
九
)
」 

第

四

冊

同

卷

第

四

日

本

書

紀

神

代

上

之

ニ

自

神

代

上

第

五

段

至

同

段

一

書

第

八

—

丁

附

「
一(

~

六
十
三
)
」

第

五

冊
同
巻
第
五
日
本
書
紀
神
代
上
之
三
自
神
代
上
第
五
段
一
書
第
九
至
第
六
段
一
書
第
三
—

丁

附

「
一(

~

六
十
三
)
」

第
六
冊
同
卷
之
六
日
本
書
紀
神
代
之
四 

自
神
代
上
第
七
段
至
同
段
一
書
第
三
—

丁

附

「
一

(
〜
四
十
八
)
」

第

七

冊

同

卷

之

七

日

本

書

紀

神

代

上

之

五

自

神

代

上

第

八

段

至

同

段

一

書

第

六

丨

丁

附

「
一

(
〜
五
十
七
)
」

第

八

冊

同

卷

之

八

日

本

書

紀

神

代

下

之

一

自
神
代
第
九
段
至
同
段
一
書
第
一
前
半
—

丁

附

「一

(
〜
五
十
五
)
」

本
稿
本
は
、
現

在

の

と

こ

ろ

前

掲

嘉

永

四

年

刊

本

(初
帙
五
巻
)
•
斯
道
文
庫
蔵
自
筆
稿
本
原
本
存
卷
之
六
〜
十
一
(稿
本
1
)
の
前
稿
本 

と
推
測
さ
れ
る
。
巻
第
三
の
一
冊
上
欄
に
一
部
増
補
書
入
れ
が
散
見
さ
れ
る
が
、
全
巻
美
麗
に
繕
写
さ
れ
、
両

三

序

•
自
序
も
完
備
し
た



浄
書
本
で
あ
る
。

前
掲
両
本
と
比
較
す
る
に
、S

上
記
序
文
に
於
て
は
自
序
末
に
僅
か
の
訂
正
が
見
出
さ
れ
る
ほ
か
、
用
字
に 

一
•
ニ
語
の
異
同
が
散
点 

す
る
に
す
ぎ
な
く
、
(0)
又
、
所
引
す
る
守
部
校
訂
書
紀
本
文
も
全
く
同
じ
く
す
る
ー
但
し
附
訓
に
相
互
存
否
あ
り
|
、
が
^)
本
論
に
入
る
と
、
 

や
は
り
各
卷
は
両
本
と
の
間
に
や
は
り
か
な
り
の
相
違
が
現
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
各
卷
卷
尾
に
近
き
部
分
に
あ
た
り
、
定
稿 

本
と
し
て
の
完
備
を
期
し
て
か
、删

補
は
顕
著
で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
れ
は
、
本
論
の
趣
旨
を
改
め
る
と
い
う
に
は
い
た
ら
ず
、
各
巻
の 

終
尾
を
斧
正
し
、
公
刊
に
備
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
ほ
か
は
、
処
々
一
部
—
約
半
丁
程
度
—
の删

省
や
、

一
行
乃
至
数
行
の
改
訂
に
と
ど 

ま
る
と
こ
ろ
が
主
で
あ
る
。
釈
註
項
目
も
前
掲
両
本
に
於
て
や
や
増
加
し
て
い
る
が
、
参
考
資
料
索
捜
の
間
の
古
辞
書
•
外
典
類
に
よ

る
 

補
足
で
あ
っ
て
、

そ
の
数
量
は
共
に
尠
い
。
全
般
的
に
見
て
、
定
稿
両
本
は
簡
潔
化
の
あ
ま
り
、

そ
の
論
述
に
難
解
の
き
ら
い
が
い
な
ま 

れ
な
い
が
、
本
稿
本
は
そ
の
点
重
複
縷
述
す
る
一
面
が
存
す
る
も
却
っ
て
定
稿
両
本
の
論
述
を
助
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の 

叙
述
形
式
は
既
に
定
稿
と
殆
ん
ど
異
る
と
こ
ろ
は
な
く
、

そ
の
寸
前
の
形
態
で
あ
り
、

「
稜
威
言
別
」
定
稿
本
と
対
偶
す
べ
く
意
図
を
明 

瞭
と
し
た
繕
写
本
で
あ
る
。
印
記
、
各

卷

第I
葉

に

「
推
本
文
庫
」
朱
印
を
捺
す
。

備
考
一

本

稿

本

卷

之

ー

「
総
論
上
」
、

「古
記
典
之
五
」

は
後
述
の
斯
道
文
庫
蔵
冬
照
書
写
本
(
稿
本
11
)

の
当
該
箇
処
に
較
べ
、

著
し
く
改
補 

さ
れ
、
特

に

本

項

の

主

要

対

象

で

あ

る

「
先
代
旧
事
紀
本
紀
」

に
つ
い
て
は
、

本
稿
本
に
於
て
、

「
旧
事
紀
直
日
」

の
目
録
を
板
本
同
様 

に
列
記
し
、
次
の
如
く
冒
頭
に
述
べ
て
い
る
。

右
古
事
記
、

日
本
紀
に
見
合
て
、

其
足
ラ
さ
る
を
補
ひ
、
過
れ
る
を
釓
す
へ
き
物
は
、

今
世
に
十
卷
枉
存
る
、
先
代
旧
辞
本
紀
と
云 

る
書
な
り
、

此
書
近
世
お
し
な
へ
て
、

偽
撰
と
い
ひ
ふ
ら
し
た
れ
と
、
偽

撰

に

し

た

て

V-、

偽
書
に
は
あ
ら
す
、

其
元
来
の
物
実 

は
、
本
ト
古
記
典
の
残
篇
、

一
書
、

一
説
等
の
抄
録
、
闕
本
の
類
を
、
種
々
拾
ひ
輯
て
、

世
ミ
忌
部
卜
部
の
家
の
、

秘
書
た
り
き
、



其
遠
祖
の
中
に
、
心
さ
し
深
か
る
人
あ
り
て
、
彼
ノ
天
武
天
皇
四
年
ノ
撰
、
又
十
年
ノ
撰
、
又
和
銅
七
年
ノ
撰
等
の
、

抄
録
闕
本
、

或 

は
日
本
紀
ノ
一
書
ニ

云
ク

の

類
の
、
余
残
と
も
を
、

古
し
と
な
く
、

新
し
と
な
く
、

見
る
度
毎
に
、

書
キ
留
メ
置
ヶ

リ

し

も

の

な

る
へ

し
、
さ
る
を
其
子
孫
の
裔
に
、
譌
り
飾
る
人
出
て
、
今
本
の
如
く

.

.

.
(
中
略
)
.
.
.
且
は
先
祖
の
輯
め
置
る
書
に
し
あ
れ
は
、

さ
す
か
本
文
に
は
手
を
つ
け
か
ね
て
、
不
都
合
な
か
ら
む
も
、
多
く
の
刀
筆
は
せ
す
て
、
秘
め
伝
へ
た
り
け
ら
し
、

と
、
後

述

冬

照

書

写

本

(
稿
本
11
)
を
土
台
と
し
て
、

そ
の
資
料
的
意
義
を
ー
層
積
極
的
に
補
説
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

冬
照
書
写
本 

に
於
て
、
「
今
此
道
別
の
奥
旨
も
半
は
此
書
に
拠
て
悟
り
な
か
ら
此
書
を
引
-
用
す
る
事
の
い
と
罕
な
る
は
他
の
疑
を
憚
て
な
り
け
り
」
と
、
 

そ
の
所
引
資
料
と
し
て
躊
躇
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
稿
本
で
は
、

こ

た

ひ
其
ち
り
曇
り
を
お
し
払
ひ
て
、
人

^
/
の
さ
ら
ぬ
疑
ひ
を
、

さ
や
か
に
解
キ
つ
、

す
な
は
ち
旧
事
紀
直
日

と

名
付
て
、
其
書
十 

卷呔

あ
り
、
そ
も
^
-
書
紀
の
釈
を
半
途
に
し
て
、
さ
る
考
証
を
か
き
つ
る
事
は
、
此
書
に
引
用
す
る
に
、
世
人
の
疑
ひ
な
ん
事
を
、
 

恐
れ
て
な
り
、
故
レ

其
然
る
所
以
は
、
皆
彼
ノ
考
証
に
ゆ
つ
り
て
、
こ

、

に
は
た
、ゾ
、
其
ノ
本
に
復
し
て
、
目
録
を
挙
ク 

と
述
べ
、

「
旧
事
紀
直
日
」

の
目
録
を
掲
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

冬
照
書
写
本
に
於
け
る
消
極
的
な
態
度
に
比
し
如
何
に
旧
事
紀
へ 

の
傾
斜
が
窺
わ
れ
る
か
は
贅
言
す
べ
く
も
あ
る
ま
い
。
板
本
で
は
此
の
項
は
更
に
補
説
さ
れ
て
、

r

此
書
近
世
お
し
な
べ
て
、

偽
撰
と
い 

ひ
ふ
ら
し
た
れ
ど
、
偽

撰

に

し

た

て

、
、

偽
書
に
あ
ら
ず
、

其
ノ
物
実
は
、
古
記
典
の
抄
録
物
也
」

と
同
じ
く
断
じ
、
次
い
で
、

如

此

名

た

、
る
大
人
た
ち
の
、
押
並
て
疑
へ
り
し
事
な
れ
ば
、
さ
る
や
ぅ
こ
そ
あ
ら
め
と
、
年
ご
ろ
心
と
め
て
も
見
ざ
り
つ
る
に
、
 

さ
す
が
に
神
た
ち
の
み
ぅ
へ
、

王
臣
の
系
譜
等
の
、

い
と
思
ひ
の
外
に
委
し
く
、
且
つ
正
し
か
る
は
、

い
か
な
る
事
か
と
、
見
も
て 

ゆ
く
に
、

今
の
如
く
、

偽
書
ぶ
り
に
書
キ
な
し
た
る
は
、

や

、
後
の
わ
ざ
に
し
て
、
其
ノ
は
し
め
は
、
然
ら
ざ
り
し
物
な
る
事
を
、
 

始
メ
て
さ
と
り
ぬ
、

悔
し
き
か
も
お
そ
き
か
も
、

彼
ノ
人
ミ
の
言
に
塞
れ
て
、
速
く
も
見
ざ
り
し
事
よ
、

は
や
く
よ
り
此
書
を
よ
く 

見
ば
、
神
代
の
事
を
、
今
少
し
悟
り
得
べ
き
も
の
な
り
し
を
と
、
く
ち
を
し
ま
る
、
に
つ
け
て
、
後
学
の
人
の
た
め
に
、

い
さ
、
か



こ

と

わ

る

な

り

、

と
、
以
下
数
葉
に
わ
た
り
、
旧
事
紀
の
資
料
的
信
憑
性
を
縷
述
分
註
し
て
い
る
。
右
記
の
誇
張
的
言
辞
は
と
も
か
く
、
旧
事
紀
の
資
料 

的

意

義

の

此

確

認

に

はr

稜
威
道
別
」
釈
註
に
於
け
る
ひ
と
つ
の
重
視
す
べ
き
転
機
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

稿
本
経
過
か
ら
見
て
、

こ
の
旧
事
紀
の
積
極
的
引
用
は
後
述
斯
道
文
庫
蔵
自
筆
稿
本
(
稿
本
4
)
か

ら

で

あ

る

(
同
解
題ip

#

参
照
)
。
同
稿 

本
は
本
稿
本
と
隣
接
す
る
前
稿
本
で
あ
り
、
同

稿

本

の

段

階

か

らr

稜
威
道
別
」

は
釈
註
項
目
も
整
備
さ
れ
つ
つ
漸
次
定
稿
に
と
近
づ
き 

つ
つ
あ
る
の
を
思
え
ば
、
右
掲
弓
用
文
中
に
記
す
、

「
そ
も
^
^
書
紀
の
釈
を
半
途
に
し
て
、

さ

る

考

証

(
旧
事
紀
直
日
)
を
か
き
つ
る
事 

は
、
此
書
に
引
用
す
る
」

と
こ
ろ
に
、
新
た
な
進
展
を
意
図
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
釈
註
の
転
機
と
い
っ
た
の
は
其
意
味
で
あ
り
、
現 

存
諸
稿
本
は
同
稿
本
を
境
に
未
定
稿
諸
本
と
定
稿
諸
本
と
両
系
統
に
一
応
は
分
類
し
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

旧
事
紀
直
日
の
成
立
に
つ
い
て
は
同
稿
本
解
題
で
詳
述
す
る
が
、
定

稿

本

序

末

の

年

紀

はr

弘
化
四
年
卯
月
廿
日
」

と
誌
し
て
い
る
。
 

「
稜
威
道
別
」
卷

之

ニ

奥

の

跋

文

「
天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日
」

か
ら
既
に
四
年
を
経
過
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
本
の
先
の
引
用
文 

中

に

「
故
レ
其
然
る
所
以
は
、
皆
彼
ノ
考
証
に
ゆ
つ
り
て
云
々
」
と
誌
し
、
本
稿
本
成
立
時
に
は
、
「
旧
事
紀
直
日
」

は
既
に
そ
の
成
立
を
み 

た
か
の
如
く
記
し
て
い
る
。

又

板

本

の

当

該

箇

所

に

も

「
故
こ
た
び
、

此
ノ
道
別
に
引
用
せ
ん
と
て
、
さ
き
に
其
ノ
然
る
所
以
を
証
し
て
、
 

旧
事
紀
直
日
と
云
を
稿
せ
り

」

と
も
誌
し
て
い
る
。

そ

の

数

葉

後

に

は

「
猶
其
卷
く
に
、

こ
と
わ
れ
る
事
多
か
れ
ど
、
事
長
か
れ
ば
得
記 

さ
ず
、
委
き
事
は
、
直
日
の
稿
を
脱
せ
ん
後
、
披
き
見
へ
し

」

と

も

分
註
し
、
未
だ
脱
稿
以
前
と
も

解
さ
れ
る
。

し
か
し
、

そ
の
掲
示
す 

る
直
日
目
録
は
直
日
定
稿
本
の
そ
れ
と
殆
ん
ど
同
じ
く
し
、

「
旧
事
紀
直
日

」

本
文
か
ら
の
引
用
の
如
く
で
あ
る
。

勘
く
と
も
こ
の
目
録 

の
段
階
ま
で
は
成
稿
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
目
録
に
見
る
限
り
の
直
日
稿
本
の
結
構
—

旧
事
紀
本
文
の
再
編
と
整
定
—

は
そ
の 

大
概
を
整
え
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
間
の
詳
細
は
書
翰
な
ど
他
記
録
未
見
の
現
在
未
詳
と
い
う
ほ
か
は
な
い
が
、
 

前
記
引
用
文
と
も
考
合
せ
る
に
、

r

稜
威
道
別
」

は
後
述
の
稿
本
6
又
は
稿
本
5

の
過
程
で
一
時
中
止
さ
れ
、

旧
事
紀
正
文
の
考
証
に
向



け
ら
れ
た
が
、
そ
の
編
成
が
略
々
成
る
に
お
よ
ん
で
、
同

時

期

に

併

行

し

な

が

ら

に

「
稜
威
道
別
」
新
稿
が
着
手
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ 

う
か
。

そ
の
間
の
実
際
が
、
本
稿
本
又
板
本
な
ど
に
、
直
日
成
稿
後
又
は
以
前
の
如
き
紛
ら
わ
し
き
記
述
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
は
な
い 

か
と
も
思
わ
れ
る
。

い

ず

れ

に

せ

よ

「
旧
事
紀
直
日
」

の
成
立
と
本
稿
本
は
深
き
係
り
を
も
ち
、
そ
の
成
立
と
略
々
時
期
を
同
じ
く
す
る 

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
前

記

し

たr

稜
威
道
別
」
定
稿
本
系
統
は
稿
本
4
か
ら
本
稿
本
、

更

に

自

筆

原

本

(
稿 

本
1
)
と
、
「
旧
事
紀
直
日
」

の

完

成

「
弘
化
四
年
卯
月
」

を
前
に
し
て
急
速
に
進
埗
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
猶
右
の
推
論
に
疑
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、
守

部

の

歌

集

「
穿
履
集
」
卷
六
雑
上
に
、

弘
化
ニ
年
九
月
十
七
日
伊
勢
皇
大
神
官
の
神
嘗
祭
の
勅
使
藤
波
三
位
卿
祭
は
て
、
申
し
給
は
く
此
た
ひ
禁
裏
に
お
き
て
日
本
書
紀
の 

御
会
読
は
し
め
さ
せ
給
へ
り
そ
れ
に
つ
き
て
荒
木
田
神
主
久
老
か
日
本
紀
槻
の
落
葉
奉
る
へ
し
又
江
戸
人
橘
守
部
か
稜
威
道
別
も
か 

ね
て
聞
及
は
せ
り
神
官
の
中
に
し
る
人
あ
ら
は
其
書
奉
す
へ
し
と
仰
こ
と
あ
り
け
る
よ
し
久
守
の
か
た
よ
り
い
そ
き
申
お
こ
せ
け
る 

に
つ
き
て
写
さ
せ
て
奉
る
と

き

そ
へ
て
奉
り
け
る
う
た

と
端
書
し
て
四
首
の
短
歌
を
載
せ
て
い
る
。
守
部
生
涯
の
栄
誉
に
浴
し
た
る
大
事
で
あ
っ
た
ろ
う
、
が
寡
聞
に
し
て
其
後
の
消
息
を
し 

ら
な
い
。

ま
た
、
奉

呈

し

たr

棱
威
道
別
」
其
書
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
そ

の

端

書

の

年

紀

にr

弘
化
ニ
年
九
月
十
七
日
」

と
明 

記
し
た
献
上
本
は
果
し
て
い
ず
れ
の
稿
本
を
謹
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
定
稿
本
系
統
本
と
す
れ
ば
、
右
記
の
推
論
と
齟
齬
し
、
 

さ
り
と
て
未
定
稿
本
系
統
本
と
も
想
定
し
が
た
く
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
期
^
^
弘
化
ニ
年
九
月
以
r
^t

旧
事
紀
直
日
」 

の
成
稿
は
如
何
に
も
考
え
ら
れ
ず
、

転
機
と
な
っ
た
同
書
本
文
の
整
定
に
着
手
す
る
以
前
と
推
測
す
る
の
が
後
述
の
稿
本
次
第
か
ら
見 

て
、

や
は
り
自
然
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日
」

の
識
語
を
誌
す
斯
道
文
庫
蔵
草
稿
本
(
稿
本
12
)
か
ら
略
一
ヶ 

年
の
間
で
あ
れ
ば
、
草

稿

本

か

ら

未

定

稿

本

系

統

の

完

成

稿

(
稿
本
6 •  

7

.

8

.
9
)
、

あ

る

い

は

冬

照

書

写

本

(
稿
本
11
)
に
至
る
に
は 

そ
れ
相
応
の
期
日
を
要
し
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
ろ
う
、
さ

ら

に

道

別

と

相

並

ぶ

「
稜
威
言
別
」

十
卷
定
稿
本
の
完
成
を
も
急
ぐ
の
頃
で
も



あ
る
こ
と
を
想
う
と
、
現
時
点
か
ら
す
れ
ば
未
定
稿
本
と
は
云
え
、
此
期
に
あ
っ
て
は
稿
本
6 

•  

7 

•
 

8 

•
 

9
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
完 

成
稿
寸
前
の
稿
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
右

記

文

中

に

云

う

「
弘
化
ニ
年
九
月
云
々
」

の
献
上
本
は
、

こ

の

稿

本

6 
•  

7

。
8 

•  

9

の
繕
写
一
本
を
以
っ
て
奉
呈
し
た
も

の

と

考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
徒
ら
に
固
執
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い 

が

、
定
稿
本
系
統
の
着
手
、
改
稿
は
、
こ

の

献
上
本
以
後
の
事
で
は
な
い
か
、
特

に

「
旧
事
紀
直
日
」
稿
本
着
手
後
の
こ
と
と
し
て
、
ひ 

と
ま
ず
仮
説
を
記
し
、
後
考
を
俟
つ
こ
と
に
す
る
。

猶

、
高
井
浩
氏
は
、
桐
生
連
の
盟
主
吉
田
秋
主
宛
守
部
書
翰
の
調
査
か
ら
、
天

保

十

五

年

七

月

に

は

「
稜
威
道
別
」
完
成
の
旨
桐
生
連 

中
に
書
信
し
、
翌
弘
化
ニ
年
一
月
、
同

「
総
論
」

ニ
冊
を
秋
主
に
送
付
し
て
い
る
由
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
吉
田
家
所
蔵
の
同
書
翰
は
遺 

憾
な
が
ら
披
閲
の
好
機
を
得
ら
れ
ぬ
の
で
、
氏
の
御
論
考
を
俟
つ
の
ほ
か
は
な
い
が
、

前
者
は
そ
の
日
付
か
ら
し
て
、

「
天
保
十
五
年
五 

月
廿
五
日
」

の
識
語
を
は
じ
め
て
誌
す
斯
道
文
庫
蔵
稿
本

12
を
指
す
も
の
か
と
推
定
さ
れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
前

述

の

仮

説

と

も

相

一
 

関
聯
し
、
猶
問
題
を
後
に
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
書
信
の
文
面
が
省
略
さ
れ
、
且

つ

送

付

さ

れ

た

「
総
論
」

ニ
巻
の
内
容
に
つ
い 

一
 

て
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ

れ

は

本

稿
本
の
如
き
定
稿
本
に
近
き
「
総
論
」

で
あ
る
か
否
か
が
、
定
稿
本
成
立
の
鍵
鑰
と
も
な
ろ 

う
が
、

し
か
し
、
同
稿
本
の
存
否
の
確
認
さ
れ
な
い
現
在
如
何
と
も
推
測
す
べ
く
も
な
い
。
従
っ
て
、
上
述
の
仮
説
に
拠
れ
ば
、
後
述
の 

冬

照

書

写

「
総
論
」
(稿
本
11
)
に
近
き
、
あ
る
い
は
、
同
様
稿
本
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
す
る
の
が
、
や
は
り
自
然
か
と
思
ゎ
れ
る
の 

で
あ
る
。
定
稿
本
の
成
立
に
つ
い
て
は
猶
確
証
を
得
ぬ
が
ひ
と
ま
ず
、
上
述
の
仮
説
の
許
に
、
疑
議
を
付
記
し
て
、
併
せ
追
考
を
俟
つ
こ 

と
に
す
る
。

註
高
井
浩
氏

r

吉
田
清
助
秋
主
伝
」
1
み
や
ま
文
庫
「
近
代
群
馬
の
人
々
」
⑵
、
昭
和
三
十
八
年
。

備
考
ニ

本

稿

本

卷

之

ニ

「
総
論
下
」

の

跋

文

に

「
さ
て
此
書
別
に
凡
例
と
云
う
も
な
し
歌
は
は
や
く
古
事
記
に
合
せ
て
別
に
釈
つ
れ
は
す
へ
て



省
け
り
」

と
記
し
、
紀
中
の
歌
謡
は
、

こ
の
釈
註
に
以
下
の
如
く
こ
と
わ
っ
て
い
る
。

〇
歌
の
解
は
、
凡
て
言
別
に
出
す
事
、
は

し

め
に
こ
と
わ
り
つ
る
が
如
し
(
素
戔
嗚
尊
御
詠
「
や
く
も
た
つ
云
々
」
巻

七

.
十
丁
裏
)

0
此
事
、
歌
に

つ

き

て

言

別

に

詳

く

弁

へ

つ

(
下
照
媛
詠
「
あ
め
な
る
や
云
々
」
、
「
あ
ま
ざ
か
る
云
々
」
(巻

八

.
五
十
四
丁
裏
)

本
稿
本
中
に
は
、
た
だ
し
、
紀
中
の
本
文
ま
で
は
省
筆
し
て
い
な
い
が
、
前
掲
自

筆

稿

本

原

本

(
稿
本
1
)
に

い

た

る

と

「
歌
今
晷
之
」 

(卷
十
)
、

「
別
注
晷
此
」
(卷
十
ー
)
な
ど
と
記
し
て删

除
す
る
の
が
徹
底
し
て
い
る
。

冬

照

書

写

本

(
稿
本
11
)
に

も

「
其
中
に
語
釈
な
く 

て
は
事
か
け
ぬ
へ
き
わ
さ
な
れ
は
稜
威
言
別
の
方
に
委
し
く
尽
し
て
其
レ
と
引
合
せ
て
悟
り
へ
く
も
の
し
つ
」

と
記
し
て
い
る
如
く
、

も 

と

ょ

りr

稜
威
道
別
」

は

「
稜
威
言
別
」

と
相
並
び
対
偶
し
て
の
著
述
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
前

掲

定

稿

本

*
本
稿 

本

以

下

後

述

の

諸

稿

本

(
稿
本
12
)
ま
で
、

右
掲
の
歌
詠
の
み
な
ら
ず
釈
項
目
中
の
語
釈
に
い
た
る
ま
で
屢
々
言
別
に
弁
じ
た
る
旨
を
断 

り
、

言
別
と
の
係
り
を
提
示
し
て
い
る
。

こ

の

「
稜
威
言
別
」

の

書

名

が

「
蘆
荻
鈔
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、r

稜
威
道
別
」

の
前 

身

た

る

「
温
源
録
稿
」
中

の

卷

七

(稿
本
15
)
—
中
途
に
て
改
題
し
「
稜
威
道
別
」
卷
七
—
に

素

戔

嗚

尊

御

詠

に

「
歌
は
総
て
蘆
荻
抄
に
出
し
た 

れ

は

こ

、
は

た

、
大
旨
の
み
を
挙
お
く
也
」

と
あ
る
該
稿
本
以
前
で
あ
る
。
後

述

す

る

如

く

「
稜
威
道
別
」
、
「
温
源
録
稿
」

の
両
稿
本
は 

そ
の
執
筆
時
期
を
相
隔
て
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

か
く
別
書
名
を
以
っ
て
記
す
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
同
時
に
、

そ

の

間

に

「
蘆
荻 

鈔
」

か

ら

「
棱
威
言
別
」

へ
の
改
題
の
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
ぅ
。

そ

し

て

上

記

「
棱
威
道
別
」
諸

稿

本

に

「
言

5£?」

と 

記

す

の

はr

稜
威
言
別
」

の
成
稿
後
の
こ
と
か
、
書
名
改
題
後
の
こ
と
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。

さ
て
、
「
棱
威
言
別
」

の
成
立
で
あ
る
が
、

現

存

定

稿

本

は

斯

道

文

庫

蔵r

棱
威
言
別
原
f

十
巻
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
、

弘
化
ニ
年 

十

一

月

頃

か

ら

「
蘆
荻
鈔
」

を
改
稿
し
、
弘
化
三
年
六
月
頃
に
は
成
稿
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
(
「棱
威
言
別
」
解
題
緒
言
参 

照
)
。

そ
の
後
、

更

に

天

理

図

書

館

蔵r

稜
威
言
別|

|

草
稿
」
巻

一

〜

三

(
弘
化
三
年
冬
成
立
)
、
板

本

初

帙

三

巻

の

刊

行

(嘉
永
三
年
)
と 

補
訂
は
猶
続
く
の
で
あ
る
が
、
上
記
原
本
十
卷
を
以
っ
て
事
実
上
の
完
成
と
み
て
ょ

い

と

思
わ
れ
る
。

そ
し
て
又
、
現
在
上
記
原
本
十
巻



以

前

に

はr

棱
威
言
別
」

と
命
名

す

る

稿

本

•
草
稿
本
な
ど
も
現
存
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

そ
の
書
名
も
こ
の
期
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
ろ
う 

と
、
推
論
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

と
す
る
と
、
上

記

「
稜
威
道
別
」
諸

稿

本

の

中

に

「
言
別
」

と
明
記
し
相
参
照
す
べ
く
断
っ
た
そ

の

稿
本
は
弘
化
ニ
年
の
晚
暮
以
後
の 

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

就
中
、

斯

道

文

庫

蔵

草

稿

本

(
稿
本
12
)

は

「
棱
威
道
別
」
稿
本
と
し
て
は
最
も
早
期
の 

稿
本
で
あ
り
、

そ

の

「
総
論
」
末

に

「
天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日
」

の
記
が
見
え
、

そ

の

論

述

中

に

も

「
此
事
は
稜
威
ノ
言
別
に
委
く
い

の
事
言
別
に
出
(
以
上
墨
記
、
ソ
ノ
上
ニ
朱
二
テ
抹
消
) 

の
釈
は
別
に
稜
威
言
別
と
い
ふ
に
出
し
つ
れ
は
次
く
な
る
も
皆
漏
せ
り
(
以
上
朱
、

へ
り
」
(
総
論
分
註
)
、

r
o
御
歌
正
し
く
素
戔
嗚
尊
の
よ
み
坐
た
る
か
(
正
し
く
以
下
抹
消
)
又
上
ッ
代
の
人
の
よ
み
て
云
々
」
(巻
六
、
但
し
定 

稿
本
巻
七
)

の
如
く
に
記
し
て
い
る
。r

言
別
」
原
本
成
立
は
翌
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
厳

密

に

は

か

く

言

う

べ

く

も

な

く

「
稼
威 

道
別
」
稿

本

12
の

「
総
論
」
末
の
年
紀
は
事
実
と
相
違
す
る
こ
と
と
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。
然
り
と
す
れ
ば
、

こ
の
矛
盾
は
如
何
様
に
解 

す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

ひ
と
つ
に
は
、

こ
の
年
紀
は
守
部
稿
本
に
屢
々
散
見
さ
れ
る
成
立
年
次
の
作
意
で
あ
る
。
即
ち
、
稿

本

12
の
成
稿 

年
月
を
更
に
旧
稿
年
次
を
以
っ
て
敢
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
喑
推
す
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
稿
本

12
の
前
稿
と
目
さ
れ 

る
も
の
は
、
後

述

す

る

斯

道

文

庫

蔵

「
温
源
録
稿
」
(
稿
本
14
.
15
)
が
存
す
る
が
、

本
稿
は
そ
の
書
跡
か
ら
も
天
保
十
五
年
頃
の
書
風
と 

や
や
異
り
、
更
に
遡
る
稿
本
と
想
定
さ
れ
る
の
で
、
や
は
り
、
稿

本

12
に
記
す
年
紀
は
疑
い
が
た
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
歩
譲
っ
て
、
 

既
に
現
在
は
反
故
と
し
て
破
棄
さ
れ
た
稿
本

12
の

前

草

稿

(
下
書
)

の
如
き
が
存
し
、

そ
の
年
紀
を
誌
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、

稿

本

12
は 

翌
年
頃
の
執
筆
と
な
り
、
「
言
別
」
着
手
へ
の
準
備
も
整
う
時
期
と
し
て
、
「
道
別
」
論
中
に
か
く
弁
ず
る
の
も
矛
盾
す
る
こ
と
と
は
な
ら 

な
い
。

し
か
し
、

こ
の
臆
説
も
確
認
す
べ
き
実
証
を
得
ぬ
こ
と
は
記
す
ま
で
も
な
い
。

又
、

こ
れ
も
屋
上
屋
を
架
す
る
の
臆
測
で
は
あ
る
が
、

「
稜
威
道
別
」

の
命
名
—

後

述

温

源

録

稿

卷

七

は

内

題

「
稜
威
道
別
巻
七
」

と 

す
る
ー
に
と
も
な
い
、
紀

記

歌

謡

註

釈

書

の

書

名

も

本

書

と

併

せ

「
稜
威
言
別
」

と
改
称
し
、
略
々
併
行
し
な
が
ら
に
着
稿
、
又
は
着
稿 

を
準
備
し
つ
つ
あ
っ
て
、

そ

れ

故

に

言

別

旧

稿

の

書

名

「
蘆
荻
鈔
」
、
「
神
詠
古
義
」

な
ど
に
代
え
、
両
書
相
並
称
す
べ
く
、
論
中
、
重
複



す
る
釈
註
に
は
、
棱
威
言
別
に
ゆ
ず
る
べ
く
、

か
く
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
臆
測
す
る
の
で
あ
る
。

斯

道

文

庫

蔵

「
温
源
録
稿
」
中

の

「
稜
威
道
別
巻
七
」

の
成
立
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
如
く
推
論
に
と
ど
ま
り
確
認
し
え
な
い
が
、
天 

保

九

年

六

月

刊

「
心
迺
種
」

三

巻

(
足
潁
舍
蔵
版
)

の

巻

尾

附

載

「
池
庵
北
畠
守
部
先
生
著
述
略
目
録
」

の

は

じ

め

に

「
0
稜
威
ノ
道
別 

十

五

巻

一

名

神

典

古

義

」

と
見
え
る
の
で
、

既

に

天

保

九

年

六

月

頃

に

は

「
温
源
録
稿
」
、

「
神
典
古
義
」
を

r

棱
威
ノ
道
別
」

と
改
称 

し
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

「
温
源
録
稿
」

の

巻

七

の

「
稜
威
道
別
」
改
題
も
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
呼
称
か
ら
し
て
、
 

当
然
の
事
な
が
ら
、
言

別

旧

稿

の

「
蘆
荻
鈔
」
、
「
神
詠
古
義
」

の
書
名
は
相
並
称
さ
れ
る
べ
く
改
称
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
は
自
然
の
な 

り
ゆ
き
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

同

目

録

は

次

に

r
o
八
十
ノ
言
別
十
五
巻
一
名
蘆
荻
鈔
」
と
記
し
、
道
別
•言
別
と
並
記
し
て
、
も
は 

や

す

で

に

「
稜
威
言
別
」

と
並
称
さ
れ
る
寸
前
に
あ
る
の
で
あ
る
。
其

後

確

実

に

「
稜
威
言
別
」

と
改
題
さ
れ
た
時
期
は
猶
確
認
し
が
た 

い

が

r

稜
威
言
別
原
本
」

十
巻
起
草
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
左
記
の
情
況
か
ら
見
て
、
疑
い
が
た
い
。

高
井
浩
氏
の
稜
威
言
別
執
筆
経 

過
に
就
い
て
の
論
中
に
引
用
さ
れ
る
弘
化
ニ
年
十
一
月
九
日
付
吉
田
秋
主
宛
書
信
に
は
「
さ
て
此
節
は
御
存
し
昔
の
芦
荻
鈔
を
綴
直
し
認 

候
」
と
記
す
の
は

r

稜
威
言
別
原
本
」

十
巻
の
着
手
進
行
を
告
げ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

同

書

信

に

は

「
昔
の
芦
荻
鈔
」

と
は
記
し 

な
が
ら
、

r

稜
威
言
別
」

と
改
題
し
て
改
稿
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

尠
く
と
も
同
年
紀
以
前
に
改
称
と
改
稿
の
意
図
を
腹
案 

し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
改
稿
、

改
称
を
予
定
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
「
稜
威
道
別
」
(稿
本
12
)

の
執
筆
中
に
於 

て
、
早

晚

着

手

改

稿

す

る

「
蘆
荻
鈔
」
を

呼

ん

で

「
棱
威
言
別
に
云
々
」

と
記
す
こ
と
に
何
の
憚
り
も

あ
ろ
う
と
は
思
わ
れ
な
い
。

従

っ
 

て
、

稿

本

12
が

「
天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日
」

の
着
稿
又
は
成
稿
で
あ
り
、

「
稜
威
言
別
原
本
」
着
稿
以
前
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
も
是 

認
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

稜
威
道
別
諸
稿
本
は
以
下
に
述
べ
る
如
く
、

こ
の
天
保
十
五
年
以
降
に
於
て
も
幾
度
か
の
改
稿
を
繰
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の 

諸

稿

本

に

云

うr

棱
威
言
別
」

は

す

べ

てr

稜
威
言
別
原
本
」

十
巻
を
必
ず
し
も
指
す
も
の
と
は
か
ぎ
ら
ず
、

前

稿

本

「
蘆
荻
鈔
」

十
五



巻

又

は

「
神
詠
古
義
」

十
五
巻
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
備
考
一
で
部
類
し
た
定
稿
本
系
•
未 

定
稿
本
系
の
ニ
系
統
の
中
で
、
前

者

は

略

々

「
稼
威
言
別
原
本
」

に
併
行
し
、

後
者
は
同
書
着
手
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ 

う
か
と
臆
測
す
る
の
で
あ
る
。

即
ち
稿
本
5
〜

12
等

に

云

う

「
言
別
」

は

同

原

本

の

前

稿

で

あ

る

「
蘆
荻
鈔
」

又

は

「
神
詠
古
義
」
を
以 

っ

てr

言
別
」

と
あ
ら
か
じ
め
記
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
。

そ

の

後

「
稜
威
道
別
」
未
定
稿
本
系
の
中
断
の
こ
と
が
あ
り
、

「
稜 

威
言
別
原
本
」
改
稿
着
手
、

「
旧
事
紀
」

正
文
整
定
の
考
証
な
ど
相
重
り
な
が
ら
、

定

稿

本

に

近

き

本

稿

本

は

「
旧
事
紀
直
日
」
成
稿
と 

相
前
後
し
つ
つ
成
立
を
見
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、

臆
説
を
記
し
、

「
稜
威
道
別
」
諸

稿

本

と

「
棱
威
言
別
」

と
の
係
り
を
記
し
て
、
 

そ
の
各
稿
本
の
成
立
次
第
の
手
懸
り
を
窺
い
、
附
記
し
て
参
考
に
供
し
た
次
第
で
あ
る
。

註

高
井
浩
氏
「
橘
守
部
の
棱
威
言
別
の
執
筆
経
過
と
そ
の
間
に
於
け
る
桐
生
門
生
と
の
交
渉
」
！
群
馬
大
学
紀
要
人
文
科
学
篇
十
二
所
収
、
昭
和
三 

十
八
年
。

稜
威
道
別
存
卷
之
四
•五
 

自

筆

(稿本4)

斯道文庫蔵

袋
綴
、

ニ
冊
。
浅
縹
色
表
紙
、
竪
ニ
十
七
•
六
極
、
横

二

十

*

一
極
。
料
紙
、
薄
様
斐
紙
、
全
巻
裏
打
す
。
字
面
高
サ
約
二
十
•
四

極

(本 

文
)
、
釈
文
一
字
下
げ
、
分
註
略
二
字
下
げ
細
書
。
毎
半
葉
、
本
文
七
行
、
釈
文
十
行
。

外
題
、
表
紙
左
肩
に
、

「
稜

威

道

別

四

(
五
)
」

と
自
筆
墨
書
す
る
。
内
題
、

「
稜

威

道

別

巻

之

四

(
五
)
」

と
記
し
て
い
る
。

本
書
は
僅
か
に
墨
筆
訂
正
又
貼
紙
補
訂
が
散
点
さ
れ
る
が
、
全
巻
美
麗
な
浄
書
本
で
あ
る
。

両
巻
の
編
成
次
第
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

第

一

冊

稜

威

道

別

巻

之

四

日

本

書

紀

神

代

上

之

ニ

自

神

代

上

五

段

至

同

段

一

書

第

八

(
筆
者
注
、

以
下
同
)
—
柱

下

ニ

丁

附

「
一



(
〜
五
十
六
)
」

第
二
冊
同
卷
之
五
日
本
書
紀
神
代

上

之

三

自

神

代

上

五

段

一

書

第

九

至

同

六

段

一

書

第

三

—

丁

附

「
一

(
〜
五
十
五
)
」

本
書
は
前
掲
天
理
図
書
館
蔵
自
筆
稿
本
八
冊
本
の
前
稿
本
で
あ
る
。

「推
本
文
庫
目
録
」

に

「
釈
文
板
本
ニ
稍
-
近
キ
モ
語
釈
ノ
項
目 

尠
シ
」

と
誌
し
て
い
る
如
く
、
板
本
又
前
記
天
理
図
書
館
本
に
較
べ
て
、
全
般
に
わ
た
り
か
な
り
の
註
項
目
を
欠
き
、
且
つ
釈
文
も
粗
く 

や
や
散
慢
の
嫌
い
が
あ
る
。
珠
に
参
照
資
料
は
両
書
に
比
し
整
備
す
る
に
い
た
ら
ず
、
定
稿
本
と
の
間
に
は
猶
相
当
の
隔
り
が
あ
る
。

し 

か
し
な
が
ら
、
前
記
し
た
如
く
巻
第
の
編
成
、

日
本
紀
本
文
—
守
部
の
校
訂
で
あ
ろ
う
ー
は
全
く
同
じ
く
し
、
又
、
主
要
註
項
目
、
あ
る
い 

は
各
段
の
総
意
等
、

そ
の
基
本
的
骨
骼
に
於
て
は
概
ね
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
又
、
極
め
て
端
正
に
繕
写
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本 

書

の

時

点

で

はr

稜
威
道
別
」
成
稿
と
し
て
世
に
問
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

其
後
、
前
記
天
理
図
書
館
本
へ
の
改
稿
に
あ
た
り
、
参
考
文
献
の
博
捜
と
共
に
、
註
項
目
の
整
備
、

と
り
わ
け
釈
文
の
改
訂
増
補
が
あ 

ら
た
に
企
図
さ
れ
、
全
面
的
に
一
新
す
る
に
い
た
っ
た

も
の
と
推

測

さ

れ

る
。

本

書

は

卷

之

四

•
五
両
卷
を
と
ど
め
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
僚
巻
は
現
存
し
な
い
の
で
本
稿
本
の
繕
写
は
孰
れ
の
巻
第
に
ま
で
及
ん 

で
い
た
で
あ
ろ
う
か
、
臆
測
す
べ
く
も
な
い
が
、
尠
く
と
も
卷
之
五
迄
の
稿
本
に
は
至
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
中
に
は
、
屢
々
、
 

「
最
肝
要
な
り
け
れ
ば
、
既
に
総
論
に
も
、

こ
と
わ
り
お
き
つ
」
(巻
之
四
.
三
ゥ
)
、

「
総
論
ノ
幽
顕
ノ
条
と
、

此
と
合
せ
て
、
悟
り
て
よ
」 

(卷
之
五
•
八
ゥ
)
と
断
り
書
き
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、

卷

ー

•
ニ
の
総
論
両
卷
は
書
写
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

此
総
論
は
定
稿 

本
に
較
べ
て
、

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
整
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
も
し
存
す
る
と
す
れ
ば
、
後
述
す
る 

斯

道

文

庫

蔵

冬

照

書

写

本

(稿
本
11
)
の

「
総
論
」
の
如
き
に
拠
っ
て
増
訂
補
修
さ
れ
、
既

に

前

掲

天

理

図

書

館

蔵

稿

本

(稿
本
3
)
の

「
総 

論
」

に
近
き
稿
本
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
言

う

ま

で

も

な

く

そ

の

「
総
論
」

は

卷

之

一

二

一
の
両
巻
を
以
っ
て
編
成
さ
れ
、
更 

に
卷
之
三
に
就
い
て
も
上
記
天
理
本
•
定
稿
本
同
様
に
編
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。



本
稿
本
の
釈
文
中
に
於
て
留
意
さ
れ
る
の
は
、
以
下
の
後
述
諸
稿
本
中
に
は
所
引
す
る
の
を
控
え
て
い
た
「
旧
事
本
紀
」

の
積
極
的
な 

引
用
で
あ
る
。
前

掲

天

理

図

書

館

蔵

(
稿
本
3
)
、

ま

た

後

述

の

冬

照

書

写

本

(稿
本
11
)
等
に
於
て
も
述
べ
た
が
、

例
え
ば
冬
照
書
写
本 

に

於

て

「
今

此

道

別

の

奥

旨

も

半

は

此

書

(
旧
事
紀
)

に
拠
て
悟
り
な
か
ら
此
書
を
引
-
用
す
る
事
の
い
と
罕
な
る
は
他
の
疑
を
憚
て
な
り 

け

り

」

と
、

「
旧
事
本
紀
」

の
意
義
を
充
分
に
認
め
な
が
ら
に
猶
躊
躇
す
る
と
こ

ろ

が

語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
同
書
の
整 

定
に
進
み
、
再

び

r
稜
威
道
別
」
改
稿
に
お
よ
ぶ
と
、

そ
の
引
用
は
随
所
に
置
か
れ
、
所
論
の
検
証
の
上
に
主
要
な
一
面
を
荷
う
に
い
た 

っ
て
い
る
。

と
同
時
に
稿
本
は
一
転
し
て
私
に
謂
う
定
稿
本
系
へ
と
面
目
を
改
め
進
埗
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
本
稿
本
は
、
定 

稿
本
を
期
し
て
の
第
一
歩
を
印
し
た
稿
本
で
あ
り
、

一
応
は
完
成
稿
と
し
て
繕
写
さ
れ
た
稿
本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

扨

、
本
稿
本
の
執
筆
時
期
で
あ
る
が
、
本
文
中
に
そ
れ
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
臆
測
の
範
囲
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
斯 

道

文

庫

蔵

冬

照

書

写

本

(
稿
本
11
)
又
、

そ
の

前

稿

本

で

あ

る

同

蔵

本

(稿
本
12
)

の

「
総
論
」
末

識

語

に

「
天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日
畏 

>
も

申

す

橘

守

部

」

と
記
し
て
あ
る
の
で
、
本
稿
本
は
確
実
に
そ
の
後
の
改
稿
本
で
あ
る
こ
と
は
判
る
。
又
、
釈

文

中

に

は

「
此
事
言 

別

、
又
難
語
考

A —
* /
に
も
、
既
に
弁
へ
つ
れ
は
、
あ
ら
^

^

云
也
」
(卷
之
四
.
廿
七
オ
)
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
場
合
、
「
言
別
」 

即

ち

r

稜
威
言
別
」

の
定
稿
本
完
成
時
を
前
後
す
る
頃
—
此
事
に
就
い
て
は
前
掲
天
理
本
(稿
本
S
)
解

題

「
備
考
ニ
」
を
参
照
さ
れ
た
い
ー
が
推 

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

と

り

わ

け

「
旧
事
紀
」
本

文

の

引

証

例

の

多

見

す

る

と

こ

ろ

か

ら

「
旧
事
紀
直
日
」
着
手
後
の
事
と
想 

定
さ
れ
、
未
定
稿
本
系
諸
稿
本
の
成
稿
の
後
、

「
旧
事
紀
」
本
文
の
整
定
と
編
成
と
に
相
併
行
し
な
が
ら
、

定
稿
本
系
の
第
一
稿
と
し
て 

着
手
し
た
の
が
本
稿
本
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
時
期
は
又
弘
化
ニ
年
九
月
十
七
日
、
天

覧

に

供

し

た

「
棱 

威
道
別
」
第
一
次
完
成
稿
時
の
あ
と
を
う
け
、
更
に
生
涯
の
著
述
に
入
魂
し
て
の
改
稿
で
は
な
か
っ
た
か
と
臆
測
す
る
の
で
あ
る
。

印

記

、
両

卷

々

首

に

「
椎
本
文
庫
」
朱
印
を
捺
す
。



稜
威
道
別
存
卷
之
三
•四•五
 

自

筆

(稿本5)

斯道文庫蔵

袋
綴
、

三
冊
。

改
装
濃
紺
色
表
紙
、

竪
ニ
十
八
•
四
極
、

横

十

九

•
七
極
。

但

し

、
卷

之

四

•
五
の
両
巻
に
は
本
文
共
紙
元
表
紙
が
あ 

る
。
料

紙

、
薄
手
斐
紙
。
字

面

高

サ

約

二

十

極

(本
文
)
。
釈
文
一
字
下
げ
。
分
註
は
二
字
下
げ
細
書
す
る
。
毎
半
葉
、
本
文
七
行

、

釈
文 

十
行
。

題
簽
、
金

切

箔

散

し

短

冊

(表
紙
左
肩
)
に
、

「
稜

威

道

別

巻

三

(
四

.
五
)
」

と
後
補
墨
書
す
る
。
卷

之

四

•
五
両
巻
の
元
表
紙
に
は
、
 

自

筆

に

てr

棱

威

道

別

四

(
五
)
」

と
表
紙
左
肩
に
記
し
て
い
る
。
内

題

は

r

稜

威

道

別

巻

之

三

(
四

.
五
)
」

と
記
し
、
卷
之
三
題
下
に 

「
橘
守
部
畏
々
撰
」

と
自
署
し
て
い
る
。

本
書
の
編
成
次
第
は
、

第

一

冊

稜

威

道

別

巻

之

三

日

本

書

紀

神

代

上

之

一

自
神
代
上
第
一
段
至
第M

一
書
第
十
(
筆
者
注
、
以
下
同
)
—

柱

下

ニ

丁

附 

「
一

(
〜
五
十
三
)
」

第

二

冊

同

卷

之

四

日

本

書

紀

神

代

上

之

ニ

自

神

代

上

第

五

段

至

同

段

一

書

第

八

—
同

丁

附

「
一

(
〜
五
十
二
)
」

五
十

第
三
冊
同
卷
之
五
日
本
書
紀
神
代
上
之
三
自
神
代
上
第
五
段
一
書
第
九
至
第
六
段
一
書
第
三
—
同

丁

附

ニ

T

四
十
九
)
」

と
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
編
成
は
板
本
以
下
前
掲
書
ま
で
と
既
に
全
く
同
一
で
あ
る
。

本

書

は

前

掲

斯

道

文

庫

蔵

自

筆

稿

本

(
稿
本
4
)
の
前
稿
本
で
あ
る
。

し
か
し
、
所
謂
草
稿
本
で
は
な
く
し
て
、
こ
れ

も
前
者
同
様
に
、
 

一
旦
は
成
稿
と
し
て
清
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
、
端
麗
な
筆
跡
を
以
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
其
後
、
書
写
の
あ
と
間
も
な
く
で
あ
ろ 

ぅ
か
、
朱
句
点
を
施
し
な
が
ら
に
叙
述
を
推
敲
す
る
処
が
ま
ま
散
見
さ
れ
、
更
に
再
び
、
書
紀
本
文
の
墨
筆
校
訂
と
共
に
欄
外
•
行
間
に



同
墨
筆
の
塗
抹
と
増
補
が
加
ぇ
ら
れ
、
や
や
草
稿
的
な
稿
本
と
な
っ
て
い
る
ひ

前

掲

稿

本

4
と
比
較
す
る
と
、
概
ね
次
の
如
き
経
過
が
迪
ら
れ
る
。

先

ず

、
本
書
の
巻
第
編
成
は
上
記
し
た
如
く
、
前
掲
稿
本
4
と
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
書
紀
本
文
に
於
て
は
、

一
部
未
整
定
の
本
文 

が
存
し
、
書
写
後
に
墨
筆
の
改
訂
を
施
し
、
改
訂
本
文
が
そ
の
ま
ま
前
掲
稿
本
4
に
移
行
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
書
紀
本
文
は
本
書
に
て 

整
定
の
後
、
定
稿
本
本
文
と
し
て
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

又
、
釈
註
の
項
目
は
前
掲
稿
本
4
に
比
し
、
や
や
勘
い
が
殆
ん
ど
変
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

し
か
し
、

そ
の
釈
文
、
分
註
は
異
同
す
る
と 

こ
ろ
が
多
く
、
本
書
が
時
に
詳
述
し
、
前

掲
稿
本
4
が
簡
頸
に
略
記
し
又
削
除
す
る
と
こ
ろ
な
ど
も
散
見
す
る
が
、
全
般
的
に
本
書
の
論 

述
を
整
備
し
、
刪
定
し
な
が
ら
、
自
説
の
あ
ら
た
な
展
開
な
ど
を
含
め
て
、
大
幅
に
増
補
さ
れ
て
い
っ
た
の
が
前
掲
稿
本
4

で
あ
る
。
本 

書
に
於
て
は
論
旨
に
未
だ
自
説
の
決
定
を
逡
遁
す
る
一
面
も
見
出
さ
れ
、
永
々
た
る
研
鑽
の
経
過
が
■

わ
れ
る
。

上
記
し
た
朱
墨
両
筆
の 

補
訂
で
あ
る
が
、
朱
筆
補
訂
は
一
部
更
に
改
め
ら
れ
て
前
掲
稿
本
4

の
本
行
中
に
転
写
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
墨
筆
補
訂
は
、
そ
の 

ほ
と
ん
ど
が
、

ほ
ぼ
全
文
が
其
儘
に
前
掲
稿
本
4
に
移
写
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
再
度
の
補
訂
の
跡
を
と
ど
め
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
が
、
そ 

の
経
過
か
ら
み
て
、
恐
ら
く
、
墨
筆
補
訂
は
前
掲
稿
本
4
改
稿
寸
前
の
こ
と
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

扨

、
本
稿
本
の
執
筆
時
期
で
あ
る
が
、
本
書
に
も
屢
々
、

「
如
此
る
さ
か
し
ら
わ
さ
に
、

二
種
あ
り
、
其
一
種
は
、
総
論
に
引
し
」
(巻

ハ
(朱
) 

引
合
せ
て
、
世
の
惑
ひ
を
晴
(
ハ
ル
)
く
へ
き
、

ー
ッ
に
備
ふ
へ
か
り
し
を
(
朱
)

之

三

.
ー
ゥ
)
、
「
故
レ
此
事
既
に
総
論
に
も
云
ヒ
つ
れ
と
」
(巻
之
四
.
三
才
)
、

「
総
論
に
其
よ
し
引
て
云
へ
き
な
れ
と| 

(卷
之
五
•
五
ゥ
)

の 

如
く
に
誌
し
て
い
る
。
本

稿

本

に

云

ぅ

「
総
論
」

は
、
そ

の

巻

之

.一
二
一
と
し
て
上
記
諸
巻
と
共
に
改
稿
さ
れ
た
も
の
か
否
か
は
現
存
本 

を
見
出
さ
れ
ぬ
今
如
何
と
も
推
測
し
が
た
い
が
、

尠

く

と

も

後

述

の

斯

道

文

庫

自

筆

稿

本

(
稿
本
12
)
以

後

の

「
総
論
」

を
指
す
も
の
で 

あ
り
、
或

は

同

蔵

冬

照

書

写

本

(
稿
本
11
)

の

「
総
論
」

の
如
き
を
い
ぅ
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

と
い
ぅ
の
は
、

本
稿
本
に
は
屢 

々

既

述

す

る

と

こ

ろ

の

「
旧
事
本
紀
」

を
所
引
す
る
と
こ
ろ
は
皆
無
で
あ
り
、

「
旧
事
紀
直
日
」
着
稿
以
前
の
稿
本
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、



そ
の
点
で
は
寧
ろ
未
定
稿
本
系
統
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
上
記
し
た
如
く
、
本
稿
本
は
前
稿
本
と
は
踵
を
相
接
す
る
稿
本
で

あ
り
、
未
定
稿
本
系
と
し
て
は
、
最
終
過
程
に
位
置
す
る

も

の

で

あ

る

か

と

推
測
さ
れ
る
。

し G
K
)  

.

又
、
本
稿
本
の
釈
文
の
中
に
は
、

「
言
別
に

云〇

が
如
し
」
(
巻
之
—一

•
五
十
ゥ
)
、r

此

事

、
言

別

、
又
難
語
考

A —
* /
に
も
、
既
に
弁
へ
つ
れ 

は
」
(巻
之
四
.
廿
六
オ
)
等

、

前
掲
書
同
様
に
、

釈

註

を

r

稜
威
言
別
」

に
譲
る
旨
を
断
っ
て
い
る
の
が
散
見
さ
れ
る
。

こ
の
言
別
は
前 

掲

稿

本

4
と
同
じ
く
定
稿
原
本
を
指
す
も
の
か
猶
た
め
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
言
別
定
稿
本
着
手
に
近
い
頃
の
成
立
で
あ
っ
た 

ろ
ぅ
か
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
強

い

て

附

会

す

れ

ば

「
稜
威
道
別
」
天
覧
の
稿
本
と
同
時
期
の
一
本
で
あ
り
、
間

も

な

く

「
旧
事
紀 

直
日
」
整
定
と
、
定
稿
本
系
の
前
掲
稿
本
4
を
前
に
し
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

印

記

、
各

冊

巻

首

に

「
推
本
文
庫
」
朱
印
を
擦
す
。

註
卷
之
四
神
代
上
第
五
段
一
書
第
六
の
本
文
は
、

キ
、
タ
マ
ハ
ズ
テ 

ユ
ツ 

ツ
マ
ク
シ
ノ
ヒ
キ 

カ
キ
ヲ
バ
シ
ラ
ヲ 

テ 

シタビト

 

テ
ミ
タ
マ
へ
ベ 

ゥ

ミ

'7
キ
ゥ
ジ
ナ
ガ
レ
ト
ロ
、ギ

、

一 

m
ル
'
-

ミ

ヒ

ト
ク 

ビ
ヲ
マ
タ
ョ
-
^
ム
ナ
グ
レ

伊
宑
諾
ノ
尊
不
聴
陰
、
取
湯
津
爪
櫛
牽
k
折
其
雄
柱
一
以
、
為
，

I

秉
炬
一
而
見
之
者
、
則

膿

沸

虫

流

今

世

ノ

人

夜

忌

，ニ
片
之
火
，又
夜
忌
k擲
レ

ヲ 

n

レ
ソn

ト
ノ
モ
ト
ナ
ル

櫛
、
此

其

縁

也

、

ノ
ノ
ト
キ 

イ
タ
ク
オ
ト
0
キ
タ
マ
ヒ
テ

時

伊

笄

諾

ノ

尊

大

驚

之

日

.

.

.
中
略
.

シコメマタスキハム

 

ハ
ミ
ヲ
へ
テ
ナ
ホ
オ
ヒ
マ
ツ
リ
キ 

ノ
チ
ュ
ハ 

ミ
ツ
カ
ラ
オ
ヒ
キ
マ
ス

.醜
女
亦
以
抜
瞰
之
、

瞰

了

則

更

追

、

後
則
伊
弗
冉
ノ
尊
亦
自
来
追

〇

是
時
伊
祥
諾
ノ
尊
、
已
_,1到
泉
津
平
坂
；
0
今
世
ノ
人
夜
忌
，ニ
片
之
火
1て
夜
^

擻
&

此

其

％

虹

の
如
く
、
校
訂
箇
所
に
圏
点
を
設
け
、
次
に
欄
外
に
補
訂
し
て
い
る
。
校
訂
本
文
は
斯
道
文
庫
蔵
稿
本
4
に
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
、
本
書
の

o
忌
，一

 

一
片
之
火一

云
々
の
註
文
も
又
本
書
に
印
す
指
定
に
従
い
、

稿
本
4
に
於
て
当
該
箇
処
に
移
註
し
て
い
る
。

猶
数
ヶ
所
に
か
か
る
校
訂
が
見
え
る 

が
、
概
ね
本
書
の
本
文
補
訂
に
於
て
、
守
部
校
訂
本
文
は
整
え
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。



稜威道別存卷第三 

自

筆

(稿本6)

斯道文庫蔵

袋
綴
、

一
冊
。
卍
ッ
ナ
ギ
空
押
香
色
表
紙
、
竪
ニ
十
六
•
四
®

、
横

十

八

•
八
極
。
料
紙
は
薄
手
楮
紙
に
匡
郭
を
刷
れ
る
用
箋
に
て
、

四 

周
単
辺
、
竪
ニ
十
一
.
一
極
、
横

十

五

•
五
®
。
釈
文
一
字
下
げ
。
毎
半
葉
、
本
文
七
行
、
釈
文
十
行
、
分
註
双
行
。

題
簽
、
短
冊
形
白
紙
に
匡
郭
を
設
け
、
上

辺

に

「
池
庵
」
、
下
辺
に
、
「
文
庫
」

と
印
刷
せ
る
自
家
専
用
の
も
の
に
し
て
、
表
紙
左
肩
に 

貼
付
し
、
自

筆

に

てr

稜

威

道

別

神

代

上

之

一

巻

之

三

」

と
誌
し
て
い
る
。

内
題
、r

稜
威
道
別
巻
第
三
」
と
記
し
、
そ

の

許

に

「
橘 

守
部
畏
々
撰
」

と
自
署
す
る
。

本
書
の
編
成
は
題
簽
に
誌
す
如
く
、

日

本

書

紀

神

代

上

之一

自
神
代
上
第
一
段
至
第
四
段
一
書
第
十
(
筆
者
注
)
—
柱

下

方

ニ

丁

附

r
o

一

(
〜
四
十
七
)
」

で
あ
り
、
板
本
以
下
前
掲
稿
本
と
共
通
す
る
。

本

書

は

前

掲

斯

道

文

庫

蔵

自

筆

稿

本

(
稿
本
5
)
の
前
稿
本
で
あ
る
。
本
稿
本
も
所
謂
草
稿
本
で
は
な
く
、
上
記
専
用
箋
を
使
用
し
て
、
 

極
め
て
丹
念
に
繕
写
さ
れ
、
寧
ろ
当
初
は
板
下
本
の
下
稿
と
し
て
書
写
さ
れ
た
如
き
印
象
を
受
け
る
。
恐
ら
く
、
棱
威
道
別
第
一
次
の
完 

成
稿
を
意
図
し
て
の
改
訂
稿
本
で
あ
っ
た
か

と

思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
其
後
朱
筆
を
以
っ
て
、
多
少
の
補
訂
を
行
間
、
欄
外
に
書
入
れ
て 

い
る
。

本
書
と
僚
巻
を
な
す
も
の
に
、

次
述
の
静
嘉
堂
文
庫
蔵
自
筆
稿
本
存
卷
四
•
五

(稿
本
7
)
ニ
軸

と

天
理
図
書
館
蔵
自
筆
稿
本
存 

卷

六

〜

九

(稿
本
8
)
四
冊
が
あ
る
。

本
書
は
前
掲
稿
本
5
に
較
べ
る
と
、
次
の
如
き
異
同
が
見
出
さ
れ
る
。

本
稿
本
は
全
般
に
わ
た
り
前
掲
稿
本
5
に
比
し
、
釈
註
は
簡
素
で
あ
り
、
註
項
目
も
や
や
尠
く
、
叙
述
は
時
に
重
複
し
、
冗
長
の
嫌
い



が
あ
る
。

そ
の
論
述
に
も
傍
証
例
を
欠
き
、
自
説
を
充
分
に
整
備
す
る
に
い
た
ら
ぬ
一
面
が
各
所
に
散
見
さ
れ
、
所
引
日
本
書
紀
本
文
に 

於
て
も
小
異
が
存
す
る
。

本
稿
本
は
上
述
し
た
如
く
、
第
一
次
成
稿
本
と
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
其
後
稿
本
の
進
行
す
る
に
従
い
、
次
述
す
る
天 

理

図

書

館

本

(稿
本
8
)
—
本
書
と
僚
巻
を
な
す
ー
に
至
る
と
、

一
旦
繕
写
さ
れ
て
後
、
加
筆
補
正
が
増
加
す
る
に
お
よ
び
、
更
に
本
稿
本
は 

全
面
的
改
稿
を
余
儀
な
く
す
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
其
点
で
は
本
稿
本
と
前
掲
稿
本
と
の
間
に
は
顕
著
な
異
同
を
随
所
に
提
示
し
て
い
る
。
各
註
項
目
に
於
て
も
相
当
な
増
訂
刪 

修
が
施
さ
れ
て
、
所
説
の
充
足
、
叙
述
の
整
備
と
推
敲
を
経
て
、
前
掲
稿
本
5

の
改
稿
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

扨

、
本
稿
本
の
執
筆
時
期
に
就
い
て
は
確
証
は
得
が
た
い
。

し
か
し
、
本
稿
中
に
も
次
の
如
き
い
く
つ
か
の
執
筆
時
期
を
推
定
す
る
手 

懸
り
が
散
見
さ
れ
る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、

二
十
丁
表
、
双
註
の
中
に
、r

猶
此
等
の
事
は
、

難
古
事
記
伝
の
方
に
も
、

弁
へ
た
る
を
見
合
す
へ
し
」

と
見
え
、
 

「
難
古
事
記
伝
」
成
立
以
後
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

「古
事
記
伝
考
異
」

に

は

じ

ま

る

「
難
古
事
記
伝
」
の
成
立
は
後
述
す
る
如
く
、
 

そ

の

間

に

「
記
伝
慨
言
」

な
ど
両
稿
本
経
過
を
迪
り
、

「
難
古
事
記
伝
」

の
書
名
に
定
着
す
る
ま
で
に
は
幾
度
か
の
改
稿
過
程
が
あ
り
、
 

そ
の
成
立
を
確
認
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
天

理

図

書

館

蔵

「
記
伝
慨
言
」

四

巻

の

「
於
褒
牟
涅
」
末

に

「
天
保
十
三
年
三
月
十
八
日
」 

と
記
さ
れ
、
斯

道

文

庫

蔵

「
難
古
事
記
伝
」
定

稿

本

五

巻

「
於
褒
牟
涅
」

に

も

前

稿

の

期

日

を

踏

襲

し

て

「
天
保
十
三
年
三
月
」

と
誌
し 

て
い
る
が
、
そ
の
事
実
上
の
完
成
は
、
同

定

稿

本

序

末

に

記

す

「
天
保
十
五
年
卯
月
」
頃
か
ら
、

い
く
ば
く
も
遡
ら
ぬ
時
期
の
事
で
あ
っ 

た
ろ
う
か
と
推
定
さ
れ
る
。
本

書

に

云

う

「
難
古
事
記
伝
」
も

、
そ
の
定
稿
本
を
指
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

又

、
本
稿
本
中
、

四
十
五
丁
表
に
は
、r

此
段
に
、
汝
身
何
成
耶
と
、
互
に
問
せ
給
ふ
意
を
と
り
て
、

負

せ
た

る

事

、

言
別
に
云
か
如 

し

」

と
、r

棱
威
言
別
」

を
挙
げ
断
っ
て
い
る
。
こ

れ

も

前

掲

稿

本

(
稿
本
S
)
同

様

に

「
稜
威
言
別
」
成

立

に
係
る
こ

と

で

あ

る

の

は

明



ら

か

で

あ

る

。

更

に

、
本
稿
本
、

四
十
五
丁
表
に
は
、

「
そ
も
<

談
辞
と
云
も
の
に
、
か

く

し

も

姪
事
の
多
か
る
は
、
総
論
に
云
ヒ
し

や

う

に
、
夜
の 

お

と

ゾ

の
、
目
#
^
く

さ

に

そ
へ
て
云
々
」

と
述
べ
て
い

る

「
総
論
」

は
、
前

記

の

「
難
古
事
記
伝
」
、r

稜
威
言
別
」
な

ど

と

併
せ
考
え
て
、
 

本
稿
本
の
場
合
も
、

後

述

の

斯

道

文

庫

蔵

自

筆

稿

本

「
稜
威
道
別
」
(稿
本
12
)
総
論
以
後
を
受
け
て
云
う
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、

「
天
保
十 

五
年
五
月
廿
五
日
」

以
降
の
執
筆
で
あ
る
こ
と
が

判
明
す
る
。

従
っ
て
、
本

稿

本

は

斯

道

文

庫

本

(
稿
本
12
)
以
後
に
於
け
る
改
稿
で
あ
っ
て
、
前

掲

稿

本

(
稿
本
5
)
と
は
程
遠
か
ら
ぬ
時
期
に
成
っ 

た
繕
写
稿
本
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次

述

の
静
嘉
堂
文
庫
蔵
自
筆
稿
本
(
稿
本
7
)
に

巻

四

*
五
、
天

理

図

書

館

蔵

自

筆

稿

本

(
稿
本
8
) 

に

卷

六

•
七

•
八

•
九
の
後
半
を
僚
卷
と
し
て
と
ど
め
て
い
る
の
を
想
う
と
、
恐

ら

く

神

代

卷

全

般

に

わ

た

る

「
稜
威
道
別
」

十
一
巻
は 

本
稿
本
を
以
っ
て
完
成
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

又
、

併
せ
て
参
考
さ
れ
る
の
は
後
述
す
る
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本
(
稿
本
9
) 

第
六
〜
十
三
巻
八
冊
は
こ
の
自
筆
本
系
統
の
転
写
本
で
あ
り
、
同
稿
本
が
神
武
紀
ニ
巻
を
加
え
終
了
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、
更
に
本
稿 

本

は

神

代

巻

•
神
武
紀
を
あ
わ
せ
全
十
三
巻
を
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

本
稿
本
は
定
稿
本
と
の
間
に
未
だ
猶
上
述
の
如
き
幾
多
の
改
稿
•
補
正
の
段
階
を
重
ね
る
の
で
あ
る
が
、

と
も
か
く
も
本
稿
本
を
以
っ 

て
、
幸
手
以
来
の
永
い
経
営
の
果
に
、
神
典
究
明
の
立
脚
の
地
を
確
認
し
て
の
日
本
書
紀
総
釈
の
第
一
歩
を
世
に
問
う
べ
く
し
て
成
っ
た 

第
一
次
の
記
念
す
べ
き
完
成
稿
本
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
又
、

本
稿
本
も

前

掲

稿

本

(稿
本
5
)
同

様

に

「
旧
事
本
紀J
を

所
引
す
る
と
こ
ろ
は

皆
無
で
あ
り
、

そ
の
点
で
は
上
述
し
て 

き
た
如
く
、
私
に
云
う
未
定
稿
本
系
統
に
属
す
る
稿
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
私
の
想
像
に
す
ぎ
な
い
が
、

「穿 

履
集
」
卷
六
雑
上
に
見
え
る
弘
化
ニ
年
九
月
十
七
日
、
禁
裏
に
お
け
る
日
本
書
紀
御
会
読
に
つ
き
、
天
覧
に
供
す
べ
く
奉
呈
し
た
と
記
す 

r

稜
威
道
別
」

は
、
恐
ら
く
本
稿
本
の
繕
写
本
か
、

そ
れ
に
近
き
改
訂
浄
書
本
、
例
え
ば
、
無

窮

会

神

習

文

庫

本

(
稿
本
9
)
の
如
き
体
裁



を
整
え
た
十
三
卷
本
で
は
な
か
っ
た
か
と
暗
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
や

は

り

「
旧
事
紀
直
日
」
整
定
に
係
る
時
期
の
問
題
が
縷 

述
し
た
如
く
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
す
る
と
、
本
稿
本
も
一
応
の
完
成
稿
で
は
あ
り
な
が
ら
猶
日
本
書
紀
総
釈
に 

於

け

る

「
旧
事
紀
直
日
」

の
導
入
を
ま

つ

前
の
、
そ
し
て
、
さ

き

の

弘
化
ニ
年
九
月
の
献
上
本
を
前
に
し
て
の
、
未
定
稿
本
系
の
略
完
成 

稿
本
で
あ
っ
た
か
と
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

猶
本
書
巻
第
三
の
一
冊
は
加
筆
補
訂
の
跡
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
そ

の

朱

訂

は

前

掲

稿

本

(
稿
本
5
)
に
入
る
と
こ
ろ
が
散
見
さ
れ
る
。

印
記
、
後

表

紙

見

返

し

に

「
椎
本
文
庫
」
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

稜
威
道
別
存
卷
第
四
•五
 

自

筆

(稿本7)

静
嘉
堂
文
庫
蔵

巻
子
本
、

ニ
軸
。
雲
母
入
鳥
子
紙
改
装
表
紙
。
見
返
し
、
縹
色
地
金
切
箔
散
し
。
紙
幅
二
十
六
極
。
題
簽
、
茶

褐

色

短

冊

にr

稜
威
道 

別
」

(別
S

と
記
す
。
原
装
は
袋
綴
ニ
冊
本
で
あ
っ
た
の
を
巻
子
本
仕
立
と
改
装
し
た
も
の
で
あ
る
。

料

紙

は

前

掲

斯

道

文

庫

本

(
稿
本 

6

)

と

同

じ

く

し

、

四

周

単

辺

(
現
在
左
辺
は
卷
子
改
装
の
際
切
断
さ
れ
僅
か
に
残
痕
を
と
ど
め
る
の
み
で
あ
り
、

前

掲

本

(
稿
本
6
)

に
み
ら
れ
る 

丁
附
は删

除
さ
れ
て
い
る
)
、

竪
ニ
十
ー
.
ー
樞
、

横

十

五

.
五

極

(
但
し
切
断
部
分
に
ょ
る
若
干
の
相
違
あ
り
)
の
匡
郭
を
印
刷
し
た
楮
紙
の
専 

用
箋
で
あ
る
。
両
卷
全
裏
打
す
。

内

題

、r

稜

威

道

別

巻

第

四

(
五
)
」

と
記
し
、

四

•
五

の

右

に

朱

筆

に

て

共

に

「
五
」

と
加
筆
し
て
い

註
一

る
。
前
巻
の
朱
は
薄
く
、

後
巻
は
明
瞭
で
あ
る
が
、

朱
訂
の
理
由
は
現
在
明
ら
か
に
し
が
た
い
。

原
袋
綴
丁
数
は
、

巻
第
四
、

四
十
三 

丁
、
巻
第
五
、

四
十
三
丁
。
毎
半
葉
、
本
文
七
行
、
釈
文
一
字
下
げ
、
十
行
。

分
註
双
行
。

署
名
な
し
。

全
巻
美
麗
、

端
正
に
浄
書
さ 

れ
、
僅
か 

一
•
ニ
ケ
処
に
数
字
の
見
消
ち
を
散
点
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

本
稿
本
の
巻
第
編
成
は
、



第

一

軸

稜

威

道

別

巻

第

四

日

本

書

紀

神

代

上

之

ニ

自

神

代

上

第

五

段

至

同

段

一

書

第

八

(
筆
者
注
)

五
(
朱
)

第

二

軸

稜

威

道

別

巻

第

五

日

本

書

紀

神

代

上

之

三

自

神

代

上

第

五

段

一

書

第

九

至

第

六

段

一

書

第

三

(
同
)

と

な

っ

て

お
り
、
板
本
以
下
前
掲
諸
稿
本
の
当
該
巻

と

同
一
で
あ

る

。

本
稿
は
記
し
た
如
く
、

現
在
卷
子
ニ
軸
に
し
た
て
ら
れ
、

前

掲

斯

道

文

庫

本

(
稿
本
6
)
と
は
装
訂
を
異
に
す
る
が
、
同
一
用
箋
を
使 

用
し
て
端
麗
に
清
書
さ
れ
、

後
述
す
る
ょ
ぅ
に
、

斯

道

文

庫

本

(
稿
本
6
)
に
つ
づ
く
同
一
稿
本
で
あ
る
と
推
断
さ
れ
る
。
次
掲
の
天
理 

図

書

館

本

(
稿
本
8
)
と
共
に
僚

巻
を
な
し
、
「
稜
威
道
別
」
神
代
上
下
巻
第
三
巻
か
ら
巻
第
九
卷
中
の
第
四
•
五
両
卷
で

あ

っ

た

の

が

、
 

現
在
の
如
く
に
散
離
所
蔵
さ
れ
る

に

い
た
っ
た
も

の

と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
本
は
右
記
の
僚
巻
た
る
両
稿
本
に
見
ら
れ
る
と
同
様
に
、
巻

第

の

表

記

はr

稜
威
道
別
巻
第
四
(
五
)
」

と
あ
り
、
前
掲
斯
道
文
庫 

本

(
稿
本
S
)
以

後

の

改

稿

本

の

如

く

「
稜

威

道

別

巻

之

三

(
~
五
)
」

と
改
め
ら
れ
る
以
前
の
表
記
で
あ

る

。

又
、

註
項
目
も
両
僚
卷
同 

様

に

、
稿

本
5

に
比
し
や
や
尠
く
、
釈

註

も

前

記

(
稿
本
6
)

し
た
如
く
稿
本
5

以
前
の
叙
述
の
階
程
に
と

ど

ま

っ

て

い
る
。

そ
の
ほ
か
、

註
ニ

書
紀
本
文
の
校
訂
に
於
て
も
稿
本
5

の
前
過
程
に
あ
り
、
両
三
本
は
同
一
校
本
で
あ
っ
た
も

の

と

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
但

し

、
本
稿 

本
に
は
朱
墨
訂
正
は
僅
か 

一
•
ニ
ケ
処
に
す
ぎ
ず
、

前
掲
稿
本
6

に
比

し

て

も

、

ま

し

て

後

述

天

理

図

書

館

本

(
稿
本
8
)
の
加
筆
補
訂 

の
如
き
は
な
く
清
書
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
の
み
見
れ
ば
、
あ
る
い
は
、
両
三
稿
本
中
、
本
稿
本
な
ど
は
加
筆
補
訂
本
を
更
に
改
め 

繕
写

し

た

も

の

で

あ

っ

た

か

と

も
臆
測
さ
れ
な

く

も
な
い
。

し
か
し
、
現
在
、
そ
の
間
の
事
情
を
推
測
す
べ
き
手
懸
り

は

な

く

、
同
一
稿 

本

中
の
離

散

し

た

改
装
稿
本
と
み
る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
本
書
の
執
筆
時
期
も
両
三
本
は
略
同
じ
く
し
て
第
一
次
完
成
稿
本
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
因
み
に
、
本
稿
本
中
に
も 

「
総
論
に
、
委
し
く
弁
へ
た
る
如
し
」
、
「
此
事
言
別
に
も
、
難

語

考

/\—
か
に
も
弁
へ
つ
れ
は
云
々
」

の
如
き
、
「
総
論
」
、
「
言
別
」
等

、

そ
の 

成
立
期
を
示
唆
す
る
書
名
を
あ
げ
て
い
る
。



註
一
現
在
既
に
推
断
し
が
た
い
が
、
「巻
第
五
」
の
墨
筆
「
五
」
は

「
四
」
を
誤
記
せ
し
を
削
り
て
上
に
加
筆
せ
し
が
如
く
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ

五
(
朱
)

故

に

「
五
」
を
朱
訂
し
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
「卷
第
四
」
の
場
合
に
は
同
様
の
推
測
は
不
可
能
で
あ
り
、
未
詳
と
い
ぅ
ほ
か 

は
な
い
。
後
述
の
天
理
図
書
館
本
(
稿
本
8
)
に
見
ら
れ
る
巻
第
の
変
更
な
ど
か
ら
、

あ
る
い
は
、

か
か
る
朱
訂
の
錯
誤
が
生
じ
た
の
か
も
し
れ

亡

、o 

な

レ

註
ニ
本
稿
本
の
書
紀
本
文
は
前
掲
斯
道
文
庫
本
(
稿
本
5
)
に
於
て
改
訂
さ
れ
て
い
る
の
が
ニ
ケ
処
見
出
れ
る
。

巻
第
四
、

神
代
上
第
五
段
一
書 

第
六
と
巻
第
五
、
同
段
一
書
第
九
の
両
本
文
中
で
あ
る
。

前
者
に
就
い
て
は
、

斯
道
文
庫
本
(
稿
本
5
)
の
解
題
中
に
註
記
し
た
の
で
、
後
者
を 

例
示
す
る
と
、
本
稿
本
に
、
 

、

時
伊
鮮
諾
尊
、
乃
投
一
一
其
杖
；

日U

自
此
以
還
雷
不
敢
来
ー
是
謂
ニ
岐
神U

此
本
号
日
ニ
来
名〇

之
祖
神
一
焉
』
所

謂

八

雷

者

云

々

戸

と
あ
る
本
文
中
、
『

』
圏
内
の
本
文
を
、
稿
本
5
に
於
て
消
去
の
傍
線
を
引
き
、
釈
文
中
に
書
入
れ
し
、

今
本
岐
神
ノ
下
に
此
ノ
本
号
日
，一
来
名
戸
之
祖
神
一
焉
」
と
あ
る
は
後
人
の
道
饗
祭
祝
詞
に
依
て
書
加
へ
た
る
攙
入
也 

と
削
除
す
べ
き
由
を
断
っ
て
い
る
。

以
後
の
改
稿
に
於
て
、

即
ち
稿
本
4
か
ら
定
稿
本
に
い
た
る
ま
で
此
一
文
を
除
去
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ 

る
。

本
稿
本
卷
第
四
.
五
と
稿
本
5
と
に
見
出
さ
れ
る
本
文
校
訂
の
顕
著
な
一
例
で
あ
る
が
、

両
稿
本
に
於
け
る
書
紀
本
文
の
改
訂
は
既
に
殆
ん 

ど
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

稜
威
道
別
存
卷
六
〜
九 

自

筆

(
稿本8)

天理図書館蔵

袋
綴
、

四
冊
。
卍
ッ
ナ
ギ
空
押
香
色
表
紙
、
竪
ニ
十
六
•
五
極
、
横

十

八

•
七
極
。
料

紙

、
薄
手
楮
紙
に
匡
郭
を
刷
っ
た
用
箋
、
四
周
単 

辺
、
竪

ニ

十

ー

ニ

極

、
横

十

五

.
五
極
。
但

し

、

ー
部
に
継
紙
し
、
改
訂
稿
を
補
紙
す
る
処
が
あ
る
。
釈
文
ー
字
下
げ
、
分
註
双
行
。
毎 

半
葉
、
本
文
七
行
、
釈
文
十
行
。

題

簽

、
短
冊
形
白
紙
に
匡
郭
を
設
け
、
上

辺

に

「
池
庵
」
、

下

辺

に

「
文
庫
」

と
印
刷
せ
し
自
家
用
箋
に
て
、

表
紙
左
肩
に
貼
付
し
、

六
(
朱
)

九
(
朱
)

自

筆

に

て

「
稜

威

道

別

神

代

上

之

四(
~

神
代
下
之
ニ
)

卷

之

六

(
〜
九
)
」

と
誌
し
て
い
る
。

内

題

、

r

稜

威

道

別

巻

五

(
~
八
)
」

と
記



す
。
署
名
な
し
。

本

稿

本

四
卷
四
冊
は
前
掲
斯
道
文
庫
蔵
卷
三
(
稿
本
6
)
と
同
じ
く
、

同

装

訂

•
同
用
箋
に
端
麗
に
繕
写
さ
れ
た
の
で 

あ
る
が
、

そ
の
後
、
朱
墨
の
増
補
訂
正
が
甚
し
く
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
行
間
、
上
欄
の
加
筆
の
み
な
ら
ず
、
継
紙
、
又
は
補
紙
を
以 

っ
て
追
補
す
る
と
こ
ろ
が

少
く
な
く
て
、
当
初
の
浄
書
本
的
性
格
は
崩
れ
、
す
で
に
草
稿
本
的
な
傾
向
を
示
す
に
い
た
っ
て
い
る
。

本
稿
本
の
編
成
次
第
は
、

六
(
朱
)

第

一

冊

稜

威

道

別

巻

五

日

本

書

紀

神

代

上

之

四

自

神

代

上

第

七

段

至

同

段

一

書

第

三

(
筆
者
注
、
以
下
同
)
—

柱

に

丁

附

r
o

一
 

(
~
三
十
九
)
」
0

七
(
朱
)

第

二

冊

同

卷

六

同

神

代

上

之

五

自

神

代

上

第

八

段

至

同

段

一

書

第

六

—

丁

附

r
o

一

(
〜
四
十
八
)
」
、

但
し
補
紙
に
一
箇
処
丁
附 

を
欠
き
実
数
四
十
九
丁
。

八
(
朱
)

第

三

冊

同

卷

七

同

神

代

下

之

ー

自

神

代

下

第

九

段

至

同

段

一

書

第

一

前

半

—

丁

附

「
0

一

(
〜
四
十
八
)
」
。

九
(
朱
)

第

四

冊

同

卷

八

同

神

代

下

之

二

目

神

代

下

第

九

段

一

書

第

一

後

半

(
承
前
)
至
同
段
一
書
第
三
丨
丁
附
「
〇 

一(
~

四
十
六
)
」
。

と
な
っ
て
い
て
、
本
稿
本
の
編
成
は
既
に
前
掲
斯
道
文
庫
蔵
自
筆
定
稿
本
(
稿
本
1
)
と
、
そ
の
次
第
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
但

し

、
本 

稿
本
は
右
記
し
た
内
題
に
見
る
が
如
く
、
そ
の
各
巻
第
は
、

そ
れ
ぞ
れ
朱
筆
の
訂
正
巻
第
が
傍
記
さ
れ
て
い
る
ー
題
簽
の
巻
第
は
内
題
の
巻 

第
朱
訂
後
統
ー
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
ー
。

こ
の
卷
次
第
の
ず
れ
は
、
恐
ら
く
、

後

述

斯

道

文

庫

本

(
稿
本
12
)

の

旧

稿

「
総
論
」
が
全
ー
卷
を 

予
定
し
た
た
め
に
惹
起
さ
れ
、
以
後
其
巻
第
を
踏
襲
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
朱
訂
卷
第
は
、

其
後
、

「
総
論
」 

を
前
後
ニ
巻
に
改
編
す
る
こ
と
と
な
っ
て
、

そ
れ
を
う
け
本
稿
本
も
改
編
卷
第
を
朱
筆
に
て
訂
正
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

即

ち

「
総 

論
」

ニ

卷

•
神
代
上
下
九
巻
、
又

加

う

る

に

無

窮

会

神

習

文

庫

本

(
稿
本
9
)
の
神
武
紀
ニ
巻
で
あ
っ
た
ろ
う
。r

稜
威
道
別
」

の
卷
第
編 

成
は
本
稿
本
を
以
っ
て
、
次
稿
本
か
ら
定
稿
本
に
い
た
る
ま
で
統
一
整
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

又
、
本
稿
本
は
第
六
〜
九
巻
迄
、

四
卷
四
冊
で
あ
る
が
、

前
記
し
た
如
く
、
前

掲

斯

道

文

庫

本

(
稿
本
6
)
、
又

静

嘉

堂

文

庫

本

(
稿
本



7
)
と
は
僚
巻
を
な
す
も

の

と

推
定
さ
れ
、
両
三
稿
本
は
そ
の
装
訂
、

用
箋
1
但
し
静
嘉
堂
文
庫
本
は
巻
子
本
に
改
補
1

の
一
致
に
明
ら
か
な 

る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
前
後
の
稿
本
に
較
べ
、
書

紀

本

文

*
釈
文
等
の
叙
述
形
態
が
共
通
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
如
く
そ
の
巻
第 

表
記
に
於
て
、
前
掲
両
稿
本
と
相
違
す
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、
前

掲

両

稿

本

はr

稜

威

道

別

巻

第

三

(
四
五
)
」

と
記
し
、
定

稿

本

「
巻
之
三
〜
五
」

と
巻
第
を
同
じ
く
し
て
い
る
の
に
対
し
、

六
(
朱
)
七
(
朱
)
八
(
朱
)
九
(
朱
)

本
稿
本
で
は
前
記
し
た
如
く
、

「
稜

威

道

別

巻

五

(
六

•
七

.
八
)
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
巻

第

の

「
第
」
字
を
本
稿 

本
が
欠
く
と
共
に
、
巻
第
数
を
見
消
ち
傍
記
朱
訂
正
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
両
稿
本
が
本
稿
本
と
僚
巻
を
な
す
も
の
で
あ
れ
ば
、

三
(
朱
)
四
(
朱
)
五
(
朱
)

執
筆
次
第
か
ら
想
定
し
て
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
本

稿

本

同

様

に

「
巻

ニ

(
三

.
四
)
」
と
記
さ
れ
、
朱
訂
が
施
さ
れ
て
い
て
し
か
る
べ 

き
で
あ
ろ
う
。
両
三
本
が
同
一
稿
本
と
し
て
は
、

こ
れ
は
理
解
し
が
た
い
疑
点
と
し
て
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

現
存
稿
本
か
ら
は
、
其
経
過
と
執
筆
事
情
は
猶
確
認
し
が
た
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

し
か
し
、

次

述

斯

道

文

庫

本

(
稿
本
10
)
を
見
る 

に
、

そ

の

内

題

に

はr

稜
威
道
別
巻
ニ
」

と
記
さ
れ
、

実
は
定
稿
本
巻
三
で
あ
っ
て
、

前

掲

斯

道

文

庫

本

(
稿
本
6
)
の
文
字
通
り
前
稿 

本
で
あ
る
。

そ
し
て
、

そ
の
執
筆
後
の
増
補
訂
正
を
迪
る
と
、

斯

道

文

庫

本

(
稿
本
6
)
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
の
改 

稿
経
過
を
臆
測
す
る
と
、

こ

の

加

筆

補

訂

本

(
稿
本
10
)

は

卷

三

*
四
迄
に
進
涉
し
て
い
て
、

そ
の
改
訂
作
業
か
ら
し
て
、

既
に
本
稿
本 

と
同
一
改
稿
本
の
過
程
に
あ
る
も
の
と
認
め
、
さ
て
新
ら
た
に
、
専
用
箋
を
使
用
し
て
改
稿
す
る
に
あ
た
り
、
前
記
前
半
諸
巻
は
ひ
と
ま 

ず
其
儘
に
お
か
れ
、
本
稿
本
巻
五
か
ら
着
手
改
稿
さ
れ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
其

後

「
総
論
」
が
ニ
巻
の
編
成
に
改
め
ら
れ
た
後
を
う
け 

て
、
本
稿
本
の
僚
巻
た
る
稿
本
巻
三
•
四

•
五

(
稿
本
6 

•
 

7
)
が

加

筆

補

訂

本

(
稿
本
10
と
散
佚
§

に
沿
っ
て
繕
写
さ
れ
た
の
で
は
な
か 

ろ
う
か
。

そ

れ

故

に

卷

第

も

「
総
論
」

ニ

巻

の

あ

と

を

う

け

「
稜

威

道

別

巻

第

三

(
四

.
五
)
」

と
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う 

か
。

本
稿
本
の
朱
訂
卷
第
は
、

従
っ
て
其
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
か
と
も
、

そ
の
改
稿
経
過
に
臆
測
を
は
せ
て
み
る
の
で
あ
る
。

勿 

論

、
臆
測
の
域
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
三
本
は
同
時
期
の
改
稿
僚
巻
た
る
こ
と
は
疑
い
が
た
い
も
の
と
考
え



ら

れ

る

。

次

に

、
本
稿
本
諸
巻
と
掲
出
諸
稿
本
と
の
関
聯
を
み
る
に
、
ま
ず
、
本
稿
本
と
そ
の
前
稿
本
と
は
、
本
稿
本
卷
七
と
後
述
斯
道
文
庫
蔵 

自

筆

稿

本

(
稿
本
12
、
存
総
論
.
卷

三

.
卷
六
)
と
で
あ
る
が
、

そ
の
稿
本

12
卷
六
は
本
稿
本
卷
七
に
当
り
、

本
稿
本
は
稿
本

12
の
あ
と
を 

受
け
て
改
稿
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
稿

本

12
は

塗

抹

*
改

訂

*
増
補
の
か
な
り
著
し
い
稿
本
で
あ
る
が
、
本
稿
本
は
そ
の
増
補
改 

訂
に
沿
い
つ
つ
、
更
に
論
述
を
大
幅
に
新
訂
し
な
が
ら
に
改
稿
さ
れ
て
い
る
。
註
項
目
は
既
に
両
稿
本
全
く
同
じ
く
す
る
が
、
時
に
同
一 

註
項
目
を
全
面
的
に
改
補
す
る
と
こ

ろ

な

ど

も

散
見
さ
れ
、
叙

述

の

整

備

•
考
証
の
追
補
、
所
説
の
不
足
を
補
ぅ
な
ど
、
全
巻
を
通
じ删
 

修

、
整
除
が
施
さ
れ
て
、
や
は
り
面
目
を
一
新
し
て
い
る
。
前

掲

本

(
稿
本
S
)

に
て
述
べ
た
如
く
、
「
稜
威
道
別
」
十
三
巻
の
第
一
次
完 

成
稿
と
し
て
改
稿
繕
書
さ
れ
た
稿
本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

書
紀
本
文
に
就
い
て
一
例
を
挙
げ
る
と
、
神
代
上
第
八
段
一
書
第
三
の
末
は
、

t
素！

象

断
/
；i

之劎

。

今
®.;n

吉
1

神
部
許
一
也
。唭
嘞

1ー
次嘥

|セ

9

,

。

出

雲

簸

之

川

上

"
山

是

也

。

と

流

布

本

を

増

訂

し

、

そ

の

註

項

目

に

は

、

o
其
斬
ニ
大
蛇
一
之
地
則
」
、

こ
の
七
字
、
今
本
に
な
き
は
、
脱
し
た
る
也
、
古
本
に
は
、
総
て
如
此
あ
り
、
故
レ
補
ひ
つ
、

と

註

記

し

て

い

る

。

以

後

定

稿

本

に

い

た

る

ま

で

右

の

本

文

校

訂

は

踏

襲

さ

れ

る

の

で

あ

る

が

、

こ

の

例

な

ど

は

、
後

述

稿

本

12
の
本 

文

整

定

を

受

け

て

の

一

例

で

あ

り

、

か
か
る
箇
所
が
ま
ま
散
占I

す

る

。

又
、
本
稿
本
に
て
の
本
文
校
訂
は
、

わ
ず
か
で
あ
る
が
、
例
ぇ
ば
、
神
代
上
第
七
段
一
書
第
二
の
末
は
、

迸

*|
此

あ

1
1
|
„
|
|—0
田

_

此

云
# ^
蒙
俱
之

？
網

剿

此

云

^

羅

1

都

母

能—0
羽

端

韵

棄

此

云

11多

那

0
衛

能

余

之

岐

羅
毗
？

^

 

祝

之

此

云

，

1

1

武

保

佐

枳

保

佐

枳

枳

？

圖d
此

云

ュ

波

羅

賦
—0

の
右
文
を
細
註
双
行
に
記
し
、
左
傍
点
部
分
を
圏
中
に
囲
み
、

「
此
云
ニ
多
摩
倶
之
一
」
の
次
に
改
訂
す
べ
く
指
示
し
て
い
る
。
又

「
0
逐



之

、
此
訓
註
の
波
は
、
夜
を
あ
や
ま
れ
る
な
る
へ
し
」

と
訂
し
て
い
る
な
ど
、
本
稿
本
中
に
見
る
校
訂
で
あ
り
、
定
稿
本
に
引
継
が
れ
て 

い
る
の
で
あ
る
。

或

は

、
又
、

1
後
少
彦
ん
命
行
し
1至

熊

野

ど

圓

碚

？
落
適
；；於

常

1
郷

；矣
。
(神
代
上
第
<
段
ー
書
第
六
)

此
神
之
子
即
甘
茂
君I

f
l
。

大
三
輪
君
等
。
又

姫

蹈

鞴

五

十

鈴

姫

命

。
(
同
右
)

の
如
く
、
□

圏
に
て
囲
み
、
各
一
字
を
被
除
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
も
共
に
定
稿
本
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

か
く
、

こ
の
種
の
書
紀
本
文
に
は
猶
多
少
の
異
同
を
施
し
て
い
る
の
が
散
在
す
る
が
、

こ
の
期
に
於
て
既
に
殆
ん
ど
本
文
は
整
定
さ
れ 

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
稿

本

12
と
の
相
違
は
主
に
釈
註
部
分
に
限
ら
れ
改
稿
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、

本

稿

本

卷

六

•
八

•
九

(
朱
訂
卷
第
)
に
就
い
て
で
あ
る
が
、

こ
の
両
三
巻
は
そ
の
前
後
に
比
校
す
べ
き
稿
本
が
管
見
に
入
ら 

ぬ
の
で
、
以

下

斯

道

文

庫

蔵

自

筆

定

稿

本

(
稿
本
1
)
と
又
、
定
稿
本
に
隣
接
す
る
前
述
の
天
理
図
書
館
蔵
自
筆
稿
本
(
稿
本
3
)
の
両
本 

と
を
参
照
比
較
す
る
ほ
か
は
な
い
。

ま
ず
、

そ
の
書
紀
本
文
は
右
述
し
た
如
く
、
些
少
の
改
訂
を
本
稿
本
に
散
見
す
る
に
す
ぎ
ず
、

両

三

巻

は

既

に

定

稿

本

•
天

理

本

(
稿 

本
3
)
両
本
の
そ
れ
と
殆
ん
ど
相
違
す
る

と

こ
ろ
は
な
い
。

し
か
し
、

そ
の
訓
点
に
は
、

こ
れ
も
僅
か
な
が
ら
定
稿
本
•
天

理

本

(
稿
本 

3
)
と
異
る

と

こ
ろ
が
散
点
し
、
時
に
異
訓
が
ま
ま
見
出
さ
れ
る
。

や
は
り
、
本
稿
本
に
於
て
本
文
同
様
に
定
着
し
た
も
の
と
み
て
よ
い 

で

あ

ろ

ぅ

。

そ
の
註
項
目
は
定
稿
本
と
天
理
図
書
館
本
(
稿
本
3
)
と
の
間
に
も

小
異
は
あ
る
が
、

そ

の

異

同

は

本

稿

本

の
そ

れ

と

比
較
す
る
ま
で 

も
な
く
僅
差
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
本
稿
本
は
両
稿
本
に
較
べ
て
註
項
目
は
や
や
尠
く
、
両
稿
本
へ
と
次
第
に
増
補
、
整
備
さ
れ
て
ゆ
く 

の
で
あ
る
。
因

み

に

本

稿

本

巻

八

は

天

理

本

(
稿
本
3
)
と
共
通
巻
が
存
す
る
の
で
、
両
本
を
比
較
す
る
と
、
⑷
.

天

理

本

(
稿
本
3
)
に
て



増
補
さ
れ
る
註
項
目
と
、

㈣
本
稿
本
の
補
訂
書
入
中
に
新
項
目
が
設
け
ら
れ
天
理
本
(
稿
本
3
)
に
て
本
行
中
に
整
叙
さ
れ
る
項
目

、
㈧
 

本
稿
本
の
項
目
を
前
後
の
叙
述
か
ら
整
理
し
て
ゆ
く
、

三
つ
の
方
法
が
と
ら
れ
、
次
第
に
定
稿
本
へ
と
接
近
し
移
行
し
て
ゆ
く
傾
向
が
窺 

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
註
項
目
は
し
か
し
既
に
過
半
は
両
稿
本
と
同
じ
く
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
釈
註
に
い
た
る
と
、

両
稿
本
と
の
隔
り
は
甚
だ
し 

く
、
全
般
的
に
本
稿
本
は
簡
略
で
あ
り
、
時
に
縷
述
し
重
複
し
て
、
や
は
り
完
全
な
成
稿
と
は
云
い
が
た
い
諸
点
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ 

る
。
巻
七
の
ほ
か
は
、
隣
接
す
る
稿
本
を
欠
く
の
で
、
そ
の
改
稿
経
過
全
般
は
推
測
す
べ
く
も
な
く
、
ま
た
、
そ
の
比
較
は
妥
当
性
を
欠 

く
が
、
本
稿
本
は
当
初
完
成
稿
を
期
し
て
繕
写
さ
れ
な
が
ら
も
、

そ
の
所
論
、

叙

述

、

考
証
の
不
備
を
痛
感
し
た
の
で
あ
ろ
う
、

執
筆 

後

、
朱
墨
の
補
訂
書
入
れ
と
な
り
、
時
に
改
訂
甚
だ
し
き
処
に
は
継
ぎ
紙
し
、
補
紙
を
挾
ん
で
の
加
筆
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本 

稿
本
四
卷
四
冊
は
僚
巻
た
る
前
掲
斯
道
文
庫
本
巻
三
(
稿
本
6
) 

•
静

嘉

堂

文

庫

本

巻

四

•
五

(
稿
本
7
)
に
比
し
、

甚
だ
著
し
い
。

丨
斯 

道
文
庫
本
卷
三
に
改
補
の
少
い
の
は
寸
前
の
草
稿
本
(
稿
本
10

)
が
す
で
に
存
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
ー
。

と
も
か
く
、

ー
旦
、

浄
書
さ
れ 

た
本
稿
本
は
此
加
筆
捕
訂
に
よ
っ
て
再
度
の
改
稿
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
増
補
部
分
に
は
、
屢

々

「
纂 

疏
云
」
、

「
ロ
決
云
」
、

「
集
解
云
」

な
ど
、

書
記
の
基
本
参
考
資
料
を
挙
げ
て
引
用
し
、

再
検
討
す
る
処
が
ま
ま
瞥
見
さ
れ
る
の
を
み
て 

も

、
完
成
稿
と
な
る
に
は
更
に
以
後
に
見
る
諸
稿
本
の
経
過
を
侯
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
稿
本
の
執
筆
の
時
期
は
、
既

に

前

掲

本

(稿
本
6
)
に
て
略
記
し
た
の
で
再
述
を
さ
け
る
が
、
本
稿
本
巻
七
は
現
存
稿
本
か
ら
み
て
、
 

後

述

斯

道

文

庫

本

(
稿
本
12
)

の
後
を
う
け
て
の
改
稿
本
で
あ
る
か
ら
、

同
本
に
見
る
加
筆
補
訂
の
後
、

程
な
く
し
て
着
手
さ
れ
た
こ
と 

か
と
想
像
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ

れ

は

前

稿

(
稿
本
12
)

の
草
稿
に
沿
い
な
が
ら
、

第
ー
次
の
完
成
稿
本
を
期
し
て
、

私
家
の
用
箋
を
整 

え
た
上
で
の
改
訂
繕
写
本
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
、
猶
稿
了
後
、
各
所
に
わ
た
る
補
訂
を
や
む
な
く
し
、
 

現
在
見
る
が
如
き
の
書
写
情
況
と
な
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
弘
化
元
年
後
半
か
ら
同
ニ
年
の
は
じ
め
に
も
か
け
て



の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

い
ず
れ
、
天
覧
の
栄
誉
に
浴
す
る
弘
化
ニ
年
九
月
を
前
に
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
と
臆
測
さ
れ
る
の
で
あ 

る
。
本

稿

本

中

に

も

屢

々

「
棱
威
言
別
」

に
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
同
書
定
稿
本
の
着
手
、
あ
る
い
は
、
そ
の
準
備
に
も
寧 

日
な
き
頃
日
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
両
書
相
併
称
し
相
対
偶
し
て
完
稿
を
期
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
猶
本
稿
本
系 

統
の
転
写
本
に
次
述
の
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本
(稿
本
9
)
巻
六
〜
十
三
の
八
冊
が
あ
る
。

本
稿
本
に
は
、

「椎
本
文
庫
」
等
橘
家
の
印
記
が
見
え
ぬ
。
早
く
し
て
橘
家
を
離
れ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

稜
威
道
別
存
卷
六
〜
十
三 

筆
者
未詳
 

蒙

9)

無
窮
会
神
習
文
庫
蔵

袋
綴
、
八
冊
。
朽
葉
色
菊
花
唐
草
空
押
表
紙
、
竪
ニ
十
六
•
三
極
、
横

十

八

•
五龌

。
料

紙

、
楮
紙
。
字
面
高
サ
約
二
十
*
一
極
(
本
文
)
。 

釈
文
一
字
下
げ
。
毎
半
葉
、
本
文
七
行
、
釈
文
十
行
、
分
註
双
行
。

題
簽
、
子

持

枠

付

刷

短

冊

(
表
紙
左
肩
)
に

「
稜

威

道

別

六

(
〜
十
三
大
尾
)
」

と
墨
書
。

内

題

、

「棱

威

道

別

巻

六

(
〜±

1

一)
」

と
あ 

る
。
署
名
な
し
。

全
巻
端
麗
に
繕
写
さ
れ
、
僅
か
に
所
蔵
者
井
上
頼
囤
氏
に
よ
る
朱
筆
の
本
文
訂
正
が
散
見
さ
れ
る
。
筆
写
者
は
未
詳
で
あ
る
が
、
明
ら 

か
に
守
部
手
跡
を
模
す
る
も
の
で
あ
る
。
但

し

、
巻
九
の
一
冊
の
み
が
別
筆
で
あ
る
。
本
書
は
後
述
す
る
如
く
、
斯
道
文
庫
蔵
自
筆
本
巻 

三

(
稿
本
6
) 

•
静

嘉

堂

文

庫

蔵

自

筆

本

卷

四

•
五

(
稿
本
7
) 

•
天

理

図

書

館

蔵

自

筆

本

巻

六

〜

九

(
稿
本
8
)
等
の
系
統
、

そ
の
第
一
次 

補
訂
稿
か
ら
の
転
写
、
寧
ろ
臨
模
本
で
あ
ろ
う
か
と
推
定
さ
れ
る
。

本
稿
本
の
各
巻
編
成
次
第
は
、

第

一

冊

稜

威

道

別

巻

六

日

本

書

紀

神

代

上

之

四

自

神

代

上

第

七

段

至

同

段

一

書

第

三

(筆
者
注
、

以
下
同
)
—

柱

に

丁

附

「
一

(
〜



三
十
八
)
」
。

第

二

冊

同

卷

七

同

神

代

上

之

五

自

神

代

上

第

八

段

至

同

段

一

書

第

六

丨

丁

附

ニ

(
〜
四
十
八
)
」
。

第

三

冊

同

卷

八

同

神

代

下

之

ー

自

神

代

下

第

九

段

至

同

段

一

書

第

一

前

半

1

丁

附

「
一(

~

四
十
八
)
」
。

第

四

冊

同

卷

九

同

神

代

下

之

ニ

自

神

代

下

第

九

段

一

書

第

一

後

半

(
承
前
)
至
同
段
一
書
第
三
丨
丁
附
な
し
、

四
十
四
丁
。

第

五

冊

同

卷
十
同
神
代
下
之
三
自
神
代
下
第
九
段
一
書
第
四
至
第
十
段
一
書
第
一
—
丁

附

「
一

(
〜
四
十
九
)
」
。

第

六

冊

同

巻

十

一

同

神

代

下

之

四

自

神

代

下

第

十

段

一

書

第

二

至

第

十

一

段

一

書

第

四

(
神
代
下
巻
尾
迄
)
—

丁

附

「
一

(〜
一

二
十

三
)
」
。

第

七

冊

同

巻

十

二

同

神

日

本

磐

余彥

天

皇

之

上

自

神

武

天

皇

即

位

前

紀

至

同

紀

六

月N ；

一
未
前
半
(
「
于
時
天
皇
適
寐
忽
然
而
寤
之
日
予 

何
長
眠
若
此
乎
尋
而
中
毒
士
卒
悉
復
醒
起
」
迄
—

丁

附

「
一

(
〜
三
十
八
)
」
。

第

八

冊

同

巻

十

三

同

神

日

本

磐

余

彦

天

皇

之

下

自

同

即

位

前

紀

六

月

こ

未

後

半

(
承
前
)
至
神
武
紀
末
七
十
七
年
秋
九
月
乙
卯
—

丁 

附

「
一

(
〜
五
±

ニ
)
」
。

と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
本
の
編
成
は
前
掲
天
理
図
書
館
蔵
自
筆
稿
本
(
稿
本
8
)
の
当
該
卷
卷
次
の
編
成
と
全
く
同
じ
く
し
、

以
後
の 

改
稿
諸
本
、
更
に
全
集
底
本
に
至
る
ま
で
、
巻

十

二

*
十
三
の
両
巻
を
除
き
巻
第
に
於
て
は
同
一
編
成
を
な
し
て
い
る
。
巻

十

二

•
十
三 

の
両
巻
にC

い
て
は
後
述
す
る
。

扨

、
本
稿
本
巻
六
〜
巻
十
三
の
八
冊
が
依
拠
し
た
底
本
で
ぁ
る
が
、
本
稿
本
と
全
く
同
一
で
ぁ
る
自
筆
稿
本
は
現
存
し
な
い
が
、
前
掲 

天

理

図

書

館

本

(
稿
本
8
)
巻
六
〜
九
の
四
巻
と
本
稿
本
当
該
巻
と
の
間
に
は
次
の
如
く
緊
密
な
る
親
子
関
係
が
見
出
さ
れ
る
。

S

巻

六

•
九
の
両
巻
は
、
天
理
本
に
於
け
る
著
し
い
朱
墨
筆
の
補
訂
書
入
れ
、
又
継
紙
改
稿
部
分
は
す
べ
て
本
稿
本
中
に
は
見
出
さ
れ 

な
い
が
ー
但
し
天
理
本
の
巻
第
訂
正
、

一

•
ニ
語
の
訂
正
な
ど
極
く
当
初
の
朱
訂
は
本
行
と
し
て
い
る
ー
上
記
以
外
の
過
半
は
行
数
•
字



詰

•
字
鉢
に
い
た
る
ま
で
全
く
同
一
で
あ
り
、
寧
ろ
当
初
の
自
筆
原
本
か
ら
の
直
接
の
影
写
に
拠
る
も
の
か
と
さ
え
推
定
さ
れ
る
。

し
か 

し
、
当
然
の
事
な
が
ら
継
紙
部
分
の
補
訂
に
よ
る
丁
数
、
各
葉
字
面
の
変
動
は
散
見
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
天
理
本
の
上
記
補
訂
部
分
に
関 

し
て
は
、

そ
の
改
訂
以
前
の
本
文
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

㈣
卷

七

•
八
の
両
巻
は
、
天
理
本
に
屢
々
散
見
す
る
略
一
行
内
外
の
朱
筆
訂
正
と
継
紙
補
訂
部
分
—
巻
七
は
過
半
、
巻
九
は
全
紙
—

は 

前
者
と
異
り
、
本
稿
本
の
本
行
に
組
込
ま
れ
て
転
写
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
巻
七
に
丁
数
の
変
動
、
両
巻
に
字
詰
な
ど
の
相
違
が
散
見 

さ
れ
る
が
、

そ
の
か
ぎ
り
に
於
て
は
影
写
又
は
臨
模
本
と
見
て
差
つ
か
え
が
な
い
。
但

し

、
前
者
同
様
両
卷
に
も
墨
筆
後
補
書
入
れ
は
著 

し
い
が
、
本
稿
本
は
一
切
こ
れ
を
転
写
し
て
い
な
い
。

天
理
本
に
於
け
る
上
記
朱
筆
訂
正
は
稿
後
間
近
い
第
一
次
訂
正
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
後
、
更
に
相
当
の
改
訂
増
補
の
必
要
が
生
じ
た
の 

で
あ
ろ
う
。

そ
の
間
暫
く
の
ま
を
置
き
、
継
紙
補
訂
の
作
業
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
次
い
で
最
終
的
な
墨
筆
増
補
を
欄
外
•
行 

間
に
書
入
れ
し
、
あ
る
い
は
、
又
継
紙
増
補
な
ど
も
加
え
ら
れ
て
次
稿
(稿
本
5
系
統
)

へ
の
改
稿
に

と

転
じ
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
概
ね 

上
記
の
推
測
に
然
し
た
る
誤
り
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
本
は
右
の
天
理
本
加
筆
経
過
か
ら
み
る
と
、
巻

六

•
九
が
第
一
次
改
訂
過
程
以
前
の
略
原
形
の
跡
を
と
ど
め
、
巻

七

•
八
が
第
二 

次
継
紙
加
筆
過
程
の
跡
を
と
ど
め
て
い
る
転
写
本
と
比
較
上
指
摘
し
う
る
の
で
あ
る
。
猶
其
間
の
転
写
事
情
、
改
訂
経
過
の
詳
細
は
推
測 

す
べ
く
も
な
い
が
、
大

凡

第

一

•
二
次
改
訂
過
程
の
途
路
に
於
て
、
上
記
四
巻
が
転
写
—

其
間
に
は
猶
_
筆
稿
本
か
ら
の
直
接
の
影
写
な 

ど
も
存
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
—

さ
れ
来
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
以
下
巻
十
〜
十
三
の
四
巻
に
就
い
て
も
上
記
四 

卷
同
様
に
、

こ
の
天
理
自
筆
本
系
統
—

斯

道

文

庫

蔵

自

筆

本

卷

三

(
稿
本
6
) 

•
静

嘉

堂

蔵

自

筆

本

卷

四

•
五

(
稿
本
7
)
—

の
加
筆
補
訂
過 

程
に
於
け
る
同
時
期
の
転
写
、
又
は
臨
模
一
本
と
し
て
と
ど
め
ら
れ
た
稿
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
系
統
本
は
上
記 

自
筆
諸
稿
本
の
第
三
〜
九
の
七
巻
が
散
在
す
る
の
み
に
て
余
巻
は
そ
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
な
い
。

そ
の
意
味
か
ら
も
、
又
前
述
し
た
ご



と
く
、
未
定
稿
本
系
統
の
一
応
の
完
成
稿
と
し
て
本
稿
本
の
伝
存
意
義
は
尠
く
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次

に

、

本

稿

本

巻

十

二

•
十
三
の
両
巻
に
就
い
て
で
あ
る
が
、

両
巻
は
全
集
巻
十
二
上
下
に
相
当
す
る
。

そ

の

全

集

底

本

(
現
在
所
在 

未
詳
)
は
、
同
解
題
に
、
橘
純
一
氏
が
、

十
二
巻
上
下 

写
本
一
冊

こ
れ
は
神
武
紀
の
註
で
あ
る
が
、
毎
葉
添
削
の
跡
あ
る
未
定
稿
で
あ
る
。
巻

頭

の

題

目

にr

稜
威
道
別
十
一
」

と
あ
つ
て
前
の
神
代 

の
巻
の
註
か
ら
引
続
く
と
し
て
は
巻
次
が
合
は
な
い
。

こ
れ
は
、
棱
威
道
別
は
守
部
翁
が
心
血
を
注
い
だ
著
書
で
あ
る
か
ら
、
幾
度 

か
稿
を
改
め
た
の
で
、
現
に
予
の
家
に
蔵
す
る
同
書
の
稿
本
は
、
今
回
刊
行
し
た
原
本
の
外
に
四
種
あ
る
。

そ
の
中
総
論
を
第
一
巻 

と

し

た

も

の

と

(
筆
者
注
、
斯
道
文
庫
蔵
稿
本
12
歟
)
、
第

ー

、

ニ
卷
を
総
論
に
充
て
た
も
の
(
同
注
、
天
理
図
書
館
蔵
稿
本
3
歟
)
と
が
あ 

る
。
蓋
し
此
の
神
武
紀
註
が
道
別
巻
十
一
と
な
つ
て
居
る
の
は
、
第
一
巻
だ
け
を
総
論
に
充
て
た
系
統
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。
此 

の
系
統
の
稿
本
は
、
今
回
刊
行
し
た
原
本
よ
り
も
旧
稿
に
属
す
る
も
の
で
、
註
も
比
較
的
粗
雑
で
あ
る
。
今
回
此
の
神
武
紀
の
註
を 

も
整
理
し
て
、
収
録
す
る

こ

と

V.
な
つ
た
の
で
、
巻
次
を
合
せ
る
為
に
、
巻
十
二
上
下
巻
と
改
め
た
の
で
あ
る
。

か
や
ぅ
な
次
第
で 

あ
る
か
ら
、
此
の
神
武
紀
の
註
は
、
神
代
紀
に
比
べ
る
と
、
少
し
く
見
劣
り
が
す
る
の
で
あ
る
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
留
意
さ
れ
る
の
は
そ
の
底
本
が
上
掲
諸
巻
と
異
る
未
定
稿
の
草
稿
本
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

卷

第

も

r

稜
威
道
別
十
一
」

と
あ
っ
て
、

「総
論
」

を
全
一
巻
に
あ
て
た
旧
稿
本
の
系
統
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

右
掲
出
文
中
に
註
記
し 

た
如
く
、

「
総
論
」

を
第
一
卷
に
充
当
し
た
自
筆
稿
本
は
斯
道
文
庫
蔵
稿
本

12
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、

本
稿
本
の
拠
っ
た
原
本
は 

天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日
以
降
の
稿
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

扨

、
本
稿
本
と
全
集
底
本
と
を
照
合
す
る
に
、
本
稿
本
は
全
集
底
本
巻
十
一
神
武
紀
が
卷
十
二
•
十
三
の
両
巻
に
改
編
さ
れ
て
い
る
。 

全
集
の
巻
十
二
上
下
両
巻
の
編
成
は
全
集
編
輯
時
の
任
意
な
分
割
で
あ
る
の
で
、
本
稿
本
と
若
干
の
相
違
が
あ
る
の
は
勿
論
問
題
と
な
ら



な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
神
武
紀
を
ニ
巻
と
し
、
巻

十

二

•
十
三
と
し
た
稿
本
過
程
の
時
期
が
本
稿
原
本
の
成
立
時
と
想
定
し
て
然
る
べ
き 

か
と
思
わ
れ
る
。

現
存
諸
稿
本
か
ら
み
る
と
、

そ
れ
は
、

斯
道
文
庫
蔵
稿
本

10
以
後
の
事
と
な
る
。

該

稿

本

は

全

集

底

本

同

様

に

「
総 

論
」

を
全
一
巻
に
充
当
し
た
た
め
に
、

神

代

紀

上

の

始

め

を

「
巻
ニ
」

と
し
て
い
て
、

次
稿
斯
道
文
庫
蔵
稿
本
6
か

ら

当

該

巻

が

「
巻 

三
」

と
改
編
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
又

、

こ
の
斯
道
文
庫
蔵
稿
本
6
は
本
稿
本
巻
六
〜
九
の
依
拠
し
た
原
本
と
同
時
期
の
僚
巻
を
な 

す
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
本

稿

本

巻

十

二

*

ニ
の
両
巻
は
先
行
諸
巻
と
は
別
個
な
独
立
し
た
稿
本
か
ら
の
転
写
本
で
は
な
く
し
て
、
同 

一
稿
本
か
ら
の
転
写
本
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
道
文
庫
蔵
稿
本
6 

•
静
嘉
堂
蔵
稿
本
7 

•
天
理
図
書
館
蔵
稿
本
8

の
巻 

三
〜
九
の
稿
本
は
本
転
写
本
に
よ
っ
て
此
期
に
神
武
紀
ま
で
全
十
三
巻
を
稿
了
し
、
更
に
一
部
補
訂
の
経
過
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
略
推 

断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
内
容
の
上
か
ら
両
本
を
見
る
と
、
全

集

底

本

は

「
毎
葉
添
削
の
跡
あ
る
未
定
稿
」

と
誌
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
本
は
転
写
本
と
は 

い
い
な
が
ら
よ
く
繕
写
さ
れ
叙
述
上
の
混
乱
は
認
め
ら
れ
な
い
。
書
紀
本
文
に
は
両
本
殆
ん
ど
異
同
す
る

と

こ

ろ

は

な
い
が
、

そ
の
訓
読

註
ニ

に
於
て
は
顕
著
に
相
違
し
、
詳
密
且
つ
敢
て
和
訓
を
以
っ
て
変
改
す
る
と
こ
ろ
が
多
見
さ
れ
、
全
集
底
本
か
ら
更
に
一
歩
前
進
、
意
を
尽 

し
た
跡
が
瀝
然
と
す
る
。

註
項
目
は
略
同
様
で
あ
る
が
相
互
に
多
少
の
増
減
が
あ
る
。

釈
文
に
つ
い
て
は
、

全

集

が

「
註
も
比
較
的
粗 

雑
」

で
あ
る
の
に
対
し
、
全
般
に
わ
た
り
相
当
の
増
補
と
改
訂
、
又
整
叙
の
跡
が
迪
ら
れ
、
更
に
整
備
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

全
集
底 

本
が
草
稿
本
と
し
て
あ
っ
た
も
の
に
、
本
稿
改
稿
に
あ
た
り
、
大
略
右
記
の
増
訂
を
施
し
な
が
ら
に
成
稿
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ 

て
基
本
的
に
は
全
集
底
本
と
極
め
て
近
く
、

両
本
の
関
係
は
草
稿
本
と
成
稿
と
の
差
異
に
と
ど
ま
る
も
の
と
い
え
よ
う
か
。

た
だ
し
か 

し
、

何
故
に
全
集
が
本
稿
本
の
原
本
を
採
用
す
る
こ
と
な
く
、

草
稿
本
に
拠
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

と
疑
念
を
抱
く
と
共 

に
、
そ
の
意
味
で
は
、
本
稿
本
を
以
っ
て
全
集
の
不
備
を
補
う
と
こ
ろ
は
尠
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

又
、
全
集
底
本
は
所
在
未
詳
な
が
ら
、
か
く
寸
前
の
稿
本
で
あ
り
、
そ
の
執
筆
時
も
本
稿
本
の
原
本
と
恐
ら
く
隣
接
し
、
前
記
し
た
如



く

、
斯
道
文
庫
蔵
自
筆
稿
本

10
成
稿
と
同
時
期
、
あ
る
い
は
同
経
過
段
階
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
此
処
に
附
記
し
参 

考
す
る
。

本
稿
本
は
、
現
在
無
窮
会
神
習
文
庫
に
は
嘉
永
四
年
刊
初
編
五
巻
と
同
架
さ
れ
て
い
る
。

印

記

、
各

冊

卷

首

に

「
井
上
頼
_
蔵
」
朱
印
を
捺
す
。

備

考

一

本

稿

本

巻

十

二

•
十
三
の
両
卷
に
於
て
旧
事
本
紀
の
引
用
が
頻
り
と
多
見
さ
れ
る
。
旧
事
本
紀
の
積
極
的
な
採
用
は
屢
々
各
稿
本
中
に 

縷
述
し
て
来
た
如
く
、

定
稿
本
系
諸
稿
本
か
ら
の
事
で
あ
る
。

冬

照

書

写

総

論

(稿
本
11
)

の

階

程

で

は

「
今
此
道
別
の
奥
旨
も
半
は
此 

書
に
拠
て
悟
り
な
か
ら
此
書
を
引
用
す
る
事
の
い
と
罕
な
る
は
他
の
疑
を
憚
て
な
り
け
り
」

と
敢
て
躊
躇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
る 

に
、

か
く
所
引
す
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
私
に
謂
う
定
稿
本
系
統
一
本
と
い
う
傾
向
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
定
稿
本
系
統
が
前 

掲
斯
道
文
庫
蔵
自
筆
稿
本
4

の
過
程
か
ら
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
本
稿
本
の
拠
っ
た
稿
本
は
更
に
そ
の
旧
稿
本
、
即
ち
未
定
稿
本
系
統
の 

終
稿
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
仮
説
と
の
矛
盾
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
全
集
底
本
の
旧
事
紀
所
引
は
本
稿
本
に
比
し
や
や
尠
い
が
略 

同
様
で
あ
る
。
本

稿

本

の

如

き

に

は

「
此
段
の
み
は
、

此
紀
も
大
か
た
は
違
は
さ
れ
と
、

旧
事
紀
尤
健
に
詳
か
な
り
」
(巻
十
三
、
三
十
三 

裏
)
、
「
其
よ
し
旧
事
紀
に
委
く
出
た
り
既
に
こ
と
物
に
引
お
け
り
」
(卷
士
二
、
四
十
七
丁
表
)
な
ど
、
其
書
へ
の
信
頼
は
顕
著
で
あ
る
。

こ 

の
矛
盾
す
る
事
実
を
如
何
に
解
す
べ
き
か
は
猶
判
断
し
が
た
い
が
、
本
稿
本
が
未
定
稿
本
系
の
終
稿
に
近
く
、
又

、
神
武
紀
中
に
紀
本
文 

と
符
合
し
且
つ
よ
り
詳
記
す
る
と
こ
ろ
が
旧
事
紀
中
に
多
見
さ
れ
る
が
た
め
に
、
冬
照
書
写
本
の
中
で
述
べ
た
意
を
再
認
識
し
、
敢
て
証 

例
と
し
て
所
引
す
る

と

こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
で
に
、
旧
事
紀
再
検
討
へ
の
時
期
に
さ
し
か
か
り
、
同
直
日
の
腹
案
な 

ど
も
芽
生
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
臆
測
し
て
再
考
を
期
す
る
こ
と
に
す
る
。

備
考
ニ



「栗
田

文
庫
善
本
書
目

」

(
日
本
書
誌
学
大
系
8

「
書
誌
学
の
発
達
」
附
載
)
に
次
の
一
本
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

稜

威

道

別

橘

守

部

十

三

卷

六

冊

守
部
の
高
弟
橋
本
直
香
の
旧
蔵
本
に
し
て
、

一
冊
は
そ
の
自
筆
な
り
。
薄
様
に
精
写
し
版
下
本
の
如
し
。
千
家
尊
孫
の
序
の
平
仮
名 

交
り
に
し
て
、
且
凡
例
を
存
す
る
等
の
形
式
を
初
め
、
内
容
文
章
著
し
く
版
本
と
相
違
す
。
即
初
期
の
稿
本
と
し
て
版
下
本
を
作
り 

し
が
、
更
に
稿
を
改
め
し
た
め
こ
の
書
は
世
に
出
で
ざ
り
し
も
の
と
見
る
べ
し
。
守
部
主
著
の
異
本
と
し
て
尊
重
す
べ
し
。

現
在
、
そ
の
所
在
を
確
認
し
が
た
く
、
そ
の
内
容
は
猶
審
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
高
弟
橋
本
直
香
旧
蔵
本
に
し
て
、
内
容
文
章
共
に
板 

本

と

相
違
し
、

「
初
期
の
稿
本
と
し
て
版
下
本
を
作
り
し
が
云
々
」

と
記
し
、

且
つ
、

凡
例
を
存
す
る
な
ど
述
べ
て
い
る
の
を
見
る
と
、 

上

掲

斯

道

文

庫

蔵

自

筆

本

(
稿
本
6
) 

•
静

嘉

堂

文

庫

蔵

自

筆

本

(
稿
本
7
) 

•
天
理
図
書
館
蔵
_
筆

本

(
稿
本
8
)
、
又
そ
の
転
写
本
前
掲
無 

窮

会

神

習

文

庫

蔵

本

(
稿
本
9
)
の
系
統
本
で
あ
っ
た
か
と
臆
測
さ
れ
る
。

又

、
本
書
に
は
、

千
家
尊
孫
の
平
仮
名
交
り
序
文
を
載
せ
て 

い

る

と

い
う
、
恐
ら
く
上
述
し
て
来
た
如
く
、
未
定
稿
本
系
統
の
第
一
次
完
成
稿
と
し
て
、
そ
の
全
貌
を
伝
え
る
唯
一
の
伝
存
本
で
あ
っ 

た

か

と

思
わ
れ
、

そ
の
存
否
が
気
づ
か
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

註

一

本
稿
本
卷
十
二
•
十
三
の
巻
第
編
成
は
既
述
し
た
の
で
、

全
集
の
方
を
記
す
と
、

巻

十

二

下

は

「
日
本
書
紀
神
日
本
磐
余彥

天
皇
之
下
冬 

十
月
癸
已
朔J

を
以
て
巻
初
と
し
て
い
る
。

本

稿

本

の

如

く

「
同
即
位
前
紀
六
月
乙
未
後
半
」
を
巻
首
に
据
え
る
よ
り
は
当
を
得
た
編
成
で
あ
ろ 

う
。
勿
論
編
輯
時
の

こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
寧
ろ
本
稿
本
の
巻
第
編
成
の
方
に
間
題
が
残
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
、

当
該
筒
処
は
本
稿
本
の
巻
十 

三

.
十
八
丁
裏
初
行
に
あ
た
る
。

註

ニ

本

稿

本

卷

十

二

、
十
三
丁
裏
を
一
例
と
し
て
挙
げ
る
と
、

!
^
^
冬
十
月
、丁
已
朔
辛
酉
。
天

皇

親

帥

，ー
齋
皇
子
舟
師
,東
征
。

至
，ー
速
吸
之
門
,時
。

有
ー
漁
人
乗
艇
0
至
天
皇
招
之
因
問
日
。

汝
誰
也
。

マ
ヲ
ス 

アレ

, '
ツ

 

ハウプヒ

n

 

ウ
ラ
ビ
-
ツ
リ
シ
ケ
ル
-

ウ
ケ
玉
ハ
リ
テ
ツ
ノ
ミ
コ
ィ

-•
ア
マ
セ
リ
ト
ム
カ
へ
マ
ツ
ル 

マ
タ
ト
ヒ
タ
マ
へ
バ 

シ
ラ
ン 

ア
ガ
シ
ル
べ
ヤ
ト 

マ
ヲ
ス 

ツ
カ
へ
マ
ツ
ラ
マ
シ
ト
カ
レ
ィ

対

了

日

臣

是

国

神

名

日

珍

彦

。

釣

魚

於

曲

浦

。

聞

，

一 

天

神

子

来一

故

即

奉

迎
-1;0
又
問
ァ
之
日
汝
能
11為

我

導

1
耶
^0
対

-1日

導

之

矣〗

天

皇

勅

，1
 

授

漁

人

椎

攜

末1

令
k

執

而

。

牽，1

納

於

皇

舟1

以

。

為1
1

海

導

者

？

乃

者

賜

，一
名
為
椎
根
津
彦
，
云

々

。



の
如
く
見
え
、
全
集
の
訓
読
と
の
相
違
は
一
例
を
以
っ
て
し
て
顕
著
で
あ
る
。

又
散
て
和
臭
の
訓
法
を
試
み
て
い
る
処
な
ど
あ
り
、

本
稿
本
卷
十 

ニ

.
十
三
の
特
色
を
な
す
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

稜
威
道
別
存
〔
巻
三
〕

 

自
筆
輩

10

)

斯道文庫蔵

袋

綴

、

一
冊
。
改
装
濃
紺
色
表
紙
、
竪
ニ
十
八
•
四
®

、
横

十

九

•
八
極
。

元
表
紙
、
薄
手
楮
紙
。
料
紙
に
就
い
て
は
後
述
す
。
字
面
高 

サ
約
一
一
十
一
.
五

極

(本
文
)
。
釈
文
一
字
下
げ
。
毎
半
葉
、
本
文
七
行
、
釈
文
略
十
行
前
後
な
る
も
各
紙
相
違
す
る
処
あ
り
。
本
文
墨
付
、
 

三
十
九
丁
。

題
簽
、

金

切

箱

散

し

短

冊

(
表
紙
左
肩
)
に
、

「
稜

威

道

別

巻

ニ

」

と
記
す
。

元
表
紙
に
は
題
簽
•
外
題
共
に
な
く
、
そ
の
左
肩
に
、
 

「
ニ
」

と
の
み
自
筆
に
て
誌
し
て
い
る
。
内

題

、r

稜
威
道
別
巻
ニ
」

と
あ
り
、

そ
の
許
に
、
「
橘
守
部
謹
撰
」

と
自
署
し
て
い
る
。

本

書

は

前

掲

斯

道

文

庫

蔵

「
稜
威
道
別
巻
三
」
(稿
本
6
)
直
前
の
草
稿
本
で
あ
る
。
題

簽

•
内

題

に

「
巻
ニ
」

と
記
す
が
、
本
稿
本
の 

構
成
は
旧
稿
の
そ
れ
に
拠
っ
た
も

の

で

あ
り
、
前

掲

斯

道

文

庫

本

卷

三

(
稿
本
6
)
以
下
板
本
卷
三
に
相
当
す
る
。

そ
れ
は
、
旧

稿

が

「
総 

論
」

を
全
一
巻
に
予
定
し
た
た
め
に
、
本

稿

本

が

神

代

紀

卷

初

を

「
稜
威
道
別
巻
ニ
」

と
巻
第
を
定
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
本
稿
本
の
編
成
は
、
前

掲

斯

道

文

庫

蔵r

稜
威
道
別
」
存

卷

三

(稿
本
6
)
と
同
じ
く
、
「
日
本
書
紀
神
代
上
之
一
自
神
代
上 

第
一
段
至
第
四
段
一
書
第
十
」

迄
で
あ
る
。

本
書
は
前
掲
諸
稿
本
と
異
り
、
当
初
か
ら
草
稿
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
そ
の
料
紙
に
は
、
主

に

「
難
古
事
記
伝
」

の
反
故 

が
使
用
さ
れ
、
以
下
の
如
き
補
訂
の
跡
が
迪
ら
れ
る
。

先
ず
、
本
稿
に
見
る
旧
稿
部
分
で
あ
る
が
、
旧
稿
と
い
っ
て
も
時
代
を
隔
て
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

ほ
ぼ
同
時
期
の
寸
前
の
稿
本
で



あ
ろ
う
、
筆
勢
も
殆
ん
ど
同
じ
く
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、

書
紀
本
文
が
主
で
、

僅
か
に
釈
註
部
分
を
含
み
、

前
記
反
故
に
貼
付
し
て
い 

る
。
因
み
に
、
前
記
内
題
、

「棱

威

道

別

巻

ニ

橘

守

部

謹

撰

」

と
記
す
の
は
旧
稿
貼
紙
部
分
で
あ
る
。

「
巻
ニ
」

と
あ
る
の
も
旧
稿
を
其 

儘
に
利
用
し
た
が
た
め
で
あ
ろ
う
。

次
は
、

「
難
古
事
記
伝
」

の
反
故
に
、

先
の
旧
稿
書
紀
本
文
に
続
く
釈
註
部
分
が
書
か
れ
、

こ
れ
が
本
稿
の
当
初
の
執
筆
部
分
に
あ
た 

り
、
第
一
次
の
稿
本
と
な
っ
て
い
る
。
反

故

の

「
難
古
事
記
伝
」

は
加
筆
補
訂
本
で
は
あ
る
が
、
天

理

図

書

館

蔵

「
記
伝
慨
言
」

四
卷
本 

(
後
述
)
以
後
の
稿
本
で
あ
り
、
斯

道

文

庫

蔵

本

の

改

題

定

稿

本

「
難
古
事
記
伝
」

(後
述
)
以
前
で
あ
る
。
定
稿
本
間
近
き
草
稿
本
で
あ
る 

と

こ

ろ

か

ら

、
自

ら

本
稿
本
の
執
筆
の
時
期
は
推
測
さ
れ
る
わ

け

で

あ
る
。

以
上
の
旧
稿
と
新
稿
と
か
ら
本
稿
本
の
本
体
は
成
り
、

そ
の
上
に
、
ま
ず
執
筆
後
の
朱
筆
の删

訂
•
加

筆

が

行

間

•
欄
外
に
著
し
く
施 

さ
れ
、
更

に

、
其
後
間
も
な
く
の
事
で
あ
ろ
う
、
墨
筆
の
最
終
補
訂
が
処
狭
し
と
も
い
う
ば
か
り
に
書
込
ま
れ
て
い
る
。
又
、
墨
筆
補
訂 

と
期
を
同
じ
く
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、

一
部
増
訂
部
分
を
貼
紙
し
て
書
入
れ
て
い
る
な
ど
、
文
字
通
り
草
稿
本
で
あ
る
。

概
略
右
の
経
過
を
た
ど
り
な
が
ら
本
稿
本
は
成
立
し
て
い
て
、
改
訂
の
朱
墨
両
筆
の
加
筆
と
増
訂
貼
紙
書
入
れ
な
ど
の
順
次
に
従
い
具 

に
そ
の
跡
を
追
え
ば
、

ほ

ぼ

前

掲

斯

道

文

庫

蔵r

稜
威
道
別
」
巻

三

(稿
本
6
)
に
移
行
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
寸
前
の
草
稿
本
で
あ
る
。
 

従
っ
て
、
書

紀

本

文

•
釈

註

項

目

•
釈
文
等
は删

修
後
に
於
て
は
稿
本
6
に
最
も
隣
接
し
、
そ
の
叙
述
に
も
異
同
す
る
と
こ
ろ
は
す
く
な 

い
。
但
し
後
半
に
な
る
に
従
い
、
稿

本

6
に
増
補
改
訂
す
る

と

こ

ろ

が

ま

ま

見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
。

そ
の
意
味
で
は
、
本
書
は
以
後
の
改
訂
稿
本
の
基
礎
的
な
形
態
を
整
え
つ
つ
あ
っ
た
草
稿
本
で
あ
る
と
も
い
え
る
位
置
を
占
め
て
い
る 

の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
本
稿
本
に
見
る
書
紀
本
文
を
例
に
と
る
と
、



于

時

国

中

生

ぃ

物

。

状

如

1

一
葦
禾
抽
上
一
也
。

因A

此

有

k
化

之

神

？
号

可

美

葦

禾

彦

舅

尊

。

o 

0 

o

の

如

く

、

通

行

印

本

に

見

る

「
葦

牙

」

を

「
葦

禾

」

に

校

訂

し

、

〇
状

如

-
早
^

云

々

」

今

本

0

葦

牙

と

書

て

新

芽

の

事

と

心

得

謬

り

し

も

久

し

(
以
下
切
除
)
薩

摩

の

曾

槃

h
Hi
史

草

木

考

卷

ノ
ー

ニ

-
-
-
一

-二

一

二

ニ

-ニ

I  

ニ

ニ

-ニ

ニ
 

I

初
丁
阿
ノ
部
へ
曽
甫
占
氏
ン 

云
二
言
条
下
广
太
相
貝
糸
^

o
如
一
一
葦
禾
抽
出
一
也
今
本
如

1

一

葦

牙

之

抽

出I

也

と

あ

る

は

久

し

き

時

よ

り

の

謬

な

る

へ

し

既

ニ

云

曾

槃

か

写

て

蔵

る

古

本

に

は

右

の 

如

く

あ

り

彼

ノ

蘆

花

の

抽

て

上

る

を

云

な

り

と

記

し

、

本

文

校

訂

と

そ

の

拠

り

所

を

述

べ

て

い

る

な

ど

、

ま

ま

散

見

す

る

校

訂

本

文

—
左
傍
朱
o
に

て

指

示

す

る

ー

は

既

に

此

期

に

て
 

概

ね

は

整

定

さ

れ

て

い

る

。

更

に

も

ぅ

一

例

を

挙

げ

る

と

、

神

代

上

之

一

、
第

一

段

の

は

じ

め

に

、
本

稿

本

の

叙

述

形

式

を

述

べ

、

レ
(朱
)
 

土
(朱
)
 

神
の
始
(朱
)

の
状
を
さ
ら
^
-
^
と
(朱
)
 

な
る
(朱
)
 

ス
コ
シ
ツ

、
ノ
カ
ハ
リ

是

よ

り

吾

古

伝

に

し

て

国

の

始

よ

り〇
世

の

初

o
を

伝

へ

た

る

真

の

神

語〇

そ

か

し

次

ミ

の

一

書

と

も

の

伝

ミ

に

大

同

小

異

あ

れ

ニ
一
-

は 
先
ツ
ー 

わ

た

り

つ

、 
あ

ら

，

•云
ヒ
て
末
に
又
合
せ
て
惣
意
を
説
ク
へ

と

断

り

、

同

段

の

惣

意

の

末

に

、

上

欄

書

入

れ

し

て

、ふ
る
は
(朱
)
 

と
て
な
り
さ
れ
と
(朱
)

前
(朱
)

か

く

い

ひ

て

毎

段

，凡

か

く

さ

ま

に

再

ひ

惣

釈

を

加

へ

て

幼

き

人

に

も

心

得

さ

せ

ん

の

心

に

は

あ

れ

と

釈

に

で

自

然

と

聞

ゆ

へ

き

は

皆 

=

-I
-

ニ

ー

-
ニ

ニ

-
 

=

= 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
-

省
け
り

と

記

し

、
以

後

の

叙

述

次

第

と

省

筆

方

法

を

、

い

わ

ば

本

論

中

に

そ

の

凡

例

の

如

き

を

補

記

し

、

「
稜

威

道

別

」

釈

註

方

式

を

此

処

で 

あ

ら

た

め

明

示

し

て

い

る

。

本

稿

本

巻

三

の

前

稿

本

が

現

存

し

な

い

の

で

更

に

確

認

し

が

た

い

が

、

こ

の

断

り

書

き

は

以

後

の

稿

本

6 

に

と

多

少

の

文

辞

を

変

え

な

が

ら

、
殆

ん

ど

そ

の

ま

ま

に

移

写

さ

れ

、
其

後

は

定

稿

本

に

い

た

る

ま

で

の

論

述

形

式

の

一

端

を

な

す

方

式 

と

な

つ

て

い

る

の

で

あ

る

。



右
記
ニ
例
に
す
ぎ
な
い
が
、

本

文

•
註

項

目

•
叙
述
形
式
は
本
稿
本
の
段
階
に
於
て
ほ
ぼ
そ
の
形
態
を
整
え
る
に
い
た
り
、

そ
の
所 

論

•
内
容
も
次
第
に
充
足
し
て
成
稿
本
へ
の
道
程
に
第
一
歩
を
確
実
に
印
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

扨

、
本
稿
本
の
執
筆
時
期
で
あ
る
が
、
本
稿
本
の
旧
稿
部
分
も

前
記
し
た
如
く
、
新
稿
と
踵
を
接

す

る

時
期
と
想
定
さ
れ
、
略
々
同
一 

期

の
こ

と

で

あ

っ

た

と
認
め
て
差
支
え
は
あ

る

ま

い

。

と

す

る

と

、

本
稿
本
は
、
そ
の
料
紙
で
あ

る

反

故

、
定

稿

本

「
難
古
事
記
伝
」
草 

稿

本

執

筆

(
後
述
)
以
後
の
あ

る

時
期
で
あ
り
、
前

掲

斯

道

文

庫

蔵

「
稜
威
道
別
」
巻

三

(
稿
本
e
)

の
寸
前
の
草
稿
本
で
あ

る

こ

と

か

ら

、
 

自
ら
其
時
期
は
限
定
さ
れ
て
く

る

わ

け

で

あ

る

。

又

、
釈
文
中
に
は
、
随

処

に

「
如

此
る

か

し

こ

ふ

り

に
二
種
あ
り
其
一
種
は
総
論
に
引

遗

し
皇
極
天
皇
以
下
四
代
ノ
朝
の
翻
釈
の
余
風
な
り
」(

一

ゥ

.
新
稿
部
分
)
の
如
く
、
「
総
論
」
を
挙
げ
て
略
記
す
る
と
こ
ろ
が
散
見
さ
れ
る
。
 

従
っ
て
、

こ

の

云

う

「
総
論
」

は
、

屢

々

記

す

後

述

の

斯

道

文

庫

蔵

自

筆

稿

本

「
稜
威
道
別
」
総

論

(
稿
本
12
)

で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば 

前

掲

本

(
稿
本
6
)
同
様
に
、
該

書

巻

末

の

「
天
保
十
五
年
五
月
甘
五
日
」
の
年
紀
が
本
稿
本
と
関
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
同
総 

論
執
筆
と
併
行
す
る
同
時
期
の
事
で
あ
っ
た
か
、

あ
る
い
は
以
後
の
事
で
あ
っ
た
か
は
猶
確
認
し
が
た
い
が
、

そ

の

斯

道

文

庫

本

(
稿
本 

12
)
に

卷

三

•
巻

六

(
定
稿
本
巻
四
.
巻
七
)

の
両
卷
が
現
存
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

や
は
り
同
総
論
執
筆
以
後
と
推
測
す
る
の
が
自
然
で
あ 

ろ
う
。
が

、
ま
た
同
稿
本

12
に

卷

ニ

(
定
稿
本
卷
三
)
を
欠
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
稿
本
が
そ
の
僚
卷
と
も
仮
想
す
る
こ
と
も
考
え
ら 

れ
よ
う
が
、
如
上
の
書
写
の
状
況
か
ら
見
て
同
一
稿
本
を
予
想
す
る
の
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
同
稿
本
巻
三
を
欠
く
現
在
、
確
認
は
し 

が
た
い
が
、

あ
る
い
は
、

本
稿
本
の
旧
稿
部
分
1
前
記
の
本
文
と
釈
文
ー
部
—
は
総
論
を
持
つ
稿
本

12
と
同
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
ー
部
で
あ 

り
、
新
ら
た
に
改
稿
す
る
に
際
し
、
当
該
部
分
を
活
用
し
て
、

こ
れ
に
充
当
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

特

に

、

「
稜
威
道
別
」
釈
註
の
初
巻
で
あ
る
神
代
紀
冒
頭
に
は
総
論
と
共
に
兎
角
完
整
を
期
す
る
意
識
の
働
く
の
は
守
部
な
ら
ず
と
も
当 

然
で
あ
ろ
う
。
本

稿

本

卷

ニ

(
定
稿
本
巻
三
)
が
総
論
に
続
く
巻
第
と
し
て
、
旧
稿
中
、
特
に
此
巻
を
採
っ
て
改
稿
に
あ
た
っ
た
の
で
は
な 

か
ろ
う
か
と
。

本
稿
本
が
、

卷

ニ

(
定
稿
本
巻
三
)
の
零
本
で
あ
る
の
も
、

這
般
の
事
情
故
で
あ
ろ
う
か
と
臆
測
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し



て
、

そ
の
新
稿
も
旧
稿
本
か
ら
月
余
を
隔
て
ぬ
近
き
頃
日
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
ぅ
か
と
。

し
ば
ら
く
仮
説
に
よ
っ
て
、
後
考
を
俟
つ 

こ
と
に
す
る
。
印

記

、
巻

初

に

「
椎
本
文
庫
」
朱
印
を
捺
す
。

稜
威
道
別
存
卷
ー
•ニ
(
総論)

 

橘

冬

照

筆

(
稿
本
11
)

斯
道
文
庫
蔵

袋
綴
、

ニ
冊
。
改
装
濃
紺
色
表
紙
、
竪
ニ
十
七
•
六
極
、
横

十

九

•
七喱

。

元
表
紙
、
本
文
共
紙
。
料
紙
、
薄
手
楮
紙
。
字
面
高
サ
約
十 

九

•
七
極
。

毎
半
葉
、
序
五
〜
七
行
、
本
文
十
行
。

分
註
双
行
。
本
文
墨
付
、
巻

一

、
四
十
五
丁 

(
内
、
序
十
二
丁
)
、

巻
ニ
、

五
十
四
丁 

1
柱
に
丁
附
。
全
巻
裏
打
す
。

題
簽
、
金

切

箔

散

し

短

冊

(
表
紙
左
肩
)
に
、r

稜

威

道

別

巻

一

(
ニ
)
」

と
別
筆
墨
書
。

内
題
、

「
稜

威

道

別

巻

之

一

(
ニ
)

総
論
上 

(
下
)
」

と
記
し
、

そ
の
許
に
、

「
橘
守
部
畏
々
撰
」
(巻
之
一
)
と
署
し
て
い
る
。

卷
之
ー
冒
頭
十
二
丁
に
板
本
同
様
に
以
下
三
者
の
序
と
自
序
が
お
か
れ
、
各
序
年
紀
を
記
し
て
い
る
。

即
ち
、

真K
k

佐
奈
衝
也
日
本
紅

F
成
之

W
破
礼
宇
倍
那

s,J
i
一
正
語
談
一
P

差

妙

南

膨

耶

天

r
k
免

y
k
香k

余

F
秘

事

等

孰

加

尊

力
ラ
ザ
ラ
‘ムオキナハ

'7
ガ
，'チ
ノ
シ
ホ
ブ
チ
ノ
ヲ
デ
ソ
カ
シ
テ
ム
ホ
ウ
ト
イ
フ
ト
シ
ノ
ト
ヲ
マ

リ
ヨ

ト
セ
サ
ツ
キ
ノ
ト
ヲ
カ
/
ヒクゝ
、
エ
テ
マ
キ
ノ
カ
タ
ハ
シ
ニ
シ
1
ス

天
日
隅宫

御
杖
代 

出
雲
宿
禰
尊
孫 

今
よ
り
は
尊
き
神
の
神
語
も
ま
よ
は
て
見
へ
き
こ
れ
の
と
き
こ
と 

天
保
十
四
年
美
南
月

皇
太
神
宮
権
禰
宜 

従
四
位
下
荒
木
田
神
主
久
守 

只
難
き
物
と
の
み
思
ひ
し
に
。
常
磐
な
す
。

石
よ
り
か
た
き
真
鉄
も
。
火
以
て
と
け
は
如
此
し
も
安
く
解
ぬ
る
も
の
か
と
て
。
目
も



ぅ

つ

ら

ぅ

つ

ら

見

め
て

つ

、

し
る
す
。
天
保
の
十
五
年
七
月
望
日 

長
崎
諷
訪
大
神
に
つ
か
へ
ま
つ
る

前
大
宮
司 

従
五
位
上
青
木
永
章 

の
三
序
に
続
き
、
自
序
の
奥
に
は
、

天
乃
御
照
。

国
能
御
光
乎
。
掲

出

多

流

此

棱

威

乃

道

別

曾

余

。
搔
別
漏
之
隈
々
波
。
又
後
乃
益
荒
雄
搔
分
祢
。

天

保

云

十

有

三
 

年
。
君
代
乎
長
月
朔
日
。
神
世
乃
事
能
世尔

豊
栄
昇
流
。
朝
日
能
影
乎
待
取
而
。

畏
く
毛
識 

と
誌
し
て
い
る
。

奥
書
は
、
卷
之
ニ
本
文
末
、
凡
例
前
に
、

……

(前
略
)
……

此
ー
ッ
を
以
て
も
皇
神
の
御
棱
威
を
仰
き
尊
み
て
学
ひ
ゆ
か
は
遂
に
真
の
道
を
悟
り
得
ん
も
の
そ
と
て
い
さ
、
か 

こ
と
わ
り
お
く
に
な
ん

天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日 

橘
守
部
長
々
謹
識 

と
年
紀
が
記
さ
れ
て
い
る
。

更
に
本
書
に
は
、
板

本

•
斯

道

文

庫

蔵

原

本

(
稿
本
1
)
、

又

前

掲

天

理

図

書

館

蔵

本

(
稿
本
3
)
等

、

定
稿
本
や
そ
れ
に
近
き
稿
本
に 

見
え
ぬ
、
棱

威

道

別

「
凡
例
」

を
前
記
奥
書
に
続
け
て
掲
げ
て
い
る
。
稜
威
道
別
著
述
の
趣
旨
、
そ
の
方
法
を
要
約
す
る
も
の
と
し
て
留 

意
さ
れ
る
。
や
や
長
文
で
あ
る
が
以
下
に
掲
出
す
る
。

即
ち
、

凡
例

一
此
書
は
む
か
し
ょ
り
神
典
を
釈
キ
し
人
々
に
一
人
も
本
ト
の
正
実
を
得
て
説
た
る
か
あ
ら
さ
る
を
慨
み
憤
り
て
神
の
道
を
専
ラ
と
諭
し 

次
に
古
伝
説
の
文
叚
に
は
い
と
さ
ま
<

 
に
す
ち 
<

 
あ
る
事
を
む
ね
と
と
け
り
故
レ
語
釈
字
義
文
言
の
出
所
等
の
さ
た
ま
て
は
得



せ
す
さ
て
は
あ
ま
り
事
長
く
成
て
く
た
^

-

し
か
り
な
ん
と
て
な
り
其
中
に
語
釈
な
く
て
は
事
か
け
ぬ
へ
き
わ
さ
な
れ
は
棱
威
言
別

C

マ0

の
方
に
委
く
尽
し
て
其
レ
と
弓
合
せ
て
悟
り
へ
く
も
の
し
つ
猶
其
ノ
他
も
其
処
に
用
あ
る
事
は
さ
す
か
に
省
き
か
た
か
れ
は
少
し
は 

い
ひ
し
処
も
あ
る
へ
し

一

御

国

に

し

て

は

神

代

の

事

を

始

メ

と

し

て

皇

祖

天

皇

の

御

代

の

事

等

は

天

ノ

下

お

し

な

へ

て

し

ら

す

て

は

か

な

は

ぬ

わ

さ

な

り 

け
る
を
中
古
の
頃
よ
り
こ
な
た
唯
学
者
の
み
見
る
も
の
、
さ
ま
に
む
つ
か
し
く
の
み
書
ヶ
り
し
故
に
下
に
う
と
く
な
り
に
け
り
然
か 

下
に
う
と
く
な
り
来
し
ほ

と

に
民
の
心
儒
仏
に
奪
ひ
と
ら
れ
て
神
の
道
理
れ
神
の
道
の
う
つ
も
る
、
に
随
ひ
て
朝
廷
の
み
お
と
ろ
へ 

と
そ
な
り
に
た
る
故
レ
今
は
を
さ
な
子
と
も
の
口
誦
す
る
は
か
り
に
は
得
か
き
あ
へ
す
と
も
せ
め
て
下
万
民
の
よ
み
得
て
心
得
安
け 

な
る
さ
ま
に
も
の
し
つ

一
同
語
同
物
は
其
出
た
る
始
メ
に
こ
と
わ
る
へ
き
わ
さ
な
れ
と
道
を
主
と
と
く
故
に
心
得
安
き
処
を
待
て
云
こ
と
多
か
る
へ
し
又
お
も 

た

、
し
き
事
の
上
も
既
に
先
注
と
も
に
出
て
人
の
惑
ふ
ま
し
き
す
ち
は
い
た
く
省
き
か
り
そ
め
な
る
事
の
う
へ
も
先
注
と
も
に
謬
り 

世
ノ

人
の
心
得
違
ひ
し
て
を
る
事
と
も
は
き
ひ
し
く
こ
と
わ
り
な
と
し
て
す
へ
て
長
短
等
し
か
ら
す
又
す
く
れ
て
難
き
ふ
し
^
-
は 

一
か
た
に
弁
へ
む
と
は
せ
す
し
て
其
事
の
出
る
度
毎
に
す
こ
し
つ
、
い
く
度
も
こ
と
わ
れ
り
猶
軽
き
に
も
重
き
に
も
其
ふ
り
に
も
の 

せ
る
事
多
か
れ
は
こ
れ
か
れ
を
相
合
せ
て
心
得
て
よ

一
本
文
の
異
同
は
は
や
く
よ
り
あ
ま
た
校
へ
合
せ
つ
れ
と
も
そ
を
こ
、
に

一

ミ
こ
と
わ
ら
ん
も
う
る
さ
か
る
へ
け
れ
は
誰
も
見
し
れ
る 

世
の
普
通
の
本
に
先
ッ
従
ひ
て
と
け
り
さ
て
そ
の
う
へ
に
必
す
然
は
有
へ
か
ら
す
見
え
た
る
は
他
の
善
本
に
就
て
改
め
て
と
き
つ
其 

中
に
脱
字
、
衍
文
、
攙
入
等
、
又
或
は
後
の
加
筆
と
見
ゆ
め
る
な
と
は
必
す
そ
の
よ
し
委
く
こ
と
わ
る
へ
き
な
れ
と
別
に
六
国
史
校 

合
録
も
あ
れ
は
其
レ
に
ゆ
つ
り
て
只一

わ

た

り

つ

、
云
り

一
訓
点
は
古
語
の
章
は
古
語
を
ほ
と
こ
し
漢
文
の
章
は
漢
籍
ぶ
り
に
随
ひ
て
点
せ
り
此
紀
は摁

論
に
こ
と
わ
り
つ
る
如
く
一
た
ひ
漢
文



に
翻
訳
せ
し
時
の
潤
色
処
々
に
流
れ
入
た
れ
は
な
り
さ
れ
と
さ
す
か
に
重
き
事
の
上
に
は
古
語
を
助
け
て
訓
注
を
さ
へ
に
加
へ
ら
れ 

た
る
、
撰
者
の
心
さ
し
篤
か
れ
は
よ
ま
る
、
限
り
は
よ
み
つ

ー
此
書
は
し
め
は
古
事
記
を
も
一
書
の
中
に
加
へ
て
釈
キ
つ
れ
と
其
後
別
に
難
古
事
記
伝
と
云
を
書
け
れ
は
こ
た
ひ
は
除
キ
て
た
、
用 

あ
る
所 
> 

へ
採
て
引
用
せ
り
か
く
て
神
武
天
皇
御
卷
以
上
を
前
編
と
し
綏
靖
天
皇
御
卷
以
下
を
後
編
と
し
て
を
こ
か
ま
し
か
れ
と
棱 

威
道
別
と
名
け
ぬ
即
此
神
語
に
出
た
る
語
な
る
を
以
て
な
り

一

こ

、
に
こ
と
わ
り
お
く
事
あ
り
世
に
神
典
を
窺
ふ
人
を
よ
そ
な
か
ら
見
る
に
何
の
神
は
右
あ
り
某
の
命
は
左
ま
せ
り
な
と
、
神
の
御 

上
を
い
と
た
や
す
け
に
さ
た
す
め
り
、
此

は

い

と

ゆ

、
し
く
か
し
こ
く
あ
る
ま
し
き
わ
さ
な
る
そ
か
し
古
へ
は
た
、
神
の
御
名
の
み 

申
ス

を

も

神
秘
と
し
て
た
や
す
く
は
申
シ
い
て
す
も

し

止
事
を
得
さ
る
を
り
は
服
を
改
め
席
を
正
し
く
し
て
礼
拝
て
の
ち
畏
ミ
申
ス
例 

な
り
き
さ
は
か
り
な
り
け
れ
は
猶
止
事
を
得
さ
る
を
り
も

も

し

汚
穢
不
浄
を
見
た
ら
ん
日
な
と
は
慎
み
き
况
て
其
神
の
御
た
、
か
な 

と
を
た
や
す
く
言
に
か
け
つ
へ
き
わ
さ
か
は
今
此
書
を
見
む
人
は
先
ッ
さ
る
世
の
ま
が
^

^

し
き
ひ
か
く
せ
よ
り
改
め
て
い
と
ひ
た 

ふ
る
に
畏
み
謹
み
て
よ

今
如
此
筆
に
う
つ
す
た
に
猶
い

と

恐
こ
か
り
つ
れ
と
更
に
神
の
道
を
興
さ
ん
と
て
の
わ
さ
な
れ
は
ま
こ
と
に 

止
事
を
得
す
て
な
り
故
レ
本
文
の
釈
に
至
て
は
丸
て
大
ら
か
に
大
意
を
述
て
神
の
御
上
を
深
く
穿
た
さ
る
も
猶
其
慎
み
な
り
見
む
人 

も
又
此
う
へ
を
深
く
う
か
つ
こ
と
な
か
れ
か
し

と
述
べ
て
い
る
。

次
に
、
本
稿
本
の
編
成
は
、

第
一
冊
稜
威
道
別
巻
之
一
上
記
両
三
序
•自
序
総
論
上
、
古
記
典
之
一
古
記
典
之
ニ
古
記
典
之
三
古
記
典
之
四
古
記 

典
之
五

第
二
冊
、
同
卷
之
ニ
総
論
下
、
神
秘
ノ
第
一
条
旧
辞
本
辞
"差
神
秘
第
二
条
古
伝
説
/本
義
神
秘
第
三
条
稚
言
談
辞



弁
神
秘
第
四
条
略
語
含
語
概
神
秘
第
五
条
天
。
黄
泉
。
幽
。
現
。

顕
。
大
意

と

な

つ

て

い

る

。

扨

、
本
稿
本
は
上
記
し
た
如
く
、

板
本
、

板
本
と
隣
接
す
る
前
掲
天
理
図
書
館
蔵
自
筆
稿
本
八
冊
(
稿
本
3
)
と
同
じ
く
両
三
序
•
自 

序
を
持
ち
、
総
論
ニ
巻
の
編
成
も
全
く
同
じ
く
す
る
の
で
あ
る
が
、
以
下
略
記
す
る
如
く
、
両
者
の
間
に
は
猶
著
し
い
懸
隔
が
あ
り
、
両 

稿
本
執
筆
時
を
遠
く
遡
る
稿
本
か
ら
の
冬
照
浄
書
本
で
あ
る
。

ま
ず
、
両

稿

本

(
板

本

•
天

理

本

「
稿
本
3
」
)
と
の
異
同
を
見
る
に
、
両
三
序
及
び
自
序
に
於
て
は
助
辞
•
漢

字

仮

名

•
附

訓

。
句
点
の 

小
異
が
散
見
さ
れ
る
ほ
か
、
自
序
末
に
僅
か
な
改
訂
を
見
出
す
に
す
ぎ
ず
、

こ
の
限
り
に
於
て
は
本
稿
本
は
既
に
定
稿
と
い
い
ぅ
る
の
で 

あ
る
が
、
次
の
本
論
に
入
る
と
、

そ
の
相
違
は
甚
だ
し
く
、

そ
の
間
の
改
稿
の
跡
は
瀝
然
た
る
も
の
が
あ
る
。
現
在
、
本
稿
本
と
両
稿
本 

と

を

つ
な
ぐ
稿
本
を
管
見
し
な
い
の
で
、
以

下

天

理

本

(
稿
本
3
)
を

以
っ

て

本
稿
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
す
る
。

卷
之
ー
総
論
上
に
於
て
は
、

古
記
典
之 

一
•
ニ

•
五
の
三
項
目
は
本
稿
本
は
全
面
的
に
改
補
さ
れ
、
天

理

本

(
稿
本
S
)
と
な
っ
て
面 

目
を
一
新
し
て
い
る
。
特
に
そ
の 

一
•
ニ
は
全
く
異
る
ほ
ど
に
改
稿
さ
れ
て
い
る
。
古

記

典

之

三

•
四
の
両
項
目
は
概
ね
本
稿
本
の
叙
述 

に
拠
り
改
訂
補
正
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

卷
之
ニ
総
論
下
は
前
者
に
較
べ
、

神
秘
第
一
条
か
ら
第
五
条
ま
で
天
理
本
(
稿
本
3
)
の
論
述
は
略
本
稿
本
の
次
第
に
准
じ
、

守
部
の 

説
く
秘
説
の
基
本
的
概
念
に
は
既
に
異
る
と
こ
ろ
な
く
、

叙
述
の
潤
色
、

整
備
、

所
引
証
例
の
増
補
、

補
正
な
ど
が
主
で
あ
る
。

し
か 

し
、

そ
れ
ら
は
、

両
巻
を
通
じ
随
処
に
散
見
さ
れ
、

本

稿

本

か

ら

天

理

本

(
稿
本
3

)

へ
と
直
ち
に
移
行
し
た
稿
本
次
第
と
も
思
わ
れ
ぬ 

ほ
ど
で
あ
る
。

因

み

に

別

註

す

る

「
阿
米
」

の
原
義
に
関
す
る
守
部
所
説
の
変
移
な
ど
、
両
稿
本
に
は
そ
の
所
論
に
異
同
が
見
出
さ
れ
る 

と
こ
ろ
も
尠
く
な
く
、

や

は

り

天

理

本

(
稿
本
3
)
に
至
る
前
過
程
の
自
筆
稿
本
か
ら
の
転
写
本
で
あ
る
。

此
冬
照
筆
写
本
の
拠
っ
た
自 

筆
稿
本
は
現
在
そ
の
所
在
を
聞
い
て
い
な
い
。

本
書
の
前
稿
本
と
し
て
は
、

次
述
す
る
斯
道
文
庫
蔵
総
論
*
卷

三

.
四

(
稿
本
12
)

の
草



稿
本
が
存
す
る
。
本
書
は
恐
ら
く
そ
の
草
稿
本
を
基
と
し
て
改
稿
さ
れ
た
自
筆
稿
本
に
拠
っ
て
冬
照
が
転
写
副
本
と
し
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
 

備
考

こ

の

転
写

稿

本

か

ら

板

本

又

は

天

理

本

(稿
本
3
)
に
い
た
る
増
補
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
の
は
、

和
漢
籍
の
参
照
資
料
の
博
捜
と
再 

検
討
に
よ
る
所
引
証
例
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
留
意
さ
れ
る
の
は
、
旧

事

紀

•
天

書

•
姓
氏
録
な
ど
史
書
の
扱
い
方
で
あ
り
、
就
中
偽
撰 

と

し

て

顧

み

ら
れ
る
こ

と

の

尠
い
旧
事
紀
に
就
い
て
で
あ
る
。
本
稿
本
の
古
記
典
之
五
に
、

次
に
神
典
の
見
合
と
な
す
へ
き
物
は
今
世
に
あ
る
、
十
巻
の
旧
事
紀
な
り
さ
れ
と
も
此
書
、
近
世
の
学
者
の
説
、
区
々
な
り
け
れ
は 

先
其
説
と
も
を
、

一
二
採
出
て
、
末
に
己
レ
か
考
は
云
フ
へ
し 

と
、
そ
の
冒
頭
に
挙
げ
、
諸
説
を
略
記
し
て
後
、

今
よ
く
彼
ノ
書
の
趣
を
見
も
て
ゆ
く
に

記
紀
を
取
合
せ
て
造
り
た
る
に
も
あ
ら
す
又
構
へ
て
偽
撰
せ
し
に
も
あ
ら
す
其
ノ
書
の
全
林
は 

古

記

典

の一

ッ
に
疑
な
し
、
も
し
は
彼
和
銅
七
年
に
詔
し
て
紀
ノ
清
人
三
—
宅
ノ
藤
麻
呂
等
に
撰
し
め
ら
れ
た
る
史
に

も

や
あ
ら
ん 

か
く
し
も
云
は
彼
ノ
天
武
天
皇
の
十
年
に
川
嶋
皇
子
等
の
奉
レ
敕
て
撰
み
給
ひ
し
は
中
古
の
書
目
に
載
せ
て
そ
の
程
ま
て
は
遺
り
伝 

は

り

つ

る

さ

ま

な

り

け

る

に

和
銅
ノ
七
年
の
撰
載
す
し
て
其
書
の
行
方
の
し
ら
れ
さ

る

に

つ
き
て
な

り
 

と
、
旧
事
紀
全
巻
の
偽
書
説
を
否
認
し
、

そ
の
史
書
資
料
と
し
て
重
視
す
る
の
は
本
稿
本
以
降
定
稿
本
に
い
た
る
ま
で
首
尾
一
貫
す
る 

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
段
階
に
於
て
は
、
猶
今
一
歩
消
極
的
態
度
を
持
し
、
其
書
の
引
用
に
於
て
は
、

さ

れ

と

も
全
ク
其
史
の

ま

、

に
は
あ

ら

す

其
遺
り
伝
は
り
し
中
へ
中
昔
の
頃
ほ
ひ
、
ト
部
家
な
と

の

祈
禱
を
事
と
す

め

る

好
事
の
者
、
 

己
が
職
の
為
に
加
筆
刀
筆
し
て
か
-
^
る
題
号
を
ほ
と
こ
し
馬
子
か
序
文
を
作
そ
へ
な
と
し
て
世
人
を
欺
ん
と
せ
し
も
の
な
る
へ
し
か 

X
れ
は
其
加
筆
は
後
の
所
為
と
し
て
見
も
て
ゆ
く
に
更
に
此
紀
に
も
古
事
記
に
も
伝
へ
泄
せ
し
古
伝
も
遺
り
、

又
神
ッ
伝
、

人
の
系 

統
な
と
も
い
と

委
し
く
、
此
書
に
拠
て
悟
り
知

ラ

る

\
事
な
ん
い
と
多
か
り
け
る

さ

る

を

あ
は
れ
偽
書
と
い
ふ
汚
名
の
世
に
弘
り



て
あ
り
け
れ
は
今
此
道
別
の
奥
旨
も
半
は
此
書
に
拠
て
悟
り
な
か
ら
此
書
を
引
-
用
す
る
事
の
い
と
罕
な
る
は
他
の
疑
を
憚
て
な
り

、
、

(傍
点
筆
者
)

け

り

と
、
傍
点
部
分
に
見
る
如
く
、
本
書
の
奥
旨
は
深
く
旧
事
紀
に
か
か
わ
る
を
敢
て
断
り
記
し
な
が
ら
に
躊
躇
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、

い 

ず
れ
旧
事
紀
本
文
の
原
型
復
元
と
整
定
を
期
す
ま
で
の
逡
巡
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。

前

掲

天

理

図

書

館

蔵

自

筆

稿

本

(
稿
本
3
)
で
は
、
 

当
該
箇
処
に
於
て
、

右
古
事
記
、

日
本
紀
に
見
合
て
、

其
足
ラ
さ
る
を
補
ひ
、

過
れ
る
を
釓
す
へ
き
物
は
、
今
世
に
十
卷
55存
る
、
先
代
旧
事
本
紀
と
云

る
書
な
り
、
此
書
近
世
お
し
な
へ
て
、
偽
撰
と
い
ひ
ふ
ら
し
た
れ
と
、
偽
撰
に
し
た
て
乂
、
偽
書
に
あ
ら
す
、

と
、
同
じ
く
冒
頭
に
断
じ
、

こ
た
ひ
其
ち
り
曇
り
を
お
し
払
ひ
て
、

人
そ

の

あ
ら
ぬ
疑
ひ
を
、

さ
や
か
に
解
キ
つ
、
す
な
は
ち
旧
事
紀
直
日
と
名
付
け
て
、
其
書

十
卷
姑
あ
り
、

そ
も
^
^
書
紀
の
釈
を
半
途
に
し
て
、

さ
る
考
証
を
か
き
つ
る
事
は
、

此
書
に
引
用
す
る
に
、
世
人
の
疑
ひ
な
ん
事

、
 

、
、

、
、
、
(傍
点
筆
者
)
 

力へ

を
、
恐
れ
て
な
り
、
故
レ
其
然
る
所
以
は
、
皆
彼
ノ
考
証
に
ゆ
つ
り
て
、

こ

、
に
は
た
ゾ
、
其
ノ
本
に
復
し
て
、
目
録
を
挙
ク
。

と
記
し
、

以

下

「
旧
事
紀
直
日
」

六
巻
の
目
録
を
再
録
し
て
い
る
ー
因
み
に
、
目
録
は
既
に
全
集
底
本
に
同
じ
で
あ
る
ー
。

右
の
記
述
に
よ 

れ
ば
、r

稜
威
道
別
」

の
釈
を
半
途
に
し
て
と
ど
め
、
「
旧
事
紀
直
日
」

の
編
述
に
移
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
本
稿
本
段
階
に
於
け 

る
旧
事
紀
重
視
の
消
極
的
態
度
に
比
し
、
天

理

本

(
稿
本
3
)
に
見
る
積
極
的
な
方
向
付
け
は
、

右
文
の
記
述
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
釈 

中
に
有
力
な
所
引
証
例
と
し
て
屢
々
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
資
料
的
評
価
に
は
猶
再
検
討
を
要
す
る
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、

「稜 

威
道
別
」
成
立
過
程
に
於
て
は
、

此

「
旧
事
記
直
日
」
編
述
の
間
が
、

其
釈
註
の
密
度
を
将
に
二
分
し
て
い
る
と
も
い
い
う
る
の
で
あ 

る
。
即
ち
、
そ
の
編
述
以
前
は
未
定
稿
本
系
、
以
後
が
定
稿
本
系
と
も
認
定
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ 

は

単

に

守

部

の

整

定

「
旧
事
紀
」
本
文
の
証
例
引
用
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
諸
資
料
の
蜻
集
と
再
検
討
、
あ
る
い
は
論
述
の
詳
密
な
整
備
と



相
俟
っ
て
、
以
後
は
定
稿
本
に
向
い
確
実
に
充
足
さ
れ
ゆ
く
稿
本
経
過
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

そ
の
点
で
は
本
書
は
未
定
稿
本
部 

類

に

属

す

る

「
総
論
」

の
稿
本
で
あ

る

。

扨

、
そ

の

「
旧
事
紀
」
本
文
の
積
極
的
採
用
が
見
出
さ
れ
る
自
筆
稿
本
は
孰
れ
の
稿
本
段
階
で
あ
る
か
を
み
る
に
、
前
掲
稿
本
中
、
斯 

道

文

庫

蔵

自

筆

稿

本

(
稿
本
4
)
か
ら
で
あ
る
。

前
記
し
た
如
く
、

同
稿
本
は
板
本
に
比
し
釈
中
項
目
も
稍 
> 
尠
く
参
考
資
料
も
未
だ
整 

備

す

る
に
は
い
た
ら
ぬ
が
、

や
は
り
同
稿
本
の
辺
り
か
ら
次
第
に
定
稿
へ
と
迪
り
、

前

記

天

理

本

(稿
本
3
)
を
経
て
終
稿
本
に
到
達
す 

る
転
機
の
過
程
に
あ
っ
て
、

そ
の
執
筆
時
期
も
相
接
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
本
書
の
拠
っ
た
自
筆
稿
本
の
執
筆
時
期
で
あ
る
が
、
本

書

卷

之

ニ

巻

末

の

奥

書

に

「
天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日 

橘
守
部
畏
々
謹
撰
」

と
あ
る
の
は
、

屢
々
記
し
て
き
た
如
く
、

本
書
の
前
稿
本
、
斯

道

文

庫

蔵

自

筆

稿

本

(
稿
本
12
)

の
奥
書
を
襲
っ
た 

も
の
で
正
確
に
は
同
年
紀
の
執
筆
で
は
な
く
、
其
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

又
、
そ
の
下
限
は
、

「書
紀
の
釈
を
半
途
に
し
て
」
、

「
旧
事
紀
直
日
」

の
考
証
に
着
手
す
る
以
前
の
執
筆
で
あ
っ
た
こ
と
は
上
述
の
弓 

用

文

に

て

明
ら
か
で
あ
り
、
且
つ
、
前
記
し
た
如

く

稿

本

4
以

前

の
こ

と

と

な
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
猶
本
稿
本
の
拠
っ
た
自
筆
稿 

本
—
現
在
伝
存
未
詳
|

の
執
筆
時
期
は
明
確
に
断
定
し
が
た
い
な
が
ら
も
、

次

述

す

る

本

稿

本

の

前

稿

本

で

あ

る

右

記

の

稿

本

(稿
本
12
) 

の

「
総
論
」

と
近
似
す
る
諸
点
か
ら
推
測
し
て
、
同

記

「
天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日
」

の
年
紀
に
程
近
き
頃
、
又

、
同

「
稜
威
道
別
」
本 

論
の
改
稿
経
過
の
途
路
に
、

そ

れ

に

伴

い

「
総
論
」

ニ
巻
と
し
て
成
稿
と
な
り
、

冬
照
の
転
写
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

又

、

「稜
威

道

別

」

卷

第
の
編
成
ょ
り
み
る
に
、

前
掲
自
筆
諸
稿
本
中

、

稿

本

5
あ
る
い
は
稿
本
6

の
過
程
が
最
も
妥
当
な
時
期
で
は
な 

か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
本
は
転
写
本
な

が

ら

諸

稿

本

の

中

で

数

尠

い

「
総
論
」

の
稿
本
で
あ
り
、
諸
稿
本
成
立
経
過
の
前
半
、
未
定
稿
本
系
諸
本
に
於
け 

る
繕
写
副
本
と
し
て
、
そ
の
附
載
凡
例
と
共
に
充
分
に
留
意
さ
れ
る
べ
き
一
本
で
あ
る
。



印

記

、
両

卷

内

題

下

に

「
椎
本
文
庫
」
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

註

本

稿

本

卷

之

ニ

神

秘

第

五

条

天

.
黄

泉

.
幽

•
現

•

膨

大

意

の

条

に

、

か
く
て
其
ノ

天
は
空
の
方
に
傍
れ
は
日
月
の
度
り
坐
ス

あ
た
り
ま
て
を

懸
て
云
り
、

黄
泉
は
地
の
方
に
属
れ
は
下
辺
と
も
云
り
素
^
嗚

ノ

尊

ノ

段
に 

奥
津
棄
尸
、
火
鎮
祭
祝
詞
に
下
津
国
万
葉
五
に
、
之
多
敝
、
な
と
あ
る
を
見
れ
は
下
^
!
と

云

が

黄

泉

の

本

ッ

名

と

き

こ

ゆ

的

此

名

に

対
 

へ
て
思
へ
は
阿
米
と
云
名
ノ
義
は
上
辺
の
約
れ
る
な
る
へ
し

と
、
阿
米
の
原
義
を
下
辺
に
対
偶
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
れ
が
、
天

理

本

(
稿
本
3
)
に
至
る
と
、
同
条
に
、

か
く
て
此
ノ
天
を
恒
に
空
の
方
に
つ
け
て
云
な
ら
へ
る
は
敬
ひ
貴
み
て
な
り
又
夜
見
と
云
に
黄
泉
ノ
字
を
用
ひ
或
は
根
国
ノ
底
国
な
と
云
は
人
の
屍 

を
地
下
に
埋
ム
る
ょ
り
云
ヒ
馴
て
其
ー
名
を
下
津
国
下
辺
な
と
も
云
ヒ
そ
め
た
る
な
り
余
も
始
メ
は
黄
泉
を
下
辺
と
云
に
対
へ
て
阿
米
と
い
ふ
も
七 

辺
の
約
り
た
る
に
や
と
思
ひ
つ
れ
と
あ
ま
た
の
本
文
に
合
せ
て
つ
ら
^
^
考
へ
わ
た
る
に
然
に
は
あ
ら
さ
り
き
天
も
黄
泉
も
目
に
見
え
ぬ
界
な
る 

故
に
云
ヒ
て
阿
米
は
空
眼
の
中
略
夜
見
は
闇
の
通
音
な
り
空
目
と
は
云
々

と
以
下
空
目
に
就
き
詳
説
し
て
い
る
。

そ
の
語
源
の
是
非
は
と
も
か
く
、

本
稿
本
か
ら
天
理
本
(
稿
本
3
)
に
改
稿
さ
れ
る
の
間
に
は
猶
幾
多
の 

自
説
の
変
遷
を
見
る
の
で
あ
る
。

棱
威
道
別
存
総
論
•〔巻四
•七〕
 

自

筆

(稿本ど

斯道文庫蔵

袋
綴
、

三
冊
。
金
砂
子
散
し
菊
花
空
押
茶
褐
色
表
紙
、
竪
ニ
十
八
丄
ハ
極
、
横
ニ
十
丄
ハ
|1
。
料
紙
、
楮
紙
。
孛
面
高
サ
約
ニ
+
極
。
毎 

半

葉

十

行

(総
論
)
、
本
文
七
行
、
釈
文
十
行
。
本
文
墨
附
、
総
論
、
五
十
四
丁 

(内
自
序
ニ
丁
、
柱
下
に
丁
附
、

1
1
(
〜
廿
五
)
、

一
丨
(
〜 

廿
三
)
と
記
し
、
他
紙
に
は
不
記
)
、
〔
巻
四
〕
、

三
十
九
丁 

(柱
下
に
丁
附
あ
り
)
、
〔
巻
七
〕
、

三
十
九
丁 

(
同
丁
附
あ
り
、
但

し

「
三
十
」
重
複
)
。

外
題
、
表
紙
左
肩
に
、
「
稜
威
道
別
第
一
稿
総
論
」
、
「
稜
威
道
別
稿
本
第
三
」
、

「
稜
威
道
別
稿
本
第
六
」

と
自
筆
墨
書
し
て
い
る
。
又
、
 

第

一

冊

表

紙

右

下

隅

に

「
池
室
秘
本
」

と
自
書
す
る
。
内
題
は
、
第

一

冊

にr

稜
威
道
別
巻
一
」
と
墨
書
し
、

そ

の

許

に

「
橘
守
部
謹
撰
」 

と
自
署
す
る
が
、
同

冊

の

中

程

にr

稜
威
道
別
巻
ニ
」

と
記
し
、
其
後
朱
筆
に
て
抹
消
し
て
い
る
—

後
述
す
る
如
く
、
当

初

「
総
論
」
を



ニ
巻
に
あ
て
た
の
で
あ
ろ
ぅ
が
、
其

の

あ

と

「
総
論
」

一
巻
と
改
訂
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
ー
。
第

二

•
三

冊

の

内

題

は

「
稜
威
道
別 

巻

三

(
六
)
」

と
記
し
、
第

一

冊

同

様

に

「
橘
守
部
謹
撰
」

と
自
署
し
て
い
る
。

第
一
冊
冒
頭
に
平
仮
名
交
り
の
自
序
ニ
丁
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
前

掲

冬

照

書

写

本

(稿
本
11
)
に
存
す
る
出
雲
宿
禰
尊
孫
.
荒
木
田
久 

守

•
青
木
永
章
の
両
三
序
は
未
だ
掲
載
す
る

に

い
た
っ
て
い
な
い
。

そ
の
末
尾
に
、

天
の
御
光
り
、
国
の
御
光
り
を
、
掲
け
出
た
る
、
此
ノ
稜
威
の
道
別
ぞ
ょ

、

搔
別
漏
せ
し
隈 
> 

は

、

又
後
の
益
荒
雄
、
搔
分
ね
、
即
此 

釈
言
を
、
天

保

云

十

有

三

年

、
君
か
代
を
、
長
月
の
朔
日
、
神
世
の
事
の
、
世
に
豊
栄
昇
る
、
朝
日
の
影
を
待
と
り
て
、
畏
ミ
モ 

も
白
ス
、
 

橘

守

部
 

と
誌
し
て
い
る
。

前

掲

書

(稿
本
11
)

の
序
と
は
真
名
書
と
平
仮
名
交
り
の
表
記
の
相
違
の
ほ
か
、

一
字
乃
至
数
字
の
異
同
を
見
る
に 

す
ぎ
な
い
。

奥

書

は

第

一

冊

「
総
論
」
末

、
朱

訂

r

稜
威
道
別
巻
ニ
」

の
奥
に
、

余

(
朱

) 

上

朱
}

此
吾
か
悟
り
し
状
、

い
ょ
、
神
代
の
正
実
に
協
ひ
た
ら
は
、
天
ッ
神
国
ッ
神
等
、
此
書
を
ち
は
ひ
給
ひ
て
、
再
ひ
神
典
を
興
し
、
天
ノ

に
(
朱
) 

た
ら
(
朱
)
速
(
墨
)

下
を
、
つ

ひ
に
古
へ
復
さ
せ
給
へ
、

又
か

く

て

も

猶
い
ま
た
、

本
の
真
に
背
け
な
は
、
と

く

此
書
を
減
し
た
ま
へ
、
若
シ
又
此
書
の

の
ま
し
れ
(
朱
) 

= 

一一

中

に

、

い

さ

、

か
も
、
吾

か

私
こ

と

な

と

の

あ
ら
は
、
立
所
に
刑
は
せ
給
へ
と

な

ん

、

天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日
畏
ミ
も
申
す

橘

守

部

と
年
紀
と
共
に
恐
懼
跋
文
を
誌
し
て
い
る
。

「
稜
威
道
別
」
諸
稿
本
中
、
右
の
年
紀
を
明
記
す
る
の
は
本
書
が
、

そ
の
は
じ
め
で
あ
る
。 

恐
ら
く
、
本
稿
本
の
成
立
の
時
期
を
記
す
も
の
で
あ
っ
た
ろ
ぅ
。
従
っ
て
前
掲
諸
稿
本
の
成
立
は
明
ら
か
に
本
稿
本
以
後
の
改
稿
で
あ
る 

こ
と
が
判
明
す
る
。

更
に
、
本
稿
本
に
は
所
掲
自
筆
諸
稿

本

又

板

本

等

に

見

え

ぬr

稜
威
道
別
」

凡
例
を
右
文
に
続
き
巻
尾
に
書
き
と
ど
め
て
い
る
。
前
掲



冬
照
書
写
本
に
見
え
る
同
凡
例
の
草
稿
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
加
え
て
本
書
釈
述
の
要
旨
を
概
略
す
る
も
の
と
し
て
留
意
さ
れ
る
の
で
、
 

以
下
に
全
文
を
掲
出
す
る
。

凡

例

ー
此
書
は
む
か
し
よ
り
神
典
を
釈
し
人
々
に
一
人
も
本
の
正
実
を
得
て
解
る
か
あ
ら
さ
る
を
慨
み
憤
り
て
神
の
道
を
専
ラ
論
し
次
に
古

伝
説
の
文
叚
に
は
さ
ま
'
'
^
に
す
ち
^
^
あ
る
事
を
む
ね
と
と
け
り
故
レ
其
語
釈
字
義
文
言
の
出
所
等
の
さ
た
は
よ
く
も
わ
ろ
く
も

皆

先

註

と

も

に

ゆ

つ

り

て

略

け

り

〔多
く
も
こ
と
わ
ら
す
ト
朱
訂
、
以

下

〔

〕
同
〕

=

-I  

I

一

一
吾
皇
国
に
し
て
神
代
の
事
皇
祖
天
皇
の
御
代
> 

$
の
事
等
は
天
の
下
の
人
ミ
お
し
な
へ
て
誰
も
知
す
て
か
な
は
ぬ
わ
さ
な
る
を
む
か

し
よ
り
学
者
の
み
見
る
も
の
、
如
く
な
り
に
け
る
も
あ
か
す
又
そ
れ
故
に
南
朝
の
御
時
の
事
の
あ
り
つ
る
か
恐
こ
さ
に
こ
た
ひ
は
な

へ
て
の
人
に
見
せ
ま
ほ
し
く
て
論
文
釈
語
は
た
、
聞
え
安
く
俗
言
俗
字
音
訓
さ
へ
よ
り
く
る
ま
、
に
し
た
か
へ
り

一
同
語
は
其
は
し
め
て
〔古
伝
説
に
は
同
語
い
と
多
か
り
其
解
に
は
ト
朱
訂
、
更
ニ
、
同
語
同
物
は
卜
朱
訂
〕
出

た

る

所

に

〔
は
し
め
に
〕
委
く
諭

-ニ
ニ

.

.一

.

.

. 

C  
又
〕
〔i
j

 

-
-
一-

す 

へ
き
な
れ
と 
い
ま
た
神
語
を
見
な
れ
聞
な
れ
ぬ
人
の 
為

に

少
し
つ
、 

い
く
た 
ひ
も
云
な
り
凡
て
簡
古
を 
主 

〔旨
〕 

と
せ
れ 
は
か
た

ニ

き
ふ
し
^
^
-
に
は
言
の
足
は
ぬ
所
>
多

か

り

な

ん

そ

は

〔
は
す
へ
な
く
て
長
く
も
い
へ
と
既
に
先
註
と
も
に
も
出
テ
て
聞
え
安
け
な
る
事
の
上

.

.

.

.

.

.

.

一一-
ニ

.

.

.

.

.

I  

ニニニー

ニ
ニ 

I  

す
へ
(墨
訂
)

は
い
た
く
省
け
る
所 
> 
多
か
り
又
用
あ
り
け
な
る
所
に
釈
の
足
は
ぬ
事
も
あ
る
へ
し
そ
は
〕
其
前
後
に
照
し
合
せ
て
へ
き
事
の
か
な
ら
す
あ
り

-

-II
.

二

-
ニ

ニ

ニ

ニ

I  

II  

= I

ニ

-

な
ん 

〔
て 语

る 
X 
事
の
あ
る
故
に
省
る
な
れ
は
凡
て
此
ち
ぅ
さ
く
は
〕 

一
部
の 
上
を 
い
く
た 
ひ
も
見
わ
た
し
て 
さ
と
り
て 
よ 

-III

一
本
文
の
異
同
は
は
や
く
よ
り
あ
ま
た
校
へ
合
せ
つ
れ
と
も
そ
を
こ
、
に
一 

> 

こ
と
わ
る
も
う
る
さ
か
れ
は
誰
も
見
し
れ
る
世
の
普
通

〜
木C ®

ゾ

に
し
た
か
ひ
て
と
け
り
其
中
に
必
す
然
ら
す
て
は
解
さ
る
事
な
と
は
稀
そ
に
こ
と
わ
れ
り
〔
か
あ
る
へ
く
見
え
た
る
は
直
に
其
誤
字
脱
字

〔る
へ
け
れ
は
〕

な
と
を
改
て
し
る
し
つ
其
一
一
、
人
の
疑
ひ
も
あ
ら
ん
と
て
其
出
所
を
こ
と
わ
る
へ
き
な
れ
と
そ
れ
も
一

ノ 

一

二

ニ

ー

ニ

ミ
セ
ケ
チ
〕

□
□
字
は
皆
古
本
と
見
て
よ
か
し
〕

〔
た

、
し
る
し
ト
朱
訂
シ
、

又

-

に

は

得

こ

と

わ

ら

す

か

は

れ

る

こ

と

わ

り

■□



一
訓
点
は
古
語
の
条
は
古
語
を
ほ
と
こ
し
漢
文
の
条
は
漢
文
ふ
と
に
よ
め
り
此
紀
は
惣
論
に
こ
と
わ
る
こ
と
く
一
た
ひ
漢
文
に
翻
訳
し

へ
状
な
る
は
し
ひ
て
古
語
を
ほ
と
こ
せ
り
亦
た

V潤
色
の
為
に
全
く
の
漢
意
を
加
へ
た
る
は
漢
籍
ふ
り
に
点
せ
り
是
も
と
記
者
の
意
な
り
け
れ
は
(
り
け
れ
は
ヲ
れ
は
な
り
ト
朱
訂
)
〕

た
れ
と
さ
す
か
に
重
き
事
の
上
に
は
古
語
を
助
け
て
さ
す
か
に
訓
註
を
さ
へ
ほ
と
こ
し
た
れ
は
其
心
し
て
よ
み
わ
か
つ
へ
き
も
の
也

〔
の
道
の
一
す
ち
を
〕 

〔
一
書
に
〕 

〔
も
の
せ
ん
の
心
な
り
け
れ
と
此
紀
中
に

ー
此
書
は
は
し
め
よ
り
世
ミ
の
人
の
思
ひ
惑
し
神
代
は
か
り
も
清
く
喩
し
て
ん
と
て
古
事
記
を
も
く
は
へ
て
如
此
は
も
の
し
た
れ
と
此

も
古
事
記
に
似
た
る
一
書
も
あ
れ
は
た
、
用
あ
る
所
に
の
み
引
て
い
へ
り
彼
記
の
事
は
別
に
難
古
事
記
伝
と
い
ふ
も
あ
れ
は
也
か
く
て
此
書
神
武
天
皇
御
卷
迄
(
迄
、、、
セ
ケ

チ
、
以
上
ト
朱
訂
)
を
前

比
又
覓
む
る
人
多
か
れ
は
三
卷
以
下
を
も
此
さ
ま
に
こ
と
わ
り
て
ん
も
し
其
い
と
ま
を
得
す
は
せ
め
て
神
の
御
う
へ
又
さ
ら
て
も
あ

編
と
綏
靖
天
皇
御
卷
以
下
を
続
篇
と
せ
り
〕

や
し
け
に
し
人
の
惑
ひ
安
け
な
る
ふ
し
'
'
^
の
み
も
注
し
て
そ
へ
つ
へ
し 

一
こ

、

に

こ

と
わ
り
お
く
事
あ
り
世
に
神
典
を
窺
ふ
人
を
見
る
に
恒
に
何
の
神
は
右
あ
り
某
の
神
は
左
ま
せ
り
な
と
神
の
御
上
を
い
と

マ

ヽ

た
^

け
に
さ
た
す
め
る
多
か
り
こ
は
い
と
ゆ
、
し
く
か
し
こ
く
あ
る
ま
し
き
わ
さ
そ
か
し
古
へ
は
た
、
神
の
御
名
の
み
申
を
も
神
秘

謹
み
申
し
も
し
ト
墨
訂 

な
と
ト
墨
訂

と
し
て
止
事
を
得
さ
る
を
り
は
衣
を
改
め
帝
を
正
し
て
申
す
事
な
り
き
穢
れ
不
浄
を
見
た
る
日
た
る
は
猶
さ
て
も
申
さ
ぬ
な
ら
ひ
な

一一  

1  =

ニ

ニ

-
二 

II  

一­

り 
き
ま
し
て 
其
大
神
の 
た

、 

か 
な
と
か
け
て
も
申
す
へ
き
に
あ
ら
す
今
此
書
を
見
む
人
は
先
つ
さ
る
ひ
か
く
せ
よ
り
改
め
て
ひ
た
ふ

る
に
つ
、
し
み
畏
み
て
よ
と
そ

と
誌
し
て
い
る
。
本
稿
本
の
凡
例
は
未
だ
朱
筆
補
訂
の
跡
著
し
く
全
く
草
稿
の
態
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
全
項
目
は
既
に
前
掲 

冬

照

本

(
稿
本
11
)

と
同
じ
く
し
て
お
り
、

本
稿
を
土
台
と
し
、

朱
訂
増
補
に
沿
い
な
が
ら
冬
照
書
写
本
の
凡
例
は
改
稿
整
理
さ
れ
た
も 

の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

と
も
か
く
に
も
、
両
稿
本
の
凡
例
に
依
っ
て
以
後
の
書
紀
釈
註
の
方
法
と
企
図
に
就
い
て
の
概
要
を
窺
い
う
る 

点
が
留
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本

書

は

上

記

「
凡
例
」

に
見
る
が
如
く
、
朱
筆
の
補
訂
、
次
い
で
墨
筆
の
書
入
れ
な
ど
随
所
に
散
見
さ
れ
、
猶
処
々
に
は
別
紙
の
貼
紙 

補
入
な
ど
も
見
出
さ
れ
る
文
字
通
り
の
草
稿
本
で
あ
る
。
表

紙

隅

に

「
池
室
秘
本
」

な
ど
自
か
ら
記
し
て
い
る
の
も
其
故
で
あ
ろ
う
か
。
 

本

書

を

以

っ

てr

稜
威
道
別
」
第
一
稿
と
も
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
朱
墨
筆
加
筆
の
順
序
は
、
先
ず
墨
筆
の
訂
正
の
後
、
朱
筆
の 

増
補
訂
正
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。



扨

、
本
稿
本
の
編
成
は
、

稜
威
道
別
序
(
朱
補
) 

之

一

(朱
補
)

第

一

冊

稜

威

道

別

序

(
墨
)

稜

威

道

別

巻

一

(
墨
)

総

論

(朱
補
)

古
記
典

ノ

論

(
墨
)

古

記

典

之

ニ

(
朱
補
)

古
記
典
之
三

,
 

神
秘
第
一
条
(
朱
補
) 

神
秘
第
二
条
(
朱
補
) 

一一
 

神

馨

三

条

(朱
補
)

古

記

典

之

四

(朱
補
)

〇

旧
事
本
辞
ノ
差
(
墨
)

〇

古
伝
説
ノ
本
義
(
墨
)

稜

威

道

別

巻

ニ

(
墨

.
朱
補
抹
消
)

稚

言

談

(
朱

補

) 

神

秘

第

四

条

(
朱

補

) 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

ヲ
サ
ナ
ゴ
ト
ヵ
タ
リ

辞

ノ

弁

(
墨
)

〇

天

黄

泉

幽

現

顕

ノ

大

意

(
墨
)

凡

例

(
墨
)

第

二

冊

稜

威

道

別

巻

三

(
墨
)

神

代

之

ニ

(
墨
抹
消
)

日
本
書
紀
神
代
上
之
ニ
(
墨
補
)

自
神
代
上
第
五
段
至
同
段
一
書
第
八
(筆
者

注
、
以
下
同
)

第

三

冊

稜

威

道

別

巻

六

(
墨
)

神

代

之

五

(
墨
抹
消
)

日

本

書

紀

神

代

上

之

五

(
墨
補
)

自
神
代
上
第
八
段
至
同
段
一
書
第
六

と
な
つ
て
い
る
。

先
ず
、
卷
第
の
編
成
に
就
い
て
み
る
と
、
本

稿

本

は

当

初

「
総
論
」

に

第

一

•
ニ
の
両
巻
を
あ
て
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
其
後
そ
れ 

を
一
巻
に
改
め
て
い
る
。

(

)

圏
内
に
註
記
し
た
よ
う
に
、
本
稿
本
着
筆
の
時
期
に
は
、
第
一
冊
を
二
部
に
分
け
、
「
稼
威
道
別
巻 

一• 

ニ
」

と
巻
第
を
墨
書
し
て
い
る
が
、
次
の
朱
筆
補
訂
の
段
階
で
は
、

そ
の
巻
一
の
前
の
余
白
に
、
朱

筆

に

て

「
総
論
」

と
追
補
し
、
更
に 

次

の

r

稜
威
道
別
巻
ニ
」

を
朱
筆
に
て
抹
消
し
て
い
る
。

起

筆

時

の

「
総
論
」

ニ
巻
の
構
成
は
柱
下
の
丁
付
(前
記
)
に
よ
っ
て
も
判
る 

が
、

こ

の

「
総
論
」

の
見
出
し
も
追
補
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
本
来
は
第
一
巻
第
二
巻
に
上
記
諸
項
目
を
分
載
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た 

の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

そ
の
後
、

恐
ら
く
神
代
紀
を
全
十
巻
に
構
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
「
万
葉
集
墨
縄
」

に

於

け

る

「
総 

論
」

一
巻
の
如
く 

r

稜
威
道
別
」

も
一
巻
と
し
て
編
成
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
因

み

に

以

下

本

稿

本

の

各

卷

第

も

「
巻
三
」

は
前
掲 

諸

稿

本

の

「
巻
之
四
」
、
「
巻
六
」

は

「
巻
之
七
」

に
当
る
の
で
あ
る
。

こ
の
巻
第
編
成
が
板
本
•
全
集
底
本
の
如
く
再
び
改
め
ら
れ
る
の 

は
前
掲
稿
本
6

•
7

•

8

•

9
か
ら
で
あ
る
の
は
上
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

更

に

、

こ
の
着
筆
時
の
巻 

一
•
ニ
に
於
け
る
各
項
の
編
成
は
、

そ
の
第
一
巻
は
、

「
古
記
典
ノ
論
」
、

「
旧
事
本
辞
ノ
差
」
、
「
古
伝
説
ノ
本



義
」

の
三
条
項
で
あ
り
、

い
わ
ば
古
代
文
献
資
料
の
処
理
に
か
か
わ
る
問
題
を
以
っ
て
、

こ
れ
に
あ
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

そ 

の
巻
ニ
は
、r

稚

言

談

辞

ノ

弁

」
、
「
天
黄
泉
幽
現
顕
"
大

意

」
の
ニ
項
を
以
っ
て
構
成
し
、

こ
の
書
紀
釈
註
の
方
法
論
と
も
云
う
べ
き
、
 

守
部
謂
う
所
の
神
秘
五
ヶ
条
の
基
本
論
で
あ
る
。
両
卷
編
成
の
大
よ
そ
の
意
図
は
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
、

そ
の
あ
と
に
、
上
記
の
朱
筆
の
改
訂
が
加
え
ら
れ
、

「
総
論
」

と

し

て

第

一

•
ニ
巻
は
統
合
さ
れ
て
、

そ

の

「古
記
典
ノ
論
」 

は

「
古

記

典

之一
」
〜

「
古
記
典
之
四
」

に
改
補
さ
れ
、
以

下

「
神

秘

第

一

条

旧

事

本

紀

ノ

差

」
、
「
神

秘

第

二

条

古

伝

説

ノ

本

義

」
、

神 

秘

第

三

条

稚

言

談

辞

ノ

弁

」
、
「
神

秘

第

四

条

天

黄

泉

幽

現

顕

ノ

大

意

」

と
追
補
さ
れ
、
「
古
典
之
論
」

と

共

に

守

部

云

う

「
秘
説
四 

ヶ
条
」
が
整
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
此

処

に

r

稜
威
道
別
総
論
」
全
般
の
構
成
は
は
じ
め
て
定
稿
本
に
近
き
体
裁
を
整
え
て
本 

稿
本
は
面
目
を
一
新
す
る
の
で
あ
る
。

そ

の

「
総
論
」

は

し

か

し

猶

「
古
記
典
之
論
」

に
於
て
、

前

掲

冬

照

書

写

本

(稿
本
11
)
以

下

板

本

に

見

出

さ

れ

る

「
古
紀
典
之
五
」 

の
項
目
を
未
だ
欠
い
て
い
る
。

そ

の

「
古
記
典
之
五
」

は
冬
照
書
写
本
備
考
に
も
述
べ
た
如
く
、

「
右
古
事
記
、

日
本
紀
に
見
合
て
、
其 

足
ラ
さ
る
を
補
ひ
、
過

れ

る

を

釓

す

べ

き

物

は

、
今
世
に
十
卷
；

る
、

先
代
旧
事
本
紀
」
(板
本
)

の
資
料
的
意
義
に
就
い
て
の
項
で
あ 

る
。
本

稿

本

で

は

「
古
記
典
之
四
」

の
末
に
、

「
次
に
旧
事
紀
と
云
、

怪
き
書
十
卷
あ
り
」

と
記
し
、
多

田

義

俊

の

「
旧
事
紀
偽
撰
考
」 

を
略
記
し
、

わ
ず
か
に
私
按
を
寸
述
す
る
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
偽
撰
を
認
め
て
、

は
い
は
、
ト
部
ノ
家
の
(朱
)
.
に
し
て
、
本
ト
彼
ノ
家
に
て
旧
記
を
取
合
せ
て
、
職
の
為
に
撰
み
置
し
一
つ
の
書
な
り

け

る

に

(
朱
)

是

も〇

古
語
拾
遺
な
と
の
如
く
卜
部
家
に
伝
へ
た
る
古
家
あ
り
け
る
に
、

其
家
や
う
<

衰
来
て
、

後
は
専
ラ
祈
禱
者
の
如
く
な
り

に
た
れ
は
、
祈
念
の
為
に
、
怪
し
き
事
と
も
、
書
加
へ
た
る
に
そ
あ
ら
ん
、
さ
れ
は
中
に
は
、
思
ひ
の
外
古
き
事
も

o
遺

i
Nfca
り
、

大
か
た
本
紀
ふ
り
の
伝
へ
に
て
(
朱
)り
け

れ
は
(
朱
)
中
の
(朱
)
を
撰
み
(
朱
)

ら

(朱
)
彼
ノ
忌
部
か
(
朱
) 

は
い
と
は
る
か
に
ま

さ

り

た

り

殊

に〇

十
冊
も
あ
る
故
に
其〇

さ
る
へ
き
の
み
を
拾
て
と
れ
は
却
て
古
語
拾
遺
に
ま
さ
る
へ
し 

-
ニ

ニ

- 

-
ニ

ー

-
ニ

-

_

-
ニ

I 

1 =

ニ

ニ

二

-

と
記
し
な
が
ら
に
、
 

朱
筆
補
訂
を
も
交
え
読
め
ば
猶 

「
旧
事
紀
」 

の
捨
て
が
た
き
意
義
を
見
出
そ
う
と
す
る
意
向
を
は
か
ら
ず
も
吐
露 

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
本
釈
註
に
於
て
積
極
的
に
重
視
す
る
古
典
資
料
と
は
認
め
か
ね
て
い
る
。
前

掲

冬

照

書

写

本

(稿
本
11
)



に

於

て

「
今
此
道
別
の
奥
旨
も
半
は
此
書
に
拠
て
悟
り
な
が
ら
此
書
を
弓
-
用
す
る
事
の
い
と
罕
な
る
は
他
の
疑
を
揮
て
な
り
け
り
」

と 

記
す
態
勢
に
ま
で
も
い
た
っ
て
い
な
い
。

ま
し
て
、

冬
照
書
写
本
の
過
程
を
契
機
に
、

「
そ
も
<

書
紀
の
釈
を
半
途
に
し
て
、
さ
る
考 

証

(
旧
事
紀
直
日
)
を
か
き
つ
る
事
は
」
(
天
理
図
書
館
蔵
稿
本
3
)
の
如
く
、
釈
註
の
引
用
に
そ
の
本
文
を
虬
す
積
極
的
姿
勢
は
未
だ
全
く
見 

出
さ
れ
て
い
な
い
。

「
古
記
典
之
五
」

は

い

わ

ば

「
旧
事
紀
」
本
文
の
意
義
の
再
確
認
と
こ
の
積
極
的
採
用
の
転
機
が
本
項
目
を
補
述
す 

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ

の

意

味

で

は

前

掲r

稜
威
道
別
」
諸
稿
本
の
中
で
、

こ

の

「
旧
事
紀
」

の
扱
い
方
は
ひ
と
つ
の
転
換 

期
を
提
起
す
る
も
の
と
し
て
留
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

猶

そ

の

稿

本

時

期

に

就

い

て

は

冬

照

書

写

本

(稿
本
12
)

の
備
考
を
併
せ
参
照
さ 

れ
た
い
。

又

、
本

稿

本

で

は

「
稜
威
道
別
」
釈

註

の

基

本

と

な

る

「
神
秘
五
ヶ
条
」

の
、

守
部
云
う
秘
説
中
、
第

四

条

「
略

語

含

言

大

概

」
の 

一
条
を
欠
い
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
の
条
は
五
ヶ
条
の
中
で
は
他
条
に
較
べ
比
重
は
尠
く
、

古
文
の
修
辞
上
の
事
柄
で
も
あ
り
、
叙
述
す 

る
と
こ
ろ
も
ま
た
す
く
な
い
。

神
秘
五
条
の
核
心
を
な
す
も
の
は
上
記
四
ヶ
条
で
あ
る
の
を
想
え
ば
、

「
総
論
」
構
成
上
の
結
構
の
整
備 

と
も
云
い
う
る
補
説
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本

稿

本

「
総
論
」

は
、
幸
手
在
住
時
代
以
来
、

神
典
解
明
の
方
法
論
と
し
て
、

「
古 

訓
古
事
記
頭
書
」
(
文
政
ニ
年
五
月
十
五
日
)
、

「
神
道
弁
上
」
(文
政
三
年
春
)
、

「
温
源
録
稿
」
等
に
披
瀝
し
き
た
っ
た
と
こ
ろ
の
秘
説
を
集 

成
し
結
構
し
た
、
そ

の

は

じ

め

と

も

云

う

べ

き

「
秘
本
」

で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
も
、■
上
記
し
た
如
く
補
訂
加 

筆
著
し
い
草
稿
本
で
は
あ
る
が
、

r

稜
威
道
別
」

十
三
巻
全
編
に
わ
た
る
説
き
ざ
ま
の
す
べ
て
を
本
稿
本
「
総
論
」

に
於
て
吐
露
し
、

説 

述
を
試
み
ょ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
未
だ
完
備
す
る
に
は
い
た
ら
ぬ
が
、
そ
の
意
味
で
は
、
守
部
に
と
っ
て
最
も
記
念
す
べ
き
著敌
 

で
あ
っ
た
ろ
う
と
倨
ば
れ
る
。

こ

の

「
総
論
」

は

冬

照

書

写

本

(
稿
本
11
)

の
過
程
で
補
訂
改
稿
さ
れ
、

そ
の
主
題
か
ら
再
び
卷
之
ー
*
 

ニ
の
両
巻
に
再
編
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
の
は
既
述
し
た
如
く
で
あ
る
。
但

し

、
冬
照
の
拠
っ
た
其
自
筆
稿
本
は
現
在
所
在
を
明
ら
か
に
し 

な
い
0



次

に

、
本
稿
本
の
第
二
冊
、
第

三

冊

のr

稜

威

道

別

巻

三

(
六
)
」
(内
題
)
は
全
集
底
本
の
卷
之
四
•
七
の
編
成
と
全
く
同
じ
く
し
、
以 

後
の
諸
稿
本
の
卷
第
編
成
と
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

そ
れ
は
、
単

に

「
総
論
」
を
一
巻
に
編
成
し
た
こ
と
か
ら
卷
第
数
を
異
に
す
る
に
す 

ぎ
な
い
。

扨

、
此

の

巻

三

*

ハ

(
全
集
卷
之
四
•
七
)
の
両
卷
も
朱
墨
の
補
訂
加
筆
す
る
と
こ
ろ
の
著
し
い
稿
本
で
あ
る
。
本
稿
本
と
巻
第
を
同
じ 

く
し
、
且
つ
隣
接
す
る
稿
本
は
、
前

掲

静

嘉

堂

文

庫

•
天
理
図

書

館

蔵

自

筆

稿

本

(稿
本
7 

•  

8
)
に

当

該

卷

卷

四

•
七
が
存
す
る
が
、
他 

稿
本
の
当
該
巻
は
既
に
定
稿
に
近
く
対
比
す
べ
く
も
な
い
。
従
っ
て
直
接
に
比
較
の
対
象
と
な
る
の
は
上
記
両
本
(稿
本
7 

•  

8
)
で
あ
る 

が

、
既
に
該
本
の
解
題
に
於
て
略
述
し
た
の
で
省
略
す
る
が
、
両
本
は
本
稿
本
の
改
補
に
沿
い
な
が
ら
に
補
述
し
、
論
述
を
大
幅
に
新
訂 

し
な
が
ら
改
稿
さ
れ
て
い
る
。

本

稿

本

は

「
総
論
」

と

「
巻

三

•
六

(
定
稿
本
巻
之
四
.
七
)
」

の
両
三
巻
を
現
存
す
る
に
と
ど
め
、

以
下
続
稿
の
存
否
は
推
測
し
が
た 

い
が
、

後

述

す

る

斯

道

文

庫

蔵

自

筆

稿

本

(稿
本
15
)
に

「
温

源

録

稿

(卷
三
)
.
稜

威

道

別

(
卷
七
)
」

の
両
卷
な
ど
の
存
す
る
の
を
み
る 

と
、
神
代
卷
全
十
余
巻
を
予
定
し
て
著
述
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
も
、
「
総
論
」
を
具
備
し
、
「
稜
威
道
別
」
の
書
名
の
許
に
、
 

「
天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日
」

の
年
紀
を
明
記
し
て
、

永
年
の蕰

蓄
を
集
大
成
す
べ
く
、

着
手
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の 

で
あ
る
。

印
記
、
各

巻

第

一

葉

に

「
推
本
文
庫
」

の
朱
印
を
擦
す
。

備
考

上
掲
識
語
末
の
天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日
の
日
付
に
関
聯
す
る
記
事
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
次
の
天
保
十
五
年
七
月
十
九
日
付
吉

註I

田
秋
主
宛
書
翰
で
あ
る
。
高
井
浩
氏
の
御
論
考
中
の
所
掲
書
翰
を
再
録
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。

先
日
も
申
上
候
神
典
之
難
き
ふ
し
ぶ
し
も
発
明
漸
今
年
一
一
至
清
書
ニ
か
か
り
候
。

折
か
ら
為
知
も
せ
ぬ
ニ
諸
方
神
主
等
一
時
ニ
参



り
、
傍
か
ら
写
し
取
参
候
事
不
可
思
議
ニ
存
候
。
是
儒
ニ
御
蔭
故
、
早
速
一
部
か
か
せ
差
上
心
組
之
所
、
未
夫
迄
二
手
不
届
、
漸
此 

節
惣
釈
神
秘
口
伝
之
八
ヶ
条
ニ
卷
別
本
及
出
来
候
間
、
浜
女
ニ
申
付
写
し
可
差
上
渡
候
得
共
、
真
字
多
き
ニ
当
惑
い
た
し
居
候
様
子 

ニ
御
座
候
。
書
紀
ハ
神
武
紀
迄
を
前
編
と
い
た
し
候
所
十
四
卷
ニ
成
申
候
。
綏
靖
天
皇
以
下
後
編
と
可
仕
候
所
、
是
は
い
ま
だ
分
り 

不
申
候
得
共
、
十
六
七
冊
ニ
成
候
間
、
本
書
十
五
本
か
三
十
卷
斗
ニ
成
申
候
。

こ
れ
ら
清
書
次
第
、
儒
者
閉
口
之
書
ニ
取
か
か
り
可 

申
候
。
今
年
よ
り
三
ヶ
年
中
二
者
、
皆
悉
一
生
之
著
述
清
書
成
就
い
た
し
可
申
と
大
ニ
勢
ひ
出
申
候
。
外
之
様
へ
も
御
礼
之
書
さ
し 

上
候
。

宜
奉
希
候
。

と

、

r

棱
威
道
別
」
著
述
近
況
を
ほ

こ

ら

か
に
私
信
し
て
い
る
。

「
#
今
年
ニ
至
清
書
ニ
か
か
り
候
」

と
見

え

る

の

は

、

恐

ら

く

本
稿
本 

の

こ

と

を

云

う
の

で

あ

ろ

う

か
、
そ

れ

と

も

其
の
清
書
を
指
す
の

で

あ

ろ

う

か
俄
か
に
断
定
し
が
た
い
が
、
文
面
通
り
に
読
め
ば
、
前
者 

の

加

筆

増

修

を

了

り

「
総
論
」
の

清
書
に
着
手
し
た
如
く
で
あ

る

。

扨

、
本
書
翰
中
、r

漸
此
節
惣
釈
神
秘
口
伝
之
八
ヶ
条
ニ
巻
」

と
記
し
て
い
る
の
は
、

よ
く
本
稿
本
の
結
構
と
呼
応
す
る
。

ま

ず

「
神 

秘
口
伝
之
八
ヶ
条
」

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
稿
本
の
結
構
を
な
す
、
古
記
典
之
一
〜
四
、
神
秘
第
一
条
〜
四
条
、

の
八
ヶ
条
の
項
目
を
さ 

す
も
の
で
あ
り
、

未

だ

定

稿

本

系

統

に

見

る

古

記

典

之

五

*
神

秘

第

四

条

略

語

含

言

大

概

の

ニ

条

を

整

備

す

る

に

い

た

ら

ぬ

時

期

で

註
ニ

あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。

「
浜
女
に
申
付
写
し
可
差
上
渡
候
得
共
云
々
」

と
記
し
て
い
る
の
は
翌
弘
化
ニ
年
一
月
に
秋
主
方
に
送
ら 

れ

た

「
総
論
」

ニ
冊
を
云
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
も
か
く
こ
の
天
保
十
五
年
の
草
稿
(本
稿
本
)
。
清

書

本

(書
信
)

の

「
総
論
」

は
前
掲 

の

冬

照

書

写

本

(稿
本
11
)
と
は
異
る
前
稿
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

又

、
本
稿
本
は
現
在
、

「
総
論
」

と

卷

三

(全
集
巻
四
)
•
巻

六

(
同
巻
七
)

の
両
三
巻
を
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
同

書

信

に

は

「
書
紀 

ハ
神
武
紀
迄
を
前
編
と
い
た
し
候
所
十
四
卷
ニ
成
申
候
」

と
記
し
て
い
る
の
で
、

「
総
論
」

と

併

せ

十

五

•
六
巻
を
予
定
し
た
も
の
か
、
 

す
で
に
完
成
し
た
の
か
、
書
信
の
あ
や
に
て
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
前

編

十

五

•
六
巻
—
「
総
論
」
を
ニ
巻
と
す
る
か
一
巻
と
す
る
か
は
本
稿
本



中
に
見
る
が
如
く
猶
揺
れ
て
い
る
—

の
結
構
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

本
稿
本
の
凡
例
、
朱
筆
の
補
訂
に
、
「
か
く
て
此
書
神
武
天
皇
御

以
上

巻
迄
を
前
編
と
綏
靖
天
皇
御
卷
以
下
を
続
編
と
せ
り
」

と
記
す
の
は
、
本

書

信

にr

綏
靖
天
皇
以
下
後
編
と
可
仕
候
」

と
又
相
応
し
、
「
是

は
い
ま
だ
分
り
不
申
候
得
共
、
十
六
七
冊
ニ
成
候
間
、
本
書
十
五
本
か
三
十
巻
斗
」

と
両
編
の
巻
数
を
予
想
し
、
現
神
武
紀
上
下
ニ
卷
以

下
の
後
編
を
企
画
し
て
い
た
事
情
な
ど
が
具
さ
に
語
ら
れ
興
味
ぶ
か
い
。

と
も
か
く
、

こ
の
書
信
な
ど
か
ら
、
本
稿
本
は
、
神
代
か
ら
神

武
紀
に
い
た
る
諸
巻
が
次
第
に
稿
本
を
整
え
つ
つ
書
き
つ
が
れ
、

一
部
清
書
の
如
き
部
分
を
も
含
め
て
、
天
保
十
五
年
か
ら
翌
弘
化
ニ
年

年
初
に
か
け
て
次
々
と
稿
を
あ
ら
た
め
て
ゆ
く 

r

棱
威
道
別
」
初
期
稿
本
の
残
欠
本
で
あ
る
。

註

一

高
井
浩
氏
「
天
保
期
の
あ
る
少
年
と
少
女
の
^
!
{
形
成
過
程
の
研
究
㈤
」
—
群
馬
大
学
紀
要
人
文
科
学
篇
十
七
、
昭
和
四
十
ニ
年 

註
ニ
同
氏

r

吉
田
清
助
秋
主
伝
」
1
み
や
ま
文
庫
12
「
近
代
群
馬
の
人
々
」
©
、
昭
和
三
十
八
年

棱
威
道
別
存
一
巻
〔
巻三〕

 

自

筆

(稿
本

13
)

天理図書館蔵

袋
綴
、

一
冊
。

浅
葱
色
牡
丹
唐
草
卍
ッ
ナ
ギ
空
押
表
紙
、
竪
ニ
十
八
*

ー
醒
、
横

十

九H

ハ
極
。
料

紙

、
楮
紙
。

字

面

高

サ

(
本
文
)
約 

二
十 

一
•
三
極
。
釈
文
二
字
下
げ
。
毎
半
葉
、
本
文
八
行
、
釈
文
十
五
行
。

墨
付
、

二
十
丁
—

但

し

、
別
稿
ニ
丁
攙
入
す
。

外
題
欠
。
内
題
、
「
稜
威
道
別
一
巻
」

と
記
し
、
そ
の
許
に
、
「
橘
守
部
謹
撰
」

と
自
署
す
る
。

本
稿
本
に
は
次
の
如
き
落
丁
と
誤
綴
、
又
別
稿
攙
入
ニ
丁
が
散
見
さ
れ
る
。
先
ず
落
丁
は
初
葉
と
次
葉
の
間 

一
•
ニ
丁
分
で
あ
る
。

誤 

綴

は

六

•
七
丁
の
ニ
丁
で
あ
り
、
元
来
は
十
六
丁
の
次
に
七
丁
、
次
に
六
丁
が
続
く
べ
き
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
又

、
別
稿
の
攙
入
は
、
 

万
葉
集
巻
ニ
、撖

高
市
皇
子
尊
城
上
殯
宮
之
時
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌
の
語
釈
部
分
で
あ
る
。
守
部
の
万
葉
集
註
釈
書
諸
稿
本
中
、

い
ず 

れ
の
稿
本
で
あ
る
か
審
ら
か
に
し
が
た
い
が
、

そ
の
釈
註
方
法
、

筆
跡
な
ど
か
ら
し
て
、

万
葉
集
千
別
自
筆
稿
本
に
近
い
印
象
を
受
け



註

一
る
。

し
か
し
、
別
註
す
る
如
く
同
稿
本
の
残
簡
で
は
な
い
で
あ

ろ

う

。

扨

、
本
稿
本
の
編
成
は
、
内
題
の
次
に
、
「
日

本

書

紀

巻

第

一

神

代

上

天

地

初

発

条

」

と

記

し

、

一
丁
表
裏
—
書
紀
第
一
段
前
半 

本

文

•
同

釈

文

(
そ
の
尾
部
ょ
り
同
段
後
半
本
文
.
同
釈
文
前
半
欠
、

約

一

.
ニ
丁
分
)
、

ニ

*

ニ
丁
—
第

一

段

後

半

釈

文

•
同
段
一
書
第
一
本 

文
と
釈
文
一
行
、
四

•
五
丁
—

上
記
万
葉
註
別
稿
、
六

•
七
丁
—

上
記
誤
綴
、
八
〜
十
六
丁
—

同
段
一
書
第
一
釈
文
か
ら
同
段
一
書
第
六 

本

文

•
釈

文

と

参

照
古
事
記
冒
頭
本
文
•
釈

文

(
同
釈
文
は
七
丁
表
裏
、
六
丁
表
に
続
き
、
六
丁
裏
は
書
紀
第
二
段
本
文
と
釈
文
四
行
)
、

十
七
〜 

H

一̂
丁
裏
丨
同
第
二
段
釈
文
、

二
十
丁
表
丨

同
第
二
段
一
書
第
二
本
文
後
半
•
同

第

三

段

•
同
段
一
書
第
一
本
文
、

と
な
っ
て
お
り
、
上 

掲
諸
稿
本
の
卷
之
三
前
半
に
該
当
す
る
残
稿
本
で
あ
る
。

し
か
し
、
各
紙
は
訂
正
は
極
く
わ
ず
か
に
し
て
朱
墨删

補
あ
る
一
般
の
草
稿
残 

葉
で
は
な
い
。

本

稿

本

は

天

理

図

書

館

善

本

目

録

にr
稜
威
道
別
異
本
」

と
あ
り
、
「
全
集
所
収
本
巻
三
に
相
当
す
れ
ど
、
比
し
て
解
説
詳
密
に
し
て
冗 

漫
な
り
、
未
だ
総
論
を
附
せ
ざ
る
前
の
稿
本
な
り
」

と
誌
し
て
い
る
。
標

題

に

記

す

「
異
本
」

と
は
い
い
が
た
い
が
、
前
掲
斯
道
文
庫
本 

(稿
本
12
)

の
総
論
成
立
以
前
の
稿
本
で
あ
る
。

恐
ら
く
、

後

述

の

斯

道

文

庫

蔵

「
温
源
録
稿
」
卷

ー

ニ

ー

(
道
別
総
論
に
相
当
す
る
)
.
同 

巻
三
、
続

く

同

蔵r

稜
威
道
別
」
巻

七

の

後

を

う

け

成

立

し

たr

稜
威
道
別
」

の
書
名
を
冠
し
た
最
初
期
の
稿
本
で
あ
ろ
う
。
上
記
四
巻 

も
後
記
す
る
如
く
、
巻

一

•
ニ
、
巻

三

•
七
は
、
そ
の
筆
跡
か
ら
し
て
、
執
筆
時
期
を
異
に
す
る
が
、
そ

の

巻

一

•
ニ
の
総
論
部
に
立
脚 

し
て
展
開
し
た
日
本
紀
神
代
巻
の
解
釈
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
一
貫
し
た
同
一
稿
本
過
程
に
あ
る
。

そ
の
途
上
に
於
て
、
「
温
源
録
稿
」 

の
主
体
た
る
日
本
紀
に
於
け
る
道
の
論
が
、
記

紀

歌

の

解

「
蘆
荻
鈔
」

の
成
立
と
、

い

ず

れr

稜
威
言
別
」

へ
の
進
展
に
う
な
が
さ
れ
て 

か
、
語

註

•
惣
釈
を
相
伴
う
総
括
的
な
日
本
紀
究
明
に
と
拡
大
さ
れ
る
の
を
余
儀
な
く
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
稜
威
道
別
巻
七
」

と
改
題 

し
、
「
温
源
録
稿
」
的
な
論
述
方
式
に
、

註
項
目
兼
備
の
方
法
を
と
る
に
い
た
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

現

存

稿

本

で

は

上

記

の

「
稜 

威
道
別
巻
七
」
が
そ
の
は
じ
め
で
あ
る
。
本
稿
本
は
そ
の
巻
七
稿
本
に
や
や
遅
れ
る
稿
本
で
あ
ろ
う
、
書
跡
に
は
僅
か
な
が
ら
の
変
化
が



窺
わ
れ
る
。
本

稿

本

に

該

当

す

る

先

行

稿

本

「
温
源
録
稿
卷
三
」
が
存
し
た
故
に
後
れ
て
の
着
手
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

そ 

の
叙
述
方
式
は
前
者
—
巻
七
稿
本
—
に
準
じ
て
い
る
。

元
来
、
「
温
源
録
稿
」

は

そ

の

総

論

(巻

一

•
ニ
)
に
於
て
、
「
今
此
書
は
、
如
斯
し
も
本
つ
旧
辞
を
重
み
し
、

専
ら
古
伝
説
の
意
趣
の
、
 

覚
り
安
か
り
な
ん
事
を
、
主
と
し
て
解
な
れ
は
、
語
釈
ま
て
は
得
こ
と
わ
ら
す
」
(
同
書
卷
ニ
卷
末
)
と
断
り
、
又

「
故
レ
先
ッ
書
紀
を
表
に 

た
て
、
其
段
毎
に
、

一
書
の
あ
る
限
り
を
引
付
ヶ
、
古

事

記

も

一

書

の一

ッ
に
附
て
、
其
一
段
の
意
は
、
段
毎
に
、

一
書
等
の
末
に
釈
な
り
」 

(同
上
)
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

書

紀

の

「
本
つ
旧
辞
」
を
重
視
し
、

「
古
伝
説
の
意
趣
」
を
解
明
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
、
語
釈 

は
副
次
的
に
言
及
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

「
温
源
録
稿
」
卷
三
は
ま
さ
に
前
記
の
方
式
に
添
っ
て
論
述
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
同
時 

期

の

稿

本r

稜
威
道
別
」
巻
七
—
現
在
巻
四
〜
六
存
否
未
詳
1
に
於
て
は
、

現

行

r

棱
威
道
別
」

と
叙
述
形
態
を
略
々
同
じ
く
し
、

書
紀
本 

文
に
つ
い
で
、
朱

o
印
を
附
し
語
釈
項
目
を
設
け
、
釈
義
を
記
し
て
後
総
意
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
本
も
又
そ
の
叙
述
方
式
に 

則

り

、
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
、

前

者

の

冒

頭

に

は

「
簸
川
上
段
」
、
本

稿

本

に

は

「
天

地

初

発

条

」

と
記
し
、
上
掲 

諸
稿
本
に
は
見
え
ぬ
各
段
の
標
目
を
設
け
て
い
る
な
ど
前
者
の
形
式
を
襲
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
丨

恐

ら

く

前

稿

「
温
源
録
稿
」
巻
三 

の
改
稿
に
当
っ
て
、

か
く
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ

の

意

味

で

は

巻

七

と

共

にr

稜
威
道
別
」

の
書
名
を
冠
し
て
の
第
一
次
草
稿
本 

と

も

い

う

べ

き

稿
本
で
あ
る
。

又

、
同
文
の
続
き
に
、

「
書
紀
を
表
に
た
て
」

て
、

そ
の
上
に
一
書
の
す
べ
て
を
挙
げ
て
論
述
す
る
の
は
現
行
本
と
同
じ
く
す
る
が
、
 

古

事

記

も

又

「
一
書
の
一
ッ
に
附
て
」
言
及
す
る
意
図
を
記
し
て
い
る
。
「
温
源
録
稿
」
卷
三
も
本
稿
本
も
そ
の
点
は
全
く
同
様
で
あ
る
。
 

因

み

に

現

行

「
稜
威
道
別
」
巻
之
三
に
も
一
部
そ
の
名
残
り
を
と

ど

め

て

い
る
が
、
当
初
の
方
針
と
し
て
は
、
紀
を
主
軸
に
記
に
も
お

よ
 

ぶ

総

体

的

な

「
本
つ
旧
辞
」

の
解
明
が
そ
の
意
趣
に
存
し
た
の
で
あ
っ
た
か

と

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

か

く

本

稿

本

は

「
温
源
録
稿
」
巻 

一
•
ニ

*

一一、
同

一

稿

本

「
稜
威
道
別
」
巻
七
に
続
く
改
稿
本
で
あ

ろ

う

と

推

定
さ
れ
る

の

で

あ

る



が

、
本
稿
本
の
巻
第
の
表
記
に
は
現
在
か
ら
は
既
に
理
解
し
が
た
い
処
が
あ
る
。
即

ち

r

稜
威
道
別
一
巻
」
と
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
 

旧

稿

「
温
源
録
稿
」
が

、
そ
の
総
論
を
巻 

一
•
ニ
に
充
当
し
、
以
下
神
代
紀
上
第
一
段
か
ら
順
次
巻
第
を
逐
っ
て
巻
七
に
構
成
し
な
が
ら 

に
、
何
故
に
本
稿
本
に
至
り
、
旧
稿
総
論
の
ニ
巻
を
削
り
、
本
稿
本
を
以
っ
て
巻
初
に
据
え
る
必
要
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず 

れ

「
総
論
」

は
一
巻
乃
至
ニ
巻
を
充
当
さ
せ
る
予
定
は
当
然
配
慮
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

猶
こ
だ
わ
れ
は
、

「
卷
一
」

と 

あ

る

べ

き

を

— |
ー
卷
」

と
記
し
て
い
る
の
も
何
か
意
図
的
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、

「
稜
威
道
別
」
改
題
と
共
に
、
改
稿
第
ー
稿
は
神
代
紀 

初
段
を
以
っ
て
着
手
さ
れ
、

そ

の

「
総
論
」

は
後
日
を
期
し
て
い
た
が
た
め
に
、
そ
の
巻
第
を
決
定
し
が
た
く
、
暫

定

的

に

「
一
巻
」

と 

仮
に
記
し
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

「
総
論
」
着
筆
前
の
草
稿
本
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、

猶
右
の
臆
測
の
み
に
て
は
分
明
と 

も
思
わ
れ
ぬ
。
疑
点
と
し
て
後
考
を
ま
つ
こ
と
に
す
る
。

扨

、
本
稿
本
の
執
筆
時
期
で
あ
る
が
、

そ
の
確
実
な
証
例
は
未
だ
見
出
し
え
な
い
。

本

稿

本

に

続

く
前
掲
斯
道
文
庫
本
(稿
本
12
)
が 

天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日
の
跋
文
日
付
を
持
つ
の
で
、

当
然
の
事
な
が
ら
、

こ
の
年
次
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

又

、

上
記
し
た
如
く
、
 

「
瘟
源
録
稿
」
卷

ー

*
ー
ー
、
「
温
源
録
稿
」
卷

三

.
「
稜
威
道
別
」
卷
七
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

「
温
源
録
稿
」

の
書
名
を
持
つ
卷
ー
*
ー
了 

H
は
暫
く
お
き
、
そ

の

続

稿

で

あ

る

「
稜
威
道

別

」
巻
七
で
あ
る
が
、
そ
の
改
題
時
期
が
本
稿
本
の
お
お
よ
そ
の
執
筆
年
代
を
探
る
手
懸 

と
な
ろ
う
。
後

述

(稿
本
15
参
照
)
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
天
保
八
年
前
後
の
こ
と
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ひ
と
ま
ず
、

こ
の
年 

代
を
上
限
に
お
く
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

又

、

本
稿
本
の
釈
文
中
に
、

「
酒
を
も
阿
夫
良
と
云
事
あ
り
蘆
荻
抄
朝
倉
宮
段
三
重
綵
の
歌
の
条
下
に
云
へ
り
」

と
、r

言
別
」
を
指 

し
、
「
蘆
荻
抄
」

と
呼
ん
で
い
る
。
旧

稿

.「
温
源
録
稿
」
諸

卷

*
「
稜
威
道
別
」
卷

七

文

中

に

も

同

様

に

「
蘆
荻
抄
」
と

記

し

「
言
別
」

と 

称
す
る
処
は
な
い
。

し
か
し
、
次

稿

斯

道

文

庫

本

(稿
本
12
)

に
至
る
と
、

「
此
事
は
稜
威
ノ
言
別
に
委
く
い
へ
り
」

と
記
さ
れ
、

明
ら
か 

に
両
稿
本
は
弁
別
記
述
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従

っ

て

本

稿

本

は

旧

題

「
蘆
荻
鈔J

を

「
稜
威
言
別
」

と
改
称
す
る
以
前
の
稿
本
で
あ
る
と



推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
蘆
荻
鈔
」

の
命
名
は
古
く
文
政
末
天
保
年
初
(
「
記
紀
の
研
究
」
解
題
参
照
)
の
こ
と
で
あ
る
。
其
後
、
「
八
十 

ノ
言
別
一
名
廣
荻
鈔
」

(
天
保
九
年
「
心
廼
種
」
附
載
目
録
)
、

「
神
詠
古
義
」
(
天
保
十
四
年
以
前
)
等
を
経
て
、

天
保
十
五
年
翌
弘
化
ニ
年
の
頃 

に
至
り
、
「
稜
威
言
別
」
と

改
題
さ
れ
て
い
る
。
其
間
は
長
く
、

時

に

「
神
詠
古
義
.」
を
.併

称

す

る
こ

と

は
あ
る
が
、

多

く

「
蘆
荻
鈔
」 

と
呼
ん
で
い
る
。
本
稿
本
も
そ
の
呼
称
に
な
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
旧
稿
本
が
天
保
八
年
前
後
の
事
と
す
れ
ば
、

こ
の
場
合
も
同
様
に
天 

保
十
五
年
以

r
と

の

間

が

再

認

さ

れ

此

の

間

六

*
七
-年
の
間
の
こ
.と
.と
.な
る
の
で
あ
る
。

更
に
確
実
な
年
次
を
追
認
す
る
顕
証
を
見
出
す
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
本
稿
本
中
に
誤
綴
さ
れ
た
さ
き
の
万
葉
集
釈
註
残
簡
二
葉
は
、
 

別
註
し
た
如
く
、
万
葉
集
千
別
稿
本
に
極
め
て
近
似
し
、

同
時
期
の
反
故
類
と
し
て
一
括
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、

「
千
別
」

の
着
稿
は 

天
保
十
ニ
年
初
春
の
こ
と
で
あ
り
、
微
弱
な
が
ら
傍
証
と
し
て
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

本

稿

本

の

書

体

も

前

掲

斯

道

文

庫

本

(
稿 

本

12
>
に
近
く
、

お
お
よ
そ
は
、
此
期
を
前
後
す
る
の
間
を
本
稿
本
の
成
立
期
と
推
測
す
る
の
が
現
在
の
処
、

も
っ
と
も
妥
当
で
は
な
い 

か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註
ニ

猶

、

天
保
十
四
年
十
一
月
四
日
付
吉
田
秋
主
宛
守
部
書
翰
に
は
「
か
の
稜
威
道
別
'清
書
ハ
お
そ
く
な
る
と
も
云
々
」

の
記
が
見
出
さ
れ 

る
と
き
く
が
、
本
稿
本
は
書
翰
に
云
う
清
書
以
前
の
稿
本
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
そ
の
土
台
と
な
る
草
稿
本
が
本
稿
本
な
ど 

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
併
せ
て
附
記
し
後

#'
を
俟
つ
こ
と
に
す
る
。

註

一

万
葉
集
略
解
直
日
に
は
じ
ま
る
守
部
の
万
葉
釈
註
は
万
葉
集
要
解
七
拳
に
至
り
、

そ
の
註
釈
書
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
の
で
あ
る
が
、

次 

稿
万
葉
集
千
別
七
巻
に
至
り
、
労
作
万
葉
集
墨
縄
八
巻
に
近
く
、

内

容

.
形
態
共
に
充
実
す
る
。

本
稿
本
中
に
攙
入
す
る
ニ
.葉
の
反
故
—
本
稿
本 

は
毎
半
葉
十
五
行
、
反
故
二
葉
は
共
に
十
行
で
あ
る
ー
は
、
上
記
稿
本
と
比
較
す
る
に
、
「
要
解
」
巻
七
当
該
歌
(
巻
尾
)

の
註
項
目
に
比
し
詳
密 

で
あ
り
、
書
体
も
又
更
に
老
熟
の
筆
跡
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
要
解
」
以
降
の
稿
本
反
故
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
次

稿

「
千
別
.」
十
巻
の
稿
本
残
簡 

か
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

該
解
題
に
縷
述
し
た
如
く
、

現

「
千
別
」
十
巻
は
万
葉
集
巻
1
66
太
上
天
皇
幸
，一
難
波宫

，.時
歌
一
.首
と
次
の 

雜
短
歌
の
本
文
.を
以
っ
て
擱
筆
し
て
い
る
の
で
、

上
記
万
葉
集
卷
一
ー
199
歌
の
釈
註
は
同
稿
本
と
し
て
残
存
す
べ
く
も
な
い
。

し
か
し
-猶
記
し
た
如



く
、
「
千
別
」
の
註
釈
形
態
と
内
容
の
充
実
の
点
、
又
筆
跡
の
近
似
か
ら
し
て
、
同
書
に
近
き
時
期
の
同
歌
註
釈
の
残
簡
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
 

然
り
と
す
れ
ば
、

同
書
が
続
稿
さ
れ
た
と
す
る
か
、

同
歌
の
み
の
註
解
が
「
千
別
」
同
様
な
方
法
を
以
つ
て
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
る
か
の
、
い
ず 

れ
か
と
す
る
か
で
あ
る
。
前

者

は

「
千
別
」
続
稿
を
示
唆
す
る
点
で
は
就
中
留
意
さ
れ
る
が
、

現
時
点
で
は
猶
躊
躇
さ
れ
る
。

再
考
を
期
す
こ
と 

と
し
、
こ
の
反
故
二
葉
は
上
記
の
如
く
、
「
千
別
」
執
筆
と
同
時
期
と
す
れ
ば
、
同
書
が
天
保
十
二
年
初
春
の
着
稿
で
あ
る
の
で
(
同
解
題
参
照
)
、
 

此
二
葉
も
そ
の
頃
の
事
で
あ
ろ
う
か
と
推
定
さ
れ
る
。

本
稿
本
に
ど
の
よ
う
な
事
情
で
混
入
し
た
か
は
推
測
す
べ
く
も
な
い
が
、

想
像
さ
れ
る
の 

は
同
一
時
期
の
草
稿
類
と
し
て
処
理
さ
れ
て
来
た
が
故
で
あ
ろ
う
。

本
稿
本
の
筆
跡
と
も
又
よ
く
近
似
す
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
本
稿
本
の
執
筆 

期
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て
附
記
し
た
の
で
あ
る
。

註

ニ

斯

道

文

庫

蔵r
棱
威
道
別
」
存
総
論
.
〔巻

四

•
七
〕
解
題
註
一
同
掲
書
。

温源
録稿
卷

 

一
•
ニ 

自

筆

(稿
本
14
)

斯
道
文
庫
蔵

袋

綴

、
合
一
冊
。
後
補
橡
鼠
色
雲
母
松
文
様
表
紙
、
竪
ニ
十
六
•
八
極
、
横
十
九
•
五
極
。
元
表
紙
本
文
共
紙
。
料

紙

、
楮
紙
。
字
面
高 

サ
約
二
十
一
.
五
極
。
分
註
一
字
下
げ
稍
小
字
。
毎
半
葉
九
行
。
細
註
双
行
。

本
文
墨
付
、
巻
一
、
四
十
四
丁
、
巻
ニ
、
四
十
六
丁
。

朱 

句
点
を
附
す
。
附

箋

、
墨
補
訂
僅
か
に
見
ゆ
。

題
簽
、
淡

茶

色

墨

流

し

斐

紙

短

冊

(
後
補
表
紙
左
肩
)
に
、
「
温

源

録

草

稿

上

下

合

」
と
別
筆
墨
書
。
元
表
紙
外
題
、
「
温
源
録
下
稿
一 

(
ニ
)
」

と
自
筆
墨
記
す
。
内

題

、
「
温

源

録

稿

卷

一

(
ニ
)
」

と
記
し
、
両

卷

題

下

に

「
橘
守
部
謹
撰
」

と
自
署
す
。

本
稿
本
の
筆
跡
は
前
掲
諸
稿
本
と
異
り
年
代
は
稍
遡
り
、
天
保
期
も
は
じ
め
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
守
部
の
歌
文
集
で
あ
る
蓬
壺
草
文 

辞

部

•
穿

履

集

雑

部

旧

稿

部

分

(
文
政
末
天
保
初
)
、

又
、
文

章

撰

格

旧

稿

部

分

(
天
保
ニ
~
三
年
)

の
書
風
に
近
似
し
照
応
さ
れ
る
。
略
清 

書
本
で
あ
る
。

本
稿
本
の
構
成
は
、



巻

一

前
の
釈
の
論
御
伝
へ
風
の
論
談
詞
の
論
卷
ニ
古
伝
の
心
得
様
の
論
古
伝
の
釈
法
の
論

の
五
項
目
を
標
と
し
、r

稜
威
道
別
」
総
論
の
部
に
大
概
該
当
す
る
書
紀
総
釈
の
序
論
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
古

く

庭

麻

呂

時

代

の「
§

 

古
訓
古
事
記
頭
書
」
(
文
政
ニ
年
)
に
は
じ
ま
る
古
記
典
の
解
法
と
神
道
観
と
が
漸
く
一
応
の
体
裁
を
整
え
集
成
さ
れ
た
、
そ
の
初
頭
を
形 

成
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

し
か
し
、
以
下
に
見
る
如
く
猶
そ
の
論
述
は
冗
長
に
し
て
結
構
は
不
備
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
前

の

釈

の

論

」

は
、
古

註

、
古
学
先
註
の
釈
法
と
批
判
で
あ
る
。

そ
の
古
註
の
釈
法
を
七
種
に
分
類
し
、

神

典

を

漢

意• 

仏
意
に
と
り
て
の
曲
解
、
又

、
比
喩
、
風
諫
、

教
誡
の
書
と
比
す
る
強
言
、

或
は
神
典
を
作
意
し
、
改

竄

す

る

論

へ

の

反

論

、
更
に 

は
漢
土
の
系
譜
に
附
会
す
る
の
論
、
神

典

の

「
無
所
以
事
」
を
あ
た
か
も
由
縁
あ
る
こ
と
と
し
、
虚
妄
を
構
え
、
無
稽
を
こ
と
と
な
す
諸 

説
な
ど
へ
の
論
難
で
あ
る
。

い
わ
ば
江
戸
後
期
国
学
者
一
般
の
視
点
を
襲
っ
た
も
の
で
あ
る
。

古
学
先
註
へ
の
批
判
は
、

一

荷

田

春
 

満

•
加
茂
真
淵
、

ニ

本

居

宣

長

、

三

村

田

春

海

を

古

学

三

説

と

な

し

、

三
説
へ
の
批
正
を
略
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
古
伝
を 

信
貴
す
る
の
余
り
、
幼
談
に
ま
で
理
り
を
添
え
、
賛
鍩
を
加
え
、
或
は
専
ら
古
記
典
に
泥
み
、

一
向
に
古
伝
の
ま
ま
な
る
の
論
に
終
始
す 

る
態
度
、

そ
の
非
論
理
性
を
、
又
一
方
古
記
典
の
後
人
作
意
論
に
対
す
る
激
し
い
怒
り
と
も
い
ぅ
べ
き
を
、
や
や
感
想
的
に
略
述
し
、
次 

の

「
御

伝

風

の

論

」

の
緒
言
と
し
て
い
る
。

「
御

伝

風

の

論

」

は
こ
の
前
提
を
踏
ま
え
て
、
守
部
の
本
論
に
入
り
、
古
記
典

に

見

え

る

本

辞

•
本

紀

と

旧

事

•
古
事
と
の
差
別
を
、
 

そ
の
成
立
1
主
に
日
本
書
紀
丨
の
経
過
を
背
景
と
し
て
説
き
、

そ

の

解

法

の

秘

説

と

し

て

「
談

詞

の

論

」
を
導
入
し
て
い
る
。
夙

に

「
§

 

古
訓
古
事
記
頭
書
」

に

於

て

提

唱

さ

れ

た

「
幼
言
談
辞
」

の
弁
は
、
本
稿
本
に
於
て
五
種
に
分
類
整
備
さ
れ
、
本
辞
に
は
存
せ
ぬ
旧
事
特 

有
な
、

一
添
言
、

ニ
形
容
、
又
以
下
の
、

三
神
名
、
四
地
名
、
五

諺

•
地
名
由
縁
等
は
、
そ
の
事
、
そ
の
御
為
態
に
ひ
か
れ
て
語
り
な
さ 

れ
た
談
詞
で
あ
る
と
し
、

古

記

典

中

に

は

本

辞

•
本
紀
と
共
に
入
淆
り
あ
い
語
込
め
ら
れ
て
、

今
の
人
の
世
に
は
、

怪

異

、

非
現
実
な 

r

咄
伝
」

と
な
り
、
古

記

典

へ

の

疑

惑

•
誤
解
の
因
を
な
し
て
い
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
後

のr

稜
威
道
別
」
総

論

に

於

け

る

「
神



秘

第

一

条

旧

辞

本

辞

/
差
」
、
「
神

秘

第

二

条

古

伝

説

ノ

本

義

」
、
「
神

秘

第

三

条

稚

言

談

辞

弁

」

の
三
条
に
当
る
原
案
が
本
項
の 

中
に
粗
々
且
つ
や
や
雑
然
と
縷
述
さ

れ

て

い
る
。

し
か
し
、

そ
れ
は
以
後
守
部
に
於
け
る
神
代
紀
解
釈
の
方
法
論
と
し

て

一
貫
す
る
も
の 

で
あ
り
、
そ
の
秘
鍵
と
も
な
る
べ
き

提
唱
で
も
あ
っ
た
。

卷

ニ

、
「
古
伝
の
心
得
様
の
論
」

は
、
そ
の
は
じ
め
に
、

今
世
に
し
て
、
遠
き
神
世
の
事
を
解
ク
に
、
考
の
及
ふ
局
り
あ
り
、
考
の
及
ひ
か
た
き
局
り
あ
り
、

其
及
ふ
へ
き
局
り
ま
て
、

到
ら 

す
し
て
止
ム
は
、

な
ほ
さ
り
な
り
、

其
及
ひ
難
き
局
り
を
超
て
、
左
右
云
は
、
強
る
な
り
、
又
疑
は
し
け
な
る
事
の
ぅ
へ
に
も
、
疑 

ふ
へ
き
局
り
あ
り
、
疑
ふ
ま
し
き
局
り
あ
り
、
其
疑
ふ
へ
き
局
り
ま
て
、
疑
ひ
は
て
さ
る
は
、
泥
め
る
な
り
、
其
疑
ふ
ま
し
き
局
り 

を
超
て
疑
ふ
は
、
惑
へ
る
な
り
、

と
ま
ず
誌

し

、
古
記
典
に

対

処

す

る
守
部
の
基
本
的
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
、

そ
の
秘
説
と

す

る

「
顕

事

•
幽
事
」

の
論
を
開
陳
し
て 

い
る
。

そ

の

所

説

は

基

本

的

に

は

既

にr
稜
威
道
別
」
総

論

「
神

秘

第

五

条

天

•
黄

泉

•
幽

•
現

•
顕

露

大

意

」

と
異
る
と
こ
ろ
は 

な
く
、
顕
事
、
幽

事

の

概

念

を

真

淵

•
宣
長
の
所
論
に
拠
っ
て
明
別
し
、
殊
に
幽
事
の
概
念
に
は
更
に
ひ
と
つ
の
創
見
を
以
っ
て
提
唱
し 

て
い
る
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。
定
稿
本
に
見
る
詳
密
な
結
構
に
ま
で
は
い
た
ら
ぬ
が
、
顕
事
と
玦
災
、
幽
事
と
禍
、
幽
事
の
在
所
な
ど 

定
稿
本
に
見
ら
れ
ぬ
初
期
の
見
解
は
生
々
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。

そ
の
幽
事
の
界
な
ど
、
其

一

は

悪

神

の

御

霊

を

は

じ

め

諸 

々

の

亡

霊

•
妖

鬼

•
魑
魅
魍
魎
の
界
、

其
ニ
、

伊
笄
冉
尊
素
戔
嗚
尊
大
国
主
命
な
ど
殊
更
に
夜
見
に
入
坐
す
神
等
の
鎮
り
坐
す
界
、

其 

三
、
彼
ノ
神
代
五
代
の
神
等
の
御
霊
の
常
に
留
給
え
る
界
の
三
界
に
分
類
し
、

第

二

の

界

がr

世
に
所
謂
神
罰
の
崇
り
冥
助
の
幸
福
等
」 

を
も
た
ら
す
処
と
し
、
黄

泉

と

は

右

の

第

一

•
第
二
の
幽
事
の
界
を
統
て
云
い
、
「
人
も
死
は
、

魂
と
な
り
て
、

皆
此
幽
事
の
界
に
入
な 

り
」
と
、

殊
更
に
諸
界
を
設
け
、
幽
界
の
意
義
を
積
極
的
に
認
知
し
、

か
く
明
別
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
所
論
に
は
殊
更
に
平
田 

篤
胤
の
幽
界
の
論
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、

そ
の
所
説
に
啓
誘
さ
れ
て
の
幽
冥
観
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
な
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。



次

い

で

「
古
伝
の
釈
法
の
論
」

は
、
日

本

書

紀

•
古

事

記

等

古

史

典

の

「
録

法

」
を
説
き
、
止
む
な
く
漢
土
の
書
法
を
模
倣
し
、
漢
様 

の
濁
り
に
汚
れ
て
、
上
代
の
清
浄
、
美

麗

の

句

法

•
文

•
詞
の
多
く
失
は
れ
し
、
文
体
文
辞
の
論
で
あ
る
。

そ
し
て
、
巻
尾
に
、
古

格

• 

古
語
に
よ
る
旧
辞
風
の
復
元
を
試
み
、
紀

•
記
卷
初
冒
頭
の
各
一
段
を
所
謂
宣
命
書
を
以
っ
て
表
記
し
、
古

史

典

の

雅

正

•
古
格
を
再
現

註I

す
べ
く
試
案
を
提
示
し
て
い
る
。

こ
の
創
意
も
、
本
稿
本
執
筆
の
動
機
で
あ
る
古
き
源
を
た
ず
ね
て
、
古
雅
文
に
習
い
し
た
し
む
と
こ
ろ 

に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
次

述

の

「
温
源
録
稿
」
巻
三
の
稿
本
も
又
同
様
で
あ
る
。

以
上
が
本
稿
本
の
概
要
で
あ
る
が
、
略
記
し
た
如
く
、
未
だ
定
稿
本
に
比
べ
る
ま
で
も
な
く
、
そ

の

「
総
論
」

の

上

巻

「
古
記
典
之
論 

一
(
〜
五
)J

を
欠
き
、
下

巻

「
神

秘

第

一

五

)
」

の
五
条
の
秘
説
も
未
完
の
状
況
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
、
本
稿
本
に
於
て
、
守
部
一 

流

の

方

法

論

は

顕

•
幽
の
概
念
設
定
と
共
に
成
熟
し
つ
つ
、
基
本
的
姿
勢
は
確
立
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
本
の
末
尾
に
は
、

さ
て
今
此
書
は
、
如
斯
し
も
本
つ
旧
辞
を
重
み
し
、
専
ら
古
伝
説
の
意
趣
の
、
覚
り
安
か
り
な
ん
事
を
、
主
と
し
て
解
な
れ
は
、
語 

釈
ま
て
は
得
こ
と
わ
ら
す
、
余
り
此
も
彼
も
、
混
雑
に
釈
ん
と
せ
は
、
事

も
長

く

、
煩
し
く
も
な
る
へ
け
れ
は
と
て
な
り
、
故
レ
先
ッ 

書
紀
を
表
に
た
て
、

其
段
毎
に
、

一
書
の
—

限
り
を
引
付
ヶ
、

古
事
記
も
一
書
の
一
ッ
に
附
て
、
其
一
段
の
意
は
、
段
毎
に
、

一 

書
等
の
末
に
釈
な
り
云
々
、

と
、
謂
わ
ば
凡
例
の
如
き
を
掲
げ
、
結
ん
で
い
る
"

日

く

「
本
つ
旧
辞
を
重
み
し
」
、

「
古
伝
説
の
意
趣
」
を
覚
る
を
宗
と
し
て
い
る
こ 

と
が
、

ま
ず
ぅ
た
わ
れ
て
い
る
。

「
温
源
録
稿J

は

次

述

す

る

巻

三

(神
代
紀
上
第
一
段
〜
第
四
段
の
部
分
)
が
存
す
る
が
、
総
体
的
に
語
句 

の
註
解
は
尠
く
、
右
記
の
趣
旨
を
遵
^

し
て
い
る
の
が
窺
わ
れ
、
後

の

「
稜
威
道
別
」

に
見
る
総
釈
的
な
著
述
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な 

か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
印

記

、
第

一

葉

に

「
椎
本
文
庫
」
朱
印
を
捺
す
。

備
考



扨

、
本
稿
本
の
成
立
時
期
に
就
い
て
で
あ
る
が
、
全
集
解
題
に
橘
純
一
氏
は
、

又

、
稜
威
道
別
は
初
名
を
温
源
録
と
い
っ
た
。
予

が

家

に

「
温
源
録
稿
」

と

巻

頭

に

題

号

の

あ

る

本

(
守
部
翁
自
筆
)

の
巻
一
、
巻 

ニ
、
卷
三
の
三
冊
を
蔵
し
て
居
る
。
又
こ
れ
と
紙
質
書
風
等
か
ら
見
て
、

同
本
と
思
は
れ
る
も
の
で
、

r

棱
威
道
別
巻
七
」

と
題
号 

あ
る
本
が
一
冊
あ
る
。

こ
れ
を
同
本
と
す
れ
ば
、
編
述
の
中
途
に
於
て
、
温
源
録
と
い
ふ
漢
風
の
書
名
を
、
稜
威
道
別
と
い
ふ
古
風 

に
改
題
し
た
こ
と
に
な
る
。
右
の
温
源
録
に
は
起
稿
の
年
代
の
徴
す
べ
き
も
の
が
な
い
が
、
巻
一
を
う
ち
開
い
た
第
一
葉
の
う
ち
に 

も

、

「
摸
摺
て
」

「
，
便

」
「
思

謬

"
ら
れ
」

「纪

時
」

「
熟
心
得
て
」

「
爾#

」
r

説
久 1

〕

「
論
#'|
る
」
な
ど
、

宛
字
を
用
ゐ
た
個
所
が 

頗
る
多
い
。
此
の
や
う
な
記
し
様
は
守
部
文
政
度
の
著
書
に
見
る
癖
で
あ
る
し
、
又
其
の
書
風
か
ら
考
へ
て
も
、
温
源
録
は
守
部
翁 

の
五
十
歳
よ
り
は
以
前
の
執
筆
と
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
(
天
保
と
改
元
さ
れ
た
文
政
十
三
年
に
於
て
守
部
翁
は
五
十
歳
で

あ
る
)

そ
れ
に
、
温
源
録
に
あ
つ
て
は
、

守
部
翁
の
態
度
が
著
し
く
謙
遜
で
、

真
淵
宣
長
等
の
先
哲
に
対
し
て
も

.

.

.
例
文
省
略

.

.

.

.

な
ど
言
ひ
、
そ
の
他
こ
れ
ら
の
先
哲
を
心
か
ら
尊
奉
し
て
ゐ
る
心
持
が
所
々
に
表
は
れ
て
ゐ
る
。
後
年
の
道
別
に
於
て
宣

長
翁
の
説
を
邪
説
と
ま
で
極
言
し
た
の
と
は
、
非
常
な
相
違
で
あ
る
。

こ
れ
ら
も
温
源
録
が
、
比
較
的
若
い
時
代
の
起
稿
で
あ
る
こ 

と
を
証
す
る
。

か
や
う
に
見
る
と
、
守
部
翁
の
日
本
書
紀
の
研
究
は
、
少
く
と
も
四
十
五
六
歳
か
ら
、
六
十
四
五
歳
ま
で
、
初
二
十
年
間
に
亙
る
も 

の
で
、
実
に
翁
の
学
問
の
本
流
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
右

の

記

中

の

「
温
源
録
稿
」
巻

一

•
ニ
は
本
稿
本
を
指
す
。
さ
て
、
長
文
の
引
用
と
な
っ
た
が
、
本
稿
本
に
見 

る
諸
特
徴
を
最
も
よ
く
要
約
さ
れ
て
い
る
。

そ

の

手

跡

•
料

紙

、
宛
字
、
又
先
学
へ
の
謙
恭
な
対
応
に
は
、
晚
年
の
そ
れ
ら
と
は
瀝
然
と 

相
違
す
る
。

そ

の

手

跡

•
料
紙
に
つ
い
て
は
先
に
寸
記
し
た
如
く
、
現
存
諸
稿
本
で
は
、
文
政
末
天
保
初
年
頃
の
稿
本
と
み
ら
れ
る
蓬
壺 

草

文

辞

部

•
穿

履

集

雑

部

旧

稿

部

•
文
章
撰
格
旧
稿
部
に
極
め
て
近
似
し
、
又
待
問
雑
記
等
と
も
相
似
て
い
て
、
氏
の
推
定
さ
れ
る
文
政

— loo —



期
の
起
稿
期
は
よ
く
首
肯
さ
れ
る
。
が

、

し
か
し
、
そ
れ
も
文
政
期
末
か
ら
天
保
期
の
は
じ
め
、
四

•
五
年
迄
の
手
跡
と
推
測
す
る
の
を 

妨
る
も
の
で
は
な
い
。

守
部
の
日
本
書
紀
研
究
は
古
く
文
化
•
文
政
期
に
は
じ
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

「
温
源
録
稿
」

の
如
き
総
括
的
な
著
述
に
着
手
す
る 

こ
と
と
な
っ
た
の
は
氏
の
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
守
部
四
十
四
•
五
歳
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
文
政
十
三
年
二
月
廿
六
日
付
、
 

吉
田
秋
主
宛
書
翰
中
に
、

小
子
も
貴
君
達
之
為
二
生
涯
閑
居
仕
、
自
今
以
後
、
余
命
之
限
、
た
た
著
述
而
已
仕
、
追
々
稿
本
出
来
次
第
不
残
貴
君
許
へ
上
置
可 

申
積
ニ
而
先
日
よ
り
書
見
候
序
ニ
心
当
之
本
文
引
書
等
抄
書
仕
、
ま
つ
心
か
け
の
著
述
荒
増
別
紙
し
た
た
め
御
覧
ニ
入
可
申
候
、
右

Q
o

之
内
御
望
之
品
よ
う
注
釈
い
た
し
上
可
申
候
云
々

註
三

と
誌
さ
れ
て
い
る
と
い
は
れ
る
。
右
の
別
紙
覚
え
書
き
を
、
高
井
浩
氏
は
、
夙

に

太
田
善
麿
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
「
御
連 

中
方
の
御
為
に
追
々
取
懸
候
書
目
」

と
さ
れ
て
い
る
ー
し
か
し
、
そ
の
予
定
書
目
覚
え
書
の
年
次
に
つ
い
て
は
、
そ
の
予
定
著
述
内
容
か
ら
み
て
、
 

右
書
翰
年
紀
を
遡
る
時
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
疑
点
も
あ
る
ー
そ
の
予
定
書
目
の
中
に
、

日
本
書
紀
分
釈
凡
二
十
卷

書
紀
は
神
典
の
最
ー
、
歴
史
の
祖
な
る
を
、

む
か
し
よ
り
漢
よ
み
の
み
に
し
て
、

い
ま
た
絶
て
正
訓
に
よ
み
た
る
書
あ
ら
さ
れ
は
、
 

漢
字
に
疎
き
世
の
学
者
常
に
こ
れ
に
窮
せ
り
、
実
に
ま
た
難
き
わ
さ
に
し
て
、
此
後
と
て
も
こ
れ
を
改
む
る
人
は
あ
る
ま
し
き
さ
ま 

な
れ
は
、

ぬ
し
た
ち
の
為
に
、

こ
た
ひ
お
も
ひ
を
起
し
て
悉
く
古
訓
の
正
訓
に
よ
み
直
し
、
本
文
の
解
か
た
き
所
々
に
は
、
簡
古
ニ 

分

釈

を

加

ふ

る

也

(
国
学
大
系
第
十
四
卷
解
説
)

と
、
見
え
る
の
が
、
そ
の
は
じ
め
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
覚
え
書
が
文
政
十
三
年
二
月
の
事
か
否
か
は
暫
く
措
き
、

そ
の
後
の
資
料
の
上
に
現
れ
る
の
は
、

天
保
ニ
年
辛
卯
十
一
月
刻
成



「
山
響
冊
子J

初

篇

三

巻

卷

末

附

載

の

「
池
庵
橘
守
部
大
人
著
述
目
録
」
中

に

、

古
*
^
鉤
玄

fffl-fc
此
書
は
も
は
ら
日
本
紀
古
事
記
旧
辞
本
紀
古
語
拾
遺
祝
詞
等
の
旧
辞
に
つ
き
て
近
世
古
学
者
の
惑
説
を
弁
し
初
て
古 

伝
説
の
意
味
深
長
な
る
奥
旨
を
解
ク
事
を
考
出
ら
れ
て
巨
細
に
導
き
諭
さ
れ
た
る
書
に
し
あ
れ
ば
此
書
に
寄
て
学
ぶ
時
は
ゆ
う
^

 ̂

に
神
典
の
難
き
疑
関
も
開
ラ
け
ぬ
べ
き
な
り

と

公

示

す

る

「
古
史
.釣
玄1

J

が
前
者
に
次
ぐ
、
書
紀
研
究
に
関
す
る
著
述
の
よ
う
で
あ
る
。
又

、
文
政
十
二
年
成
立
と
見
ら
れ
る
「待 

問
雑
記
」
前

編

(
自
筆
本
)
.
下

巻

奥

に

「
待

問

雑

記

追

加

一

冊

出

来

/

鉤

玄

雑

録

五

冊

近

輯

\
智
嚢
三
冊
」
と

附

記

し

て

い

る

「
鉤 

玄
雑
録
」

は
そ
の
前
身
を
示
す
書
名
の
如
く
で
あ
る
。

こ

の

「
古
史
鉤
玄
」

に
つ
い
て
右
記
の
目
録
記
事
の
ほ
か
、
そ
の
著
稿
は
現
存
す 

る
こ
と
を
聞
か
ず
、
具
体
的
内
容
に
関
し
て
は
知
る
べ
く
も
な
い
。

た
だ
高
井
浩
氏
は
註
記
の
御
論
# -
中

に

、
天
保
四
年
五
月
五
日
付
吉 

田
秋
主
宛
書
翰
に
よ
っ
て
、
「
四
月
に
な
る
と
、
守
部
は
古
史
鉤
玄
の 

一
•
ニ
巻
を
、

五
月
に
な
る
と
、

そ
の
三
卷
を
書
き
終
え
.た
」

と 

略
述
さ
れ
る
に
と
ど
め
て
い
る
の
で
、
恐

ら

く

天

保

四

年

四

•
五
月
頃
、
か
か
る
題
名
の
書
紀
研
究
書
は
著
述
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と 

は
確
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
本

稿

「
温
源
録
稿
」

に
関
す
る
記
録
は
其
後
も
管
見
す
る
と
こ
ろ
で
な
い
。

次
い
で
、
資
料
の
上
で
書
紀
の
著
述
に
つ
い
て
誌
さ
れ
て
い
る
の
は
、
天
保
九
年
六
月
の
刊
記
の
あ
る
足
穎
舎
蔵
版
「
心
の
種
」
下
巻 

末
に
記
す
参
考
書
目
の
一
つ
と
し
て
自
著
に
言
及
し
、

守
部
は
、

い
さ
、
か
神
さ
ち
や
あ
り
け
ん
、
は
や
く
よ
り
、
か
の
二
人
の
大
人
を
信
じ
な
が
ら
、
神
の
御
上
の
さ
だ
、

道
の
論
な
ど 

は
、

は
じ
め
よ
り
え
う
け
ず
、
た
ゾ
物
林
な

く

覚
え
け
れ
ば
、
別
に
な
し
て
、
学
び
来
し
を
、
さ

り

と

.
て
外
に
考
へ
も
な
く

、

歎
き 

な
が
ら
過
つ
る
内
、
家
に
期
か
伝
へ
た
る
事
の
あ
る
に
も
と
づ
き
て
、
初
念
の
ほ
い
空
し
か
ら
ず
、
数
十
年
苦
学
し
，て
今
は
十
年
あ
 

ま

り

以
前
に
つ
い
に
真
の
解
ざ
ま
を
さ
と
り
得
つ
、
よ

ろ

こ

ぼ
し
き
あ
ま
り
に
、

と
み
に
筆
と
り
て
、

し
る
し
お
け
る
、
即
書
目
に 

出
せ
る
、
稜
威
道
別
是
也
、



と
.附

Is
し
て
い
る
。
又
、
同

書

附

載

の

「
池
庵
北
畠
守
部
先
生
著
述
略
目
録
」

の
首
に
は
、

〇

稜
威
ノ
道
別
十
五
巻
一
名
神
典
古
義

此
書
は
、
古
事
記
伝
の
、
道
の
論
の
拙
な
か
る
を
、
深
く
歎
き
て
、
更
に
真
の
古
伝
の
本
義
に
、

と
き
改
め
ら
れ
た
る
書
也
、
其
鉢 

裁

は

、
書
紀
を
本
文
に
立
て
、
古
事
記
も
、
其
一
書
の
中
に
く
は
へ
、
諸
の
神
書
を
も
合
せ
、
天
地
の
初
メ
よ
り
、
崇
神
の
朝
迄
を
、
 

精
し
く
釈
せ
り
、
是
よ
り
後
は
、

人
の
ま
ど
ふ
べ
き
事
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、

省
る
な
り
、

故
に
甚
簡
古
に
し
て
、

神
典
の
限
り
を
貫 

き

、

久
し
く
埋
れ
た
り
し
、
古
伝
説
の
本
養
粲
然
と
し
て
世
に
顕
は
れ
、
初
メ
て
神
の
道
の
、

上
古
に
立
か
へ
る

、

基
を
開
か
れ
た 

り
と
云
は
、
此
書
な
り
、

と
広
告
し
、
前
者
と
対
応
し
て
い
る
。
既

に

書

名

は

「
稜
威
ノ
道
別
」

と
改
め
ら
れ
、
「
温
源
録
稿
」
後
の
改
稿
た
る
こ
と
は
明
ら
か
で 

あ
る
。

し
か
し
、
後
者
の
文
中
、
道
別
十
五
巻
と
い
い
、
古
事
記
を
も
一
書
に
く
わ
え
、
崇
神
の
朝
迄
を
精
釈
す
る
と
述
べ
て
い
る
の
を 

見
る
と
、
後
の
稿
本

12
の
総
論
に
添
え
た
凡
例
と
は
異
り
、
未
だ
其
構
想
は
未
熟
な
段
階
に
あ
り
、
寧

ろ

本

稿

「
温
源
録
稿
」

の
趣
旨
に 

近
い
言
辞
で
あ
る
。

恐

ら

く

次

述

の

「
棱
威
道
別
」
卷

七

(稿
本
15
)
な
ど
を
踏
え
て
の
言
葉
遣
い
で
あ
っ
た
ろ
ぅ
か
と
推
測
さ
れ
る
。
 

又

、
^
者

の

.「
初
念
の
ほ
い
空
し
か
ら
ず
、
数
十
年
苦
学
し
て
今
は
十
年
あ
ま
り
以
^

に

つ

い

に

真

の

解

ざ

ま

を

さ

と

り

得

つ

」

と
誇 

ら
か
に
述
べ
て
い
る
の
は
、

い
ず
れ
の
著
稿
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。
文
面
ど
お
り
に
読
め
ば
、
文
政
末
天
保
初
年
の
こ
と
と
な
る
。
 

現
存
諸
稿
中
、
そ
の
期
に
近
き
も
の
は
、
先

の

「
古
史
鉤
玄
」
、
「
温
源
録
稿
」

の
両
書
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
い
ず
れ
か
は
と
も
か
く 

と
し
て
、
両

書

は

天

保

初

•
ニ
年
か
ら
此
九
年
の
間
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
、

ひ
と
ま
ず
承
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本

稿

本

「
温
源
録
稿
」

に

は

両

巻

に

「
蘆
荻
鈔
に
委
く
云
々
」
又
、

そ

の

巻

ニ

に

は

「
豫
美
」

の
解
に
つ
き
、
そ

の

分

註

に

「
既
に
、
 

山
響
冊
子
、

三
枝
ノ
卷
に
、

委
く
い
ひ
つ
、

此
と
引
合
て
見
へ
し
」

と
見
え
、
上
記
両
書
以
後
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 

就
中
後
者
に
つ
い
て
は
、
鈴

木

英

一

氏

は

「
既

述

の

ご

と

く

天

保

ニ

年

五

月

に

『
難
語
考
』
を
最
終
的
に
修
訂
し
た
さ
い
始
め
て
名
付
け



ら
れ
た
書
名
で
あ
っ
て
、
そ

れ

以

前

に

『
山
響
冊
子
』

と
称
し
た
例
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
守

部

が

神

典

研

究

書

を

『
温
源
録
』

と
銘 

打

っ
た
時
期
は
明
ら
か
に
天
保
ニ
年
五
月
以
降
で
」
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
も
上
述
の
こ
と
な
ど
と
併
せ
て
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ 

る
。又

、
其
他
本
稿
中
に
は
、
巻
ニ
巻
末
近
く
の
分
註
に
、
「
又
、
既
に
文
章
撰
格
に
も
、

つ
は
ら
に
論
ラ
ひ
置
た
れ
は
、
互
に
引
合
せ
て
、
 

心
得
ら
る
へ
し
」

と
文
章
撰
格
を
挙
げ
参
照
す
べ
く
述
べ
て
い
る
。

三
撰
格
中
、
文
章
撰
格
は
繕
写
定
稿
本
は
完
成
を
見
ず
旧
稿
と
改
訂 

稿
を
継
ぎ
併
せ
て
編
成
さ
れ
た
も
の
が
.現
存
最
終
稿
と
な
っ
て
い
る
。
同
解
題
で
述
べ
た
如
く
、
旧
稿
部
分
は
天
保
ニ
•
三
年
頃
、
新
稿 

部
分
が
加
っ
て
成
稿
と
な
っ
た
の
が
'、
同
五
年
八
月
頃
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
本
の
手
跡
は
記
し
た
如
く
、
そ
の
旧
稿
部
分
に 

最
も
近
似
す
る
。
料
紙
も
又
同
質
で
あ
る
の
で
、

こ

の

天
保
ニ
*

一
一
年
頃
も
一
つ
の
目
安
と
な
ろ
う
。
尤

も

天

保

四

•
五
年
頃
の
手
跡
と 

も
当
然
の
事
な
が
ら
然
し
て
変
る
こ
と
も
な
か
ろ
う
か
ら
、
両
書
を
照
応
し
て
の
印
象
で
あ
る
。

こ
の
主
観
的
印
象
に
強
ち
に
こ
だ
わ
る 

と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
本
稿
本
の
執
筆
は
天
保
ニ
年
〜
五
年
の
間
が
ま
ず
ひ
と
つ
の
仮
説
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
す
る
と
、
天

保

四

年

五

月

「
古
史
鉤
玄
」

三

巻

の

成

立

が

此r

温
源
録
稿
」

ニ
巻
と
相
係
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
縷
述
を
さ
け
て
臆 

測
の
一
端
を
記
す
と
、r

鉤
玄
」

と
い
い
、
「
温
源
」

と
い
い
、
両
書
名
の
持
つ
漢
臭
の
強
い
語
感
に
は
、
文
政
期
の
著
述
一
般
に
通
ず
る 

名
残
り
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
駐
雲
鈔
、
遏
雲
鈔
、
蘆
荻
鈔
、
纏

•
輻

註

(
土
佐
日
記
)
、
な
ど
又
同
様
で
あ
る
。

そ
し
て
、
 

そ
れ
ら
は
屢
々
改
題
さ
れ
、
時
に
併
称
さ
れ
な
が
ら
に
、
次
第
に
和
風
、
古
風
に
改
め
ら
れ
て
落
着
し
て
い
る
。
本
稿
本
の
場
合
に
も
、
 

r

鉤
玄
雑
録
」
、
「
古
史
鉤
玄
」
、

と
旧
題
を
襲
い
は
す
る
が
、
成
稿
の
後
、
結

果

と

し

て

「
温
源
録
稿
」

と
な
り
、
更
に
は
、
そ
の
続
稿
の 

途

路

に

ー

次

述

「
温
源
録
稿
」
巻

三

•
「
稜
威
道
別
」
巻
七
の
如
く
ー
「
稜
威
道
別
」

に
再
三
改
題
さ
れ
て
定
着
す
る
ょ
う
に
、
同
一
稿
本 

の
経
過
を
或
は
此
場
合
も
迪
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
同

一

稿

本

の

草

案

•
草

稿

•
成
稿
の
過
程
に
か
く 

異
称
を
以
っ
て
呼
称
し
た
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。
換

言

す

れ

ば

文

政

末

天

保

年

初

にr

鉤
玄
雑
録
」

と
仮
称
し
腹
案
し
、
そ



の

草

稿

の

着

手

に

あ

た

り

「
古
史
鉤
玄J

と
齊
え
、
成

稿

と

し

て

繕

写

さ

れ

る

に

お

よ

ん

で

「
温
源
録
稿
」

と

冠

し
て
同
稿
本
は
暫
く一 

段
落
を
区
切
る
に
い
た
っ
た
、

既
に
そ
の
草
稿
類
は
反
故
に
附
せ
ら
れ
、

成

稿

「
温
源
録
稿
」

の
み
が
と
ど
め
ら
れ
て
現
在
に
い
た
っ 

た
。

そ
し
て
、

そ
の
時
期
は
天
保
四
年

五
月
の
書
翰
に
告
げ
て
い

る

と

い

う

「
古
史
鉤
玄
」

の
執
筆
と
相
重
な
る
時
期
で
は
な
か
っ
た
ろ 

う
か
と
、
臆
測
を
重
ね
て
み
る
の
で
あ
る
。
猶
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
、
本
稿
本
の
執
筆
期
は
天
保
四
•
五
年
の
頃
と
推
定
し
て
然
し
た 

る
誤
差
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。

本

稿

本

「
温
源
録
稿
」

ニ
巻
は
、

い
ず
れ
後
の
、
天
保
十
五
年
五
月
廿

五

日

の

識

語

を

持

つ

「
稼
威
道
別
」
総
論
の
結
構
を
基
礎
付
け 

る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

註
一
そ
の
書
紀
神
代
紀
冒
頭
の
一
部
は
、

アメパ

チ
ノ
ワ
カ

レ

ソ
メ
シ
ト
キ

ハ

'

ウ
ヲ

^

-1-?
、ツ

-
ウ
竹
ル
カ
|1ト̂

オ
ホ
ソ
ラ

-
ク
-
,-
ツ
チウキタぐヨ̂

ンカウキタぐ

'3
へリ
シ
モ
ノ
、ナ
カ
^

7
シカビナセル1モ
ノ
ナ
リ
テ
ソ
/モ
ノ
;̂テ
力
ミ
ト
ナ
リ
キ

ソ
ノ
ナリ
マ

セ

ル
力
5
ノ

ミ

ナ
ハ
ク
、

-
-, 

トn

タ

チ
ノ
ミ

n

トツキ二 

ニ

キ

 

リ

の
如
く
に
続
け
改
め
、
古
事
記
の
は
じ
め
は
、

天
地
之
初
時尔

、
高
天
原
爾
神
成
坐
|
/
其
成
坐
§/
神
ノ
名
波
、
天
之
御
中
主
^

、
次
成
坐
神
名
&
、
高
御
産
巣
日
：|
,
、
次
成
坐
神
名
波
、
神
産
巣 

日
^

、
此
三
柱
ノ
神
波
、
各

£

独
神
成
坐
邑
、
御
身货

隠
賜
^

、
天
地
ノ
之
初
時
波
、

国
稚
久
(
土
稚
久
ト
傍
記
ア
リ
)
浮
脂
之
如
M
之
、
海
月
成 

漂
咿
、
然
漂
^ 1
時尔

、
如
蓀
牙
久
、
所
萠
騰
物
在
1
/
然
萠
騰
留
物尔

因
.̂

、
成
坐
神
名
波
、
宇
麻
志
眾
牙
彦
遅
^

、
次
成
坐
神
名
波
、
天
之
常
立 

^

、
此
ニ
柱
神
母
、
各
独
神
成
坐
a
、
御
身s

隠
坐
IF
、

と
、
か
く
一
種
の
宣
命
体
を
借
り
て
古
雅
の
格
を
試
み
て
い
る
。

そ
し
て
、

「
こ
た
ひ
、

此
温
源
録
に
は
、

漢
字
の
上
に
、
古
語
を
播
し
、
次
に 

は
、
其
段
の
意
を
釈
し
、
其
次
に
は
、
章
毎
に
如
此
試
を
く
は
へ
て
、
字
訓
と
、

古
文
と
の
差
を
さ
と
す
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。

記
紀
の
表
記 

に
於
け
る
「
漢
文
風
」、

「
漢
文
格
」
を
和
文
に
見
る
「
古
格
」
、r

雅
藻
」
、r

i
麗
」
の
再
現
を
期
す
べ
く
試
行
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

右
の
章
句
の
「
連
接
」
1
上
掲
古
事
記
の
如
き
—
な

ど

「
文
章
撰
格
」
の
着
稿
と
相
俟
っ
て
創
意
さ
れ
た
古
記
典
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
も
あ
っ
た
の 

で
あ
ろ
う
。
以
下
現
存
稿
本
に
於
て
は
次
述r

温
源
録
稿
」
巻
三
の
稿
本
に
於
て
ま
で
は
、
こ
の
試
み
が
各
章
段
に
附
さ
れ
て
い
る
。

其
後
、

此 

卷
三
に
続
く
諸
卷
を
欠
く
が
、
巻
七
に
至
る
と
書
名
の
改
題
と
共
に
、
こ
の
創
意
は
省
除
さ
れ
て
い
る
。



註

ニ

•
三

高

井

浩

氏

「
橘
守
部
の
棱
威
言
別
の
執
筆
経
過
と
そ
の
間
に
お
け
る
桐
生
門
生
と
の
交
渉
」
、
昭
和
三
十
八
年
「群
馬
大
学
紀
要
人
文
科 

学
篇J

十
二
所
収
。

註
四
右
書
目
は
夙
に
国
学
大
系
第
十
四
巻
「
橘
守
部
集
」
の
太
田
善
麿
氏
同
解
説
に
て
紹
介
さ
れ
、

そ
れ
は
「
文
化
五
六
年
の
頃
の
事
で
あ
ろ
ぅ 

か
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
右
の
書
翰
、
書
目
共
に
披
見
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、

こ
の
文
面
か
ら
は
恐
ら
く
江
戸
進
出
後
、

文
政
末
年
の
こ
と 

に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
予
定
書
目
中
、
古
事
記
索
隠
凡
五
七
冊
、
紀
記
歌
解
凡
八
冊
、

な
ど
見
え
、

殊
に
後
者
な
ど
は
文
政
十
三
年
十
月
に 

は

「
蘆
荻
鈔J
十
五
巻
を
橘
貞
暉
が
書
写
す
る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
、

か
く
凡
八
冊
の
如
き
漠
然
と
し
た
記
述
は
考
え
ら
れ
ず
、

太
田
氏
の
推
定
さ 

れ
る
文
化
五
.
六
年
は
と
も
か
く
、
猶
同
年
紀
に
つ
い
て
は
疑
点
が
残
る
。

註

五

前

掲

稿

本

12
註
ー
と
同
掲
書
。
 

註

六

「
橘
守
部
」
、
昭
和
四
十
七
年
「
人
物
叢
書
」
所
収
。

温源録稿卷

三 

自

筆

(
稿本

15
)

棱威道別巻

七
 

自筆(
同)

斯
道
文
庫
蔵

袋

綴

、

ニ
冊
。
改
装
濃
紺
色
表
紙
、
竪
ニ
十
八
*

輕

、
横

ニ

十

ニ喱

。
元
表
紙
本
文
共
紙
。

料
紙
、
楮
紙
。

字

面

高

サ

約

ニ

十

7 

三

樞

(
本
文
)
。
釈

文

、

ー
丄
ー
字
下
げ
。
分
註
稍
小
字
。
毎
半
葉
、
本
文
九
行
、
釈

文

十

ー

*
ニ
行
|
卷
三
釈
文
中
に
ま
ま
九
行
の
旧
稿 

を
合
綴
す
—

。
細
註
、
双
行
。
本
文
墨
付
、
巻

三

、
四
十
六
丁
、
巻

七

、
四
十
五
丁
。

両

卷

共

に

墨

訂

j
書
入
れ
•
別
紙
貼
付
—
を
見
る 

が
巻
三
に
稍
繁
。
巻
三
は
朱
句
点
を
附
す
。

題
簽
、
金

切

箔

散

し

短

冊

(
改
装
時
、
表
紙
左
肩
)
に
、

「
温
源
録
稿
.
巻
三
」
、r

稜

威

道

別

巻

七

」

と
別
筆
墨
書
。

元
表
紙
外
題
は
、
 

卷

三

は

短

冊

形

白

紙

(
左
肩
)
を
貼
り
、
「
温
源
録
稿
卷
三
」
と
別
筆
墨
記
す
る
が
、
貼

紙

下

に

はr

稜
威
道
別
巻
三
」

と
自
筆
に
て
打
付 

書
き
し
て
い
る
。內

題
に
惹
れ
て
後
補
せ
る
貼
紙
で
あ
ろ
ぅ
。
巻
七
に
は
、
「
棱
威
道
別
巻
七
」
(
左
肩
)
と
自
筆
外
題
し
て
い
る
。
内

題

、
 

「
温
源
録
稿
卷
三
」
、
「
稜
威
道
別
巻
七
」

と
記
す
。
両
巻
は
そ
の
手
跡
、

紙
質
か
ら
見
て
同
時
期
に
成
る
稿
本
で
あ
る
。

巻
三
の
内
題
か



ら

外

題

S

紙
下
)

へ
の
書
名
の
推
移
も
そ
の
経
過
の
跡
を
と
ど
め
示
し
て
い
る
。

本
稿
本

両

巻

は

前

掲

「
温
源
録
稿
」
巻

一

•
ニ
の
総
論
に
続
く
、
書
紀
釈
註
で
あ
る
が
前
者
と
は
稍
時
期
を
異
に
す
る
別
稿
本
で
あ
る
。
 

前
記
し
た
如
く
、
巻
三
に
は
旧
稿
丨
前
者
同
様
に
毎
半
葉
九
行
書
写
の
巻
三
旧
稿
、
恐

ら

く

前

者

巻

一

•
ニ
に
続
く
巻
三
の
旧
稿
1

を
数 

葉
併
せ
綴
じ
流
用
し
て
い
る
の
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
旧
稿
は
何
巻
に
ま
で
進
埗
し
た
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
巻
七
に
旧
稿 

の

再
使
用
が
見
え
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
、
旧
稿
は
卷
七
に
至
る
途
路
で
擱
筆
し
た
も

の

と

推
測
さ
れ
る
。

本
稿
本
巻
三
の
編
成
は
、
「
日

本

書

紀

卷

第

一

神

代

上

」

と
記
し
、
神
代
紀
上
第
一
段
か
ら
第
四
段
一
書
第
十
迄
、

で
あ
り
、
 

定
稿
本
巻
之
三
の
当
該
部
分
と
同
じ
く
し
て
い
る
。
釈

註

方

法

は

旧

稿

「
温
源
録
稿
」
巻

一

二

一

のr

釈
法
」
に
従
い
、
「
先
ッ
書
紀
を
表 

に
た
て
、
其
段
毎
に
、

一
書
の
あ
る
限
り
を
引
付
ヶ
、
古
事
記
も
一
書
の
一
ッ
に
附
て
」
、

解
く
こ
と
と
し
、
先

ず

本

文

を

挙

げ

「
漢
字
の 

上
に
、
古
語
を
播
し
、
次
に
は
、
其
段
の
意
を
釈
」

し
て
い
る
が
、

次
の
巻
七
以
下
の
諸
稿
本
に
見
る
ご
と
く
、

「
語
釈
ま
て
は
得
こ
と 

は
ら
す
」

し
て
、
「
専
ら
古
伝
説
の
意
趣
」
を
主
と
し
て
釈
述
し
て
い
る
。
又

、
書
紀
第
一
段
、

第
二
段
の
各
段
、

一
書
の
末
、

又
、
古 

事

記

伊

邪

那

岐

*
伊

邪

那

美

命

国

土

生

み

の

段

な

ど

の

末

に

は

「
所
謂
宣
命
書
」

の
文
体
を
以
っ
て
旧
辞
風
を
試
み
附
し
、
旧

稿

「
温
源 

録
稿
」

の
趣
旨
を
遵
守
し
て
い

る

。

次
の
巻
七
と
は
同
時
期
稿
本
で
あ
る
が
ー
後
述
す
る

如
く
本
稿
巻
三
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
—
内 

題

に

誌

す

如

く

「
温
源
録
稿
」
巻

一

。
ニ
の
方
則
を
継
承
墨
守
し
て
い
る
。

次
の
巻
七
は
前
記
巻
三
か
ら
継
続
す
る
同
一
稿
本
で
あ
る
が
、
此
時
点
に
於
て
—
巻

四

•
五

•
六
の
両
三
巻
を
欠
く
の
で
猶
未
詳
な
が 

ら

ー

題

号

もr

稜
威
道
別
」

と
改
め
ら
れ
、
そ
の
釈
法
は
基
本
的
に
は
前
者
の
方
法
を
襲
い
な
が
ら
徐
々
に
変
化
を
迪
っ
て
来
た
の
で
あ 

ろ
ぅ
、
前
者
に
見
ぬ
註
項
目
を
多
く
設
け
て
、
顕
著
に
語
句
の
釈
に
意
を
そ
そ
ぎ
詳
述
し
、
末
尾
に
各
段
の
大
意
を
総
括
し
て
い
る
の
で 

あ
る
。

あ
る
い
は
、
又
、

一
書
と
し
て
の
古
事
記
は
参
照
資
料
に
と
ど
め
、
前
者
に
試
作
し
た
各
段
本
文
の
旧
事
風
丨
宣
命
体
—

の
復
元 

は
す
べ
て
こ
れ
を
破
棄
し
て
、
漸
く 

r

稜
威
道
別
」
稿
本
に
見
る
所
謂
総
釈
的
な
形
態
を
整
え
は
じ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。



そ
の
編
成
は
、
内

題

「
稜
威
道
別
巻
七
」

と
誌
し
、
次

行

に

「
簸
川
上
段
」

と
標
を
立
て
て
い
る
。
書
紀
神
代
紀
上
第
七
段
か
ら
第
八 

段
一
書
第
六
迄
、
同
上
巻
々
尾
を
以
っ
て
終
っ
て
い
る
。

定
稿
本
巻
之
七
に
該
当
す
る
。

「
稜
威
道
別
」
諸
巻
の
編
成
は
既
に
本
稿
本
の 

段
階
で
定
着
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
以
後
続
稿
を
見
ぬ
現
在
そ
の
進
涉
状
況
は
未
詳
と
い
う
ほ
か
は
な
い
が
、
上
記
の
如
く
神
代
紀 

上
巻
ま
で
は
一
応
成
稿
と
な
り
、
「
温
源
録
稿
」

の
書
名
は
巻
三
以
後
、

そ
の
途
路
に
於
て
改
題
さ
れ
、

巻
七
に
至
っ
た
も
の
と
推
測
さ 

れ
る
。
卷

三

元

表

紙

の

後

補
白
紙
題
簽
下
の
自
筆
外
題r

稜
威
道
別
巻
三
」

の
記
は
そ
の
名
残
り
を
告
げ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

猶

、
巻

首

に

誌

す

「
簸
川
上
段
」

の
標
は
、

前

掲

天

理

図

書

館

蔵

卷

ー

(
稿
本
13
)
と
照
応
さ
れ
、

こ
の
期
の
叙
述
形
態
と
し
て
考
案 

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
が
以
後
、
上

掲

諸

稿

本

に

見

る

が

如

く

「
神

代

上

之

一

(
〜
)
」
と
改
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
本
を
前
掲
の
次
期
改
稿
本
と
比
較
す
る
に
、
書
紀
本
文
に
於
て
は
殆
ん
ど
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
そ
の
訓
読
に
於
て
は
著
し
い 

異
剖
が
多
見
さ
れ
る
。

そ

の

1]|
読
の
基
本
は
流
布
印
本
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
猶
顕
著
に
相
違
す
る
。

そ
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ
を
審 

ら
か
に
し
え
な
い
が
、
卷

三

文

中

に

「
さ
て
今
本
文
を
、
如
此
様
に
訓
ム
わ
さ
は
、
賀
茂
、
本
居
ノ
翁
等
の
、
物
を
訓
メ
り
し
ふ
り
に
傚
ひ 

て
、
よ
む
所
な
り
、
そ
も
-
^
漢
字
も
て
書
ヶ
る
物
を
、

如
斯
し
も
、

古
言
し
て
読
る
\
や
う
に
な
り
た
る
は
、
専
ら
彼
翁
等
の
、
功
に 

て
そ
有
け
る
」

と
記
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
特
徴
的
な
和
訓
•
訓
法
な
ど
は
先
学
の
二
人
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ 

う
か
、
本
稿
本
中
に
も
屢
々
改
補
の
あ
と
を
と
ど
め
て
い
る
。

し
か
し
、
未
だ
本
稿
本
段
階
に
於
て
は
未
定
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
最
も
留
意
さ
れ
る
の
は
、
前
記
し
た
如
く
、
本
稿
本
巻
三
と
巻
七
と
の
基
本
的
な
著
述
方
針
の
変
更
で
あ
る
。
前
者
は
旧
稿 

「
温
源
録
稿
」
総
論
を
墨
守
し
て
古
記
典
の
意
趣
に
論
を
逐
う
の
に
対
し
、

後
者
は
一
変
し
て
、

総
釈
的
な
語
註
を
も
併
せ
詳
述
し
て
い 

る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
同
一
稿
本
と
は
殆
ん
ど
い
い
が
た
い
。
前

者

は

寧

ろ

旧

稿

「
温
源
録
稿
」
巻

一

•
ニ
に
続
く
、
 

卷
三
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

又
、
事
実
、
そ
の
執
筆
時
は
、
そ
の
内
題
に
記
す
如
く
、
旧
稿
巻
三
—
現
存
し
な
い
が
ー
を
補 

訂
繕
写
す
る
考
え
の
許
で
の
着
稿
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
が

、

し
か
し
、
記
し
た
如
く
、
旧

稿

「
温
源
録
稿
」
巻

一

•
ニ
と
は
同
一



稿
本
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
此
卷
三
擱
筆
後
、
現
存
の
巻
七
に
至
る
途
次
に
於
て
、
そ
の
基
本
的
方
法
の
変
転
が
あ 

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

と
も
か
く
、
卷
七
に
い
た
る
と
、
そ
の
註
釈
態
度
に
於
て
は
、
記

紀

歌

の

総

釈

「
稜
威
言
別
」
十
卷
が
迪
っ 

た
経
過
と
相
似
て
、
旧

註

•
新
註
の
纂
輯
の
傾
向
が
顕
著
と
な
り
、
私

記

•
ロ

決

•
纂

疏

、
降

っ

て

集

解

•
通
証
、
記
伝
等
、
そ
の
書
名 

を
明
記
し
て
縷
述
す
る
と
こ
ろ
が
尠
く
な
く
、
そ
の
傍
証
資
料
を
も
長
々
と
列
記
引
用
し
、
旧
稿
以
来
の
所
説
と
相
俟
っ
て
聊
か
贅
言
、
 

冗
長
に
わ
た
る
諸
点
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

又
、
そ

の

釈

註

に

於

て

も

次

稿

(稿
本
12
)

に
比
し
、

そ
の
註
項
目
は
略
同
じ
く
す
る 

も
猶
推
考
は
熟
さ
ず
却
っ
て
自
説
に
姑
息
し
、
あ
る
い
は
、
先
註
に
逡
遁
す
る
と
こ
ろ
が
屢
々
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
点
で
は
、
 

旧

稿

「
温
源
録
稿
」

か

ら

総

釈

「
稜
威
道
別
」

へ
の
過
渡
期
的
経
過
と
模
索
の
情
況
を
如
実
に
提
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
本
稿
本
は
次 

の

改

稿

本

(稿
本
12
)

の
基
礎
的
草
稿
と
し
て
そ
の
転
換
期
を
劃
す
る
土
台
た
る
べ
き
意
義
を
荷
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

巻
三
に
就
い
て
は
旧
稿
改
補
繕
写
の
後
、
巻
七
の
改
題
に
副
っ
て
、
そ

の

内

題

「
温
源
録
稿
卷
三
」
を

外

題

に

於

て

「
稜
威
道
別
巻
三
」 

と
追
補
し
た
の
で
あ
る
が
、
新
稿
の
な
る
に
お
ょ
ん
で
全
面
的
に
改
稿
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
前

掲

天

理

図

書

館

蔵

「
棱
威
道
別 

一
巻
」

の
如
き
、
恐
ら
く
改
稿
本
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
巻

三

は

書

名

•
内

容

共

に

旧

稿

「
温
源
録
稿
」
巻 

一• 

ニ
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
巻
七
と
は
記
し
た
如
き
経
過
に
ょ
る
同
一
期
の
稿
本
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
猶

、
本
稿
本
は
巻
七 

以
下
は
其
存
否
は
不
明
で
あ
り
、
続
稿
に
つ
い
て
は
猶
未
詳
で
あ
る
。

備
考

本

稿

本

の

執

筆

は

さ

き

の

「
古
史
鉤
玄J

、

「
温
源
録
稿
」
巻 

一
•
ニ
の
後
を
う
け
て
の
改
稿
で
あ
る
か
ら
、
前

述

(
「
温
源
録
稿
」
巻

一

.

註

一

ニ
解
題
参
照
)

の
天
保
四
年
五
月
以
降
の
事
で
あ
る
。

叙

述

文

中

に

も

既

成

著

稿

で

あ

る

「
蘆
荻
鈔
」
、

「
山
響
冊
子
」
、

「
文
章
撰
格
」

な 

ど
を
挙
げ
て
参
照
す
べ
く
断
っ
て
い
る
の
も
、
そ
の
執
筆
時
期
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

又
、
本

稿

本

巻

三

の

内

題

が

「
温
源
録
稿
卷
三
」

と
記
す
が
、

外

題

に

r

棱
威
道
別
巻
三
」
(
後
補
題
簽
貼
付
紙
下
に
打
付
書
す
る
)
と
自



筆
追
記
し
て
い
る
の
で
、
旧

稿

書

名

か

らr

稜
威
道
別
」
と

新
た
に
題
名
を
冠
す
る
こ

と

と

な

る

推
移
の
経
過
を
告
げ
て
い
る
の
で
あ

る
 

か
ら
、

こ
の
改
題
の
境
目
の
期
が
、
こ

の

稿
本
の
執
筆
時
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
書
名
が
確
実
に
資
料
の
上
に
現
れ
る
の
は
、
天
保
九
年
六
月
の
刊
記
を
持
つ
足
穎
舎
蔵
版
本
「
心
の
種
」

三
巻
巻
末
添
書
の
書
目 

中

と

、

又
、

附

載

す

る

「
池
庵
北
畠
守
部
先
生
著
述
略
目
録
」

に

見

え

るr
〇

稜

威

ノ

道

別

十

五

巻

一

名

神

典

古

義

」

で
あ
る
。
同 

目

録

は

前

掲

「
温
源
録
稿
」
卷
ー
ニ
ー
解
題
備
考
中
に
挙
げ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
が
、

そ

の

中

に

「
天
地
の
初
メ
よ
り
、

崇
神
の
朝
迄 

を

、
精
く
釈
せ
り
」

と
あ
り
、
十
五
巻
と
記
し
て
い
る
。
本
稿
本
は
管
見
す
る
と
こ
ろ
卷
七
以
降
の
続
稿
本
の
存
否
を
明
ら
か
に
せ
ず
断 

定
は
し
が
た
い
が
、
恐
ら
く
そ
の
完
成
時
を
予
測
し
て
の
広
告
で
あ
ろ
う
。

従

っ

て

「
心
の
種
」

三
巻
の
刊
行
時
ま
で
に
は
、

「
稜
威
道 

別
」
改
題
と
そ
の
執
筆
は
相
当
に
進
涉
し
、
本
稿
本
巻
七
ま
で
は
尠
く
と
も
成
稿
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
天
保
九
年
は
、
そ 

の
点
、
本
稿
本
成
立
の
下
限
と
し
て
、

か
な
り
確
か
な
目
安
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
書
風
、
手
跡
も
ま
た
此
期
の
、

例
え
ば
、

「
万
葉 

集
要
解
」

七
巻
と
極
め
て
よ
く
近
似
す
る
。
「
要
解
」

の

執

筆

(
同
解
題
参
照
)
は

天

保

六

•
七
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

お
お
よ
そ
、

こ
れ 

ら
か
ら
勘
案
し
て
、

こ

の

天

保

六

*
七
年
か
ら
同
九
年
の
間
を
本
稿
本
の
成
立
の
時
期
と
み
て
誤
り
は
な
か
ろ
う
。

又
、
天
保
八
年
の
成
立
と
い
わ
れ
る
天
理
図
書
館
蔵
「
三
大
道
弁
」
(自
筆
定
稿
本
)
に
は
、

守
部
年
来
神
典
聖
経
ニ
、

天
ト
称
シ
、

高
天
ノ
原
ト
称
セ
ル
物
ノ
、
不
レ
明
ヲ
嘆
息
シ
、
又
其
古
伝
旧
辞
ヲ
、
怪
カ
ノ
奇
談
ニ
説
キ
—

ニ 

ニ
ニ
一
二 

I

枉
ヶ
、
人

ヲ

惑

ハ

ス

ノ

甚

キ

ヲ

慨

ミ

、
劬
1
学
沉
-
思
シ
テ
、
幸
ニ
発
明
ス
ル
所
ア
ル
ヲ
以
テ
、
サ
キ
ニ
神
典
ノ
旧
釈
ヲ
改
メ
ッ

註
三

と
あ
る
記
を
見
出
す
。

鈴

木

英

一

氏

は

右

記

傍

点

の

記

を

「
『
古
史
鉤
玄
』
か

『
温
源
録
』

の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
ら
れ
て 

い
る
。

確
か
に
掲
出
文
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、

「
温
源
録
稿
」
巻

一

•
ニ
よ
り
な
る
総
論
部
分
を
指
す
も

の

と

見
え
る
が
、
こ

の

時
期
、
 

本
稿
本
な
ど
も
含
め
て
、
即

ち

「
温
源
録
稿
」
巻

一

•
ニ
に
於
て
描
い
た
基
本
的
結
構
の
許
に
旧
稿
を
続
稿
す
る
と
共
に
、
そ
の
途
次
、
 

総

釈

的

な

る

「
稜
威
道
別
」
新
稿
へ
の
着
手
と
、
相
当
巻
の
稿
本
の
成
立
を
も
併
せ
含
め
て
、
か
く
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ



註

四

る
の
で
あ
る
。
強
い
て
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
ば
、
天
保

四

年

五

月

頃

の

書

翰

に

見

え

る

「
古
史
鉤
玄
」

は

現

存

す

る

「
温
源
録
稿
」
巻 

一• 

ニ
と
な
り
、

恐
ら
く
次
卷
以
下
何
巻
か
は
草
稿
と
し
て
書
か
れ
ー
本
稿
本
卷

三
に
一
部
合
綴
さ
れ
る

—

-

そ
の
続
稿
中
に
本
稿
本
卷
七
の
如
き
、
 

い
わ
ば
決
定
的
改
稿
へ
と
転
換
す
る
に
至
っ
た
の
が
、

こ
の
天
保
八
年
前
後
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
、

「
サ
キ
ニ
神
典
ノ
旧
釈 

ヲ
改
メ

ッ

」

と
敢
て
揚
言
し
て
い

る

の

に

は
、
旧

稿

の

全

面

的

改

稿

を

「
稜
威
道
別
」

と
冠
し
、
日

本

書

紀

総

釈
へ

の

意
欲
と
自
負
の
念 

が
か
く
語
ら
し
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

猶
微
弱
な
る
傍
証
で
は
あ
る
が
、
本

稿

本

の

手

跡

と

近

似

す

る

「
万
葉
集
要
解
」

に
は
そ
の
前
稿
本
か
ら
一
転
し
、
広
き
地
誌
の
蒐
書 

に

よ

る

引
用
例
が
急
激
に
散
見
さ
れ
る

。

万
葉
集
墨
縄
総
論
の
中
で
、
そ
の
事
を
回
顧
し
て
、

r

此
五
と
せ
六
と
せ
か
ほ
と
は
、

た

、锆
 

か
な
る
書
の
限
り
を
集
め
て
、
考
へ
わ
た
り
け
れ
と
、

^

れ

5
1|
に
.1 |
^

^

、
」

と
記
し
て
い
る
が
、
本
稿
本
卷
七
に
就
い
て
み 

る
と
、
旧
稿
を
継
承
し
た
巻
三
に
比
べ
て
、
こ

の

地
誌
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
は
甚
だ
顕
著
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ

の

地
誌
の
蒐
書
な
ど
本 

稿
本
巻
七
の
執
筆
時
期
と
も
何
程
か
は
相
関
聯
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
附
記
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
稿
本
の
確
実
な
る
成
立
時
期
は
猶
断
定
し
が
た
い
が
、

天

保

六

•
七
年
頃
か
ら
同
九
年
の
間
、

「
三
大
道
弁
」

に
云
う
改
稿 

が
本
稿
本
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
天
保
八
年
前
後
が
そ
の
時
期
で
あ
ろ
う
と
想
定
し
て
概
ね
誤
り
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 

附
記

本
稿
本
巻
三
、
神
代
上
第
四
段
一
書
第
八
の
釈
文
中
に
異
伝
の
派
生
に
っ
き
言
及
し
、

譬
へ
は
今
年
津
国
難
波
ノ
江
に
入
江
の
砂
を
浚
ひ
て
天
保
山
と
云
砂
山
を
築
り
と
い
ふ
事
此
東
国
ま
て
聞
え
来
て
と
り 
<

に
か
た 

れ

り

と
あ
る
記
述
が
見
え
る
。
此

の

摂

津

天

保

山

はr

摂
津
名
所
図
絵
大
成
」

に

「
目

標

山

」

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、

天
保
ニ
年
、

当
時 

の
町
奉
行
新
見
正
路
が
、
安
治
川
口
浚
渫
の
土
砂
を
積
み
築
き
て
船
舶
入
港
の
標
識
と
な
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
が
江
戸
に
口
伝
さ



れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

右
記
文
中
、

「
今
年
云
々
」

と
記
す
の
を
見
る
と
、

こ
の
巻
三
執
筆
中
の
事
と
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

上
記
し
た
如 

く
本
稿
本
は
更
に
数
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

又
、

旧

稿

「
温
源
録
稿
」
巻

一

•
ニ
も
同
ニ
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
同
年
と
す
れ
ば
、
「
山 

響
冊
子
」
附

載

目

録

に

記

す

「
古
史
鉤
玄1

」

の
予
告
の
時
期
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、

こ
の
記
は
、
如
何
に
も
つ
じ
つ
ま
が
あ 

わ
な
い
。
目
標
山
が
船
舶
入
港
の
標
識
と
し
て
事
実
上
通
用
し
、
風
聞
が
江
戸
に
伝
っ
た
の
が
多
少
の
年
月
に
ず
れ
が
あ
る
と
し
て
も
幾 

許
の
差
異
も
あ
ろ
う
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。

と
す
る
と
、

こ

の

天
保
ニ
•
三
年
頃
、

「
古
史
鉤
玄
」

の
書
名
の
許
に
執
筆
中 

の
頃
の
事
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

「
古
史
鉤
玄
」

は
現
存
し
な
い
の
で
未
詳
と
い
う
ほ
か
は
な
い
が
、

こ

の

記

は

「
古 

史
鉤
玄
」

の
中
に
あ
っ
て
、
そ

れ

が

「
温
源
録
稿
」
巻
三
の
旧
稿
の
中
に
入
り
、
再
び
新
稿
で
あ
る
本
稿
本
巻
三
の
中
に
其
儘
再
録
さ
れ 

た
と
想
定
す
る
の
、が
最
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
其

の

間

の

事

情

は

「
古
史
飽
玄
」

な
る
著
稿
が
現
れ
ぬ
か
ぎ
り
審
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
上 

記
の
如
く
、
と
り
あ
え
ず
臆
測
し
て
再
考
の
機
会
を
侯
つ
こ
と
に
し
た
い
。

し
か
し
、
既
に
此
頃
卷
三
神
代
紀
上
第
四
段
辺
り
の
原
旧
稿 

が
執
筆
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
本
稿
本
成
立
の
過
程
と
し
て
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
の
で
附
記
す
る
次
第
で
あ
る
。

註
一
本
稿
本
巻
三
文
中
に
も
、

古
文
の
連
絶
f
と
を

校
合
せ
て
、
い

と

せ

め
て
、
雅

文

の

運

法

、
云
状
、
畳
み
様
、

句
格
な
と

を

た
に
、

当
昔
語
り
伝
へ
け
む
詞
の
ふ

り

に

と

て
、
次
ミ
其
段
毎
に
、
試
を
附
す
な
り
.
.
.
中
略
.
.
.
さ
る
句
格
等
の
事
は
、
既
に
文
章
撰
格
に
、
十
八
則
の
法
を
分
挙
て
、
委
し
く
こ
と

わ
り
置
た
れ
は
、
照
し
合
せ
て
覚
る
へ
き
な
り
、

と
、
「
温
源
録
稿
」
巻
ニ
末
の
添
言
を
再
述
し
殊
更
に
文
章
撰
格
を
あ
げ
断
っ
て
い
る
。

註

ニ

鈴

木晓

一

氏

「
橘
守
部
」
(
人
物
叢
書
)
に

天
保
八
年
一
月
、

吉
田
秋
主
宛
書
翰
中
に
「
三
大
道
弁
あ
ま
り
一
寸
し
た
も
の
に
御
座
候
へ
共
、

是
も
少
し
入
用
御
座
候
而
稿
仕
候
」
と
あ
る
文 

面
を
引
用
さ
れ
同
書
の
成
立
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

註
三
同
右
掲
出
書

註

四

「
温
源
録
稿
」
巻 

一
*

一
解
題
、
註
五
掲
出
論
文



神代紀心覚

 

自筆

天
理
図
書
館
蔵

袋
綴
、

一
冊
。
淡
褐
色
刷
毛
引
改
装
表
紙
、
竪
ニ
十
四
*

極

、
横

士

ハ

.
七
極
。
元
表
紙
、
本
文
共
紙
。
料

紙

、
楮
紙
。
字
面
高
サ
約 

二
十
三
®
。
毎
半
葉
一
二
一
行
乃
至
八
行
、
余
白
は
追
補
書
入
れ
の
た
め
で
あ
ろ
ぅ
。
墨
付
、
九
丁
。

題
簽
、
白

紙

形

短

冊

(
表
紙
左
肩
)
に
、

「
神

代

紀

心

覚

橘

守

部

自

筆

」

と
別
筆
後
補
す
る
。

元
表
紙
左
肩
に
も
、

「
神
代
紀
心
覚
」 

と
別
筆
外
題
し
て
い
る
。
内
題
、
署
名
共
に
な
く
、
上
記
書
名
は
後
補
外
題
の
仮
称
に
よ
る
。

本
書
は
、
書
紀
神
代
紀
本
文
の
抜
萃
で
あ
り
、
文
頭
に
朱
〇
印
を
付
し
、
印
中
に
、
注

•
尺

•
生

•
力

•
児

•
教

•
覚
等
の
略
号
を
記 

し
、
神
典
関
係
著
書
執
筆
の
た
め
の
心
覚
風
な
所
引
用
メ
モ
と
思
わ
れ
る
。

ニ

•
三
例
を
あ
げ
る
と
、

(
§

)

一
書
日
天
地
初
判
始
有
，一
倶
生
之
神I
号

国

常

立

尊

次

国

狭

槌

尊

讀

^

(
g

ニ

書

日

国

常

立

尊

生11

天
鏡
尊
一
天
鏡
尊
生
，一
天
萬
尊
一
天
萬
尊
生n

沬

蕩

尊I沬

蕩
尊
生11

伊

奘

諾

尊一 

(徽
)
一
書
素
戔
嗚
尊
云
々
雖
然
日
神
恩
親
之
意
不
慍
不
恨
皆
以
平
心
容
焉
ま
た
一
書
に
雖
然
日
神
不
レ
慍
恒
以11

平

恕

-相
容
焉 

な
ど
見
え
て
、
そ
の
略
記
号
の
概
略
は
推
測
さ
れ
る
。
が
猶
、
(

§
)
•

§
)

等

、

既
に
未
詳
の
項
も
見
え
、
何
れ
の
著
述
の
心
覚
え
な
る 

か
は
審
ら
か
に
し
が
た
い
。
筆

跡

は

前

掲

「
温
源
録
稿
」
巻

一

•
ニ
の
後
、
後

述

の

「
道
別
対
照
」

の
頃
と
略
近
似
す
る
。

印
記
、
元

表

紙

右

隅

に

「
椎
本
文
庫
」
朱
印
を
捺
す
。



神代紀索引

 

自筆

天
理
図
書
館
蔵

袋
綴
、

一
冊
。
上
辺
刷
毛
引
、
下
辺
金
箔
散
し
の
淡
茶
色
表
紙
、
竪
ニ
十
三
丄
ー
ー喱

、
横

十

六

.
ー
ー
樞
。
題
簽
、
飛
雲
布
目
短
冊
を
表
紙 

左
肩
に
貼
付
す
る
も
書
名
な
く
、
又
、
内

題

、
署
名
共
に
な
し
。
表

紙

見

返

し

に

「
神
代
紀
索
引
」
「
橘
守
部
自
筆
」

と
別
筆
貼
紙
す
。

本
書
は
美
濃
紙
台
紙
に
、
各
語
彙
項
目
の
美
濃
紙
ヵ
ー
ド
を
上
下
ニ
段
、
各
段
五
〜
八
枚
を
、
五
十
音
順
に
貼
付
し
て
い
る
。
各
語
彙 

項
目
は
、

日
本
書
紀
神
代
紀
上
下
ニ
巻
ょ
り
、
神
名
、
地

名

、
又
、
普
通
名
詞
を
主
に
、
そ
の
他
自
立
語
を
接
拾
し
、
そ
の
下
に
依
拠
本 

丁
数
を
表
示
し
て
検
索
の
便
に
供
せ
し
も
の
で
あ
る
。
但

し

、
依
拠
本
は
、
孰
れ
の
本
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
、
猶
未
詳
で
あ
る
。

そ

の

筆

跡

はr

温
源
録
稿
」
巻

一

•
ニ
に
近
似
し
、
文
政
末
、
天
保
の
は
じ
め
の
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
ぅ
か
、
書
紀
釈
註
の
た
め
の
準
備 

で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
墨
付
、

二
十
ニ
丁
。

印

記

、
第

一

葉

に

「
椎
本
文
庫
」
朱
印
を
捺
す
。

道
別
対
照

 

梟

斯
道
文
庫
蔵

袋

綴

、

ー
冊
。
改
装
濃
紺
色
表
紙
、
竪

ニ

十

三

ニ

極

、
横

十

六

.
五龌

。
元
表
紙
本
文
共
紙
。

料

紙

、
斐

紙

(全
紙
裏
打
す
)
。
字
面
高 

サ
約
二
十
極
。
毎
半
葉
、
略
十
行
前
後
。
本
文
墨
付
、
十
三
丁
。
巻
尾
余
紙
十
一
丁
。

題
簽
、
金

切

箔

散

し

短

冊

(
表
紙
左
肩
)
、
「
道
別
対
照
」
別
筆
墨
記
す
。

元
表
紙
外
題
同
上
。
内
題
、
署
名
等
な
し
。

本

書

は

「
推
本
文
庫
目
録
」
に

「
神
典
ノ
中
ヵ
ラ
主
題
別
ニ
類
似
ノ
語
句
ヲ
摘
出
対
照
シ
タ
モ
ノ
、
道
別
撰
述
ノ
準
備
的
書
抜
ノ
類
力
」



と

誌

し

て

い

る

如

く

、

日

本

書

紀

を

主

に

、
神

代

紀

以

下

応

神

紀

ま

で

、

主

題

項

目

を

上

欄

に

見

出

し

、
諸

例

を

分

類

し

、
備
忘
の
便
に 

供

し

た

簡

略

な

ノ

ー

ト

の

一

種

で

あ

る

。
掲

出

項

目

は

略

三

十

余

項

、
「
比

喩

•
見

タ

テ

」
、

「
幼

言

」
、

「
釈

言

」
、

「
淫

語

」
、

「
黄

泉

」
、
「
熊 

野

」
、
「
幽

契

」
、
「
幽

冥

」
、

「
マ
ト

コ

オ

衾

ノ

事

」
、

「
狗

人

ノ

段

」
、

「
ッ
ハ
キ
」

等

諸

項

目

、

あ

る

い

は

、

「
日

ノ

神

ノ

処

ニ

引

ヘ

シ

」
、
 

r

フ

ツ

主

ノ

処

ニ

引

ヘ

シ

」

な

ど

記

し

、
同

目

録

に

云

う

、
道

別

撰

述

の

た

め

の

覚

書

で

あ

ろ

う

。

年

代

は

確

認

し

が

た

い

が

、

し
か
し 

筆

跡

は

天

保

の

早

期

で

は

な

く

し

て

、

「
温

源

録

稿

」

巻

一

•
ニ

以

後

の

書

風

で

あ

る

。

前

述

の

「
稜

威

道

別

」
改

題

の

頃

で

で

も

あ

ろ 

う

か

。

余

紙

を

猶

多

く

残

し

、
追

補

す

べ

く

書

抜

き

し

て

ゆ

く

予

定

で

あ

っ

た

の

で

あ

ろ

う

と

思

わ

れ

る

。

印

記

、
本

文

末

に

「
推

本

文

庫

」

朱

印

を

捺

す

。

旧事紀直日六卷

 

自
筆

国

文

学

研

究

資

料

館

蔵

袋

綴

、

六

冊

。

濃

紺

色

表

紙

、

竪

ニ

十

六

•
八

極

、
横

十

八

•
七
極
。

料

紙

、
薄

手

楮

紙

。

字

面

高

サ

約

二

十 

一
•
五

極

(
本
文
)
。

註
文 

小

字

一

字

下

げ

、
細

註

双

行

。

毎

半

葉

、
序

九

行

、
本

文

八

行

。

本

文

墨

附

、

第

一

冊

自

序

十

五

丁
 

(
柱
に
丁
附
す
、
以
下
同
)

巻
一 

五
十
一
丁
、
第
二
冊
卷
ニ
四
十
六
丁
、
第
三
冊
卷
三
七
十
丁
、
第
四
冊
卷
四
四
十
六
丁
、
第
五
冊
卷
五
六
十
ニ
丁 

(
丁
附
、
「
四
十
六
」
脱
)
、
第

六

冊

四

十

五

丁

。

題

簽

淡

茶

色

布

目

斐

紙

短

冊

(
表
紙
左
肩
)

に

「
旧

事

紀

直

日

一

(
〜
六
)
」

と

自

筆

墨

書

。

内

題

、

「
旧

事

紀

直

日

卷

ー

(
〜
六
)
」

と 

記

し

、

そ

の

許

に

「
橘

守

部

謹

撰

」

と

自

署

す

る

。

自

序

末

に

、

弘

化

の

四

と

せ

う

月

の

は

つ

か

の

日 

橘

守

部



と

誌

す

。

本

書

は

端

正

に

繕

写

さ

れ

た

自

筆

稿

本

で

あ

る

。

全

集

解

題

に

「
原

写

本

六

巻

」

と

見

え

、

「
橘

守

部

大

人

遺

稿
目

録

」

に

「
守
部 

自
筆
全
六
冊
」
と

記

し

て

い

る

全

集
第

二

巻
所

収

底

本

で

あ

ろ

う

。

但

し

、
全

集

と

の

間

に

は

、
次

の

如

き

僅

か

な

相

違

が
見

出

さ

れ

 

る

。先

ず

、
自

序

末

に

追

記

す

る

凡

例

中

第

二

項

に

、
旧

事

本

紀

本

文

復

元

に

伴

う

、
校

訂

部

分

箋

符

の

説

明

末

尾

に

、
全
集
に
見
ぬ
次
の 

一

文

が

本

行

中

に

存

す

る

。

即

ち

、

又

字

の

右

に

、

、

ヽ

、

、

、
如

此

、
朱

点

を

ほ

と

こ

し

た

る

は

、
守

部

か

心

に

用

あ

り

て

な

り

け

れ

は

、

こ

は

他
に
及
す
へ
き
に
あ 

ら

^
'
'

の

付

記

で

あ

る

。

次

述

ニ

本

1
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本
•
天
理
図
書
館
蔵
本
—

に

も

右

文

は

同

様

に

見

出

さ

れ

る

。

本

書

•
無
窮
会
本
の

本 

文

中

に

も

右

記

の

朱

傍

点

が

散

見

さ

れ

る

が

、

全

集

本

文

に

は

此

傍

点

は

見

え

ぬ

。

恐

ら

く

著

者

個

人

の

た

め

の

朱

点

に

つ

き

、
全
集
刊 

行

時

に

、
右

文

と

共

に

削

除

し

た

の

で

あ

ろ

う

。

そ

の

ニ

は

、
右

凡

例

中

、

又

本

文

中

の

朱

の

箋

符

は

、
本

書

又

右

記

ニ

本

と

全

集

の

そ

れ

と

は

す

べ

て

印

形

を

相

違

し

て

い

る

が

、
前 

者

同

様

に

刊

行

時

の

変

改

で

あ

ろ

う

。

又

、

巻

初

の

編

目

に

は

本

文

検

索

の

丁

数

を

脚

註

し

て

い

る

—
但
し
卷
三
迄
1
が

、

こ
れ
も
す
ベ 

て删

省

し

て

い

る

。

が

、

そ

の

他

は

全

集

本

文

と

全

く

同

じ

く

し

、
本

書

が

全

集

底

本

で

あ

っ

た

と

認

め

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

本

書

の

転 

写

本

は

甚

だ

勘

く

、

左

記

の

ニ

本

—
天
理
本
は
自
序
の
み
ー
を

管

見

す

る

に

と

ど

め

る

。

印

記

、

各

冊

巻

首

に

「
椎

本

文

庫

」
朱

印

、
巻

尾

に

「
国

民

精

神

文

化

研

究

所

」

の

方

円

朱

印

を

捺

す

。

備
考

本

書

の

執

筆

に

就

い

て

は

、
自

序

末

に

追

記

す

る

凡

例

の

中

に

、



一

此

書

を

か

く

い

そ

き

た

る

は

、
稜

威

道

別

を

、
書

キ

改

め

ん

と

て

な

り

け

れ

は

、

只

誤

字

、
落

字

を

改

て

、

引

用

ん

た

め

に

そ

あ 

る
、
然

る

に

此

書

久

し

き

間

、
偽

撰

と

賤

め

ら

れ

て

、
誰

正

さ

ん

と

せ

し

人

も

な

か

り

け

れ

は

、
誤

り

い

と

多

き

に

、
見

合

す

る

本 

た

に

も

な

し

、

今

は

わ

す

か

に

、

大

永

元

年

の

奥

書

あ

る

印

本

と

、

出

口

延

佳

か

鼇

頭

本

と

、

豊
後
ノ
中
津
、

千

葉

常

文

か

齎

り 

し
、

古

写

本

の

書

入

を

、
写

し

お

け

り

し

の

み

な

れ

は

、
校

合

は

事

足

す

、
考

へ

も

行

と

乂

か

ぬ

事

お

ほ

か

り

、

と

、

そ

の

編

述

の

意

図

と

経

過

を

先

ず

は

じ

め

に

誌

し

て

い

る

。
右

文

に

よ

り

、
本

書

は

守

部

云

う

古

史

典

の

残

篇

の

輯

録

た

る

旧

事 

本

紀

本

文

の

復

元

と

後

人

加

筆

又

攙

入

の

整

除

と

を

、
僅

か

校

本

も

右

三

本

を

以

っ

て

整

定

し

よ

う

と

試

み

た

、

忽

卒

の

編

著

で

あ

っ

た 

こ

と

が

窺

わ

れ

る

。

現

在

、

そ

の

草

案

•
草

稿

本

の

類

も

見

ず

、
守

部

各

諸

著

作

が

数

次

に

わ

た

る

稿

本

経

過

を

迪

っ

て

い

る

の

に

比

し 

て
も

、

そ

れ

は

、

か

な

り

短

期

間

内

の

こ

と

で

あ

っ

た

か

と

推

測

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

そ

の

意

味

で

は

、
自

序

末

に

記

すr

弘

化

の

四

と 

せ

う

月

の

は

つ

か

の

日

」

の

期

日

は

、
本

書

の

成

立

期

と

し

て

其

儘

さ

し

た

る

誤

差

は

な

い

で

あ

ろ

う

。

又

、

そ

の

準

備

期

間

も

、
右

校 

本

三

本

に

と

ど

ま

る

限

り

、
此

年

を

遠

く

数

年

を

遡

る

と

い

う

も

の

で

は

な

か

っ

た

か

と

思

わ

れ

る

の

で

あ

る

。

本

文

中

に

補

足

す

る

註 

文

も

極

め

て

簡

略

で
あ

り

、

「
故

レ

こ

た

ひ

注

を

く

た

し

て

、

よ

く

弁

へ

は

や

と

思

へ

と

、
為

へ

き

事

の

多

く

し

て

、

そ

れ

ま

て

に

至

ら

さ 

れ

は

、

只

人

の

疑

ふ

ふ

し 
<

に

、

わ

つ

か

に

姓

氏

録

、

神

命

式

等

を

引

て

証

し

つ

」
(
序
)
と

見

え

、

「
又

注

せ

ん

ま

て

に

は

、

お
ひ 

<

に

考

へ

そ

へ

つ

へ

し

」

(
同
)
と

断

っ

て

い

る

よ

う

に

、
本

書

「
旧

事

紀

直

日

」

六

巻

は

、
未

だ

完

備

せ

ざ

る

編

著

と

し

て

右

年

紀

ま 

で

に

一

応

の

脱

稿

を

了

え

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

そ

の

こ

と

は

、
右

掲

の

文

中

に

もr

此

書

を

か

く

い

そ

き

た

る

は

、

棱

威

道

別

を

、

書
キ
改
め
ん
と
て
」

の

急

迫

の

理

由

に

あ

っ

た

か 

ら

に

ほ

か

な

ら

な

か

っ

た

の

で

あ

ろ

う

。
定

稿

本

系

統

の

天

理

図

書

館

蔵

自

筆

稿

本r

稜

威

道

別

」
存

八

卷

(
稿
本
3
)
の

総

論

、

「
古
記 

典

之

五

」

に

は

「
こ

た

ひ

其

ち

り

曇

り

を

お

し

払

ひ

て

、

人

ミ

の

あ

ら

ぬ

疑

ひ

を

、

さ
や
か
に
解
キ
つ
、

す

な

は

ち

旧

事

紀

直

日

と

名

付 

け

て

、
其
書

十

卷

げ

あ

り

、

そ

も

<

書

紀

の

釈

を

半

途

に

し

て

、
さ

る

考

証

を

か

き

つ

る

事

は

、

此

書

に

引

用

す

る

に

、

世

人

の
疑
ひ



な

ん

事

を

、
恐

れ

て

な

り

」

と

記

し

て

い

る

事

実

と

ま

さ

に

相

呼

応

す

る

の

で

あ

る

。

既

に

、r

稜

威

道

別

」

諸

本

解

題

中

に

触

れ

た

の

で

詳

細

は

そ

れ

に

譲

り

、

結

論

の

み

を

略

記

す

る

と

、

そ

の

定

稿

本

系

の

改

稿

に

あ 

た

り

、
本

書

「
直

日

」
と
の

関

聯

が

緊

密

化

し

て

く

る

の

で

あ
る
。

具

体

的

に

は

「
旧

事

本

紀

」

の
所

引

例

証

が

極

め

て

顕

著

と

な

っ

て

、
 

未

定

稿

本

系

統

諸

本

と

確

実

に

一

線

を

劃

す

る

の

で

あ

る

。

本

書

の

中

に

も

、
屢

々

「
道

別

」

に

言

及

し

、

「
力

、
ル

漢

様

ノ

サ

ヵ

シ

ラ

ハ

道

別

ニ

委

ク

弁

へ

タ

ル

如

ク

」
(
巻

一

.
四
ゥ
)
、
「
虚
空
見 

日

本

ノ

事

道

別

ニ

弁

へ

ッ

」

(
巻

ニ

.
八
オ
)
、

「
此

事

道

別

ニ

引

ヘ

シ

」

(巻

三

•
十
三
オ
)
、

r

此

等

ノ

事

ョ

ク

道

別

ノ

此

条

ニ

コ

ト

ヮ

リ

オ 

ク

ヘ

キ

ナ

リ

」

(
巻

五

.
五
十
六
ゥ
)

の

如

く

に

誌

し

て

い

る

。

こ

れ

ら

を

以

っ

て

し

て

も

、

本

書

r

稜

威

道

別

」
定

稿

本

系

統

の

改

稿

に 

あ

た

り

、
緊

急

且

つ

直

接

す

る

須

要

に

よ

っ

て

着

手

さ

れ

た

も

の

で

あ

っ

た

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る

。

扨

、
本

書

の

成

立

が

、
自

序

に

記

すr
弘

化

四

年

卯

月

」

の

頃

の

こ

と

で

あ

る

と

す

る

と

、r

稜

威

道

別

」
定

稿

本

系

統

の

成

稿

期

は

、
 

当

然

の

こ

と

な

が

ら

、
本

書

に

か

か

わ

り

、

そ

の

年

次

は

従

来

の

定

説

と

、
や

や

差

異

が

生

じ

て

く

る

の

で

あ

る

。

同

解

題

中

に

縷

述

す 

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

併

せ

参

照

さ

れ

た

く

附

言

し

た

次

第

で

あ

る

。

旧事紀直日六卷

 

明
治
ニ
年
井
上
頼
囤
令
写
本

無
窮
会
神
習
文
庫
蔵

袋
綴
、
合
ニ
冊
。
紺
色
布
目
表
紙
、
竪
ニ
十
六
•
七
極
、
横

十

八

•
五
極
。
料
紙
、
薄
様
。

字

面

高

サ

約

二

十

M

i
 

(本
文
)
。

註
文 

小
字
一
字
下
げ
、
細
註
双
行
。

毎
半
葉
、
序
九
行
、
本
文
八
行
。

本
文
墨
付
、

第

一

冊

自

序

十

五

丁 

(
柱
に
丁
附
す
、
以
下
同
)

卷
一 

五
十
一
丁
、
巻
ニ
四
十
六
丁
、
巻
三
七
十
丁
、
第
二
冊
卷
四
四
十
六
丁
、
巻
五
六
十
ニ
丁

 

(
丁
附
、
「
四
士
ハ
」
脱
)
、

巻
六 

四
十
五
丁
、
識
語
半
丁
。



題

簽

、

単

郭

付

短

冊

(
表
紙
左
肩
)

に

「
旧

事

紀

直

日

1§
ー
ー? ?
0 8
」

と

墨

書

。

内

題

、

「
旧

事

紀

直

日

卷

ー

(
丄
ハ
)
」

と

記

し

、

そ
の 

許

に

、

「
橘

守

部

謹

撰

」

の

署

名

あ

り

。

自

序

末

に

、

弘

化

の

四

と

せ

ぅ

月

の

は

つ

か

の

日 

橘

守

部

 

と

誌

す

。

又

、

卷

六

卷

末

(
同
四
十
六
丁
表
)

に
、

旧

蔵

者

井

上

頼

_

が

、

朱

筆

に

て

、

右

六

卷

橘

守

部

先

生

直

筆

草

本

ヲ

摹

写

ス

ル

者

也

嘉

永

ニ

酉

年

十

月 

写主雜鎌

頤

神

堂

蔵

本

8 |
|

^

|/

右
旧
古K

紀

直

日

今3
1

一
有
故
得
之
于
白

幡

義

篤

以

為

我

家

之

蔵

本

頤

神

堂

者

余

所

嘗

\

相

識

而

今

不

期

得

其

所

書

写

之

本

豈

不

亦

奇

乎 

万

延

元

年

九

月 

杉

舎

主

人

識

|
| 5
«

獻 

右

使

梨

本

氏

之

子

写

之 

大

学

中

助

教

兼

皇

漢

聲

道

改

正 

井

上

頼
囯

 

明

治

ニ

已

年

九

月

と

追

記

し

て

い

る

。
右

の

識

語

に

て

本

書

の

転

写

経

過

は

略

明

瞭

で

あ

る

。

即

ち

、

嘉

永

ニ

年

、

本

書

成

立

の

翌

々

年

、

常

純

•
義

典 

の

摹

写

す

る

頤

神

堂

蔵

本

—
可
雲
歟
1
を

杉

舎

主

人

久

保

季

茲

が

万

延

元

年

に

手

沢

す

る

と

こ

ろ

と

な

り

、

明

治

ニ

年

九

月

に

井

上

頼

國 

が

梨

本

氏

子

某

に

書

写

せ

し

め

た

の

が

本

書

で

あ

る

と

い

ぅ

の

で

あ

る

。

本

書

は

嘉

永

ニ

年

摹

写

本

の

転

写

で

あ

る

が

、

前

掲

自

筆

稿

本

と

、

各

巻

の

丁

数

•
行

数

•
字

詰

等

、

全

く

同

じ

く

し

、

守
部

著

述

に 

よ

く

見

る

丹

念

な

臨

摹

本

で

あ

る

。



但

し

、

本

書

に

は

、
自

筆

稿

本

に

見

え

ぬ

ィ

本

校

合

、

同

本

文

補

訂

が

ま

ま

散

見

さ

れ

る

。

そ

れ

ら

は

頼囯

の

筆

跡

で

は

な

く

、

梨
本 

氏

某

以

前

の

も

の

と

推

測

さ

れ

、

多

く

は

渡

会

延

佳

「
鼇

頭

旧

事

本

紀

」

か

ら

の

も

の

で

あ

り

、

「
旧

事

紀

直

日

」

所
引
本
文

を

補

正

し 

た

の

で

あ

ろ

ぅ

。

右

校

合

補

訂

書

入

れ

と

は

別

に

、

旧

蔵

者

井

上

頼

国

に

よ

る

朱

墨

の

書

入

れ

が

、

巻

一

ー
巻

ニ

.
六

に

一

•
ニ
ヶ
処
1

に
詳
記
さ
れ
て
い 

る

。

例

え

ば

、

そ

の

始

め

に

、

「
頼

国

云

此

編

ハ

偽

書

ノ

尤

著

ヲ

回

護

セ

ン

ト

欲

ル
ョ
リ

強

言

ノ

ミ

ニ

テ

徴

証

无

キ

ヲ

次

々

ニ
弁
明
ス
べ 

シ
」

と

記

し

、

本

書

を

批

判

、

論

証

す

べ

く

細

記

す

る

の

で

あ

る

が

、
卷

ニ

以

下

は

記

し

た

如

く

、

僅
か 

一
•
ニ

ヶ

処

に

と

ど

ま

り

、

転 

写

上

の

誤

り

を

朱

訂

す

る

に

終

っ

て

い

る

。

印

記

、

両

冊

初

葉

に

「
井

上

頼

国

蔵

」
、

「
井

上

氏

」

の

両

朱

印

が

擦

さ

れ

る

。

附

〇

天

理

図

書

館

蔵

旧

事

紀

直

日

大

牟

祢

一

冊

。

表

紙

欠

仮

袋

綴

。

竪

ニ

十

四

.
五
喔

、

横

十

八

*

ー
極
。

料

紙

、

楮

紙

。

字

面

高

サ

約

十

七

.
五

犍

。

毎

半

葉

十

行

。

本

文

墨

付

十

ー

丁

。 

内

題

に

「
旧

事

紀

直

日

大

牟

祢J

と

記

し

て

い

る

。

同

末

に

、

弘

化

の

四

と

せ

ぅ

月

の

は

つ

か

の
日 

橘

守

部

 

と
、

前

掲

両

書

同

様

の

識

語

が

あ

る

。

本

書

は

そ

の

自

序

を

「
旧

事

紀

直

日

大

牟

祢

」

と

名

付

け

、

抄

写

し

た

も

の

で

あ

る

。

そ

の

転

写

経

過

は

未

詳

で

あ

る

が

、

本
文
表

記

に

漢

字

•
仮

名

の

相

違

、

又

訓

点

の

存

否

な

ど

多

少

の

異

同

が

散

見

さ

れ

る

転

写

抄

出

本

で

あ

る

。

註

r

頤
神
堂
」
は
其
人
を
審
ら
か
に
し
な
い
が
、
斯
道
文
庫
蔵
「
万
葉
檜
燸
手
」
五
卷
同
別
記
合
ニ
冊
本
の
表
紙
右
隅
に
「
頤
神
堂
蔵
」
の
所
蔵
者 

墨
記
が
存
す
る
。
同
書
書
入
れ
に
「
可
雲
日
」
と
見
え
、
「
可
雲
」
は
又
国
立
公
文
書
館
蔵
「蒙
古
諸
軍
記
弁
疑
」
五
卷
五
冊
本
と
そ
の
転
写
本
に



「可
雲
上
人
所
蔵
本
」
と
見
え
る
。

又
、

守

部

判

「
四
十
四
番
歌
合
」
1
弘
化
ニ
•
三
年
頃
成
立
歟
—
の
右
方
作
者
と
し
て
出
詠
し
て
い
る
。
あ
る 

い
は
、
そ
の
人
か
。
そ
の
人
と
す
れ
ば
、
本
書
の
書
写
経
由
も
首
肯
さ
れ
る
。
識
者
の
御
示
教
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

古

事

記

1 ST
古

訓

古

事

記

書

入

-
-
古

鄧

古

事

記

頭

書

，

守

部

•
冬

照

両

筆

斯
道
文
庫
蔵

本

書

は

享

和

三

年

刊r
g

古

訓

古

事

記

」

三

卷

三

冊

本

中

、

上

巻

一

冊

に

守

部

•
冬

照

父

子

が

朱

墨

両

筆

を

以

っ

て

詳

密

に

書

入

れ

し 

た

も

の

で

あ

る

。

そ

の

書

入

れ

は

文

政

期

と

天

保

期

の

両

期

に

わ

た

り

、

そ

の

間

十

余

年

の

隔

り

の

あ

る

別

時

の

書

入

本

で

あ

る

。 

そ

の

は

じ

め

は

、

序

説

の

末

に

、

か

れ

別

に

古

事

記

の

注

釈

作

ら

ん

の

心

あ

れ

は

今

此

頭

書

は

た

乂

そ

の

一

端

を

記

す

の

み 

文

政

ニ

年

五

月

十

五

日 

橘

庭

麿

 

と

あ

る

庭

麿

時

代

の

初

期

習

作

で

あ

り

、r
g

古

訓

古

事

記

」
上

巻

冒

頭

数

葉

に

、
古

事

記

頭

書

の

序

説

と

そ

の

敷

衍

箇

処

、

以

下

記

本

註

一

文

上

欄

に

各

段

の

総

釈

を

簡

略

に

書

込

み

し

た

部

分

で

あ
る
。

夙

に

そ
の
序

説

は

、

「
国

学

大

系

第

十

四

巻

」

の

「
橘

守

部

集

」

に
、

太 

田

善

麿

氏

に

よ

り

紹

介

、

翻

刻

さ

れ

た

「
古

事

記

索

隠

頭

書

」

の

原

稿

本

で

あ

る

。

氏

が

拠

ら

れ

た

の

は

、

そ

の

解

題

に

よ

れ

ば

「
恰
も 

板

下

に

す

べ

く

浄

書

せ

る

如

く

に

見

え

る

自

筆

半

紙

六

葉

の

も

の

で

あ

」

っ
て
、

桐

生

吉

田

家

に

襲

蔵

さ

れ

稿

本

の

由

で

あ

る

。

尤
も 

「
あ

と

が

きI

に

「
守

部

自

筆

と

断

じ

た

こ

と

に

つ

い

て

は

、

そ

の

後

原

本

を

再

度

繙

く

機

を

得

て

、

疑

ひ

を

抱

く

に

至

っ

て

い

る

こ
と



を

こ

と

わ

る

」

と

訂

正

さ

れ

て

い

る

の

で

、

守

部

稿

本

に

屢

々

散

見

す

る

臨

写

稿

本

の

ひ

と

つ

で

あ

っ

て

、

守

部

の

後

援

者

の

重

鎮

で

あ 

っ

た

吉

田

秋

主

の

許

に

転

写

の

序

説

一

部

が

送

ら

れ

た

の

で

あ

ろ

う

か

。
披

閲

の

機

を

得

ぬ

の

で

審

ら

か

に

し

が

た

い

。

た
だ
、

同
書
と 

本

書

の

間

に

は

、

多

少

の

字

句

上

の

異

同

、

漢

字

•
仮

名

の

相

違

な

ど

が

散

見

さ

れ

、

本

書

に

よ

っ

て

訂

さ

れ

る

と

こ

ろ

が

あ

る

。

第

二

次

、

冬

照

の

書

入

れ

は

、「
g

古

訓

古

事

記

」
上

巻

中

の

本

文

部

分

の

行

間

、

上

欄

又

は

附

箋

に

、

朱

墨

両

筆

を

以

っ

て

、

細
字
や 

や

生

硬

な

筆

跡

で

詳

密

に

註

記

し

て

い

る

。

一

部

守

部

手

蹟

も

混

じ

る

か

と

も

思

わ

れ

る

が

、
大

部

分

は

冬

照

で

あ

ろ

う

。

そ
の
書
入
れ 

は

主

に

語

句

の

註

釈

で

あ

り

、

多

く

は

父

守

部

の

見

解

に

沿

い

、

更

に

諸

資

料

を

参

照

し

附

言

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

処

々

に

、

「
冬
照 

案

」
、

「
冬

照

云

」
、

「
冬

照

ハ

思

ヘ

リ

」

な

ど

記

し

、

私

案

•
自

説

を

述

べ

て

い

る

。

恐

ら

く

、

父

守

部

頭

書

「
古

訓

古

事

記

」
を

譲

受

け

、
 

古

事

記

神

代

巻

の

註

釈

に

と

り

か

か

る

べ

く

、

父

の

著

述

を

中

心

に

参

考

資

料

を

繙

閲

し

、

そ

の

都

度

に

註

記

、

私
案
を
増
幅
し
て
い
っ 

た
、

冬

照

の

勉

学

の

跡

で

あ

ろ

う

。

そ

の

手

蹟

、

墨

痕

も

ま

ま

相

違

し

、

何

度

か

に

わ

た

る

書

入

れ

で

あ

ろ

う

か

と

思

わ

れ

る

。

そ
の
中 

に
、

「
冬

照

案

」
、

「
冬

照

云

」

な

ど

記

し

て

い

る

こ

と

か

ら

、

茂

三

が

冬

照

と

改

名

し

た

天

保

四

年

秋

、

冬

照

二

十

歳

以

降

の

こ

と

に

な 

る
。

し

か

し

、

既

に

茂

三

時

代

の

書

入

れ

も

ま

じ

え

て

い

る

の

か

も

し

れ

な

い

が

、

文

中

、

「
雅

言

•
談

辞

」
、

「
天

•
黄

泉

•
幽

」

な

ど

、
 

守

部

の

神

秘

五

ケ

条

の

概

念

な

ど

導

入

し

て

い

る

の

を

併

せ

み

る

に

、

「
温

源

録

稿

」
—

天

保

四

*
五

年

頃

—

以

降

、

前

記

秘

説

が

次

第

に 

明

文

化

さ

れ

、
「
稜

威

道

別

」
の

改

稿

が

漸

次

進

め

ら

れ

て

い

る

時

期

を

も

含

む

か

も

し

れ

な

い

。

臆

測

に

す

ぎ

な

い

が

、

「
難

古

事

記

伝

」 

の

^-
身

た

る

「
古

事

記

伝

考

異

」
—

天

保

十

年

九

月

—

の

起

稿

に

先

立

ち

、

そ

の

参

考

に

も

供

さ

れ

た

こ

と

で

あ

ろ

う

か

と

思

わ

れ

る

の 

で
、

上

記

の

天

保

四

•
五

年

頃

か

ら

此

頃

ま

で

の

事

で

あ

っ

た

ろ

う

か

。

猶

精

査

を

必

要

と

す

る

が

、

い

ず

れ

に

せ

よ

、
庭

麿

時

代

の

頭

書

に

、

後

年

冬

照

が

詳

細

註

記

し

た

両

筆

よ

り

成

っ

て

い

る

。

右

記

の

冬

照

書

入

れ

は

さ

て

措

き

、
庭

麿

の

「
古

訓

古

事

記

頭

書

」

は

文

政

ニ

年

五

月

と

最

も

初

期

に

属

す

る

習

作

と

し

て

留

意

さ

れ 

る
。
既

に

太

田

善

麿

氏

が

、

同

解

題

で

、

「
本

書

の

内

容

は

、

守

部

の

『
神

秘

五

箇

条

』

な

る

も

の

の

成

立

過

程

を

示

す

も

の

と

し

て

興



味

深

い

」

と

述

べ

ら

れ

て

い

る

よ

ぅ

に

、

「
神

秘

五

箇

条

」

の

中

の

「
稚

言

談

辞

弁

」

に

相

当

す

る

神

典

解

釈

上

の

方

法

論

の

萠

芽

が

窺 

わ

れ

る

の

で

あ

る

。

そ

の

数

葉

の

序

説

の

冒

頭

に

は

、
古

記

典

を

、

つ
ら
^

-

帝

紀

を

考

ふ

る

に

舎

人

稗

田

阿

礼

天

武

天

皇

の

勅

語

を

伝

ふ

と

は

い

へ

と

も

そ

の

か

み

は

天

下

に

な

へ

て

か

た

9

つ
た 

へ

た

る

古

こ

と

に

し

て

日

本

書

紀

の

一

書

と

も

は

皆

そ

の

語

り

つ

た

へ

の

異

説

と

も

と

見

え

た

り 

と

規

定

し

、

以

後

の
r

稜

威

道

別

」

に

も

一

貫

す

る

座

標

を

定

め

て

い

る

。

そ

の

古

記

典

の

中

で

、
古

事

記

の

釈

に

つ

い

て

は

、

ま
ず 

宣

長

を

あ

げ

、

さ

れ

と

宣

長

の

伝

の

如

く

あ

や

し

き

事

を

も

こ

と

く

く

信

し

よ

と

い

4

時

は

か

へ

り

て

み

な

か

ら

い

つ

は

り

に

お

ち

て

た

ふ

と

き 

帝

紀

の

世

に

弘

る

時

な

か

る

へ

し

と
、

記

伝

の

説

く

、

超

自

然

的

記

述

に

対

す

る

役

批

判

的

態

度

に

論

点

を

絞

っ

て

、

そ

の

思

議

を

超

え

た

伝

説

部

分

に

就

い

て

は

、

そ

も

く

此

神

代

の

古

言

は

も

は

ら

天

皇

の

御

系

図

神

社

の

ゆ袅

よ

し

臣

た

ち

の
氏

>
国
ミ
の

事

跡

と

も

を

世

に

い

は

ゆ

る

昔

咄 

と

い

ふ
も

の

^
，
さ

ま

にい

ひ

伝

へ

来

に

た

れ

は
遠

く

久

し

き

世A ,

の

あ

ひ

た

か

の

は
な

し

に

ひ

か

れ

て

あ

や

し

き

事
も

ま

し

り

し

な

り

……

(中
略
)
.
.
.
か

く

し

も

た

ふ

と

き

帝

紀

の

中

に

た

は

れ

た

る

事

ぅ

き

た

る

事

を

さ

な

き

事

な

と

の

多

か

る

を

お

も

ふ

に

こ

は

御

代

く

の

天

皇

皇

子

た

ち

い

ま

た

稚

く

ま

し

ま

す

ほ

と

の

御

ロ

す

さ

み

な

り

し

な

る

へ

し 

と
、

本

来

、

古

記

典

の

伝

え

ざ

ま

に

は

「
昔

咄

と

い

ふ

も

の

乂

さ

ま

」

が

あ

る

と

し

、

「
は

な

し

」

に

ひ

か

れ

て

あ

や

し

き

事

ど

も

を 

も

混

入

し

て

い

る

と

説

き

、

そ

の

謂

れ

は

稚

く

お

は

し

ま

す

天

皇

•
皇

子

た

ち

の

「
御

口

ず

さ

み

」

で
あ
り
、
め

ざ

ま

し

草

で

も

あ

る

か 

ら

で

あ

る

と

解

釈

す

る

。

そ

の

証

と

し

て

、
古

事

記

の

中

に

は

、

禽

獣

魚

虫

•
草

本

の

名

な

ど

に

も

「
皆

幼

き

児

の

耳

に

入

」

る

べ

き

物 

ど

も

を

あ

げ

、
人

体

の

上
に

て

も

、
「
陰

」
、r

屎

」

な

ど

殊

更

に

卑

近

な

言

葉

を

屢

々

用

い

て

い

る

こ

と

な

ど

を

見

て

も

、

そ

れ

ら

は

「
上 

古

の

咄

し

」

で

あ

る

こ

と

が

明

ら

か

で

あ

る

と

、

伝

奇

と

し

て

合

理

的

に

対

処

し

て

い

る

。

し

か

し

、

そ

の

「
上

古

の

咄

し

」

に
は
、

公



家

の

家

伝

の

例

を

と

り

、

「
実

事

の

中

に

戯

れ

を

そ

へ

戯

れ

の

中

に

実

事

を

く

は

へ

」

た

る

も

の

で

、

「
今

此

帝

紀

も

は

や

き

時

の

そ

の

た 

く

ひ

」

で

あ

る

と

し

、

「
さ

れ

は

を

ち

く

に

幼

き

す

ち

も

ま

し

れ

乂

と

も

そ

は

御

系

図

事

跡

に

妨

け

な

け

れ

は

そ

れ

を

も

っ

て

実

事

ま 

て

を

疑

ふ

」

べ

き

も

の

で

は

な

い

、

と

帝

紀

に

於

け

る

実

事

と

咄

し

と

を

峻

別

分

離

し

た

上

で

読

解

し

よ

ぅ

と

す

る

の

で

あ

る

。

し
か 

も

、

か

か

る

伝

え

ぶ

り

で

あ

る

が

故

に

「
久

し

き

ほ

と

に

手

を

く

は

ふ

る

人

も

な

く

て

か

へ

り

て

ま

こ

と

」

の

道

々

し

き

筋
を
今
に
と
ど 

め

る

の

で

あ

る

と

、

い
は
ば
、

古

記

典

解

釈

に

於

け

る

宣

長

学

統

に

対

す

る

批

判

の

拠

点

と

し

て

、
実
事
と
所
謂
咄
し
と
を
分
析
す
る
一 

種

の

合

理

的

解

釈

を

提

示

し

て

序

説

と

し

て

い

る

の

で

あ

る

。
後

年

の

「
稚

言

•
談

辞

」

の

語

は

用

い

て

は

い

ぬ

が

、
「
天

•
黄

泉

•
幽

•  

現

•
顕

露

」

の

概

念

と

共

に

、

守

部

の

所

謂

秘

説

の

核

心

を

な

す

、

そ

の

一

条

が

、

こ

の

文

政

年

初

に

「
g

古

訓

古

事

記

頭

書

」
着
手
を 

前

に

し

て

執

筆

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

僅

か

数

枚

の

序

説

な

が

ら

、

翌

文

政

三

年

春

の

「
神

道

弁

」

へ
の
起
点
と
も
な
る
初
期
習
作
と
し
て 

重

視

さ

れ

る

べ

き

で

あ

ろ

ぅ

。

印

記

、

各

巻

巻

首

に

「
椎

本

文

庫

」
、

と

大

振

な

唐

獅

子

朱

印

を

捺

す

。

本

書

は

昭

和

五

十

四

年

、

本

文

庫

編

輯

「
I

晒
橘
守
部
著
作
集
」

十

巻

の

刊

行

に

際

し

、

横

山

英

氏

か

ら

の

御

寄

贈

書

で

あ

る

。

記
し 

て

謝

意

を

表

す

る

。

附
記
此
処
に
守
部
の
古
事
記
研
究
の
一
部
と
し
て
、
「
難
古
事
記
伝
」
解
題
と
併
び
記
し
、
そ
の
内
容
を
い
さ
さ
か
紊
述
し
た
の
は
、
別
述
す
る
神 

道

.
国
学
の
著
述
解
題
の
参
考
に
供
さ
ん
が
た
め
で
あ
る
。

註
一 

r
g

古
訓
古
事
記
」
本
文
上
欄
に
記
述
す
る
各
段
総
釈
は
比
較
的
簡
略
な
も
の
で
あ
り
、
五

.
六
ケ
処
に
散
見
す
る
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、

此
段
者
此
大
国
主
神
、
須
佐
能
男
命
之
女
、
婚M

須
勢
理
昆
賣
命
一
而
、
於
-一
宇
迦
能
山
之
山
本
；
於
-一
底
津
石
根
〖
宮
柱
布
刀
斯
理
、
於n

高
天
原
一 

水
橡
多
迦
斯
理
而
坐
之
、
ト
云
事
ヲ
中
へ
、
彼
ノ
昔邮

シ
ヲ
、
数
々
加
へ
タ
ル
者
ナ
リ
、

其
事
此
丁
ヨ
リ
、

三
十
七
丁
ゥ
ラ
マ
テ
ニ
及
ヘ
リ
(
上 

巻
三
十
一
丁
裏
三
十
ニ
丁
表
)

の
如
く
、
漢
文
の
総
意
と
寸
釈
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

註

ニ

同

書

解

題

に

「
本
書
は
も
と
題
名
も
存
し
な
い
の
で
あ
る
が
、

今

私

に

『
古
事
記
索
隠
頭
書
』
を
命
名
し
た
ゆ袅

は
、

そ
の
最
終
の
部
分
」



に

「今
此
頭
書
」
と
あ
る
の
に
よ
り
、
「
ま
た
守
部
が
最
も
初
期
に
こ
こ
ろ
が
け
て
ゐ
た
古
事
記
の
註
釈
書
の
題
名
は
『
古
事
記
索
隠
』
と
し
て
ゐ 

た
ら
し
い
か
ら
で
あ
る
」
と

記
さ
れ
る
、
氏
に
よ
る
命
名
で
あ
る
。

難

古

事

記

伝

と

諸

稿

本

本

書

の

執

筆

に

つ

い

て

は

、

定

稿

本

「
於

裒

牟

涅

」

冒

頭

に

、

此

書

は

は

や

く

お

の

れ

が

神

典

の

と

き

こ

と

稜

威

道

別

と

云

を

伊

勢

人

に

見

せ

て

し

に

記

伝

の

旨

と

異

な

る

を

い

ふ

か

し

み

て

い

た 

く

難

し

て

お

こ

せ

け

る

其

答

へ

に

も

の

せ

し

草

稿

な

り

袁

失

0 

と

誌

し

、

又

、

本

書

の

前

身

た

る

「
古

事

記

伝

考

異

」

に
も
、

そ

の

「
意

保

牟

祢J

に
、

心

し

れ

る

友

、

ひ

と

日

す

^
!
め

て

い

は

く

、

世

に

書

は

多

か

れ

ど

、

古
事
記
ノ
伝
ば
か
り
、

委

曲

な

る

釈

も

な

く

、

又

学

び

を

助

く 

る

注

も

な

し

、

只

あ

か

ず

く

ち

を

し

き

は

、

泥

ま

れ

た

る

ふ

し

ぐ

の

多

き

な

り

、

言

語

の

釈

は

、

さ

こ

そ

あ

れ

、

か
く
て
は
道
の 

た

め

に

、

な

か

'
'
^
な

る

も

の

煩

ひ

と

や

、

な

り

ゆ

か

ま

し

云

々

、

と

も

記

し

、

記

述

に

は

多

少

の

差

異

を

み

る

が

、

そ

の

執

筆

の

機

縁

を

語

り

か

け

て

い

る

。

こ

の

起

筆

の

背

景

は

必

ず

し

も

事

実

を

伝 

え

る

か

否

か

は

暫

く

措

く

と

し

て

、

「
温

源

録

稿

」

に

は

じ

ま

る

「
稜

威

道

別

」

の

改

稿

は

、

天

保

十

年

の

頃

を

迎

え

て

、

漸

次

構

想

を 

整

え

、

就

中

、

そ

の

秘

説

た

る

「
雅

言

*
談

辞

」
、r

幽

•
現

」

の

ニ

箇

条

の

要

諦

は

確

実

に

同

著

述

の

中

に

具

体

化

す

る

に

至

っ

た

の

で 

あ

ろ

う

、

そ

れ

は

当

然

の

如

く

、

先

哲

の

偉

業

「
古

事

記

伝

」

の

も

つ

没

合

理

的

解

釈

に

対

す

る

難

評

と

な

っ

て

「
難

古

事

記

伝

」

の
執 

筆

を

う

な

が

す

誘

因

と

な

っ

た

の

は

、
自

説

の

赴

く

と

こ

ろ

自

然

の

趨

勢

と

も

い
う

べ

き

結

果

で

あ

っ

た

か

と

推

察

さ

れ

る

の

で

あ

る

。 

全

集

解

題

に

橘

純

一

氏

が

「
稜

威

道

別

直

系

の

所

産

児

」

と

記

さ

れ

て

い

る

の

は

至

当

な

本

書

成

立

の

経

過

で

あ

っ

た

。

い
わ
ば
、

「
稜



威

道

別

」

に

於

け

る

神

典

解

釈

の

真

髄

を

世

間

周

知

の

「
古

事

記

伝

」

に

拠

っ

て

拮

抗

し

対

峙

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

生

涯

の

著

業

「
稜 

威

道

別

」

の

面

目

を

最

も

効

果

的

に

補

翼

せ

ん

と

し

.た

も

の

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

本

書

「
難

古

事

記

伝

」

の

前

身

を

、

此

書

は

し

め

は
慨

み

言

と

名

づ

け

て
彼

翁

の

殊

に
深

く

泥

ま

れ

た

る

ふ

し

^

^

を

歎

き

た

る

の

み

に

し

て

い
さ

乂

か

も

そ
し
れ
る
や 

ぅ
の
事
は
な
か
り
き
ー
同
於
裒
牟
涅

と

述

べ

、

前

稿

「
記

伝

慨

言

」

を

挙

げ

て

い

る

。

し

か

し

、

現

在

所

在

明

ら

か

な

稿

本

と

し

て

は

、

次

の

三

系

統

の

稿

本

経

過

を

迪

っ 

て
、

し

か

も

其

間

は

、

五

•
六

年

の

歳

月

を

経

て

、

定

稿

「
難

古

事

記

伝

」

五

巻

の

完

成

と

な

っ

た

の

で

あ

る

。

そ

の

諸

稿

本

を

掲

示

す

る

と

、

次

の

如

く

で

あ

る

。

斯

道

文

庫

蔵 

斯

道

文

庫

蔵 

筑

波

大

学

附

属

図

書

館

蔵 

天

理

図

書

館

蔵

㈠

難

百

事

記

伝 

難

古

事

記

伝 

難

古

事

記

伝 

難

古

事

記

伝 

㈡
イ

記

伝

慨

言 

ロ
記
伝
既
言

五
卷
五
冊
自
筆 

五
卷
五
冊
筆
者
未
詳 

五
卷
五
冊
筆
者
未
詳 

五
巻
ニ
冊
村
岡
典
嗣
筆 

四
卷
四
冊
自
筆 

三
卷
三
冊
自
筆

㈢
ィ

古

事

記

伝

考

異

存

卷

ー 

一冊自筆 

a

古

事

記

伝

考

異 

五
卷
五
冊
自
筆

天

理

図

書

館

蔵 

天

理

図

書

館

蔵 

天

理

図

書

館

蔵 

天

理

図

書

館

蔵

そ

の

第

一

次

稿

本

は

右

の

「
古

事

記

伝

考

異

」

と

書

名

す
る

㈢
ロ
五

卷

五

冊

に

は

じ

ま

る

。

そ

の

成

稿

の

時

期

は

各

稿

本

解

題

で

紊

述 

す

る

如

く

、

！IT

ィ

存

卷

一

•

一

冊

の

「
意

保

牟

祢

」

末

の

識

語

に

見

る

「
天

保

十

年

九

月

廿

五

日

」

の
日
付
、

そ

の

頃

と

お

お

ょ

そ

認

め



ら
れ
、
両
書
は
同
時
期
に
相
接
し
て
執
筆
さ
れ
た
草
稿
•
補
訂
繕
写
本
の
関
係
に
あ
る
。
㈢
ィ
同
考
異
稿
本
に
於
て
、
書

名

を

「
古
事
記 

伝
難
註
」
—
同
書
自
筆
外
題
に
見
ゅ
—
と
改
題
す
る
が
、

そ

の

趣

旨

•
構

成

•
内

容

•
叙
述
共
に
、

㈢

ロ
の
補
訂
加
筆
の
経
過
を
逐
っ
た
当 

初
の
稿
本
で
あ
る
。

該
稿
本
は
、

同

「
意
保
牟
称
」
—
当
該
本
解
題
に
全
文
掲
出
1
に
、

「
棱
威
ノ
道
別
も
、

間
遠
か
ら
ず
、

世
に
行
は
る
べ 

け
れ
ば
、
詳
く
も
の
し
給
は
ず
と
も
、

た
ゾ
此
説
は
た
が
へ
り
、
此
章
の
意
は
、

か
く
ぞ
あ
る
と
や
う
に
、
書
そ
へ
給
ひ
て
事
足
な
ん
」 

と
の
要
請
を
う
け
、

「
さ
ら
ば
そ
れ
ら
の
ゅ
兔
よ
し
、
事
実
の
出
所
、
引
書
も
何
も
、
皆
彼
ノ
棱
威
道
別
に
」
ゅ
ず
っ
て
、
「
唯

其

本

書

(稜 

威
道
別
)
の
目
安
の
さ
ま
に
、

一
言
づ
乂
」
走
り
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
如
く
、

未
だ
簡
古
に
し
て
草
案
的
な
未
定
稿
で 

あ
り
、

「
難
古
事
記
伝
」

と
の
間
に
は
猶
相
当
の
隔
り
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
次
の
稿
本
は
、

そ
れ
か
ら
凡
そ
三
年
を
経
過
し
、

㈡

「
記
伝
慨
言
」
三

卷

本

•
四
巻
本
が
略
同
時
期
に
成
稿
と
な
っ
て
い
る
。
㈡ 

ィ

四

卷

四

冊

本

「
於
裒
牟
涅
」
末

の

識

語

に

「
天
保
十
三
年
三
月
十
八
日
」

と
記
し
て
い
る
、

そ
の
頃
前
後
し
て
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
ろ 

う
。
両
稿
本
は
巻
第
編
成
を
異
に
す
る
が
、
前

者

「
古
事
記
伝
考
異
」
両
稿
本
の
関
係
と
同
じ
く
し
、
草
稿
、
補
訂
繕
写
本
の
経
過
を
迪 

る
同
一
稿
本
と
認
め
ら
れ
る
。
此
の
天
保
十
三
年
頃
に
至
る
と
、
未

定

稿

本

系

「
稜
威
道
別
」
も
徐
々
に
構
想
を
整
え
つ
つ
あ
り
、

そ
れ 

と
共
に
該
稿
本
も
、

「
古
事
記
伝
」
論
難
の
対
象
を
更
に
具
体
化
し
、

終

稿

で

あ

る

「
難
古
事
記
伝
」

の
前
稿
た
る
基
礎
的
構
想
が
着
実 

に
結
実
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
㈡

ィ

同

慨

言

四

卷

四

冊

本

の

「
於
裒
牟
涅J

に
、

彼
ノ
記
伝
の
誤
れ
る
こ
と
の
中
に
も
、
道
に
あ
つ
か
る
へ
き
の
み
を
、

さ
く
り
出
つ
乂
、
 

一
日
に
七
ひ
ら
八
ひ
ら
つ
乂
作
り
て
、

廿

七 

四

日
あ
ま
り
七
日
の
あ
ひ
た
に
、
書
を
へ
見
れ
は
、

五
巻
に
そ
成
に
け
る
、

そ
を
こ
た
ひ
先
ッ
神
代
ノ
部
一
巻
を
、
板
に
は袅

ら
せ
つ
、

一-

と
記
し
、
 

そ
の
進
埗
状
況
を
伝
え
て
い
る
。 

旧
稿
を
基
に
し
て
の
執
筆
は
右
記
の
日
程
に
ほ
ぼ
近
く
し
て
成
稿
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ 

ろ
う
が
、

r

稜
威
道
別
」

の
副
次
的
著
述
と
し
て
の
安
易
感
も
働
い
て
の
事
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

又
、
文

中

「
そ
を
こ
た
ひ 

先
ッ
神
代
ノ
部
一
巻
を
、

板
に
は袅

ら
せ
つ
」

と
記
す
が
、

上
梓
の
企
劃
も
併
せ
予
定
し
て
の
意
気
込
み
も
同
時
に
存
し
た
の
も
事
実
で



あ
っ
た
ろ
う
。
前
記
㈢

ィ

「
古
事
記
伝
考
異
」

に
は
、
料
紙
と
し
て
書
名
を
柱
刻
し
た
専
用
箋
を
使
用
し
て
い
る
な
ど
奈
辺
の
事
情
を
窺 

う
も
の
で
あ
る
。

勿
論
、
企
劃
に
終
っ
た
の
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

右
掲
記
中
、

又
留
意
さ
れ
る
の
は
、

「
彼
ノ
記
伝
の
誤
れ
る
こ
と
の 

中
に
も
、
道
に
あ
つ
か
る
へ
き
」

こ
と
の
み
を
探
り
求
め
て
と
、
本

稿

本

撰

述

の

意

図

を

旧

稿

「
考
異
」

に
比
し
て
、
更
に
鮮
明
に
し
、 

対
象
を
撰
択
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
古
事
記
伝
」
論

駁

箇

所

は

既

に

「
難
古
事
記
伝
」

と
は
殆
ん
ど
異
る
と
こ
ろ
は
な
く
、

同
書
の 

前
稿
本
と
し
て
の
面
目
を
あ
ら
た
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

定

稿

本

「
難
古
事
記
伝
」

は
、
同

「
於
裒
牟
涅J

末

に

「
天
保
十
三
年
三
月
」

と
記
す
が
、

こ

の

年

紀

は

「
記
伝
慨
言
」

の
成
立
年
次 

に
し
て
、
同
稿
本
の
成
立
期
日
で
は
な
く
、
同
稿
本
序
文
—
出
雲
乃
国
造
尊
孫
—

の

「
天
保
十
五
年
卯
月
」

の
頃
ま
で
降
る
年
次
が
想
定
さ 

れ
る
。
当
該
稿
本
に
縷
述
し
た
の
で
省
略
す
る
が
、
未

定

稿

本

系

「
稜
威
道
別
」

の
事
実
上
の
基
礎
稿
本
た
る
稿
本
12
の
総
論
ニ
卷
の
完 

成

1
天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日
—
と
略
併
行
し
成
立
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
題

号

も

「
難
古
事
記
伝
」
と
標
榜
し
、
前

稿

「
慨 

言

」

の
論
駁
箇
処
に
拠
っ
て
、

叙
述
の
形
態
を
改
め
、

叙
述
の
煩
蕪
を
整
備
し
て
、

現
行
の
定
稿
本
と
な
る
の
で
あ
る
。

記
し
た
ご
と 

く
、

凡
そ
五
ヶ
年
の
経
過
を
み
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
各
稿
本
の
執
筆
期
間
は
比
較
的
短
く
、
各

稿

本

は

「
稜
威
道
別
」

の
改
稿
、
整 

備
と
共
に
あ
っ
て
、

そ
の
都
度
毎
に
稿
を
改
め
、
面
目
を
あ
ら
た
に
し
、
定

稿

本

「
難
古
事
記
伝
」

に
と
進
埗
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
測 

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

猶

上

述

諸

稿

本

の

結

構

は

「
難
古
事
記
伝
」

に
は
、
「
記
伝
」

三
巻
ょ
り
十
七
巻
、

神
代
巻
ま
で
を
弁
難
五
巻
に
編
成
し
、

神
代
十
五 

之
巻
に
わ
か
ち
て
構
成
し
て
い
る
が
、

こ

の

結

構

は

初

稿

「
古
事
記
伝
考
異
」
以

下

「
難
古
事
記
伝
」

の
間
、
各
稿
本
に
は
、
卷
第
編
成 

に
相
互
に
若
干
の
異
同
を
み
る
が
、

諸

稿

本

す

ベ

て

「
記
伝
」
中
の
神
代
巻
を
以
っ
て
擱
筆
し
て
い
る
。

「
難
古
事
記
伝
」
解
題
の
備
考 

ニ
に
後
述
す
る
如
く
、
其
後
、
神
代
巻
以
下
の
続
稿
企
劃
は
㈡

ィ

•
ロ

「
記
伝
慨
言
」
四

卷

本

•
三
巻
本
に
も
、
既
に
其
意
向
を
言
及
す 

る
が
、

「
難
古
事
記
伝
」
於

裒

牟

涅

末

項

に

「
今
此
一
部
五
巻
は
、
伝
ノ
十
七
巻
に
し
て
、

一
た
ひ
筆
を
と
と
め
ぬ
」
と
記
し
て
後
、
再
び



続
編
起
筆
の
こ
と
は
な
く
終
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
続
稿
の
残
簡
を
も
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
で
な
い
。

以
上
、
諸
稿
本
の
解
題
に
先
立
ち
、
や
や
煩
縷
な
其
成
立
経
過
の
概
要
を
記
し
、

そ
の
目
安
に
も
と
附
言
し
た
次
第
で
あ
る
。

難古事記伝五巻

自
筆

斯
道
文
庫
蔵

袋
綴
、

五
冊
。
金
銀
砂
子
散
し
淡
茶
色
刷
毛
引
表
紙
、
竪
ニ
十
七•

一

極
、
横
十
九喱

。

料
紙
、
楮
紙
。

字

面

(
記

•
記
伝
本
文
)
高
サ 

約

十

九

•
五
糖
。

難
本
文
二
字
下
げ
、
細
註
双
行
。
毎
半
葉
、

十

行

(本
論
)
。

本
文
墨
付
、
第

一

冊

序

三

丁

、
於

裒

牟

涅

三

丁

、
巻 

第

一

三

十

一

丁

、
第

二

冊

巻

第

二

三

十

四

丁

、
第

三

冊

巻

第

三

四

士

ハ

丁

、
第

四

冊

卷

第

四

三

土

ハ

丁

、
第

五

冊

巻
 

第

五

四

十

五

丁

。

題
簽
、
黄

蘗

色

短

冊

(
表
紙
左
肩
)
に
、

「
難

古

事

記

一

(
ニ
)
」
、

「
難

古

事

記

伝

三

(
〜
五
)
」

と

梟

墨

書

す

る

。
内
題
、
「
響

 

事

記

伝

卷

第

一

(
〜
五
)
」

と
記
し
、
内
題
下
に
、
「
橘
守
部
謹
述
」
(巻
第
一
)
と
自
署
し
て
い
る
。
尾
題
な
し
。

序

文

三

丁

は

四

周

単

辺

(
一
一
十
一
X
十
五
.五
犍
)
の
匡
郭
あ
る
刷
用
箋
を
使
用
し
、
第
一
葉
に
の
み
、r

〇

記
伝
考
異
」

の
柱
刻
が
あ
る
。 

因
み
に
、

こ
の
料
紙
は
、

後

述

の

天

理

図

書

館

蔵

「
記
伝
考
異
」
(古
伝
ノ
意
裒
武
涅
末
に
天
保
十
年
九
月
廿
五
日
の
日
付
あ
り
)

一
冊
本
と
同 

じ
刷
用
箋
で
あ
る
。
本
書
の
序
文
末
に
は
、

天
保
十
五
年
卯
月
は
か
り

八
百
丹
ょ
し
杵
築
の
神
の
御
杖
代\

か
ぬ
る
出
雲
乃
国
造
尊
孫 

と
、
序
者
、

日
付
が
あ
る
。

又
、

「
於
裒
牟湼

」

の
奥
に
は
、

天
保
十
三
年
三
月



と
、

日
付
を
誌
し
て
い
る
。

本
書
は
、
全

集

第

二

巻

所

収

「
難
古
事
記
伝
」
の
底
本
で
あ
る
「
原

写

本

五

巻

」
(
同
解
題
)
で
あ
る
。
全
巻
美
麗
に
繕
写
さ
れ
た
「
難

註
一

古
事
記
伝
」
定
稿
本
で
あ
る
が
、

そ

の

「
於
裒
牟
涅
」

に
は
僅
か
な
朱
訂
数
ヶ
処
が
散
見
さ
れ
る
と
共
に
、

そ
の
末
項
に
は
次
の
如
き
墨 

訂
が
行
間
に
施
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

猶

十

八

ノ

卷

神

武

天

皇

ノ

御

段

ょ

り

末

そ

に

も

弁

ふ

へ

き

事

も

お

ほ

く

又

か

の

添

ら

れ

た

一
今
比
一
部
五
巻
は
、
伝
ノ
十
七
巻
に
し
て
、

一
た
ひ
筆
を
と
と
め
ぬ
、
此
卷
に
そ
へ
た
る
三
大
考
と
い
ふ
も
の
は
と
り
わ
き
弁
へ

=

 

11  

=

-
ニ

ニ

-

ニ

ー

ニ

ニ

ニ

ニ

一

=

=

ニ 

I

二

-

る

三

大

考

と

云

物

に

も

人

ま

せ 

(
ど

ト

朱

訂

) 

は

せ

な

る 
ふ

し

^

 ̂
あ

ま

た

見

え

た

れ

は

必

す
 ̂

き
ま
へ 

す

て

は

え

あ

ら

す

然
れ
と

も

^
_
の

道

に

け

何

く

れ

>
著

は

せ

る

書

あ

れ

は

同

し

事

を

ニ

た

ひ 

い

ふ

こ

、
ち

も

す

め

れ

は

(
あ

れ

は

以

下

見

消

，ち

、

等

お

ほ

か

れ

は

同

し

こ

と

を

ニ

た

ひ

い

ふ

こ

、
ち

の

す

め

れ

は

、

ト

訂

ス

)

か

く

て

一

た

ひ

試

み

て

も

し

世

の

人

の

ね

ふ

り

さ

め

す

は

又

も

弁

へ 

つ

へ

し

と

て

し

は

ら

く

筆

を

留

つ

(
つ

見

消

チ

)

る

な

り

(
なS

見

消

チ

、

に

ト

訂

ス

)

な
ん

ニ 

、

天
保
十
三
年
三
月

と
見
え
る
の
が
、
本
書
唯
一
の
顕
著
な
補
訂
で
あ
る
。
全
集
は
勿
論
、
右
の
墨
訂
に
拠
っ
て
い
る
。
本
論
中
に
も
極
く
尠
い
誤
字
朱
訂 

が
散
点
す
る
が
、
守
部
の
筆
跡
と
は
異
り
、
恐
ら
く
全
集
刊
行
の
際
の
訂
正
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

後
述
す
る
旧
稿
諸
本
と
の
参
考
の
た
め
に
、
以
下
本
書
の
卷
第
編
成
を
略
記
す
る
。

第

一

冊

難

古

事

記

伝

巻

第

一

伝

三

神

代

一

之

卷

伝

四

神

代

ニ

之

卷

、

第

二

冊

同

卷

第

二

伝

五

神

代

三

之

卷

伝

六

神

代

四

之 

巻
、

第

三

冊

同

巻

第

三

伝

七

神

代

五

之

卷

伝

八

神

代

六

之

卷

伝

九

神

代

七

之

巻

、

第

四

冊

同

卷

第

四

伝

十

神

代

八

之

卷 

伝
十
一
神
代
九
之
卷
伝
十
二
神
代
十
之
卷
伝
十
三
神
代
十
一
之
巻
、

同
巻
第
五
伝
十
四
神
代
十
二
之
巻
伝
十
五
神
代
十
三
之
巻 

伝
十
六
神
代
十
四
之
卷
伝
十
七
神
代
十
五
之
巻

以
上
、
「
古
事
記
伝
」

三
之
卷
神
代
一
之
巻
以
下
同
十
七
之
巻
神
代
十
五
之
巻
ま
で
、
「
即
ち
神
代
巻
の
伝
註
に
対
す
る
駁
撃
で
あ
っ
て

註
ニ

其
の
弁
難
は
全
部
で
二
百
十
九
個
条
」

に
わ
た
る
の
で
あ
る
。



猶
本
書
に
は
草
稿
本
の
存
し
た
こ
と
は
、
斯

道

文

庫

蔵

「
稜
威
道
別
」
存

卷

三

(稿
本
10
)

の
料
紙
の
ー
部
に
、

「
難
古
事
記
伝
」

の
草 

稿
反
故
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
判
る
。

次

述

天

理

図

書

館

蔵

「
記
伝
慨
言
」

四
卷
四
冊
本
と
の
間
で
あ
る
。

「
道
別
」
同
稿
本
解
題
を 

参
照
さ
れ
た
い
。

印
記
、
各

冊

初

葉

に

「
推
本
文
庫
」
朱
印
を
捺
す
。

附

本
書
の
影
写
本
と
転
写
に
次
の
三
本
が
あ
る
。

〇

斯

道

文

庫

蔵

難

古

事

記

伝

五

巻

筆

者

未

詳

。

袋
綴
、

五
冊
。
菊
花
空
押
丹
表
紙
、

竪
ニ
十
六
.
六
®
、
横

十

九

*
一
極
。

料
紙
、
薄
様
斐
紙
。

題
簽
、
白
紙
短
冊
に
、

「
難
古
事
記 

一

(
一一)
」
、
「
難

古

事

記

伝

三

(
~
五
)
」

と
墨
書
し
て
い
る
。

本
書
は
前
掲
自
筆
本
の
入
念
な
影
写
本
で
あ
る
。
料
紙
に
は
薄
様
を
用
い
て
、
本
文
の
み
な
ら
ず
、
上
記
の
朱
墨
の
補
訂
、

又
刊
行
時 

か
と
推
定
さ
れ
.る
朱
訂
を
も
其
儘
に
透
き
写
し
て
い
る
。
但
し
、
各
冊
わ
ず
か
な
が
ら
、
原
本
の 

一
•
二

字

の

誤

字

•
誤
脱
な
ど
に
、
朱 

筆

に

て

(

)

を
囲
み
、

「
マ
、
」

又

は

「
ニ
ナ
シ
モ
ト
マ
ヽ
」
、

歟
」

な
ど
記
し
、

原
本
の
復
元
を
期
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
散
見
さ 

れ
る
。

o
筑

波

大

学

附

属

図

書

館

蔵

難

古

事

記

伝

五

巻

筆

者

未

詳

。

袋
綴
、

五
冊
。
後
補
無
地
丹
表
紙
、
竪
ニ
十
七
*

ー
粳
、
横

十

九

.
四
極
。
料
紙
、
楮
紙
。
題
簽
、
外
題
欠
。
但
し
、
本
文
共
紙
表
紙
の 

左
肩
に
、r

難
古
事
記
伝 

一

(
~
五
)
」

と
打
付
書
し
て
い
る
。
字
面
高
サ
約
十
九
•
五
極
。

本
書
は
前
掲
書
と
同
じ
く
、
自
筆
本
か
ら
の
影
写
本
で
あ
ろ
ぅ
。
各

巻

の

丁

数

•
行

数

•
字
面
す
ベ
て
同
じ
く
し
、
字
林
も
守
部
手
跡 

を
模
し
て
い
る
。
但
し
、
自
筆
本
に
僅
か
に
散
見
す
る
朱
墨
自
筆
補
訂
を
本
行
に
繕
写
す
る
ほ
か
、
別
筆
朱
訂
を
も
採
用
し
て
い
る
の
を 

見
る
と
、
転
写
時
期
は
明
治
期
に
入
る
こ
と
で
あ
ろ
ぅ
。

又
、
巻
三
、
伝
八
神
代
六
之
巻
、

二

十

七

丁

裏

終

行

「
道
の
害
こ
れ
よ
り
甚
し



き
は
な
し
」

の
傍
点
三
字
を
書
き
落
す
な
ど
偶
目

さ

れ

る
が
、

ほ
か
精
緻
な
模
写
本
で
あ
る
。 

o
天

理

図

書

館

蔵

難

古

事

記

伝

五

卷

村

岡

典

嗣

筆

袋
綴
、

ニ
冊
。

栗
皮
表
紙
、
竪
ニ
十
四
丄
ハ喱

、
横
十
六喱

。
料
紙
、
匡
郭
、
竪
十
九
*

極
、
横

十

ニ

.
八
粳
の
十
行
卦
紙
。

記

*
記 

伝
本
文
、

又
難
本
文
も
上
下
一
ぱ
い
に
書
写
す
る
。

本
文
墨
付
、

上

冊

卷

第

一

•
ニ

•
三

八

十

四

丁
 

(内

「
写
本
難
古
事
記
伝
」
総
扉 

一
丁
、

「
難
古
事
記
伝
写
本
凡
例
」
一
丁
、

「難
古
事
記
伝
一

(
〜
三
)
」
各
卷
扉
三
丁

序

一

丁

於
裒
牟
涅
ニ
丁
半
)
、
下

冊

卷

第

四

•
五

六

十
 

六
丁 

(
内
、
「難
古
事
記
伝
四
(
〜
五
)
」
)
各
卷
扉
ニ
丁

)
。

外
題
、
表

紙

左

肩

に

「
難

古

事

記

伝

上

(
下
)
」

と
墨
書
。
内

題

•
署
名
等
自
筆
原
本
に
同
じ
。

上
冊
総
扉
の
次
葉
に
は
、

難
古
事
記
伝
写
本
凡
例

1

、

こ
の
書
は
橘
守
部
が
自
筆
稿
本
を
写
せ
る
も
の
な
り

一
、
原
本
は
美
濃
判
に
て
五
冊
に
分
れ
第
一
巻
紙
数
三
十
七
枚
第
二
巻
同
三
十
四
枚
第
三
巻
同
四
十
六
枚
第
四
卷
三
十
六
枚
第
五
巻 

同

四

十

五

枚

合

計

百

九

十

八

枚

一
、
書
名
は
第
一
第
二
は
難
古
事
記
と
表
記
し
第
三
以
下
は
難
古
事
記
伝
と
表
記
す
る
も
各
卷
>
頭
の
標
目
に
は
凡
て
難
古
事
記
伝 

と
あ
り
更
に
又
本
書
第
一
葉
の
は
し
書
に
は
記
伝
考
異
と
記
す 

一
、
原
本
の
体
裁
は
記
日
、
伝
云
、
亦
云
等
よ
り
難
云
を
二
字
分
引
下
け
て
記
せ
れ
と
こ
\
に
は
凡
て
一
様
に
写
せ
り 

一
、
記
日
、
伝
日
、

の
引
用
文
は
四
卷
を
の
そ
き
て
他
の
卷
ミ
に
て
は
概
ね
省
略
し
て
写
せ
り
四
巻
に
は
原
本
引
用
の
ま
-1

写
せ
り 

一
、
頭
書
は
朱
墨
を
と
は
す
凡
て
予
か
記
入
せ
し
と
こ
ろ
、
本

文

中

の

圏

点

書

入

(
原
ノ
マ
ヽ
と
注
意
せ
さ
る
も
の
)

い
つ
れ
も
同 

様
な
り



大
正
四
年
七
月
廿
三
日 

村
岡
典
嗣 

と
誌
し
、
本
書
の
転
写
次
第
を
具
に
述
べ
て
い
る
。

又
、
下
冊
、
巻
第
五
の
終
行
に
、

大
正
四
年
七
月
二
十
三
日
夜
原
本
と
校
合
了 

典

嗣
 

と
朱
書
し
、
校
合
了
日
付
を
も
追
記
し
て
い
る
。
本
書
が
守
部
自
筆
原
本
に
拠
る
転
写
本
で
あ
る
こ
と
は
右
記
の
識
語
に
よ
り
明
ら
か 

で
あ
り
、

そ
の
転
写
凡
例
を
も
併
せ
詳
記
し
て
い
る
の
で
重
ね
て
附
記
す
べ
く
も
な
い
。
欄
外
朱
墨
の
書
入
れ
は
ま
ま
散
見
さ
れ
る
が
、
 

い
ず
れ
も
極
め
て
簡
略
な
る
も
の
で
あ
る
。

「
日
本
思
想
史
研
究
」
所

収

の

「
橘
守
部
の
学
説
」
(大
正
九
年
)
、

「
復
古
神
道
に
於
け
る
幽 

冥
観
の
変
遷
」
(大
正
四
年
)
な
ど
の
参
照
資
料
と
し
て
書
写
さ
れ
た
の
で
も
あ
ろ
ぅ
か
。

印
記
、
表

紙

右

隅

に

「
村
岡
典
嗣
蔵
書
」

と
白
紙
に
朱
印
を
捺
し
貼
付
し
て
い
る
。

備
考
一

本

書

の

成

立

は

「
於
裒
牟
涅
」
末
に
、

「
天
保
十
三
年
三
月
」

の
日
付
を
誌
し
て
い
る
が
、

本
書
の
前
稿
本
で
あ
る
次
述
天
理
図
書
館 

蔵

「
記
伝
慨
言
」

四

卷

四

冊

本

の

同

「
於
裒
牟
涅
」
末
に
も
、

「
天
保
十
三
年
三
月
十
八
日
」

の
日
付
を
誌
し
て
い
る
の
で
、

当
然
の
事 

な
が
ら
、
此
の
年
次
以
降
の
事
と
な
る
。
出

雲

国

造

尊

孫

の

序

文

の

年

紀

が

「
天
保
十
五
年
卯
月
は
か
り
」

と
見
え
る
の
で
、

一
応
、
天

保
十
三
年
三
月
か
ら
同
十
五
年
四
月
の
間
が
本
書
の
執
筆
の
時
期
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
猶
正
確
な
年
月
に
就
い
て
は
確
証
し
が
た

ヽ

°

V

本

書

が

r

棱
威
道
別
直
系
の
所
産
児
」

で
あ
る
の
は
全
集
解
題
に
橘
純
一
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
り
、

「
道

別

」

に
於
け
る 

五

ケ

条

の

秘

説

の

要

諦

で

あ

る

「
稚

言

•
談
辞
」
、r

幽

•
現

」

の

両

説

を

以

っ

て

「
古
事
記
伝
」

の
非
合
理
性
を
論
駁
し
よ
ぅ
と
し
て
い 

る
。
従
っ
て
、
本

書

中

に

も

「
道
別
」

と
の
緊
密
な
関
連
に
於
て
叙
述
を
構
成
し
て
い
る
。

巻
一
冒
頭
の
難
に
も
、

「
か
れ
次
ゝ
、
少
し
つ 

乂
幾
回
も
云
へ
け
れ
と
も
猶
必
す
其
ノ
処
に
尽
へ
き
な
ら
ね
は
、

ゆ
く
^
-
、

本
書
道
別
と
、

よ
く
相
合
セ
て
、

さ
と
る
へ
し
」

と
、

又



巻

ニ

に

「
古
伝
の
正
し
き
神
語
な
る
徴
な
り
け
れ
は
此
に
は
尽
す
へ
き
な
ら
ね
は
道
別
に
就
て
窺
ふ
へ
し
」
な
ど
、

随
所
に
同
書
を
引 

い
て
断
っ
て
い
る
。

そ

のr

稜
威
道
別
」
の
成
立
に
就
い
て
は
同
書
解
題
に
詳
述
し
た
の
で
省
略
す
る
が
、
本

書

の

論

中

に

云

ぅ

「
道
別
」 

は
、

そ
の
十
数
本
に
わ
た
る
稿
本
の
中
の
い
ず
れ
の
稿
本
を
指
す
か
が
、
本
書
の
成
立
に
か
か
わ
る
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
詳
細
な
検 

討
は
後
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
同
解
題
に
て
私
に
提
案
し
た
、
未

定

稿

本

系

•
定
稿
本
系
の
両
系
統
の
な
か
で
は
、
前
者
の
系
統
本
を
以
っ

註
三

て
言
及
し
て
い
る
こ
と
が
、

そ
の
内
容
上
か
ら
略
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
示
の
煩
雑
を
さ
け
、
別
註
に
一
例
を
挙
げ
附
記
し
た
。

又
、
同
書
を
引
い
て
、

「
又
委
し
き
事
は
道
別
総
論
に
つ
き
て
見
る
へ
け
れ
は
只
一
わ
た
り
い
ひ
て
や
み
つ
」
(巻
五
)
と
、
「
道
別
総
論
」 

を
明
記
し
て
い
る
。
未
定
稿
本
系
稿
本
中
、

そ

の

「
総
論
」
を
具
備
す
る
も
の
は
、
斯
道
文
庫
蔵
自
筆
稿
本
存
総
論
•
〔
巻

四

•
七
〕
(稿 

本

12
)

ー
本
で
あ
る
。

該

書

を

遡
る
旧
稿
は
恐
ら
く
書
名
を
異
に
す
る
「
温
源
録
稿
」
卷
ー
丄
ー
を
以
っ
て
総
論
と
す
る
稿
本
で
あ
り
、
 

同

書

を

以

っ

てr

稜
威
道
別
」
総
論
の
骨
骼
が
形
成
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
が
、

し
か
し
猶
そ
の
結
構
と
成
立
年
次
か 

ら
見
て
、

其
後
の
改
稿
を
経
、

「
稜
威
道
別
」

の
書
名
を
冠
せ
ら
れ
た
上
記
稿
本

12
を
云
ぅ
の
で
あ
ろ
ぅ
。

し
か
も
該
書
は
第
ー
次
稿
本 

と
し
て
、
未
だ
朱
墨
加
筆
著
し
い
文
字
通
り
草
稿
本
で
あ
る
。

さ
て
、
本

書

に

云

ぅ

前

記

「
総
論
」
が
此
自
筆
稿
本
を
直
接
に
指
す
も
の
と
す
れ
ば
、
同

書

の

巻

末

に

誌

す

「
天
保
十
五
年
五
月
廿
五 

日

畏

>
も
申
す
、
橘
守
部
」

の
日
付
は
本
書
の
事
実
上
の
成
立
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
あ
ら
た
め
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ 

る
。

そ
の
諸
稿
本
改
訂
過
程
か
ら
概
観
す
れ
ば
、

こ
の
日
付
は
こ
と
さ
ら
に
ひ
と
つ
の
時
期
を
劃
す
る
か
の
感
が
あ
る
の
で
あ
る
。

序
文
.に

「
天
保
十
五
年
卯
月
」

と
近
似
、
符
合
し
て
い
る
の
も
何
ら
か
の
点
で
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
か
と
も
暗
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
加
え
て
、

又
、
巻
三
、

伝
八
神
代
六
之
巻
に
「
偶
マ
世
に
顕
は
れ
け
る
霊
異
の
代
ミ
の
書
等
に
載
せ
た
る
の
み
を
僅
に
引
た
る
神 

異
例
の
初
卷
一
冊
を
見
て
も
凡
て
世
の
人
の
い
ひ
思
ふ
処
と
は
い
と
遙
か
に
異
な
る
程
は
誰
も
知
な
ん
も
の
そ
」

と
、

「
神
異
例
」
を
挙 

げ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
霊
異
に
つ
き
同
書
を
記
し
断
っ
て
い
る
。

こ

の

「
神
異
例
」
草
稿
本
で
あ
る
天
理
図
書
館
所
蔵
本
に
は
、
序



末

に

「
天
保
十
四
年
七
月
下
旬
」

の
年
紀
が
見
え
る
の
で
、
本
書
の
成
立
は
、
尠
く
と
も
同
年
七
月
以
降
の
執
筆
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い 

で
あ
ろ
う
。
本

書

「
於
裒
牟
涅
」
末
に
、
上
掲
し
た
如
く
、
加

筆

訂

正

以

前

の

原

日

付

が

「
天
保
十
四
年
三
月
」

と
記
し
て
い
る
の
も
単 

に
偶
然
の
錯
誤
の
記
と
も
お
も
わ
れ
ぬ
守
部
常
套
の
作
意
が
窺
見
さ
れ
る
が
如
き
感
も
否
み
が
た
い
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
、

た
だ
の
邪 

推

、
臆
測
に
す
ぎ
ぬ
に
せ
よ
、
猶
究
明
す
る
に
た
る
暗
示
と
も
思
わ
れ
る
。
精
査
を
期
し
再
考
す
る
こ
と
と
す
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
 

本
書
の
成
立
は
、
天

保

十

五

年

の

四

•
五
月
の
年
紀
に
係
り
、

こ
の
年
月
而
も
い
く
ば
く
の
月
日
の
前
後
な
く
し
て
の
成
立
で
は
な
か
っ 

た
ろ
う
か
と
推
測
し
て
お

く

こ
と
に
す
る
。

備
考
ニ

本

書

は

巻

五

「
古
事
記
伝
十
七
」
神
代
十
五
之
巻
を
以
っ
て
終
っ
て
い
る
が
、

同
条
に
、

「
そ
れ
ら
の
事
は
中
巻
ノ
其
処
に
し
て
弁
ふ
へ 

し
」
、

又
同
卷
結
尾
に
、

「
又
此
御
子
等
の
事
は
次
の
巻
に
て
弁
へ
つ
へ
し
」

と
記
し
、
続
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
続
稿
の
企
劃
は
既
に
本 

書
の
前
稿
本
、
次

述

す

る

「
天
保
十
三
年
三
月
十
八
日
」

の

識

語

を

持

つ

「
記
伝
慨
言
」

四
巻
本
、
同
草
稿
三
巻
本
の
同
巻
当
該
条
中
に 

も
、r

猶
此
等
の
事
は
、
既
に
蘆
荻
抄
に
も
弁
へ
、
中
ノ
卷
其
処
に
も
云
へ
し
」
(
四
巻
本
)
、r

猶
此
事
は
中
巻
ノ
其
処
に
て
弁
つ
へ
し
」
(
三 

巻
本
)
と
記
し
て
い
て
、

当
初
か
ら
の
構
想
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

神
代
記
上
巻
に
終
る
こ
と
な
く
、
以
下
中
巻
を
も
予
定
し 

た
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
構
想
は
明
ら
む
べ
く
も
な
い
。
現
存
稿
本
中
に
も
、

そ
の
残
簡
を
も
と
ど
め
ぬ
の
を
み
る
と
、
定

稿

本

r

稜
威 

道
別
」
同
様
に
神
代
記
上
巻
を
以
っ
て
擱
筆
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
附
記
し
て
本
書
中
の
上
記
一
文
の
誤
解
を
避
け
る
こ
と
に
す
る
。

註

一

そ
の
朱
訂
は
、
「
も
の
せ
し
草
稿
な
り
」
(
第
一
葉
表
)
、
「道
の
害
と
成
へ
き
事
を
」
(
同
上
)
、
「
そ
は
わ
か
此
書
か
き
た
る
故
に
も
侍
か
」

た 

ー|

あ
な
う
た
(見
消
チ
、
く
る
し
)

(同
裏
)
、

「
年
こ
ろ
も
あ
ま
過
た
る
事
な
れ
は
」
(
同
上
)
、
「
譏

る

と

や

お

も

ふ

ら

む

か

し

」
(
第
二
葉
表
)
—
此
の
朱
訂 

全
集
に
入
ら
ず
ー
、
で
あ
る
。
又
、

墨
訂
ー
ヶ
処
、

r

条
毎
に
引
つ
さ
れ
と
伝
に
は
」
(
同
裏
)
が
散
見
さ
れ
る
。
註

記一

ヶ
処
を
除
き
す
ベ
て
全 

集
は
本
行
と
し
て
い
る
。

註

ニ

全

集

首

巻

所

収

「
難
古
事
記
伝
」
解
題



註

三

卷

三

、
「
記
伝
」
の

「根
之
堅
洲
ノ
国
」
の
解
を
難
じ
て
、
本
書
は
、

難
云
此
に
横
竪
の
さ
た
せ
る
は
い
よ
く

黄
泉
と
云
を
地
ノ
底
ッ
極
み
に
、
さ

るI

世
界
あ
り
と

し
て
、
所
謂
無
間
地
獄
を
摸
せ
る
也
そ
も
く 

黄
泉
を
根
ノ
国
と
云
る
詞
は
地
下
の
底
根
を
謂
に
は
非
す
既
に
云
如
く
天
も
黄
泉
も
共
に
幽
冥
の
ぅ
ち
な
る
中
に
天
は
黄
泉
の
！1
^
に
|
|
、
黄
泉
は 

天
の
下
方
に
属
れ
は
下
部
と
云
則
上
方
を
約
メ
て
阿
部
と
云
に
合
せ
て
知
へ
し
さ
て
下
部
と
云
よ
り
根
ノ
国
と
云
フ
、

根
ノ

国
と
云
よ
り
底
ノ

国
と 

云
、
此
底
は
曾
伎
に
て
、
人
死
て
其
魂
の
行
へ
の
知
ラ
れ
か
た
く
生
死
の
界
の
遠
き
か
如
く
な
る
を
い
ふ
是
即
幽
明
に
て
同
し
此
世
の
中
な
か
ら
探 

れ
と
も
手
に
も
触
レ
す
燈
火
以
て
覓
れ
と
目
に
も
見
え
さ
る
を
比喻

て
つ
い
に
は
片
隅
ノ
国
と
さ
へ
云
ヒ
な
せ
る
に
こ
そ
は
あ
れ

と
、

r

棱
威
道
別
」
総
論
に
説
る
神
秘
第
五
条
「
天
、
黄
泉
、
幽
、

現

、

顕M

 
ノ
大
意
」
の
概
念
を
以
っ
て
解
い
て
い
る
こ
と
に
は
既
に
異
る
と 

こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
、
天

•
黄
泉
の
解
釈
は
、
定
稿
本
系
に
い
た
る
と
、
前
者
に
於
て
、
天
、
黄
泉
の
釈
を
上
方
、
下
方
の
対
偶
と
し
て
解
し
た 

の
に
対
し
そ
の
釈
に
は
次
の
如
き
変
遷
が
迎
ら
れ
る
。
天
理
図
書
館
蔵r

稜
威
道
別
」
自
筆
稿
本
(存
卷
一
〜
八
、
稿
本
3
)
の
総
論
同
条
に
は
、
 

か
く
て
此
ノ
天
を
恒
に
空
の
方
に
つ
け
て
云
な
ら
へ
る
は
敬
ひ
貴
み
て
な
り
又
夜
見
と
云
に
黄
泉
ノ
字
を
用
ひ
或
は
根
国
ノ
底
国
な
と
云
は
人
の 

屍
を
地
下
に
埋
ム
る
よ
り
云
ヒ
馴
て
其
一
名
を
下
津
国
下
辺
な
と
も
云
ヒ
そ
め
た
る
な
り
余
も
始
メ
は
黄
泉
を
下
辺
と
云
に
対
へ
て
阿
部
と
い
ふ
も
、
 

上
辺
の
約
り
た
る
に
や
と
思
つ
れ
と
あ
ま
た
の
本
文
に
合
せ
て
つ
ら
く
考
へ
わ
た
る
に
然
に
は
あ
ら
さ
り
き
天
も
黄
泉
も
目
に
見
え
ぬ
界
な
る 

故
に
云
ヒ
て
阿
米
は
空
眼
の
中
略
、
夜
見
は
闇
の
通
音
な
り

と
、
阿
米
は
空
眼
の
中
略
、
夜
見
は
闇
の
通
音
な
り
と
音
義
説
を
以
っ
て
附
会
し
て
い
る
。
そ
の
是
非
は
と
も
か
く
終
稿
に
ま
で
定
着
し
て
い 

る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
本
書
同
様
の
解
を
「道
別
」
稿
本
中
に
覚
め
る
と
、
斯
道
文
庫
蔵
「
棱
威
道
別
」
冬
照
筆
本
(
総
論
、
稿
本
11
)
に
て
、
 

か
く
て
其
ノ
天
は
空
の
方
に
傍
れ
は
日
月
の
度
り
坐
ス

あ
た
り
ま
て
を

懸
て
云
り
、
黄
泉
は
地
の
方
に
属
れ
は
下
辺
と
も

云
り
素
淺
ノ
嗚
尊
ノ
段 

に
奥
津
棄
尸
、
火
鎮
祭
祝
詞
に
下
津
国
万
葉
五
に
、
之
多
敝
、
な
と
あ
る
を
見
れ
は
、
下
辺
と
云
が
黄
泉
の
本
ッ
名
と
き
こ
ゆ
び
M

-fcfc
s
s
s5

此
名 

に
対
へ
て
思
へ
は
阿
米
と
云
名
ノ
義
は
上
辺
の
約
れ
る
な
る
へ
し

と
、
天
、
黄
泉
を
本
書
と
同
じ
く
、
上
辺
、
下
辺
の
対
偶
と
し
て
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

又
該
稿
本
(稿
本
11
)
の
前
稿
本
で
あ
る
、

天 

保
十
五
年
五
月
廿
五
日
の
識
語
あ
る
上
記
斯
道
文
庫
蔵
自
筆
稿
本
(存
総
論
.
〔卷

四

.
七
〕
、
稿
本
12
)
で
は
、
当
該
箇
処
に
於
て
、

か
く
て
其〇

は
空
の
方
に
傍
れ
は
、
月
日
の
度
り
坐
ス
あ
た
り
ま
て
を
、
懸
て
云
り
、
黄
泉
は
国
の
方
に
属
れ
は
、
下
辺
と
も
云
り
o
此
下
辺
と 

云
に
対
へ
て
思
へ
は0

阿
米
と
云
名
義
は
、
1
,

? |
雜
4 ?
^

の
約
れ
る
な
る
へ
し 

本
行
o
印
間
に
朱
筆
の
補
入
が
あ
る
。
即
ち
、

「
素w

嗚
尊
ノ
段
に
奧
津
棄
尸
火
鎮
祭
祝
詞
に
下
津
国
万
葉
五
に
之
多
敝
な
と
あ
る
を
見
れ
は
下 

辺
と
云
か
黄
泉
の
本
ッ
名
と
聞
ゆ
今
此
名
に
対
へ
て
思
へ
は
」



と
、
前
者
の
草
稿
を
な
し
て
い
る
。
か
く
天
、
黄
泉
の
解
釈
が
ー
転
す
る
の
は
、
上
記
未
定
稿
本
系
両
稿
本
(
稿
本
12
.
10
)
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
 

又
、

一
方
上
辺
、
下
辺
の
旧
釈
も
こ
の
両
稿
本
を
俟
っ
て
確
実
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
わ
ず
か
一
例
な
が
ら
も
、
本
書
の
成
立
も
、
「
棱 

威
道
別
」
定
稿
本
着
稿
以
前
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
、

ひ
と
つ
の
傍
証
と
も
な
ろ
ぅ
か
と
註
記
し
て
参
考
に
供
し
た
の
で
あ
る
が
、

猶
適
例
を
探 

れ
ば
多
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
ぅ
。
本
書
を
内
容
上
か
ら
み
る
と
き
、
未
定
稿
本
系r

棱
威
道
別
」
、
な
か
で
も
、
上
記
斯
道
文
庫
蔵
自
筆
稿
本 

(稿
本
12
)
が
、
そ
の
界
線
上
に
浮
び
、
そ
の
識
語
、
天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日
は
、
本
書
中
に
所
記
す
る
「
道
別
総
論
」
の
書
名
と
共
に
、
本
書 

の
成
立
を
示
唆
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

記伝慨言四卷

 

自
筆

天
理
図
書
館
蔵

袋
綴
、

四
冊
。

鈍
緑
色
覆
表
紙
、
竪
ニ
十
八
.
四
極
、
横

ニ

十

.
七
極
。
料
紙
、
杉
原
紙
。

字
面
高
サ
約
ニ
十
*
ニ

極

(
記
伝
本
文
)
。

慨 

言
本
文
一
字
下
げ
、
細
註
双
行
。
毎
半
葉
十
行
。
本
文
墨
付
、
全
巻
通
し
柱
に
丁
附
す
。

第

一

冊

於

裒

牟

涅

一

(
〜
四
)

五

—

 

四
)
、
第

二

冊

卅

五

(
丄
ハ
十
六
)
、
第

三

冊

六

十

七

(
〜
九
十
九
)
、
第

四

冊

百

(
〜
百
廿
九
)
。

題
簽
な
く
表
紙
左
肩
に
、

「
記

伝

慨

言

初

稿

第

一

(
〜
四
)
」

と
朱
筆
に
て
自
筆
打
付
書
き
し
て
い
る
。

内
題
、
「
記
伝
慨
言
卷
第
一 

(
〜
四
)
」

と
記
し
、

そ
の
許
に
、
各

巻

に

「
橘
守
部
謹
述
」

と
自
署
す
る
。
尾
題
な
し
。

於
裒
牟
涅
の
末
に
、

天
保
十
三
年
三
月
十
八
日 

の
年
紀
を
誌
し
て
い
る
。

本
稿
本
は
全
巻
毎
半
葉
十
行
に
繕
写
さ
れ
た
後
、
朱
墨
筆
を
以
っ
て
加
筆
補
訂
さ
れ
て
い
る
。

各
巻
編
成
次
第
は
、



第

一

冊

記

伝

慨

言

卷

第

一

伝

三

(
〜
五
)

神
代
一
之
巻
(
〜
三
之
巻
)
、
第

二

冊

同

卷

第

二

伝

六

(
〜
八
)

神
代
四
之
卷
(
〜
六 

之
巻
)
、

第

三

冊

同

巻

第

三

伝

九

(
〜
十
三
)

神
代
七
之
巻
(
〜
十
一
之
巻
)
、

第

四

冊

同

卷

第

四

伝

十

四

(
〜
十
七
)

神
代
十 

ニ
之
卷(

~

十
五
之
巻
)
、

と
な
つ
て
い
る
。

本
稿
本
は
、
前

掲

「
難
古
事
記
伝
」
の

於

裒

牟

涅

に

於

て

「
此
書
は
し
め
は
慨
み
言
と
名
つ
け
て
」

と
記
し
て
い
る
其
書
で
あ
る
。
「
難 

古
事
記
伝
」

の
前
稿
本
で
あ
り
、
次

述

の

「
古
事
記
伝
考
異
」

に
は
じ
ま
る
記
伝
論
難
の
書
は
事
実
上
、
本
稿
本
を
以
っ
て
基
本
的
構
想 

は
結
実
し
た
の
で
あ
る
。
以

下

に

附

註

し

た

「
於
裒
牟
涅
」
に
記
す
ご
と
く
、
「
彼
ノ
記
伝
の
繆
れ
る
こ
と
の
中
に
も
、
道
に
あ
つ
か
る
へ 

き
の
み
を
、

さ
く
り
出
し
」
(
於
裒
牟
涅
)

つ
つ
と
、

の
論
ひ
」

と
し
て
の
意
趣
を
明
確
に
旗
幟
し
て
、

記
伝
弁
駁
の
目
標
を
具
体
化 

し
た
も
の
で
あ
る
。
云
ぅ
ま
で
も
な
く
、

そ
の
拠
る
と
こ
ろ
は
、
漸

次

成

稿

化

し

つ

つ

あ

るr

稜
威
道
別
」
総

論

に

い

ぅ

秘

説

「
稚

言

•
 

談
辞
」
、
「
幽

。
現

」

の
ニ
範
疇
で
あ
る
。

そ

の

点

で

は
本
稿
本
の
前
稿
本
で
あ
る
「
古
事
記
伝
考
異
」

と
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、

「
道 

別
」

の
進
涉
と
共
に
、

そ
の
弁
難
は
更
に
鮮
明
と
な
り
、

そ
の
対
象
は
取
捨
撰
択
さ
れ
て
い
る
。

「
難
古
事
記
伝
」

に
記
伝
を
弁
難
す
る 

と
こ
ろ
二
百
十
九
箇
条
は
既
に 

一
•
ニ
箇
処
条
の
異
同
を
見
る
の
ほ
か
全
く
同
じ
く
し
て
い
る
。

か
く
、

そ
の
意
趣
と
弁
難
箇
条
が
定
ま

あ
か
す
(朱
)

り
、

「
記
伝
の
釈
言
を
o
く
ち
を
し
み
」

て

名

づ

け

ら

れ

た

本

稿

「
慨
言
」

で
あ
る
が
、

そ
の
弁
難
の
論
述
に
は
、
「
難
古
事
記
伝
」

と
の 

間
に
は
、

猶

精

•
粗

、

密

•
雑
、

あ

る

い

は

簡

•
煩
の
両
面
に
於
て
懸
隔
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

猶
其
異
同
の
主
な
る
に 

は
、
右
記
卷
第
の
編
成
に
於
け
る
相
違
の
ほ
か
に
、
「
難
古
事
記
伝
」

の
叙
述
上
の
構
成
に
於
て
は
、
記
本
文
、
記
伝
本
文
、
「
難
云j

釈 

文
の
順
次
で
あ

る

が

、

本
稿
本
は
、
記
伝
本
文
、
慨
言
本
文
と
続
け
、

記
本
文
に
つ
い
て
は
、

「
稜
威
道
別
に
書
紀
も
古
事
記
も
、
本
文 

を
相
並
へ
て
出
し
つ
れ
ば
又
挙
ん
も
、
□
□
煩
は
し
か
り
な
ん
と
て
」
(
於
裒
牟
泥
)
と
省
略
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

も
と
よ
り
、
 

本

書

が

r

稜
威
道
別
」

の
副
産
物
と
し
て
相
呼
応
す
べ
く
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
殊

更

に

r

稜
威
道
別j

に

日

本

書

紀

•
古
事
記
の



本
文
を
相
併
べ
て
掲
出
し
た
と
断
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
定

稿

本

r

棱
威
道
別
」

に
は
既
に
紀
記
本
文
を
並
記
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
の 

で
あ
る
か
ら
、

「
道
別
」
稿
本
に
於
て
両
書
本
文
を
併
記
し
た
、

乃
至
は
併
記
す
る
意
図
の
許
に
執
筆
さ
れ
た
時
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
か 

と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

既

に

r

棱
威
道
別
」
解
題
に
於
て
詳
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
再
記
し
な
い
が
、

「
道

別

」

の
極
く
初
期 

稿

本

で

あ

る

「
温
源
録
稿
」

ニ
巻
の
総
論
の
趣
旨
に
そ
れ
は
沿
う
も
の
で
あ
る
。
両
書
併
記
の
釈
註
の
意
図
は
本
稿
本
の
時
期
に
ま
で
お 

よ
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
難
古
事
記
伝
」

に
於
て
、

再
び
記
本
文
を
記
伝
本
文
と
共
に
再
録
す
る
に
至
る
意
味
も
こ
の
点
に
於
て 

首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
も
、

r

稜
威
道
別
」

と
相
対
応
し
て
執
筆
さ
れ
、
釈

文

中

に

も

屢

々

不

足

の

叙

述

に

は

「
道

別

」
を 

挙
げ
断
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

又
、
「
難
古
事
記
伝
」
於
裒
牟湼

に
於
て
、r

此
書
は
し
め
は
慨
み
言
と
名
つ
け
て
彼
翁
の
殊
に
深
く
泥
ま
れ
た
る
ふ
し
く
を
歎
き
た 

る
の
み
に
し
て
い
さ
乂
か
も
そ
し
れ
る
や
う
の
事
は
な
か
り
き
是
も
と
よ
り
の
お
の
れ
か
慎
み
な
り
け
れ
は
」

と
記
し
、
「
難
古
事
記
伝
」 

に
比
し
、

そ
の
論
難
の
舌
鋒
は
稍
柔
軟
の
如
き
印
象
を
う
け
る
が
、

必
ず
し
も
言
葉
通
り
と
は
い
い
が
た
く
、
時

に

「
お
も
は
す
つ
よ
く 

弁
へ
た
る
が
、

つ
い
に
fiii
れ
る
か
こ
と
く
聞
ゆ
め
る
こ
そ
、

心
く
る
し
け
れ
、

巻
の
末
に
至
る
ほ
と
、

慎
し
み
破
れ
て
、

詞
さ
へ
あ
ら 

^

^

し
く
成
ゆ
き
け
る
」
(本

書

「
於
裒
牟
涅
」
)
と
自
ら
認
め
断
る
ご
と
く
苛
烈
な
言
辞
は
両
書
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
単
に 

言
葉
の
文
に
す
ぎ
な
い
。
明
ら
か
に
対
時
、
相诘

抗
す
る
姿
勢
は
も
と
よ
り
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
本

稿

本

の

前

稿

で

あ

る

「
古
事
記
伝
考
異
」
は
後
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
両
三
稿
本
と
の
関
聯
に
於
て
附
言
す
る
と
、r

考 

異
」

に

見

る

「
古
伝
ノ
意
裒
武
泥
」
、
「
神
典
三
箇
ノ
秘
事
」

の
両
項
目
は
、
本
稿
本
の
段
階
に
於
て删

省
さ
れ
、

「
そ
は
い
と
た
や
す
か
ら 

ぬ
わ
さ
に
し
て
、

十
葉
二
十
葉
に
は
か
き
と
り
か
た
か
れ
は
、

そ
れ
も
道
別
の
総
論
に
ゆ
つ
り
て
、

こ
X
に
は
え
し
る
さ
す
」
(本

書

「
於 

裒
牟
涅
」
)
と
記
し
、

「
道

別

」
総
論
の
成
稿
を
俟
つ
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
稿
改
稿
に
あ
た
り
か
く
一
方
に
更
改
す
る
と
こ
ろ
あ
る
と
共 

に
、
旧
稿
に
見
る
各
段
の
大

意

添

付

の

叙

述

形

式

は

「
又
其
目
あ
て
の
み
に
て
も
、

心
得
か
て
な
る
所
>
は
、
其
段
の
大
意
な
と
も
、

一



わ
た
り
と
き
」
(
同

「
於
裒
牟
涅J

)

と
、
本
稿
本
中
に
も
旧
稿
の
残
映
を
と
ど
め
て
い
る
。
因

み

に

「
難
古
事
記
伝
」

に
於
て
は
、
各
段
の 

大
意
は
殆
ん
ど删

除
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

か
く
本
稿
本
は
両
稿
本
の
狭
間
に
あ
っ
て
、
猶
決
定
稿
た
り
え
ぬ
情
況
を
提
示
し
て 

い
る
の
で
あ
る
。

又
、
本
稿
本
の
朱
墨
書
入
れ
に
つ
い
て
附
言
す
る
と
、

そ

の

釈

文

冒

頭
の
加
筆
に
は
間
々
「
難
云
」
と
記
さ
れ
、

そ
の 

補
訂
は
一
部
次
稿
定
稿
本
本
行
へ
と
移
行
す
る
な
ど
、
定
稿
本
に
近
接
し
て
ゆ
く
動
き
が
観
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

印
記
、
「
椎
本
文
庫
」
等
、
守
部
印
な
し
。

備
考

本
書
の
執
筆
に
就
い
て
、

そ
の
於
裒
牟
涅
に
、

彼

/
記
伝
の
繆
れ
る
こ
と
の
中
に
も
、

道
に
あ
つ
か
る
へ
き
の
み
を
、

さ
く
り
出
つ
乂
、

一
日
に
七
ひ
ら
八
ひ
ら
つ
乂
作
り
て
、

廿 

日
あ
ま
り
七
日
の
あ
ひ
た
に
、
書
を
へ
見
れ
は
、

五
巻
に
そ
成
に
け
る
、

そ
を
こ
た
ひ
先
ッ
、
神
代
ノ
部
一
巻
を
、
板
に
は袅

ら
せ
つ

と
記
し
、
其
後
に
朱
筆
に
て
抹
消
し
て
い
る
。
本
稿
本
で
あ
る
の
か
、
次
述
の
草
稿
本
で
あ
る
の
か
は
審
ら
か
に
し
が
た
い
か
、

一
月 

な
ら
ず
し
て
草
し
終
っ
た
の
を
回
想
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

尤

も

「
こ
た
ひ
先
ッ
、

神
代
ノ
部
ー
卷
を
、
板
に
は
灸
ら
せ
つ
」

と
あ
る
は 

今
後
の
企
劃
を
言
葉
に
ひ
か
れ
て
附
記
し
た
ま
で
で
あ
ろ
う
が
、
上
梓
さ
れ
た
事
実
は
な
い
。

そ
の
意
裒
牟
涅
の
奥
に
、
「
天
保
十
三
年
三
月
十
八
日
」

の
日
付
が
あ
る
。

そ
れ
も
草
稿
の
期
日
で
あ
る
か
、
.本
稿
本
の
成
稿
日
で
あ 

る
か
又
確
認
し
が
た
い
。

し
か
し
、
両
稿
本
共
に
恐
ら
く
踵
を
接
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
両
者
の
比
較
は
次
述
し
た
が
、
上
記
の 

推
測
の
如
く
で
あ
ろ
う
。
そ

の

期
日
も
、
又
、
右
日
付
を
前
後
す
る
の
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
に
挙
げ
る
守
部
著
作
を
見
る
と
、
「
蘆
荻
抄
」
、
「
難
語
考
初
編
」
、
「
鐘
の
響
」
、
「
神
楽
歌
入
文
」
、
「
万
葉
墨
縄
」
、

な
ど
、

い
ず
れ 

も
天
保
十
三
年
迄
に
は
成
稿
、
又
は
上
梓
さ
れ
た
編
著
で
あ
る
。
右

の

「
蘆
荻
抄
」

に
つ
い
て
は
、
定

稿

「
難
古
事
記
伝
」

で

は

r

稜
威 

言

別

I

と
改
称
後
の
書
名
を
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
書
は
、
明
ら
か
に
旧
稿
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
又
、
本
書
と
密
接
す



る
r

稜
威
道
別
」

は
随
所
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
諸
稿
本
か
ら
孰
れ
を
指
す
か
確
認
し
が
た
い
。
が
、
「
天
保
十
五
年
五
月
廿
五
日j  

の
識
語
を
そ
の
「
総
論
」
末

に

誌

す

斯

道

文

庫

蔵

自

筆

稿

本

(稿
本
12
)
以
前
の
稿
本
を
云
ぅ
の
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
同

じ

く

「
於 

裒
牟
涅j
に

「
そ
れ
も
道
別
の
総
論
に
ゆ
つ
り
て
、

こ
\
に
は
え
し
る
さ
す
云
々
…
…
中
略
…
…
猶
か
の
本
書
の
あ
ら
は
れ
ん
を
俟
て
、
 

其
疑
ひ
は
は
る
け
て
よ
」

と
断
っ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
同
稿
本
の
脱
稿
以
前
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

そ

の

「
総

論

」
執
筆 

の
企
劃
を
腹
案
し
て
の
言
辞
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
稜
威
道
別
」

の
執
筆
も
徐
々
に
そ
の
結
構
を
確
実
な
形
に
具
象
化
し
つ
つ
あ 

っ
た
頃
、

そ

の

序

説

を

な

す

総

括

的

な

「
総
論
」

ニ
巻
を
着
筆
す
る
前
に
し
て
の
事
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
右
記
の
日
付
は
略
本
稿
本 

の
成
稿
期
日
を
記
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
と
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

附
註

次

に

本

稿

本

の

「
意
裒
牟
涅
」
を
挙
げ
、
本
稿
本
執
筆
の
趣
旨
と
そ
の
凡
例
の
概
要
を
見
る
参
考
と
し
た
い
。
但
し
、
本

書

「
意
裒
牟 

涅
」
本
文
は
朱
墨
両
筆
の
加
筆
補
訂
が
殊
に
著
し
く
、

そ
の
再
現
は
期
し
が
た
く
、

又
却
り
て
煩
雑
に
し
て
主
旨
を
失
ぅ
の
惧
れ
が
生
じ 

る
た
め
、
右
補
訂
部
分
は
一
切
省
略
し
、
補
訂
塗
抹
以
前
の
当
初
の
本
文
を
採
録
す
る
こ
と
に
し
た
。

於
裒
牟
涅

一
こ
た
ひ
稜
威
道
別
を
、
世
に
著
は
さ
ん
と
せ
し
に
、

思
金
神
に
似
し
人
、

傍
に
あ
り
て
思
兼
て
い
ひ
け
ら
く
、
速
よ
り
も
出
し
給
ふ
へ
か
り
し
を
、
 

い
た
く
後
れ
来
に
た
れ
は
、

今
は
と
み
に
著
は
し
た
ま
ふ
へ
し
、

し
か
は
あ
れ
と
目
ひ
と
つ
足
は
さ
る
猿
の
む
れ
が
、
た
ま
く
眼
ふ
た
つ
足
と
、 

の
ひ
た
る
猿
を
見
て
、
あ
や
し
か
り
て
"

笑
ひ
き
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
、

千
と
せ
の
間
に
、
誰
も
思
ひ
得
さ
り
し
、
よ
み
解
さ
ま
を
、
始
て
考
へ
出 

給
へ
る
釈
言
な
り
け
れ
と
、
年
来
記
伝
の
説
に
め
な
れ
た
ら
ん
輩
、
ゆ
く
り
な
く
見
て
、

か
へ
り
て
疑
ひ
も
そ
す
る
、

今
世
の
中
を
見
わ
た
す
に
、
 

お
し
な
へ
て
、
か
の
説
に
こ
、
ろ
奪
は
れ
た
ら
ん
さ
ま
に
見
ゆ
、
故
レ
ま
つ
記
伝
の
僻
言
を
、
弁
へ
お
と
ろ
か
し
て
、
其
書
の一

わ
た
り
行
め
く
る
ま 

て
の
と
め
給
へ
、
い
て
わ
か
た
め
に
、
其
弁
へ
を
か
き
て
得
さ
せ
て
よ
、

お
の
れ
そ
れ
を
世
に
弘
め
て
ん
、
委
し
く
し
た
ま
ふ
ま
て
も
あ
ら
す
、
た 

乂
十
に
ひ
と
つ
抜
出
た
ま
ひ
て
、
事
は
足
へ
し
と
そ
い
へ
り
け
る
、
さ
ら
は
し
か
せ
ん
、
わ
ぬ
し
は
わ
か
為
の
塩
椎
ノ
翁
な
り
、
と
み
に
け
ふ
よ
り
筆 

は
し
め
せ
ん
と
て
、
彼
ノ
記
伝
の
謬
れ
る
こ
と
の
中
に
も
、
道
に
あ
つ
か
る
へ
き
の
み
を
、
さ
く
り
出
つ
乂
、
一
日
に
七
ひ
ら
八
ひ
ら
つ
X
作
り
て
、



廿
日
あ
ま
り
七
日
の
あ
ひ
た
に
、
書
を
へ
見
れ
は
、
五
卷
に
そ
成
に
け
る
、
そ
を
こ
た
ひ
先
ッ
神
代
ノ
部
ー
卷
を
、
板
に
は
兔
ら
せ
つ
、

一
本
文
を
こ
と
く
く
挙
て
説
力
ば
、

こ
と
わ
り
も
明
ら
か
な
る
へ
け
れ
と
、

棱
威
道
別
に
書
紀
も
古
事
記
も
、
本
文
を
相
並
へ
て
出
し
つ
れ
は
、

又 

挙
け
ん
も
、
□
□
煩
は
し
か
り
な
ん
と
て
、
今
は
そ
れ
に
ゆ
つ
り
ぬ
、

釈
文
は
か
り
に
て
も
、

お
ほ
つ
か
な
か
る
へ
き
所
％
は
、
た
乂
目
あ
て
の
さ 

ま
に
、
其
を
ち
く
を
少
し
つ
乂
採
い
て
、
又
其
目
あ
て
の
み
に
て
も
、
心
得
か
て
な
る
所
4
は
、
其
段
の
大
意
な
と
も
、

一
わ
た
り
と
き
、
大
か 

た
其
所
に
随
て
"
前
後
い
ろ
く
に
こ
と
わ
り
つ
、
こ
れ
事
の
長
く
な
ら
ん
を
、
い
と
ひ
て
の
わ
さ
な
れ
と
、

猶
か
く
の
み
に
て
は
、

極
め
て
事
の 

足
は
ぬ
ふ
し
く
多
か
る
ら
め
と
、
か
の
本
書
道
別
も
引
つ
、
き
て
出
す
へ
し
、
た

、
そ
れ
ま
て
は
、

お
ほ
つ
か
な
し
と
も
V

記
伝
と
か
う
か
へ
合 

せ
て
を
あ
れ
、

一
記
伝
を
弁
へ
む
に
は
、
第
一
ノ
巻
の
総
論
の
始
め
よ
り
、
こ

と

わ

る

へ
き
事
と
も
あ
ま
た
あ
9
、
又
書
紀
を
論
へ
る

段
に
は
、
殊
に
心
得
ち
か
ひ
多
か 

り
け
れ
は
、
そ
れ
ら
よ
り
し
て
、
弁
へ
つ
か
り
け
る
を
、

さ
て
は
れ
い
の
事
長
く
成
な
ん
と
て
、
第
三
ノ
卷
の
、
本
文
の
釈
よ

り

こ

と

わ
り
そ
め
つ
、
 

か
く
省
き
来
つ
る
中
に
、
書
紀
の
事
は
、
道
別
に
出
た
れ
は
、
こ

、

に
漏

レ

て

も

さ
て
あ
り
な
ん
、
い

さ

、

か
心
の
こ

り

の

せ

ら

る

、

は
、
直
毘
霊
ノ 

段
に
そ
あ
る
、
彼
ノ
段
に
い
へ
る
さ
ま
に
心
得
て
は
、
な
か
く
に
古
伝
の
旨
に
、

背
る
事
と
も
多
か
り
、

今
よ
り
後
物
学
ひ
せ
ん
人
は
、

心
を
お 

ほ
や
け
に
も
ち
て
、
平
ら
か
に
道
を
と
く
へ
し
、
又
を
り
も
あ
ら
は
弁
ふ
へ
し
、

一
神
の
御
典
を
覦
ふ
に
は
、
先
古
伝
の
本
つ
ゆ
灸
よ
し
を
た
つ
ぬ
へ
し
、

其
故
よ
し
を
索
ね
得
は
、

如
此
し
も
伝
へ
た
る
、
其
言
か
ら
を
温
ぬ
へ
し
、
 

其
言
か
ら
を
た
つ
ね
得
は
、
其

す

ち

く

を

、
よ
く
わ
い
た
め
て
窺
は
す
て
は
、
あ
ら
ぬ
方
に
惑
ひ
入
へ
し
、
か
、
れ
は
、
こ
れ
ら
の
事
を
、
よ
く
は 

し
め
に
喩
し
を
へ
て
、
さ
て
後
に
、
本
文
の
釈
を
弁
ふ
へ
き
こ
と
な
る
を
、

そ
は
い
と
た
や
す
か
ら
ぬ
わ
さ
に
し
て
、

十
葉
二
十
葉
に
は
か
き
と
り 

か
た
か
れ
は
'
 

そ
れ
も
道
別
の
総
論
に
ゆ
つ
り
て
、
こ
、
に
は
え
し
る
さ
す
、
凡
て
何
事
の
う
へ
も
か
、
り
け
れ
は
、

此
童
日
を
見
む
人
、

い
と
、
ゆ 

く
り
な
く
お
ほ
へ
て
、
更
に
疑
は
し
き
ふ
し
く
出
ぬ
へ
け
れ
と
、
い
か
に
せ
ん
、
猶
か
の
本
書
の
あ
ら
は
れ
ん
を
侯
て
、
其
疑
ひ
は
は
る
.け
て
よ
、
 

ー
此
書
を
、
う
れ
た
み
言
と
な
つ
け
た
る
は
、
記
伝
の
釈
言
を
、
く
ち
を
し
み
噫
き
て
な
り
、
譏
る
に
あ
ら
さ
る
事
は
、

巻
の
は
し
め
に
、

こ
と
わ
り 

つ
る
か
こ
と
し
、
然
る
に
、
あ
ま
り
し
き
ひ
か
事
と
も
に
励
ま
さ
れ
て
、

お
も
は
す
つ
よ

く

弁
へ
た
る
が
、

つ
い
に
訓
れ
る
か
こ
と
く
聞
ゆ
め
る
こ 

そ
、
心
く
る
し
け
れ
、
巻
の
末
に
至
る
ほ
と
、
慎
し
み
破
れ
て
、
詞
さ
へ
あ
ら
く
し
く
成
ゆ
き
け
る
、

つ
み
さ
り
所
な
く
な
ん
、

是
に
理
り
を
つ 

け
て
、
お
の
か
罪
を
、
遁
れ
ん
と
に
は
あ
ら
さ
れ
と
■
こ
は
た
と
へ
は
、
主
親
を
い
さ
む
る
に
、

思
ふ
心
は
こ
、
ろ
と
し
て
、

あ
ま
り
い
ひ
か
ひ
な 

き
を
り
は
、
な
め
し
き
事
も
い
は
る
、
や
う
に
、
く
や
し
き
に
堪
ぬ
時
の
わ
さ
と
、
見
ゆ
る
し
て
よ
、

一
こ
れ
に
ま
さ
り
て
、
つ
、
ま
し
く
、
畏
こ
か
る
は
、
を
り
^
/
"
取
は
つ
し
て
、

神
の
み
う
へ
を
申
せ
る
に
そ
あ
る
、

常
に
言
に
は
か
け
奉
ら
し
と
お 

も
ひ
つ
、
、
是
も
彼
説
キ
こ
と
の
、
ゐ
や
な
き
に
、
励
ま
さ
れ
て
の
わ
さ
な
り
け
り
、
古
く
は
神
の
み
う
へ
を
申
す
を
は
、
神
秘
の
第
一
に
挙
て
、
い



と
か
し
こ
き
こ
と
、
、
誠
め
来
け
る
を
、
近
き
世
の
人
は
、
こ
れ
を
忘
れ
て
、
神
の
み
ぅ
へ
に
善
悪
邪
正
を
論
へ
る
事
、

常
多
か
り
、

あ
な
か
し
こ 

く

、
此
心
し
て
伝
の
ひ
か
事
を
も
し
り
、
か
つ
は
お
の
れ
く
も
よ
く
つ
、
し
み
て
、
神
典
は
、
ぅ
か
か
ふ
へ
き
わ
さ
そ
か
し 

天
保
十
三
年
三
月
十
八
日

註

又

、
高
井
浩
氏
の
「
天
保
期
の
あ
る
少
年
と
少
女
の
教
養
形
成
過
程
の
研
究
㈤
」
に
引
か
れ
る
吉
田
秋
主
宛
天
保
十
五
年
一
月
二
十
日
付
書 

翰忆

、

此
春
は
早
々
漢
意
を
驚
候
書
可
作
之
所
、
見
合
之
下
本
兎
角
集
り
か
ね
、
諸
家
御
取
込
に
て
余
延
候
ニ
付
、
先
其
間
、

記
伝
慨
言
之
再
考
清
書
に

と
り
か
か
り
A
K
^
O

と
誌
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。

こ
の
記
伝
慨
言
の
再
考
清
書
は
、

こ
の
天
理
図
書
館
蔵
「
記
伝
慨
言
」
四
巻
本
を
指
す
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と 

す
れ
ば
、
本
稿
本
は
さ
き
の
推
定
の
如
く
、
「稜
威
道
別
」
総
論
の
執
筆
を
前
に
し
て
の
こ
と
と
な
り
、
所
引
の
叙
述
と
も
よ
く
符
合
す
る
。
御
論 

考
看
過
の
た
め
、
こ
こ
に
附
記
す
る
。

記伝慨言三卷

 

自
筆

天
理
図
書
館
蔵

袋
綴
、

三
冊
。
白
紙
覆
表
紙
、
竪
ニ
十
八
犍
、
横
二
十
®
。
料
紙
、
薄
様
斐
紙
。
字

面

高

サ

約

二

十

一

極

(
記
伝
本
文
)
、

慨
言
本
文
一 

字
下
げ
。
毎
半
葉
十
行
、
細
註
双
行
。
本
文
墨
付
、
第

一

冊

二

十

ニ

丁

、
第

二

冊

三

十

六

丁

、
第

三

冊

三

十

五

丁

。

題
簽
な
く
表
紙
左
肩
外
題
に
「
記
伝
慨
言
ー
(
〜
三
)
」
と
自
書
す
。
内
題
、
「
記
伝
慨
言
卷 

一
(
~
三
)
」
と
記
す
。
署
名
な
し
。

各
巻
の
編
成
次
第
は
、

第
一
冊
記
伝
慨
言
卷
一
伝
三

(
~

五
)
本
書
第
一
神
代
一
之
巻

X

一
之
巻
)
、
但
し
、
伝
四
以
下
「
本
書
第
幾
」
刪
省
、

第
一
一
冊 

同

卷

ニ

伝

六

(
〜
十
)

神
代
四
之
卷
(
〜
八
之
巻
)
、

但
し
、

伝
十
神
代
八
之
卷
ノ
前
行
ニ
「
記
伝
慨
言
下
」
ト
記
ス
、
第

三

冊

同

卷

三
 

伝

十

一

(
〜
十
七
)

神
代
九
之
卷
(
〜
十
五
之
巻
)
、



と
な
つ
て
い
る
。

本

稿

本

は

前

掲

四

卷

本

「
記
伝
慨
言
」

の
前
稿
本
に
し
て
、
後

述

「
古
事
記
伝
考
異
」
五
巻
の
改
訂
稿
本
で
あ
る
が
前
掲
本
に
所
収
す 

る

「
於
裒
牟湼

」
を
欠
い
て
い
る
。
巻
第
編
成
は
相
違
す
る
が
、
前
者
と
同
じ
く
記
伝
第
三
か
ら
第
十
七
に
至
る
難
註
で
あ
る
。
右
記
し 

た
如
く
、

伝
十
神
代
八
之
巻
の
前
行
丨
第
二
冊
二
十
九
丁
表
第
一
行
—
に

「
記
伝
慨
言
下
」

と
記
し
、

あ
る
い
は
当
初
上
下
ニ
冊
を
予
定
せ 

る
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

全
巻
に
わ
た
り
墨
筆
改
補
の
跡
が
著
し
く
、
文
字
通
り
の
草
稿
本
で
あ
る
。

そ
の
墨
筆
改
訂
補
正
の
あ
と
を
迪
る
と
、
殆
ん
ど
前
掲
四 

卷

本

「
記
伝
慨
言
」

の
本
文
と
な
り
、
改
稿
に
あ
た
り
斧
正删

修
す
る
と
こ
ろ
は
尠
く
し
て
、
寸
前
の
草
稿
本
と
目
さ
れ
る
。
但
し
、
第 

ニ
巻
後
半
か
ら
第
三
巻
尾
の
間
は
前
掲
本
へ
の
改
稿
に
際
し
刪
補
す
る
と
こ
ろ
が
前
半
に
比
し
や
や
顕
著
で
あ
る
。

本
稿
本
の
執
筆
は
前
稿
本
備
考
に
て
記
し
た
如
く
、
両
稿
本
踵
を
接
す
る
経
過
を
迪
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
前

掲

本

「
於
裒
牟
涅
」
末
に 

誌

す

「
天
保
十
三
年
三
月
十
八
日
」
日
付
が
ー
恐
ら
く
本
稿
本
起
筆
又
は
脱
稿
時
か
と
諸
例
か
ら
推
察
さ
れ
る
—
そ
の
時
期
で
あ
ろ
ぅ
。

云
ぅ
ま 

で
も
な
く
、
本
稿
本
中
に
散
見
す
る
守
部
著
作
類
は
前
掲
本
と
同
じ
く
し
、
此
期
の
執
筆
と
し
て
矛
盾
す
る
徴
証
も
見
出
さ
れ
な
い
。
後 

述

「
古
事
記
伝
考
異
」

五
巻
—
天
保
十
年
—
か
ら
数
年
を
経
て
、

記

伝

の

難

註

と

し

て

全

面

的

に

面

目

を

あ

ら

た

め

改

稿

さ

れ

た

「
難
古 

事
記
伝
」

五
巻
の
前
稿
草
本
で
あ
る
。

本

書

も

前

掲

本

と

同

じ

く

「
椎
本
文
庫
」
等
、
守
部
の
印
記
を
欠
い
て
い
る
。

古
事
記
伝
考
異
存
巻
一 

自筆

天
理
図
書
館
蔵

袋
綴
、

一
冊
。
楮
紙
仮
綴
表
紙
、
竪
二
十
八
極
、
横

十

九

•
五
極
。
料
紙
は
、

楮

紙

に

四

周

単

辺

(
二
十 

一
X
十
五
.五
循
)

の
匡
郭
あ
る



刷
用
箋
、
柱

に

r
〇

記
伝
考
異
」
を
刻
記
す
る
。
毎
半
葉
十
一
行
、
考
異
本
文
一
字
下
げ
、
細
註
双
行
。
本
文
墨
付
、

四
十
ニ
丁
。

外
題
、
表

紙

左

肩

に

「
古

事

記

伝

難

註

一

四

十

ニ

丁

」

と
自
筆
打
付
書
し
て
い
る
。
内
題
、

「
古
事
記
伝
考
異
卷
一
」
と
記
し
、

そ
の 

許

に

「
北
畠
源
守
部
謹
撰
」

と
自
署
す
る
。
本
書
稿
了
後
、
仮
表
紙
綴
付
け
に
際
し
、
外

題

に

て

「
古
事
記
伝
難
註
」
と
改
題
し
た
の
で 

あ
ろ
ぅ
か
。

本
書
は
巻
一
を
現
存
す
る
の
み
で
あ
る
が
、

そ
の
編
成
は
、
前
掲
諸
本
と
異
り
、

意

保

牟

祢

(
一
才
〜
五
オ
三
行
迄
)
、

古
伝
ノ
意
裒
武
泥
(
五
オ
四
行
〜
十
一
オ
ー
行
迄
)
、
神

典

三

箇

ノ

秘

事

(
十
一
オ
ニ
行
〜
十
九
オ
七
行 

迄
)
、
神

代

一

伝

第

三

、
神

代

ニ

伝

第

四

(
二
十
オ
〜
四
士
ー
オ
三
行
迄
)

と
、
意
保
牟
祢
に
続
き
前
掲
書
に
見
ぬ
、

「
古
伝
ノ
意
裒
武
泥
」
、

「
神
典
三
箇
ノ
秘
事
」
を
冒
頭
に
す
え
、
緒
論
を
構
成
し
て
い
る
。

そ 

の
序
論
末
に
、

天
保
十
年
九
月
廿
五
日 

守
部
筆
を
執
て
卒
に
草

と
、
年
紀
を
識
語
し
て
い
る
。

本

書

は

次

述

天

理

図

書

館

蔵

自

筆

稿

本

「
古
事
記
伝
考
異
」

五
卷
五
冊
の
第
一
冊
を
専
用
紙
を
以
っ
て
繕
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
意 

保
牟
祢
」
並

び

に

本

論

巻

初

欄

外

に

「
丁
ゴ
ト
ニ
ヮ
ク
前
後
一
分
ッ
ヽ
約
む
へ
し
」

な
ど
朱
書
指
示
す
る
の
を
見
る
と
、

あ
る
い
は
上
梓 

を
意
図
し
て
の
板
下
用
下
稿
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。

し
か
し
、
上
掲
書
に
見
る
が
如
く
、

以
後
数
度
に
わ
た
る
改
稿
経
過
を
迪
る 

の
で
あ
る
。

猶

、
本
書
に
は
、
「
神
典
三
箇
ノ
秘
事
」
の
中
、

三

•
四
ヶ
処
の
切
取
り
の
跡
が
あ
る
。

又
、
続
巻
の
繕
写
が
巻
五
に
ま
で
及
ん
だ
か
否 

か
は
未
詳
で
あ
る
。

本

書

は

前

掲

「
難
古
事
記
伝J

、

「
記
伝
既
言
」

の
前
身
で
あ
り
、
第
一
次
の
稿
本
経
過
を
し
る
す
も
の
で
あ
る
。

そ

の

叙

述

形

式

•
内



容
上
の
論
旨
の
骨
骼
は
既
に
本
書
に
於
て
著
し
く
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、

そ
の
所
論
の
叙
述
項
目
•
論

述

本

文

は

次

稿

「
記
伝
慨
言
」 

と
の
間
に
は
甚
し
き
逕
庭
が
あ
り
、
同
一
校
本
上
に
本
書
を
比
較
す
る
こ
と
は
や
や
躊
わ
れ
る
。

本
書
は
ま
ず
、
附
訓
古
事
記
本
文
を
古
事
記
伝
の
掲
出
順
序
に
略
従
い
こ
れ
を
挙
げ
、

r

此
段
の
意
は
」

と
し
て
、

そ
の
大
意
と
考
異 

所
論
を
概
要
し
、
次
い
で
、
弁
難
す
る
記
伝
本
文
を
略
記
し
、
「
弁
ニ
云
」
と
記
し
て
、
各
論
に
入
っ
て
い
る
。
前
掲
書
に
比
し
、
弁
難
項 

目
は
相
当
に
相
違
し
、

そ
の
論
述
も
や
や
粗
で
あ
る
。

そ
の
古
事
記
伝
論
難
の
拠
点
は
、
冒

頭

の

「
古
伝
ノ
意
裒
武
泥
」
、

「
神
典
三
箇
ノ
秘
事
」

に
於
て
先
ず
概
要
し
、r

稜
威
道
別
」

の
所
産 

た

るr

稚
言
談
辞
弁
」
—
本

書

「
語
言
」.
と
表
記
す
—
、
「
天

•
黄

泉

•
幽

•
現

•
顕
露
大
意
」
1
本

書

「
天

.
黄

泉

•
幽
の
三
の
大
道
」
と
記
す
ー
、
 

の
所
謂
守
部
秘
説
の
神
髄
で
あ
る
ニ
範
疇
に
拠
っ
て
、
記
伝
に
見
る
没
合
理
性
を
難
詰
し
、
以

っ

て

「
古
伝
説
の
本
義
」
を
究
明
し
よ
う 

と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

又
、
本
書
執
筆
の
機
縁
、
道
別
と
の
対
照
、
記
伝
概
評
、
同
掲
出
方
法
、
記
本
文
、
同
訓
点
、
同
注
な
ど
、

そ

の

趣

旨

と

凡

例

は

「
意 

保
牟
祢j

に
詳
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
全
文
を
掲
出
し
、
再
述
の
煩
を
さ
け
る
こ
と
に
し
た
。
が
、

そ
の
執
筆
の
真
意
は
、r

稜
感
追
別
」 

著
述
経
過
に
於
け
る
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
古
事
記
伝
と
の
対
決
は
避
け
う
べ
く
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
種
の
合
理
、
思
弁
的
方 

法
が
、
宣
長
の
復
古
の
道
—

神
典
即
神
な
が
ら
の
道
—

と
対
峙
し
、

相
拮
抗
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
棱
威
道
別
」

の
著
述
意
義
を
補
翼
す 

る
こ
と
と
も
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、

「
難
古
事
記
伝
」

の
前
身
で
あ
る
本
書
も
又
、

「
道
別
」

の
副
次
的
著
述
で
あ 

り
、

そ
の
所
産
で
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

猶

、
本
書
の
成
立
は
、

そ

の

序

説

末

に

「
天
保
十
年
九
月
廿
五
日
」

と
記
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
年
次
の
頃
で
あ
ろ
う
。
次
述
す
る
本 

書

の

草

稿

本

「
備
考
」

に
併
せ
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

印
記
、

「
推
本
文
庫
」
等
、
守
部
印
を
欠
く
。



附

註

意

保

牟

祢

一
心
し
れ
る
友
、
ひ
と
日
す
V
め
て
い
は
く
、
世
に
書
は
多
か
れ
ど
、
古
事
記
ノ
伝
ば
か
り
、
委
曲
な
る
釈
も
な
く
、
又
学
び
を
助
く
る
注
も
な
し
、
只 

あ
か
ず
く
ち
を
し
き
は
、
泥
ま
れ
た
る
ふ
し
ぐ
の
多
き
な
り
、
言
語
の
釈
は
、
さ
こ
そ
あ
れ
、

か
く
て
は
道
の
た
め
に
、

な
か
く
な
る
も
の
煩 

ひ
と
や
、
な
り
ゆ
か
ま
し
、
世
の
人
、
書
の
め
で
た
き
に
お
も
ひ
ゆ
だ
ね
て
、

却
て
惑
ひ
ゆ
く
が
お
ほ
か
め
り
、

お
の
れ
も
こ
\
に
訪
来
ず
は
、
と 

も
に
ま
ど
ひ
ゆ
き
な
ま
し
を
、

此
あ
や
ま
ち
の
見
え
そ
め
つ
る
は
、

偏
に
吾
大
人
の
、
奇
き
み
た
ま
に
よ
り
て
な
り
け
り
、
あ
ふ
ぎ
ね
が
は
く
は
、
 

此
記
伝
の
卷
の
は
じ
め
よ
り
、
其
誤
ど
も
を
、

ー
段
毎
に
抜
出
て
、
少
し
づ
\
も
、

さ
と
し
改
め
給
は
乂
、

是
に
ま
し
た
る
学
び
の
助
け
も
、
又
な 

か
る
べ
し
、
さ
き
に
稿
し
給
ひ
し
、
棱
威
道
別
も
、
間
遠
か
ら
ず
、
世
に
行
は
る
べ
け
れ
ば
、
詳
く
も
の
し
給
は
ず
と
も
、
たM

此
説
は
た
が
へ
り
、
 

此
章
の
意
は
、
か
く
ぞ
あ
る
と
や
う
に
、
書
そ
へ
給
ひ
て
事
足
な
ん
、
い
か
で
わ
が
、
輩
の
た
め
に
、

改
め
し
る
し
て
よ
と
そ
い
へ
る
、
余
も
は
や 

く
、
然
か
思
ひ
つ
る
こ
と
も
あ
り
し
か
ど
、

此
を
さ
と
す
に
は
、
先
づ
天
、
黄
泉
、
幽
な
ど
の
、
い
と
し
も
さ
と
り
に
く
乂
、
こ
と
わ
り
深
き
こ
と 

の
う
へ
ど
も
を
、
よ
く
と
き
、
よ
く
辨
へ
ず
て
は
、
な
か
く
に
あ
ら
ぬ
疑
ひ
を
、
引
起
し
つ
べ
し
、
古
伝
説
と
て
、
伝
へ
来
れ
る
中
に
も
、

い
ろ 

く
の
別
あ

り

て

、
何
く
れ
と
も
の
む
つ
か
し
さ
に
、
な
か
く
な
る
か
り
そ
め
ご
と
せ
む
よ
り
は
と
て
、

つ
ひ
に
も
だ
し
つ
と
い
へ
ど
、

猶
ゆ
る 

さ
ず
、
さ
ら
ば
そ
れ
ら
の
ゆ
爰
よ
し
、
事
実
の
出
所
、
引
書
も
何
も
、
皆
彼
ノ
棱
威
道
別
に
ゆ
づ
り
給
ひ
て
、
唯
其
本
書
の
目
安
の
さ
ま
に
、

一
言
づ 

つ
も
の
し
て
よ
と

、

せ
ち
に
こ
へ
る
ま
乂
に
、
す
べ
な
く
其
意
に
ま
か
せ
て
、
は
し
り
が
き
に
か
き
さ
し
つ
、
す
べ
て
の
さ
ま
、
わ
が
まM

め
き
て
、
 

無
徽
の
こ
と
を
い
ひ
つ
の
る
や
う
な
る
は
、
お
の
が
本
書
に
、
糙
か
な
る
徴
の
あ
る
が
ゆ袅

ぞ
、

只
ま
ぬ
が
れ
ざ
る
は
ひ
が
事
な
り
、

殊
に
い
そ
ぎ 

も
の
し
つ
れ
ば
、
お
も
は
ぬ
あ
や
ま
ち
も
あ
り
ぬ
べ
し
、

一

伝
ノ
釈
よ
、
か
の
い
は
る
乂
や
う
に
、
神
ノ
道
こ
そ
は
、
さ
ば
か
り
蹈
た
が
へ
ら
れ
た
れ
、
事
物
の
類
別
、
訓
義
の
傍
証
、
凡
て
引
書
自
在
に
し
て
、
 

最
し
も
精
詳
か
に
物
せ
れ
ば
、
古
語
の
学
問
を
助
ク
る
こ
と
、
古
今
の
間
に
雙
ぶ
も
の
な
し
、
谷
川
氏
の
、
書
紀
通
証
を
合
せ
見
れ
ば
、
其
引
書
傍
例 

等
、
既
に
お
ほ
か
た
出
た
れ
ば
、
其
成
功
は
通
証
に
あ
り
て
、
此
書
も
又
世
に
抜
羣
て
あ
れ
ど
、

殊
に
記
伝
は
、

古
語
の
解
を
主
と
し
て
、
後
>
の 

冊
子
、
物
語
書
ま
で
も
、
細
や
か
に
引
つ
け
、
仮
字
も
て
さ
へ
記
さ
れ
た
れ
ば
、
何
事
の
上
に
も
、

よ
く
行
た
ら
ひ
て
、

其
釈
文
も
上
手
な
り
け
れ 

ば
、
こ
よ
な
く
さ
る
か
た
の
、
助
け
と
は
な
り
ぬ
め
り
、
今
ノ
世
に
し
て
物
学
び
せ
む
人
は
、
先
づ
此
書
を
見
べ
き
な
り
、
然
れ
ど
も
、
事
繁
雑
な
る 

中
に
も
あ
り
、
又
復
古
の
学
び
、
日
>
に

沂

り

ゆ

く

、
御
世
の
勢
ひ
の
、
致
す
所
に
も
や
あ
ら
む
、

今
よ
り
し
て
是
を
見
れ
ば
、

思
ひ
の
外
誤
り 

多
く
て
、
道
の
論
は
さ
ら
に
も
い
は
ず
、
た
だ
仮
そ
め
に
喩
せ
る
こ
と
の
中
に
も
、

人
惑
は
せ
な
る
僻
説
強
言
も
少
な
か
ら
ね
ば
、

其
心
し
て
見
べ



き
な
り
、
実
は
此
を
悉
く
直
し
改
め
ま
ほ
し
き
わ
ざ
な
れ
ど
、
然
か
せ
ん
に
は
"
彼
ノ
書
ば
か
り
の
巻
数
な
ら
ず
て
は
、
尽
し
が
た
か
り
な
む
、
余
常 

に
歎
き
お
も
は
く
、
そ
も
く
神
ノ
御
典
は
よ
、
天
ノ
下
お
し
な
べ
て
、
い
た
、
き
尊
ふ
へ
き
わ
さ
な
る
を
、

彼
ノ
通
証
と
い
ひ
、
此
記
伝
と
い
ひ
、
 

大
部
に
し
て
容
易
か
ら
ず
、
文
雅
に
し
て
民
間
に
は
通
じ
難
き
所
あ
り
て
、
凡
て
昔
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
学
者
の
み
覦
ふ
べ
き
物
の
如
く
に
な
り 

来
し
も
、
あ
か
ぬ
わ
ざ
な
り
け
れ
ば
、
今
は
学
者
の
た
め
よ
り
、

俗
間
の
人
の
た
め
に
、

平
言
も
て
耳
近
く
も
の
せ
ん
方
ま
さ
り
な
む
、
さ
て
然
か 

せ
む
に
は
、
簡
古
の
上
に
も
、
簡
古
な
る
に
し
く
ベ
か
ら
ね
ば
、
こ
と
は
足
は
ぬ
さ
ま
な
が
ら
、
道
に
関
ら
ぬ
、
言
語
な
ど
の
本
つ
意
、
ま
た
神
号
、
 

官
職
、
氏
族
等
の
類
、
凡
て
注
の
煩
は
し
く
成
な
む
こ
と
の
上
は
、
よ
く
も
わ
ろ
く
も
、
皆
姑
く
伝
に
ゆ
づ
り
て
、
今
は
た
^
本
文
の
意
趣
を
、
よ 

く
心
得
さ
せ
ん
こ
と
を
む
ね
と
せ
り
、
さ
れ
ば
其
漏
ラ
し
省
け
る
事
ど
も
の
中
に
も
、
凡
て
わ
が
考
異
の
旨
趣
に
乖
け
た
る
釈
ど
も
は
、
皆
ひ
が
事
と 

心
得
べ
し
、

ー
伝
ノ
説
を
挙
て
、

其
を
弁
ふ
る
に
、
或
は
上
略
下
略
、
或
は
云
云
と
し
て
、
省
け
る
こ
と

恒
な
れ
ど
、
其
論
文
の
甚
長
く
し
て
、
然
の
み
も
為
が
た
き 

処
は
、

其
ノ
所
言
大
意
を
約
め
て
、

引
ヶ
る
も
あ
り
、

何
れ
の
段
も

、

其
ノ
末
に
自
ニ
幾
丁

一
至
ニ
幾丁I

と
、

大
数
を
、
記
し
置
つ
れ
ば
、
も
し
お
ぼ
つ 

か
な
く
見
え
な
ん
処
は
、
記
伝
を
披
て
照
合
す
べ
し
、
如
此
て
其
弁
じ
た
る
中
に
、
あ
ま
り
し
き
僻
説
強
言
し
て
、
世
ノ
人
を
惑
は
さ
れ
た
る
条
々
に 

至
り
て
は
、

其
惑
ひ
を
は
る
け
む

と
て
、

い
た
く
辱
力
し
め
て
、

き
び
し
く
咎
め
た
る
事
を
り

く

あ

り

、

こ
は
道
の
た
め
に
、
す
べ
な
く
て
な
む
、
 

見
む
人
其
罪
を
ゆ
る
し
て
よ
、

一
記
伝
に
本
文
を
訓
る
状
、
さ
す
が
に
博
く
渉
ら
れ
た
る
ほ
ど
あ
り
て
、

よ
く
文
字
に
ゆ
き
と
f
き
て
は
あ
れ
ど
、

古
文
の
格
を
得
ら
れ
ざ
る
か
た
も 

見
え
、
又
あ
ま
り
言
多
く
加
へ
過
し
て
、
野
卑
く
な
れ
る
ふ
し
ぐ
も
、
こ
れ
か
れ
見
ゆ
、

又
於
是
、
是

以

、
故
爾
、

爾
、

即
爾
な
と
云
フ
文 

字
ど
も
は
、
多
く
は
古
語
の
文
段
の
、
重
な
れ
る
を
省
て
、
漢
文
の
格
に
置
り
し
な
り
け
れ
ば
、
其
意
を
得
て
、
上
に
接
も
し
、
其
字
を
捨
も
し
て
、
 

訓
べ
き
わ
ざ
な
る
を
、
悉
く
字
に
す
が
れ
り
し
よ
り
、
且
は
う
る
さ
く
、
且
は
か
ら
め
き
て
、
卑
く
な
り
つ
る
も
多
か
り
、
さ
れ
ど
今
此
等
を
改
メ
ん 

に
は
、
又
然
か
訓
べ
き
故
よ
し
を
も
、
こ
と
わ
ら
ず
て
は
え
あ
ら
ぬ
わ
ざ
な
り
け
れ
ば
、

事
の
長
く
な
ら
ん
を
厭
て
、

く
ち
を
し
み
く
ち
を
し
み
、
 

伝
の
ま
、
に
W
お
き
つ
、

ー
本
文
の
訓
注
に
、
! ^
天
云
-1阿
麻
；
^

常
云
こ
登
許
；
又
此
ノ
神
名
以
ド
音
、
以
上
幾
字
以
％

、

又
其
音
の
上
-
下
リ
等
ま
で
も
、

丁
寧
に
録
シ
お
か 

れ
た
れ
ば
、
必
ス
其
ま
>
記
し
つ
べ
き
わ
ざ
な
れ
ど
、
今
は
古
本
新
本
、
世
に
あ
ま
た
流
布
せ
る
が
う
へ
に
、
此
伝
さ
へ
如
此
世
に
行
は
れ
て
、
訓
法 

を
も
委
く
諭
し
置
き
た
れ
ば
、
こ
た
び
は
右
の
類
の
訓
注
ど
も
を
ば
、
皆
省
き
て
記
し
つ
、
よ
ろ
づ
を
伝
に
ゆ
だ
ね
た
れ
ば
な
り
、

一
か
、
る
神
典
を
う
か
く
へ
ば
と
て
、
漫
に
神
の
御
上
を
、
口
の
端
に
勿
か
け
奉
り
そ
、
彼
ノ
須
佐
之
男
ノ
命
の
、
御
荒
の
件
を
、
記
伝
に
説
る
さ
ま
に
、
 

高
声
に
語
り
つ
、
、
即
座
に
気
絶
せ
し
人
も
あ
り
、
又
古
学
神
道
と
称
し
て
、
神
の
御
上
を
、
講
舌
為
あ
り
き
し
人
の
、
目
前
に
佐
し
き
罰
を
蒙
プ
れ



る
を
ば
、
見
つ
る
事
も
あ
り
き
、
猶
さ
る
た
ぐ
ひ
世
に
多
か
り
な
ん
、
近
き
比
名
た
、
る
学
者
の
、

わ
ろ
き
死
ざ
ま
せ
し
よ
し
の
こ
れ
か
れ
聞
え
た 

る
、
若
シ
ま
こ
と
な
ら
ば
、
猶
同
じ
た
ぐ
ひ
な
ら
ん
、
是
皆
古
伝
の
本
つ
旨
趣
を
知
ラ
ず
し
て
、
た
と
へ
ば
俗
間
に
武
鑑
と
云
物
を
見
て
、
武
家
の
格 

式
を
さ
だ
す
め
る
さ
ま
に
、
神
代
ノ
御
卷
を
披
て
、
神
の
御
上
を
、
と
や
か
く
や
と
口
の
端
に
か
け
奉
る
よ
り
の
、
あ
や
ま
ち
な
る
ぞ
か
し
、
今
は
古 

き
世
の
則
を
守
り
て
、
此
ひ
が
事
を
厳
く
禁
し
む
と
い
へ
ど
も
、
あ
ま
た
の
人
の
こ
、
ろ
く
な
ら
ん
を
禦
く
べ
き
な
ら
ね
ば
、
猶
恐
れ
つ
、
し
み 

て
、
何
事
の
上
を
も
、
す
べ
て
お
ほ
ら
か
に
申
し
て
や
め
り
、

古
事
記
伝
考
異
五
卷 

自筆

天
理
図
書
館
蔵

袋

綴

、

五

冊

。

本

文

共

紙

覆

表

紙

、

竪

ニ

十

八

極

、

横

ニ

十

大

惺

。
料

紙

、

緒

紙

。

字

面

高

サ

約

ニ

十

7

六

|1
(
記
本
文
)
、

記

伝

本 

文

一

字

下

げ

、

考

異

本

文

二

字

下

げ

。

細

註

双

行

。

毎

半

葉

十

行

。

一
部
に
切
取

り

箇

所

あ

り

。

題

簽

、

白

紙

短

冊

(
表
紙
左
肩
)
に

、

「
古

事

記

伝

考

異

一

」

と

墨

書

、

伹

し

、

第

二

冊

以

下

題

簽

を

欠

き

、

表

紙

左

肩

に

、

「
古

事 

記

伝

考

異

ニ

(
〜
五
)
」

と

自

筆

外

題

し

て

い

る

。

内

題

、

「
古

事

記

伝

考

異

卷

一

(
〜
五
)
」

と

記

し

—
但
し
、
「
巻
三
」

の
巻
第
を
欠
く
ー
、
 

そ

の

下

に

、

「
北

畠

源

守

部

謹

撰

」

(
巻
一
)
と

自

署

し

て

い

る

。

本

書

に

は

前

掲

書

に

見

る

識

語

な

し

。

そ

の

巻

第

編

成

は

、

第

j

冊

意

保

牟

祢

(
一
オ
~
四
ゥ
四
行
迄
)
、

古

伝

ノ

意

裒

武

泥

(
四
ゥ
五
行
〜
十
オ
七
行
迄
)
、

神

典

三

箇

秘

事

(
標
目
後
補
書
入
れ
、
十 

オ
八
行
〜
十
六
オ
終
行
迄
)
、

古

事

記

伝

考

異

卷

一

神

代

一

(
ニ
)

伝

第

三

(
四
)
—
三
十
六
丁
ゥ
終
行
迄
—
、

第

二

冊

同

卷

ニ

神
 

代

三

(
〜
五
)

伝

第

五

(
〜
七
)
—
三
十
七
丁
オ
三
行
迄
丨
、

第

三

冊

同

〔
巻

三

〕

神

代

六

(
~

九
)

伝

第

八

(
〜
十
一
)
1
三
十
七
丁 

オ
五
行
迄
1
、

第

四

冊

同

卷

四

神

代

十

(
~

±
ニ
)

伝

第

十

二

(
〜
十
五
)
丄
ニ
士
ハ
丁
オ
終
行
迄
—
、
第

五

冊

同

卷

五

神

代

十
 

四

(
十
五
)

伝

第

十

六

(
十
七
)
1

二
十 

一
丁
オ
ー
行
迄
1
。



と
な
つ
て
い
る
。

本

稿

本

は

前

掲

「
古

事

伝

考

異

」

一

巻

の

前

稿
本
で
あ
る
。

本

稿

本

は

朱

墨

補

訂

著

し

い

文

字

通

り

草

稿

本

で

あ

る

。

前
掲
本
は
巻
一 

の

み

の

存

卷

で

あ

る

が

、

巻

一

に

限

っ

て

、

両

稿

本

を

比

較

す

る

に

、

本

稿

本

も

、
意

保

牟

祢

、

古
伝
ノ
意
裒
武
泥
、

神
典

三

箇

秘

事

と 

序

説

を

有

し

、

前

掲

本

同

様

の

編

成

で

あ

る

。

本

稿

本

の

上

記

朱

墨

補

訂

は

そ

の

極

く

一

部

を

除

き

、

前

掲

本

の

本

行

中

に

浄

書

さ

れ

て 

い
る
。

繕

写

に

際

し

猶

多

少

の

改

補

も

散

見

さ

れ

る

が

、

多

く

字

句

の

訂

正

と

叙

述

上

の

斧

正

に

と
ど
ま
る
も

の

で

あ

る

。

前

掲

本

の

序 

説

末

の

識

語

を

欠

く

ほ

か

、

考

異

本

文

冒

頭

を

、

本

稿

本

が

「
今

云

」

と

あ

る

を

、
前

掲

本

が

「
弁

云

」

と

改

め

る

な

ど

、
僅

か
瞥
見
さ 

れ
る
異

同

で

あ

る

。

従

っ

て

、

前

掲

本

は

巻

ニ

以

下

を

欠

く

が

、

若

し

存

す

る

と

す

れ

ば

、

両

稿

本

は

巻

ニ

以

下

に

於

て

も

巻

一

同

様

な

関

係

が

想

定

さ 

れ
、

本

稿

本

は

前

掲

「
古

事

記

考

異

」

の

前

稿

草

本

と

推

断

さ

れ

る

。

但

し

、

本

稿

本

は

巻

三

、

神
代
六
伝
第
八

以

下

に

於

て

は

、

上
記 

朱

墨

補

訂

は

漸

次

減

少

し

、

殊

に

記

本

文

の

附

訓

を

す

ベ

て

省

筆

し

、

且

つ

考

異

本

文

も

や

や

粗

な

る

点

な

ど

、

草

稿

本

初

頭

の

様

相

を 

提

示

し

て

い

る

。

「
天

理

図

書

館

善

本

書

目

」

に
、

「
難

古

事

記

伝

初

度

の

試

み

と

思

は

れ

る

」

と

誌

さ

れ

て

い

る

如

く

、
第

一

次

草

稿

本 

と

目

さ

れ

る

。

猶

本

稿

本

の

「
意

保

牟

祢

」

は

末

項

部

分

に

加

筆

訂

正

の

跡

が

あ

る

が

、

前

掲

本

と

の

異

同

尠

き

を

以

っ

て

省

略

す

る

。

印

記

、

前

掲

本

同

様

に

守

部

印

を

欠

く

。

備
考
一

本

稿

本

は

前

掲

「
古

事

記

伝

考

異

」

の

前

稿

草

本

で

あ

る

と

こ

ろ

か

ら

、

そ

の

執

筆

も

前

者

と

隣

接

し

、

時

期

を

ほ

ど

隔

て

ぬ

頃

の

こ 

と

で

あ

っ

た

ろ

ぅ

と

思

わ

れ

る

。

本

稿

本

に

著

者

が

言

及

す

る

自

ら

の

著

述

に

就

い

て

偶

目

す

る

と

こ

ろ

を

ひ

ろ

ぅ

と

、

「
蘆

荻

抄

」
、
 

「
難

語

考

」
、

「
千

代

古

道

」
、

「
神

楽

歌

入

文

」

な

ど

の

書

名

が

各

巻

に

散

見

さ

れ

る

。

「
蘆

荻

鈔

」

の

呼

称

は

既

に

古

く

、

「
千

代

古

道

」



も

又

漸

次

編

述

を

重

ね

た

る

辞

彙

的

著

述

で

あ

る

の

で

、

ひ

と

ま

ず

措

き

、

次

の

「
難

語

考

」
、

「
神

楽

歌

入

文

」

と

本

稿

本

の

成

立

期

と 

の

関

聯

に

言

及

す

る

こ

と

に

す

る

。

「
難

語

考

」
初

篇

三

卷

は

「
山

響

冊

子

」

と

改

め

、

「
天

保

ニ

年

辛

卯

十

一

月

刻

成

」

の

刊

記

を

も

っ

て

、

須

原

屋

か

ら

発

刊

さ

れ

て

い 

る
が
、

「
難

語

考

」

ニ

篇

三

卷

、

即

ち

改

題

「
鐘

の

響

」

の

刊

行

は

同

じ

く

須

原

屋

か

ら

で

あ

る

が

、

八

年

の

歳

月

を

隔

て

、

「
天

保

十

年 

己

亥

十

一

月

刻

成

」

の

刊

記

と

な

っ

て

い

る

。

本

稿

本

は

初

篇

三

卷

を

屢

々

言

及

す

る

と

共

に

、

ニ

篇

三

卷

に

つ

い

て

も

、

例

え

ば

、

卷 

五
、

神

代

十

四

伝
第
十
六
の
条
に
、

r

須

勢

理

須

佐

美

な

と

云

言

の

、

進

む

方

に

な

る

と

、

闌

る

方

に

な

る

と

の

ゅ

灸

ょ

し

は

、

難

語

考 

ニ

編

第

三

| 1
|

^

反

対

す

る

語

の

例

条

に

委

く

出

せ

り

」

と

記

し

、

板

本

同

条

当

該

丁

数

と

全

く

同

じ

く

し

て

い

る

。

し

か

れ

ば

、

本 

稿

本

の

成

立

は

「
難

語

考

」

ニ
篇
、

尠

く

と

も

そ

の

板

下

下

稿

の

成

立

時

期

と

同

時

期

か

、

そ

れ

以

降

と

想

定

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い

。

高 

井

浩

氏

御

調

査

に

ょ

る

と

、

「
難

語

考

」

ニ
篇
—

「
鐘

の

響

」
—

の

板

下

本

は

、

天

保

九

年

年

初

か

ら

、

そ

の

仕

上

げ

に

急

ぎ

、

同
年
十
一 

月

中

旬

に

印

刷

を

終

了

し

た

と

い

わ

れ

る

。
従

っ

て

、

本

稿

本

も

同

九

年

歳

暮

以

降

の

こ

と

と

一

応

は

推

測

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

次

に

「
神

楽

歌

入

文

」

で

あ

る

が

、

本

稿

本

中

に

、

巻

三

、

神
代
六
伝
第
八
に
、

「
猶

此

等

の

事

は

、

難

語

考

初
編
三
菅
曾
ノ巻

？！

に
も 

弁

へ

、
神

楽

哥

入

綾

に

も

委

く

い

ひ

お

け

り

」

と

真

析

葛

に

つ

き

言

及

し

て

い

る

。

「
神

楽

歌

入

文

」

は

「
催

馬

楽

入

文

」

と

共

に

、

そ 

の
刊
行
は
、

天

保

十

二

年

九

月

の

跋

文

の

頃

と

想

定

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

も

っ

と

も

、

そ

の

草

稿

本

で

あ

る

天

理

図

書

館

蔵

「
神

楽

歌

入 

文

」

ニ

巻

は

略

板

本

に

近

く

、

本

稿

本

に

云

う

同

書

は

恐

ら

く

上

記

の

稿

本

を

指

す

の

で

あ

ろ

う

。

同

書

は

そ

の

解

題

で

述

べ

た

如

く

、
 

や

は

り

「
難

語

考

」

ニ

篇

と

の

関

聯

で

天

保

九

•
十

年

頃

の

成

立

と

推

定

さ

れ

る

の

で

あ

る

。
従

っ

て

、

本

稿

本

の

執

筆

も

、

そ
の
頃
を 

想

定

す

る

の

が

、

最

も

妥

当

か

と

考

え

ら

れ

る

。

猶

、

そ

の

ほ

か

、

巻

四

、

神

代

十

三

伝

第

十

五

の

末

に

、
「
彼

寧

一

山

の

如

き

奸

細

の

賊

僧

を

し

も

一

大

刹

の

開

祖

と

仰

し

こ

そ

遺

恨

わ 

さ

な

り

け

れ

猶

此

事

別

に

一

冊

に

つ

く

り

て

委

く

弁

へ

置

た

れ

は

こ

\
に

は

省

き

つ

」

と

見

え

る

。

此

処

に

云

う

書

は

、

「
蒙

古

諸

軍

記



弁

疑

」

を

指

し

、

同

記

は

巻

五

「
人

し

れ

ぬ

事

の

巻

」

を

指

す

も

の

で

あ

ろ

う

。

「
蒙

古

諸

軍

記

弁

疑

」

五

巻

は

巻

末

に

「
天
保
十
年
正 

月H

日
」

の

識

語

が

あ

り

、

こ

れ

も

上

記

ニ

例

と

相

符

合

す

る

の

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

例

か

ら

、

本

稿

本

の

成

立

は

天

保

十

年

の

こ

と

と

推

定

し

て

よ

い

か

と

思

わ

れ

、

前

掲

書

「
古

事

記

伝

考

異

」

一
巻
の
序
説 

奥

に

見

え

る

、

「
天

保

十

年

九

月

廿

五

日

守

部

筆

を

執

て

卒

に

草

」

と

あ

る

記

は

事

実

上

の

日

付

を

誌

す

も

の

で

あ

る

と

推

定

さ

れ

る 

の

で

あ

り

、

両

稿

本

は

踵

を

接

し

て

、

文

字

通

り

忽

卒

の

間

に

、

草

稿

、

繕

写

が

同

年

中

に

な

さ

れ

た

の

で

あ

ろ

う

。

備
考
ニ

又
、

本

書

が

「
稜

威

道

別

」

の

副

次

的

所

産

で

あ

る

こ

と

は

、

今

更

に

縷

述

す

る

ま

で

も

な

い

が

、

本

稿

本

の

序

説

中

、

「
神

典

三

箇 

秘

事

」

冒

頭

に

、

天

、
夜

見

(朱
)
、

幽

の

、

三

の

大

道

ぞ

、

か

た

し

と
も

か

た

き

、

極

み

な
り

け

る
、

此

三

の

解

ぬ

か

ぎ

り

は

、

神

の

道

も

、

解
べ
き

黄
泉

よ

し

あ

ら

さ

れ

ば

、

守

部

ま

だ

と

し

廿

ち

ば

か

り

の

比

ほ

ひ

よ

り

、

い

に

し

へ

今

の

あ

ま

た

の

説

を

、

か

た

は

し

よ

り

見

わ

た

し

て 

し

に

、

ひ

と

つ

も

と

る

へ

き

事

見

え

す

、

み

そ

ち

四

十

の

頃

に

な

り

て

は

、

い

よ

X
心

い

ら

れ

し

て

、

大

海

の

原

に

、

西
ひ
ん
か
し 

を

失

ひ

た

る
こ

乂

ち

し

つ

れ

は

、

せ

め

て

よ

る

へ

き

た

づ

き

も

か

な

と

、

せ

ん

す

へ

な

く

て

、

も

ろ

こ

し

、

西

の

か

ら

、

遙
け

き

え

が
国
に
(朱
)
 

n

ト

 

l
i

み

し

の

国

に

い

へ

る

説

ど

も

を

す

ら

、

考

へ

合

せ

つ

れ

ど

、

こ

れ

ぞ

よ

る

べ

と

、

お

ほ

し

き

も

な

か

り

き

、

か

く

て

い

た

つ

ら

に

過

-

-

=

1

ら

ぬ

(

朱

)

な

ん
も

く

ち

を

し

、

今

は

い

か

に

せ

ん

と

て

、

命

を

た

ち

て

、

天

地

の

神

に

、

ね

き

事

し

つ

る

に

、

皇

神

の

御

う

ベ

な

ひ

む

な

し

か

な
り
て
(朱
)
 

出
て
は
し
め
て
神
御
典
を
解
こ
と
を
得
た
り
こ
は
我
か
家
の
重
き
ひ
め
事
な
り
け
れ
と
か
の
談
辞
の
意
趣
を
明
し
て
是
の
み
も
つ
つ
み
あ
へ
ね
は

ら
ず
、

四
十
の
末
に
ふ
と
さ
と
り
た
り
、

そ
れ
を
ち
か
ら
に
、
其
と
し
稜
威
道
別
を
脾
せ
し
な
り
、
今
其
趣
を
、

こ
\
に

(左
傍
ニ

ニ 

11 

1
1
1
1

 

I

ニ

ニ
 I 

=
 

II 

=
1
1
1
1

 

=

ニ
—

1
1
1
1

 

=
 

=
 

II 

-I 

-I 

=

=

ニ
—

-I 

II 

II 

も
の
遠
か
り
な
ん
と
も
其
大
む
ね
を
(朱
)
 

ん
に
(朱
)

又
、

こ
、
に
、
ト
再
記
ス
)

い

さ

\
か

か

い

採

て

い

は

乂

、

と
、

「
稜

威

道

別

」
着

筆

に

至

る

長

い

道

程

を

い

さ

さ

か

の

誇

辞

を

も

交

え

な

が

ら

に

回

顧

し

て

い

る

。

所

謂

五

条

の

秘

説

の

中

の

最 

要

諦

な

る

此

範

疇

こ

そ

、

「
稜

威

道

別

」

の

前

身

た

る

「
温

源

録

稿

」
執

筆

の

核

心

で

あ

っ

た

の

で

あ

る

。

そ

の

解

悟

は

四

十

歳

の

末

、



文

政

末

の

頃

で

あ

る

と

い

う

の

で

あ

る

。

「
其

と

し

稜

威

道

別

を帅

せ

し

な

り

」

と

記

し

て

い

る

の

は

と

も

か

く

、

「
温

源

録

稿

」

に
は
じ 

ま

る

「
道

別

」

の
改

稿

は

、

こ
の
年
、

天

保

十

年

頃

に

は

漸

次

進

展

し

つ

つ

あ

っ

た

の

は

同

解

題

で

触

れ

た

如

く

で

あ

る

が

、

そ
れ
と

期 

を

同

じ

く

し
て
、
先

哲

の

偉

業

「
古

事

記

伝

」

へ
の
対
峙
は
、

自

説

の

赴

く

と

こ

ろ

自

然

の

帰

趨

で

も

あ

っ

た

の

で

あ

ろ

う

。

本
稿
本
の 

序

説

に

ま

ず

其

旨

を

う

た

っ

て

回

想

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

「
古

事

伝

考

異

」
着

筆

の

誘

因

に

は

、

「
道

別

」
執

筆

と

共

に

、
自

ら

の

秘

説 

の

展

開

の

一

端

と

し

て

自

生

発

展

し

た

も

の

で

あ

っ

た

ろ

う

、

と

回

顧

の

一

文

を

附

記

し

て

、

そ

の

間

の

事

情

を

視

う

の

資

と

す

る

の

で 

あ

る

。

本

稿

㈡
は

、
前

稿

と

共

に

、
夙

に

慶

應

義

塾

学

事

振

興

資

金

研

究

補

助

と

、

又

近

時

、

ト

ョ

タ

財

団

研

究

助

成

金

と

に

よ

る

調

査

結

果 

の

一

端

で

あ

る

。

記

し

て

謝

意

を

表

す

る

。

又

、
本

調

査

に

際

し

、
御

蔵

書

の

閲

覧

•
複

写

な

ど

種

々

の

御

高

配

を

賜

っ

た

天

理

図

書

館 

を

は

じ

め

公

私

の

諸

図

書

機

関

に

深

謝

申

上

げ

る

。


